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日本は外国人学生受入れについては.いわ

ば後発国の地位にあり,学習条件,生活条件

について多くの閉店をもつ｡学習条件につい

ては日本語の習得難の他.大学制度,奨学金

制度などの問題があり,生活条件については,

宿舎錐,物価高の問題などがある｡これらに

在日外国人学生達がいかに対応し,いかなる

評価をもっているかをアンケー ト調査 (回収

967)でただし.併せて元留学生達に対しては

(アンケー ト回収138)帰国後の職業.生活面

での日本留学の成果をただした｡また,双方

に日本経済の発展に対する見解を求めた｡



ま え が き

この研究は稔合研究開発機構,昭和59年度第 1頬助成研究 ｢在 E]留学生の学習と生

活条件に関する研究- 人的能力開発の課題に即 して｣についての報告書であるo

この研究のねらいは,21世紀に向けて外国人学生10万人の受入れを想定 しているわ

が国留学生事業の運営に対して,いわば一種の現実診断の資料を提供しようとするも

のであるO日本はこの事業については一種の後発垣の地位にあり,来日の外国人学生

達は学習条件,生活条件の双方について多くの問題をもっているO学習条件としては,

特に日本語学習の困難の問題が大きいが,その他.学位制度を含めての大学制度の問

題,奨学金受給の税会の乏しさの問題などがあり,生活条件の問題としては宿舎艶

物価高の問題などがある.

にもかかわらず,近年来R留学生の数は急増しつつある0枚等はいかにこれらの諸

問題に対応し,どの程度困難を克服しつつあるか,また,その一層の克服のためには

どのような措置が望まれているかをアンケー ト調査によって明らかにしようというの

かこの研究のねらいである｡

併せて元国費留学生達に対しては,その就職,仕事の実態,生活面などで日本留学

の成果がいかに評価されているかを同じくアンケー ト調査によって明らかにしまうと

Lわo

さらに在臥 元の双方の留学生達が日本の経済発展をどのように評価しているかの

所見もただすこととLたO

研究の実施については川野重任東大名誉教授を中心とする研究委月会をおき,調査

設計,分析に当ったOアンケー ト調査の実施については,本文記載の各関係機関,大

学などの特段の配膚を煩わしたが,アンケー トに答えられた在日,元の留学生諸氏の

御協力と併せて以上の関係者に深甚の謝意を表 したいO

わがEEl留学生受入事業の推進への寄与を祈念したいO

財団法人アジア人口 ･開発協会理事長

田中龍夫





く研究者リス ト)

研究委員会メンバー

研究指導者 川野 重任

研 究 委 月 鈴木 忠和

〝 武藤 和夫

〝 山川 三郎

〝 臆 洋之介

〝 山下 雄三

東京大学名誉教授 ㈱)日本国際教育協会理事長

東海大学教養学部教授

束京農業大学農学部教授

東京大学東洋文化研究所教授

東京大学東洋文化研究所助教授

筑波大学農妹学系助教授

研 究 協 力 平尾 正之 農林水産省農業研究センタープロジェクト研究第4チー

ム研究月

// 高橋 保雄 鮒日本国際教育協会事業部長

I/ 今城 治子 肺棟 京大学東洋文化研究所調査係



iv -



目 次

〔エグゼクティブ ･サマリー〕

2 アンケー ト

lI 調査方法とアンケー トの回収

2 アンケー トの回収

3 担1答者の性格

第 1章 日本留学の動機と経緯- 留学生の教育歴

I 在EF外国人学生の教育歴

l 大学人学の経緯

2 日本留学の動機

3 大学についての評価

4 日本留学以前の他国への留学

Il 元留学生の教育歴

1 日本留学の経緯

2 日本留学の位置つけ

17

19

19
20

2-

2-

22

22



1 日本語能力の機能別評価

2 回答言語の種類と日本語能力

4 日本語能力の各種類型別差異

3 来日後の日本語学校入学

llI 日本語能力差異と学習効果

75

75

78

81

83

85

85

86

92

94

95

1 日本語能力差異と学部教育の難易度 95

2 日本語能力差異と博士号取得の難易度 97

lV 帰国後の日本語使用

2 日本語の使用形態

100

100

10.i

108

第3章 学資B及び大学院における学習条件と学位取得問題 -･･ ･113

Ⅰ 学部カリキュラムの水準と理解の難易性 116

1 線計からみた実態

2 回答国語別による差異

3 匡卜公 ･私立別にみた差異

4 漢字周と非漢等二圏

5 専攻別にみた差異

ⅠⅠ 学部授業の理解度についての自己評占 120

l 総体的な考察

2 漢字圏学生の理解度 東南7ジア学生との対比- - - -121

3 回公 ･私立別の差異

4 専攻別にみた差異

Hl 大学院で取得希望の学位



l 取得希望についての概況

2 性別からみた状況

3 出身地域別の差異

Ll 国公 ･私立別にみた差異

5 奨学金類別にみた差異

IV 学位取得の粍易性とその要因

123

123

124

125

125

126

1 漢字国と引漢字圏域学生間の差異 127

2 専攻別にみた差異

V 在日学生と元留学生の学位利用についての見解 期待と実態のかい維

1 総計による一般的考察

2 漢字解と非漢字圏との差異

3 専攻別にみた取得学位の利用 -- -136

4 奨学金類別にみた利用- とくに奨学金なしについて -･ -140

VI学位評価に対する国際比較- 在日学生について- ････. -142

1 総計からみた評価

2 1那或別評価の差異

3 専攻別にみた特徴

Vll 学位取得 ･利用などについての個人的な意見 -- -1L17

1 学位取得の難易性について

2 学位の利用,その他について

第 4章 日本留学-の評価と意見

Ⅰ 在日生活-の期待と評価

1 在日生活-の期待と評価

2 学生生活への期待

3 日本との交流.接触について

4 留学と孤独感

ⅠⅠ 日本留学についての評価

148

160



1 受入れ先としてのE]本の大学 大学院 165

2 日本留学の評価

3 元留学生の日本留学についての評価 172

ⅠⅠⅠ 帰国後の日本留学体験の活用

1 留学成果の活用

2 留守成果の括用と日本との交流 176

3 日本的発想や生活様式の利用 179

4 F.37学体験の母国での括用についての意見 180

IV 留学生の居住条件

1 民間の協力事情

2 居住条件についての希望.意見 183

V 受入れ条件についての留学生の意見 184

1 在日留学生の意見

2 元留学生の意見

第 5章 日本の社会経済に関する留学生の見解 195

Ⅰ 日本の教育制度

1 在日留学生の回答

2 元留学生の回答

王I 人口増加

l 在日留学生の回答

2 元留学生の回答

ⅠⅠⅠ 労働制度

ⅠⅤ 人的能力の開発

197

198

198

203

208

208

212

215

215

217

219

V 日本の社会緩さ剤こ関するその他の意見 221

1 教育制度

2 人口増加

3 労働体制



Li 経済発展と人的能力

I 留学生来日の流れをつくることが基本 233

II E]本譜教育体制の整備

llI 大学,大学院の教育体制の整備 235

Ⅳ 生活条件,居住条件

付表 アンケー ト集計表

A 1 在日留学生アンケー ト集計表 (稔計 ･性別 ･回答言語別) .-243

A ⅠⅠ 在日留学生アンケー ト集計表 (国別) ･-277

A-In 在日留学生アンケー ト集計表 (地域削) --310

A 1V 在日留学生アンケー ト集計表 (専攻別) -343

A V 在日留学生アンケー ト集まi表 (国公私立別 ･在籍区分別 ･奨学金類別)

B 1 元留学生アンケ- ト集計表 (給計 ･性別 ･回答言語別) -409

B II 元留学生アンケー ト集言i表 (拭別) -434

B-III 元留学生アンケー ト集計表 (地域削) -L159

B 1V 元留学生アンケ- ト集計表 (専攻別) -48LI

B V 元留学生アンケー ト集計表 (国公私立別 .学籍区分別 .奨学金額別)

アンケー ト票サンプル









〔エグゼクティブ･サマリー)

1.来日留学目的には学位取得削 ijと研究員的との2つか区別されるが,途上国留

学生の大部分は前者てある｡にもかかわらず,日本を第-順位の留学先とLて選ばな

かった学生が4分の1い ,る｡

2.来日留学動機の大半は日本の社台,文化への評価てある｡日本語能力の有無,

大小が学習効果を決定的にするが,その能力は当然のことながら漠字周の学生におい

て概して高く,その背景には母国ての学習総会のいかんも深くかかわっている0

3.大学でのカリキュラムの難易については,大半の者が母国のそれと大差なしと

答えている半面,敷物系科目について杜しさを指摘する者も少くない.学位の取得難

について.日本語能力の低さを理由とする者は案外に少ないが,これは反面,何が問

題かの問題を残すOまた.日本の学位への評価はBl際比較として残念ながら欧米のそ

れより低いD

4.日本留学への総括的評価とLては.大半が学習生活の面で満足し,日常生活て

も食生活については満足している.しかし,El本人社会との交流や.宿舎条件なとの

点ては不満を表明しているoなお,宿舎条件についての希望で,El本人との同宿を望

んている者の多いことは今後の宿舎対策についての参考となろうO

5.元国費留学生の場合も,日本留学-の総括的評価は上と大同小異だが,特に教

柿,研究者,行政官といった立場の者が多いことから,日本語の使用を含めて日本留

学の成果の生かされる場面が多いようである｡

6.日本経済発展の要因については,在日,元拭賓留学生といこ.教育の役割の重

要性を寸旨摘し 人口問題との関係ては,人口増加がそのための負祖となっていないこ

とを注意する｡いずiUこしても人間能力の開発こそが発展の基本動因だとする点ては

I--致し,ある意味てはこの認識こそが日本留学の共通した,また貴大の成果だとの見

解もなりたちそうである.

7,家族関係については,親子.兄弟,姉妹で海外留学の経験者をt'つ者の割合が

非常に高いことが注目されるo国軌 私費の留学生の別を問わず,来日留学生の大部

分は少なくとも経済的にはいわゆる社会上層に属する人々てあることが察知されるO

父兄の職業についてもr司様のことが示唆される｡





要 約

Ⅰ 2つの留学動機

(1)まず第1に,来日学生の来日,留学動機に,はっきりと判る2つの類別のあるこ

とを知らねばならないDlつは学位取得が目的てあり,他は日本自体を研究対象とす

るという研究目的てある｡前者はアジア地域を始めとして,北米.西欧以外の諸地域

からの'#学生達によって代表され,後者は北米,西欧を代表とするいわゆる先進諸臥

先進地妓からのそれである.従って,前者は学部から大学院,それも修士課程から博

士課程へと進み,なるべく能率的,効率的に学位を取得しようとする｡後者は大学院

学生というより.むしろ研究生という,より自由な形での在籍を選び,研究目的を達

成するとさっきと掃Egする.おそらく学位をとるとしても,本国においてであろうし.

そのための研究資料蒐集が目的だといってもよいてあろうと考えられる｡元留学生の

うち,北#,西欧地域の人で再度Ef本以外の国へ留学Lている者が少なくないが,お

そらく,これはそれを語るものであろうOこれに対し,その他地域の元留学生の場合

は,日本で取得Lそこねた学位取得のため,再度,北米,西欧などに留学したとする

者のいることは注意すべきである｡

(2) 特に途上国地域からの留学生の場合.あえて日本を第 1順位の留学先とは考え

なかったとする者が4分の 1i,いるということ,しかもその第1順位の希望が北米,

西欧だったとすることは大いに注目に値する｡

(3) しかし,来日,留学の動機に,｢日本の文化,社台,経嵐 技術水準に関する関

心｣とするものが仝経として極めて高率に上ることが注意されるo欧米留学生の日本

への関心の高まりも同様てあろう｡いずれにしても,外国人学生の来日,留学の瑞運

は動いているといえよう｡

(Jl) 所属大学への評価については,教授陣,環境-のそれを含めて,全体としてか

なり高い評価を与えている反乱 入組 こよらない配属については,箱望するコ-スが

ない (例えば博士課程を希望して来日したのにそのコースのない修士課程だけの大学

院の大学に配属された)などの不満を洩らす者も一部にある｡



II 学習条件 としての日本語能力をめ ぐって

日本語能力の有無,大小が日本留学の効果を左右する決定的条件の1ってあること

が改めて痛感される｡

(1) 第 1に.在日留学生全体として,学習面,生活面双方において,｢詣Lたり.聞

いたIJ｣の会話能力は比較的に高く.｢十分にてきる｣. ｢一応はできる｣双方を含めて

75%以上,これに対して ｢読み｣,｢書き｣の能力は一般に落ち,特に学習面ての ｢読

み｣, ｢書き｣能力で ｢一応 はできる｣とする水準以上の者は50%程度であるO殊に,

授業を聴 くことも,質問することも全くできないとする者が5%前後にせよ.あるこ

とは十分注意されてよいOそLてこjtは後述の母国での日本語学習綴会の欠如という

事実とも対応している｡

(2)実態として漢字博,非漢字閏の留学生間に日本語能力についての明確な格差が

ある｡いうまでもなく,前者が高いO理由は母国ての教育が漢字教育ないし漢字使用

の頻度の高い教育として,日本と共通のものが多いということてあろう｡具体的には

東アジア地域出身の学生が代表で,日本語能力も高ければ,日本を第一優先の留学先

と考えている者の割合も高いようてある｡また,そこでは奨学金を受けていない純粋

の私費留学生の割合も高いo

(3) 前項と関連するが.母国でのE]本学習機会の有無と日本語能力の高さとも関連

するoその機会の頻度も形い也城毎に様々に異なり.韓【乱 中国を始め東アジア地域

ではそれが多く,中近兼,南アジアては少ないOアフ リカてほその鴨会が極端に少な

いO もっとも北米の如 く.その機会があったとしながら,そのE]本譜能力が必ずLも

それほど高くないといった例も見られたが,それはいわば増国語としての英語の国際

的通用性の高さを背景とLてのことと解すへきてあろうO

(4) 日本での日本語学習については,東アジアなど漢字圏の留学生の利用率は必ず

しも高くなく,非漢字周のそれが高い｡しかL.その日本語能力は必ずLも高くないO

これは文部省留学生など,日本語の準備なくLて来日し,ここで始めて日本語を学ぶ

という関係にある者の多いこと.しかもその学習期間が短 く限られているということ

による点が多いと思われるO東アジアなど.母国ですでに日本語学習の横合をもった

者としては,改めて来日Jf乳 日本語教育棟関でのその教育の必要を認めない者か多い

ということてあろう｡

(5)大学学部,大学院での日本宗吾使用については,その能力が高けitは高いほど,



学習内容の甥解力が高いとされるO当然のことであるo博士号取得に関連しても,請

義,資料の理解,El本語での論文執筆なとについて, 日本語能力の低さを理由として

その闘錐が表明されるo

(6) 帰国後の日本語の使用機会については,元留学生の場合,文部省留学生てあっ

た者が多いというサンプルの特性を背景として,日本語の母国での使用機会は.その

他の奨学金を受けない一般の私費留学生の場合にくらへて,多いという結果となって

いる｡ことに研究教育機関,政府機関勤務者の場合そうである｡

在日留学生の場合,文部省留学生の日本語能力は一般の私費留学生の場合にくらべ

てそれほど高くないと自己評価していると前述Lたが,それにもかかわらず,この結

果であるO研究,教育,行政のいわば公的活動面て日本とのつながりが事実上多いケ

ースが多いということであろうかD

III カリキュラムと学位問題

(1)第 1に母国のそれと比較してのカリキュラムの難易問題については,全体とし

て66%の者が ｢大差なL｣としている.しかL,これについては,日本語能力の大′ト

の関係Lていることも当然考えられるO概Lて日本語能力の相対的に低いと考えられ

る文部省留学生の多い凶公立大学の場合には,私立大学の場合にくらべて.｢大差なし｣

とするo/.がいくらか低い(国公立629%,私立72.4%)oまた,地域別には東南アジア

学生の場合は51%と他とくらべてかなり低いが,日本語能力の相対的に高い私費留学

生の割合が高いことと関連していると見る-きてあろうか｡

しかし,｢ある種の科目は推し過ぎる｣とする者が全体として29%あり,この場合逆

に東南アンア学生の場合469%として高いことが目立つOさらに.推し過きる科目と

しては,全体とLて,致,物.化なとの理工系科E]をあげる者が54%に及び,しかも

理工系学生においてこの科目をあげる者の率が高く,76.5%に及ぶo同じ理工系科目

にしても,その内容,水準において非理工系の場合とは差があるということであろう

か｡

(2)学部授業の理解度については.全体として70%程度と自己評価しているが,そ

の出身地域別,国公私立大学別の概要は上述と表裏の関係にあるOただし,｢日本語の

授業を開くこと｣が全くてきないとする者が前述のように5%もいることt,同時に留

意すべきである｡



(3) 大学院在籍者中,博士弓取得の希望をもっている者が幾何かを見るに,理｣二系

学生の4分の3.文系学生の約半数がその希望をもっていること,そして男女別には

男子学生の3分の2まてがその希望をもち,女 子学生の場合はその率が約40%にとど

まることが判るOこれを文部省留学生について見るに.61%までがその希望をもつ O

もっとも外国政府奨学金その他の奨学金を受ける学生の場合は,その率は全体として

66%という高率を示している｡

(4) 日本の学位のいわゆる取得経については,その理由を ｢日本語能力の低さ｣と

する考え方に対して,全体の21%が ｢その通り｣と答える反面,51%は ｢そうでない｣

と答えている｡開通して ｢論文執筆に日本語が要求されるから｣という理由付けに対

しても,同様に19%が ｢その通り｣と答える反面,53%は ｢そうではない｣と答えて

いるOさらに,｢英,紘,独語等2かBl語の履習が要求され,この面の負担が大き過き

るから｣とする理由付けに対してt,全く同様に,18%が ｢その通り｣.51%が ｢そうて

はない｣と答えているO無論,その答え方は出身国,出身地域によって異リ,概して

日本語能力の高いと考えられる漢字圏学生の場合には ｢その通り｣とする率が15%前

後としてやや低く,非漢字増,特に南アジア,東南アジア.アフリカ等の場合はその

率が際立って高い｡とすると,やはり基本的には,日本語能力の低さが日本の場合の

学位取得難の重要な理由となっていると考うべきであろうoi,つとも,｢英,仏,独語

等｣云々の設問に対して.北米,南米等の諸地域の学生が否定的に答えていることは

当然てある｡

(5) なお,学位問題に関しては.元留学生の場合.博士論文を日本語で書いた者26

0/.,英語で書いた者66%で,さらにこの論文執筆について,｢El本語での執筆を指示さ

れたか｣との設問に対して,｢指示されなかった｣とする者がほとんどて94%..｢指示

された｣とする者は6%にとどまるoもっとも修士論文の場合については,｢指示され

た｣とする者13%で,事実,日本語で書いた者は38%という答になっているが,これ

らの答による限り,｢日本語での執筆｣の指示,要求は伝えられるほどに多くはなさそ

うであるOとすると,学位取得難の理由はどこにあると考えるべきかD日本語能力の

低さが前述のように基本理由の 1つであることは疑ないとしても.なお.｢そうではな

い｣とする答えの多いことは,少くとも学位取得経という声を前提とする限り,他に

理由のあることを予想させずにはおかない｡大学での教育,指導の体制に対して一部

回答者から意見が寄せられている別掲の事実も見逃せないO

(6) 学位の母国ての利用期待や利用の現実については,在 日留学生の場合が期待に

燃え,元F:#学生の場合多少とも現実がそれに添わないという一般的傾向があるにして
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ち,政敵 行政,教育,研究税関への就職の/自利性等の他 ｢母国発展への寄与｣とい

う大義名分をかかけた省の割合の少なくないことを注意すべきであろうO逆に,母国

ての日本企業や合弁企業等ての就職の期待はないわけではないが,それほどのもので

ないことも注意される.

(7) 学位の国際的評価という問題では,｢高く評価する｣とする度合の高い点からい

えば,アメリカ合衆国,ヨーロ/パ諸国,E]本,東洋諸国といった順で.日本の地位

の相対的低さのほどは残念ながら認めざるを得ない｡

Ⅳ 日本留学への総精的評価

日本-の留学を全体としてどのように評価Lているかについては.在EF留学生につ

いては在日生活の現状.元留学生については帰国後の仕事,生酒経験に即してその評

価を開く他,共通には日本の大学(院).日本留学,留学生受入れ,宿舎条件について

のその評価を開いたO

(1) 在日留学生については,大学スタッフとの交流,日常の学習,研究活軌 日常

の衣食住活動ては,｢大いに満足｣｢とちらかといえば満足｣の2つを含めて概して70

-一75%で,まずまず満足というのか全体とLての評価である｡これに対して,日本人,

学生.社会-璃芝との交流という点ての満足度はやや落ち,その生活が大学での学習生

活中心になっていることが判るO満足度のの景 t,低いのは ｢日本人の母国事情に対す

る理解の低さ｣てあり,これは孤独感の強さにも結びつく｡そしてこれについては地

域別.国別格差が大きい.不満度の高いのは東欧,アフリカ,東南アジア,中東等で

あり,東アジアにおいても国によってはその不満度は高いO

(2)元留学生の帰国後の留学体験の活用については,回答者の70%近 くが,大学,

政府行政憶関,試験研究機関,教育機関の関係者ということもあって,留学での成果

が直接,間接にその現在の仕事に生かされるとし.その割合は90%に及ぶoまた,日

本留学による体験,知識,研究等が仕事の面,生活の面でかなり活用されているとす

るoその活用度の低いものとしては,日本企業との交流胤 日本的生活様式の採用面

とされる.それでも日本的生活様式の採用については,積極的に採用が16%,一部採

用がL12%に及ぶ｡また,日本的行動様式についても,これを積転的に採用しようとす

る者15%,一部採用という者45%.という事実は注E=こ値するoR本譜の使用機会につ

いては既述の通りであるが,日常生活,仕事上勤務先で使用する機会が｢かなりある｣
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とする者が25-29%に及び,｢僅かにある｣とする者も40--500/.に及ぶO学位の利用に

ついては,｢専門的知識の仕事｣の上での活用,｢研究,教育機関への就職｣という点

ては有利性を強調している者が ｢ある程度有利｣を含めてそれぞれ45-50%に及ぶO

(3) 日本の大学,大学院に対する各種指標を基準としての評価は在日留学生と元留

学生との間で基本的な差はないO大学の学術水準,途上国のかかえている開頭や留学

生問題に対する関心,留学生の勉学に対する日本の学生の協力体制等それぞれかなり

の程度評価し,満足していると見られる｡そしてその程度は元留学生の場合,在日留

学生の場合よりいくらか高いと見られるのは,帰国後研究,教育等に従事している割

合の高い文部省留学生の占める率が大きいということとも関係しているかと思われる｡

再度の日本留学の希望の割合も元留学生の場合の方が高く,ほとんど80%と見てよいO

従って,｢母国の学生達に日本'#学を積極的にすすめたい｣とする者の割合ら,｢ある

程度同意｣というのを含めれば,在日留学生の場合70%なのに対して,元留学生の場

合は78%の高率に及ぶ｡また,｢留学経験は長期的に見て日本と良好な関係を維持する

契機となろう｣とする意見も,在日留学生.7tI留学生の場合を通じて高く.それぞれ

83%BIJ-後の高率を示すO

(4) にもかかわらず,｢日本の大学は帰国後の留学生と積極的に交流Lようとしてい

るか｣,あるいは.｢日本は帰国留学生に対するアフターサーヒスをよくやっているか｣

ということになると,肯定論は追矧 こ低くなるo元留学生の場合,在日留学生の場合

よりいくらかその率は高いが,アンケー ト対象としてアフタ-サ-ビスの対象となっ

た元留学生が選ばれたという事情のあることも留意Lておかねばならない｡

(5) その他留学生の受入れについて,民間のボランティア活動,宿舎やアル-イト

探しについてのEf本人の協九 民間奨学金の機会提供となると,特に在日'#学生の場

合その評価は前項の(4)と同様に低くなるOまた,奨学金の機会の乏しきについては,

在日留学生,元留学生ともにその意見は一致して,｢機会充実｣と横転的に評価する者

はそれぞれ5%,9%に過きないo

f6) 最後に受入れ条件に関連して設問した ｢希望の宿舎条件｣については,在日留

学生の場合.もっとも希望の強い順位としては, 1位大学付属の寮,2位外国人用宿

令,3位民間アパ- ト. 4位日本人家庭と整理できそうであるoそして内容としては,

圧倒的多数が ｢個室｣て,しかし宿舎とLては ｢日本人と一緒｣という希望であるO

元留学生の場合も,宿舎の ｢個室｣｢日本人と一緒｣という点ては同じてあり,また,

大学付属の寮を1位として希望するという点では同じてあるが,次いては民間7--

ト, 日本人家庭というのか同率て2位となり,外国人用宿舎の希望が3位に来るとい
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う差があるoLかし,この序列をとれほと､とういう意味で重視すべきかは確言でき

ないo

V 日本の経済発展についての見方

留学条件とは直接の関係はないが,日本経済の発展について,3つの要因をあげて

その所見を質したDまた,関連して,一般に経済発展と人的能力の開発との関連をど

う考えるかについても所見を質したD 設問は在日留学生,元留学生に全 く同-て あるo

(1) 教育制度についてはそれが経済発展に寄与すへき12の視点をあげてその所見を

質したが,まず在日留学生の場合,そのいずれの視点についても全体として横転的評

価を与えている｡ただし.その評価の高さという点からいえば,6･3制とか,女子

の進学率とか,中途退学の少なさといったことよりも,高等教育への進学率の高さへ

の評価が高く.その背景としては経済的余裕がそうさせたということではなく,立身

出世欲を中心とした国民的関心の強さ,高さといったものてあり,これがまた,国や

公共団体をLてその体制整備に努力させるにいたったという嘩解のようてあるO元留

学生の場合も大同小異であるが.6･3制の蓑務教育制度-の評価がやや高いことが

注目される.なお,｢個人的能力さえあれば社会的指導者になれるという社会の体質が

進学意欲を高める｣という現解について,元留学生の評価がその出身地晩 出身国の

如何を問わず,ほとんど一様に在日留学生のそれより高いことは興味深いO自ら文那

省留学生として,いわば自らの能力と努力とによって奨学金を得ることが出来たとい

う自覚をもつ者の多い元留学生として当然と見るべきてあろうかO

(2) 経済発媒要因としての人目問題の考え方については多角的な設問を用意した.

① まず.｢人口の規模が一億人を扱えており,大規模生産が可能｣という設問に

対Lては,在日留学生全体とLて48%が肯定に傾いているが,中でt'中東,アフリ

カ,何故の諸地域学生にはその意見が強い.Lかし､東アジア,南アジア,中ても

中国学生の場合にはその否定論が際立って強い｡｢そうは思わない｣という平均の否

定論34%に対して,この場合は480/.の高率を示すOおそらく.人口大国中国などの

この点についての実情をふまえてのことてあろうO

(む 次いで,｢人目増加率が低く､子供の扶養負根が小さかったから)とする意見

については.全体として64%が肯定的てあり,中てt,南アジア,東南アジア学生の

場合はそれぞれ69%,710/.という高さであるOこれもそれぞれの母国の事情をふま
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え.その点に問題を見ているということの反映てあろう｡

③ 関連して,｢衆近の人口増加率が低くなったのは出生率が低くなったから｣と

する考え方に対してほ.480/.が稗瞳的肯定,76%がそれを含んで肖定的という回答

であり.ほとんど一様にこれを肯定しているO逆にいえば,出生率引下けが人口増

加抑制の手段として評価されているということにもなろう｡

① そこで,その出生率の低さをどう見るかであるが,｢家族計画の考え方の普及｣

を理由とする考え方が最も多く79%,次いでは｢社会保障制度の整備｣で53%,｢結

婚年令の高くなったこと｣,｢優生保護法て産児制限が合法化されたこと｣を理由と

する考え方は.それぞれこれより低く,43%,40%となるDただし,地域別には.

｢家族計画｣を理由とする考え方がとくに繭アジア,東南アジア学生において強く,

それぞれ880/..83%に及ぶことが注目される｡東アジアの場合も中国91%,韓国85

%である｡

⑤ ｢1940年代の出生率の高さを1960年代の日本の経済成長の要因として見る｣

という考え方に対Lては,全体として50%が笥走に傾いているが,肯定論の強いの

は北米,西欧,中東,アフリカなどの学生であり.東アジアのそれは低い｡中でも,

｢そうは思わない｣とする否定論は中国,韓国学生において強いo

⑥ 最後に,｢人口増加率低下を理由とする日本経済の成長率低 Fの見通し｣につ

いては,全体として横転的肯定論は僅かに3%弱,｢どちらかといえばそう｣という

梢感的肯定論を加えてい6%そこそこであり,｢そうは思わない｣という否定論が57

%に及ぶo中ても東アジア,とくにマレーシア,韓国,中国学生の場合は否定論が

何れも70%を也えるOこれに対して北米,西欧などの場合は肯定論が平均を上担っ

て高いのは,これ亦それぞれの地域の最近の経済成長の鈍化を背景としてのことと

見るべきてあろうか｡在日留学生と比較しての元留学生の回答については大同小異

であるが.詳細は本文の通りであるo

(3) 経済発展の要因としての労働体街那こついては, Liつの要因をあげて所見を質し

た｡

① 4つの要因や,肯定論の一番多いのか ｢日本人は本来勤勉で労働の密度が商

いから｣とするものて全体とLて90%,横転的肯定論も65%で.ほとんど地域差を

見ない｡

② 次いて肯定論の多いのが ｢長時間労働｣論が61%,中でも北米,西欧なとの

学生においてその意見が強く,逆に東アジアの学生においては積極的肯定論と全 く

同じ程度に否定論のあることも注意される｡
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(参 次いでは ｢企業別労働組合｣を理由とする意見で同じく60%弱,この場合も

北米,西牧の他中東.南アジアなどの学生においてこの意見が強く.東アジアの学

生においては弱い.

① ｢身分意識の弱き｣を理由とする意見は以上の中で黄も少なく,全体として

49%弱,中ても北米,西欧の学生の場合にはその傾rE.]が強く,それぞれ肯定論とし

て24%,39%.Oそれに対して南7ジ7,束南アジア学生の場合はそれぞれ71%,55

%とLて.梢短的肯定論が強い｡母凶をかえりみての評価と考うべきであろうかo

LかL,束アジアについては,積極的肯定論44%に対して ｢そうは息はない｣とす

る否定論が46%に及び,とくに中国の場合その否定論が570/.にも及んでいることは

注意すべきである｡

⑤ 元留学生の場合も積極的肯定論が各設問に対Lてやや高い程度において示さ

れてるという差はあるが,大きな差はない.ただし,積極的肯定論が多いというこ

とについては,やはりそれなりの硬由を考えたばならなくなることはいうまでもな

いO

(4) ｢経済発展についての人間能力の開発の重要性｣については,在日留学生と元

留学生との間に積極的旨定論の割合自体については概して後者が高いという差はある

が.80%以上が積極的に肯定として答えている｡そして自由意見としては,そのため

の教育の重要性を指摘しているのかほとんどである｡

Ⅵ 家族的背景

家族関係については,本文中ての叙述を略Lたが,要点だけを記しておきたいo

H) 在日Fla学生の場合,父親の職業については.｢無職,無回答｣が66%に及んでい

るが,その他については次のようであるO商業 (79%),会社員 (73%),教師 (59

%),公務員 (5.4%),自由業 (3.9%),農業 (3.8%)である.

(2)次に兄札 姉妹の数を死亡者のそれを含めて求めたが,男子だけで一日＼以上(兄

弟姉妹の中で男子だけをとった場合その数 4人以上という意味て,以下同様)という

もの1740/.(ただし,｢無回答,0人｣が9.5%).女子たけて4人以上というもの5.8

% (ただし,｢無回答,0人｣が143%)てあるO見取 姉妹数の多いのはいわゆる途

ヒ国が中心て.地域別に上記の数字を示せは次の通りである｡南アジア (男子289%.

女子177%),東南アジア (男子237%.女子1770/o)なとてある｡
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(3) この兄弟,姉妹に両親を加えた家族員の中に,｢海外留学の経験者がいるかどう

か｣を質Lたのに対して.｢ある｣38.8%,｢なLJ421%. ｢無回答｣1910/.の答を得

たoこの ｢ある｣を地域別に見ると,%の高い順に,アフ リカ (444%),北米 (42.9

%),西欧 (42.9%).中東 (421%).東南アジア (406%),東アジア (382%),東

欧 (333%),南アジア (31.1%),南米 (29Li%),といった具合てある｡つまり,そ

の地域の一般的経済水準の如何に関係なく.それぞれにいわば恵まれた社会層に属す

る学生達であることが察せられるoこれを奨学金受給の有無別に見ると,｢ある｣と答

えた者の割合は ｢奨学金なし｣の学生において黄も高く521% (不詳16.0%), ｢文部

省以外の奨学金受給学生｣の場合が次いで高く389% (不詳154%), ｢文部省留学生｣

の場合が最も低く338% (不詳21.30/.)であるDこれは家族員に海外留学の経験のあ

る者のいる家庭では,奨学金がなくてら子弟を日本に送り得ているが,そうでない家

庭の場合には文部省なと奨学金支給に綿らざるを得ない場合が多いということを端的

に示唆するてあろう｡

(4)元留学生の場合の父親の職業は, ｢無職.無回答｣が688%で,その他について

は次の通りである｡会社員 (101%),公務員 (580/.),農業 (5.1%),教師 (29%)

商業 (29%),自由業 (0.7%).その他 (36%)であるO

(5)兄弟,姉妹の数については,男子たけで4人以上というもの17Li%(ただし｢無

回答,0人｣か94%),女子たけで4人以 Lというもの5.8%(ただし｢無回答, 0人｣

が319%)であるo途上国はとこの割合の高い傾向は在El留学生の場合と同様てある｡

(6)家族員中, T海外留学の経験のある者｣について,｢ある｣と答えた者は32.6%,

｢なL｣58.0%, ｢無回答｣9.4%てあるO｢ある｣の答の割合が在日留学生の場合にく

らべて低いのは.この場合文部省留学生の割合が高いことと関連Lて,前述と照応す

るものであろうかO奨学金受給の有無別との関係も,在日留学生の場合とほぼ同じよ

うなものとLて理解される.

(川野 重任)
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序章 課題と方法





序章 課題と方法

この排究は総合研究開発機構,昭和59年度第1頬助成研究 ｢在日留学生の学習と生

活条件に関する研究一 人的能力開発の課題に即して｣についての報告書である｡

Ⅰ 課題とアンケー ト

1 課 題

この研究はわが国の外国人学生の受入れに開通して,その学習条件ならびに生活条

件を明らかにすることをねらいとする｡1983年8札 わが国の外国人学生受入れにつ

いてのいi)ゆる ｢中曽根構想｣なるものが発表されたが.それによると,2000年には

現在の12,000人がおよそ10万人にも及ぶものとして構想されている｡Lかし.この構

想が期待に従って支障なく実現するためには,来日外国人学生,すなわち留学生達の

学習条件ならびに生活条件について多くの問題があると考えられるO何よりもEl本人

は教育上の国際交流,すなわち,学生,研究者の国際交流について特殊な地位にある.

わが国の学生,研究者の多くは欧米を志向する一方.わが国への留学生の多くは近

隣途上匡lからのそれてあるDLから後者の数は前者を下廻るOつまり,留学生受け入

れについては,日本はアメリカを始め西欧諸国にくらペてほ.明確に後発,途上国の

地位にあるといって差支えないoLかも言語的には,国際的になお通周度の低い日本

語でもっぱら大学なとの講義,演習,実験などが行われているという実情にある.こ

れは来日留学生達の多くに村しては,事実 L,使用言語の点て欧米-の留学にくらべ

て特別の負担を])[7えることとなるo

その他 大学制度,奨学金制度,生活条件.物価事情なとからLて.日本への外国

人学生達の米ロ.留学については多くの支障ありとされ,これまでもその実情解明の

ために大小の調査が行われてきたo

Lかし.その対象は多くの場合,特定地域ないL特定大学のそれに限られてきたO

そこてこの研究では,その対象を一層ひろく.元日本留学生すなわちかつて日本て苧
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ひ現在その相国に帰国している人々にまでひろげ,庄E],帰国元'a学生双方について

広汎なアンケー ト調査を行うこととした｡

2 アンケー ト

アンケ- トの内容については,後褐付表の通 りであるが,主体を在日留学生におき,

その学習条件ならびに生活条件について前後18項目にわたる質問を発するとともに,

日本経済の発展についての所見をただし,さらに家族関係について若干の質問を発し

た｡

元留学生に対Lては.上述の質問中,日本語の学習.大学学部,大学院ての学習条

件など,在日留学生の現状に関する部分をほふき,帰国後の状況なと元留学生に固有

の事情についての特別の質問若干を加えたo

また,質問は日.英両文で行ない,回答者の健に資するとともに,その答え方の如

何を分析の資料とすることもねらいとした｡ただし.自由意見を述べる箇所では,如

何なる言雷吾によることも可としたが,これも同様の趣旨によるO

在日留学生に対するアンケー トの趣旨は次の通りである.

(1) ｢あなたの教育について｣

回答者がどのような動胤 どのような資格,どのような留学計画をもって来日Lた

かを知るためである｡動織については,果して日本が第1優先の志望国であったかと

うか,資格,条件については.特に奨学金関係が重視されるo奨学金の有無,多寡が

留学動縫となる場合も少なくないからである.

(2) ｢日本語の学習について｣

日本語能力の現状を自らどう評価するかを問うとともに,母国での学習機会の有無.

その形などとの関係を明らかにするO

(3) ｢学部での学習について｣

学部課程てのカリキュラムの難易の評価と併せて.講義なとの理解度を確かめる｡

もし,理解閑雅がカリキュラムにあるとすれば,カリキュラム自体再検討が必要とい

うことにもなるからてあるO

(4) ｢大学院での学習について｣

学位取得の希望の有無,内容と日本の学位への評価ならびに.日本ての学位のいわ

ゆる ｢取得耗｣についての見解を開く.

(5) r日本留学への評価｣
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学習条件,生活条件を含めて,全体として日本留学をとう評価するかを聞くととも

に,宿舎条件についての希望をただす｡

(6) ｢日本経済の発展について｣

教育制度,入口条件,労働体制の3つの条件を挙げて,これらと日本経済の発展と

の関係についての所見をただすとといこ.人的能力開発の重安乍i=についての認識をた

だすO給じて日本留学をどのように評価するかということともに.自らの日本留学の

意味をとのように評価しているかを見たいためである｡

(7) ｢あなたの家族について｣

男女別兄弟姉妹の数を含めての家族の規模とともに,それぞれの海外留学の経験の

有無を問うO間接にその社会的,経済的背景を知 りたいためである.

(8) 元留学生に対するアンケー ト中,特別に加わった部分は ｢日本留学への評価｣

について,帰国後の職業,生活面において,日本ての学乱 学位,生活体験などがど

のように機能Lているかを問うことを中心とする｡そこでの積極的,消転的評価の如

何が留学効果の判断資料ならびに受入れ対策樹立上の資料とLて重要性をもっことい

うまでもないO

(9) なお,国籍,地域札 性別,年令,所属大学,学部,大学院,奨学金の有無な

ど,そのflTr属,条件を出来得れば明らかにして貰いたい旨求めたが.各種所見の背景

を明らかにLたいという趣旨からのことに他ならないD

II 調査方法とアンケェ トの回収

1 調査方法

アンケ- トのうち,在日留学生対象の分の配付については,妨団法人日本国際教育

協会関係者の特別の斡旋により,後椙のような諸大学,諸団体の留学生担当部局の各

位のご支援を煩わすこととなったOまた,文部省留学生課にも側面的に積極的こ支援

を頂いたOアンケ- トの配布,回収については,調査票を一括,それらの諸機関,請

組織に届け,一切をそれら関係省の配慮に待つこととしたO

また,元留学生対象の分については,同じく日本国際教育協会の帰国者名簿の中か

ら.現在,同協会の資料送付その他の関係で連絡のとれやすいと思われる名600名を選

び,その中から無作為に300名を選んで,直接本人宛調査票を発送した.ここに.アン
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ケ- トの配れ 回収にご支援頂いたこれらの関係者に併せて,回答を寄せられた在日

および元の留学生に対Lて心からの敬意を表わしておきたい.

2 アンケートの回収

アンケー トの配布,発送は1984年11月から12月にかけて行なわれ,回収は1985年3

月を期限として行われた｡在日留学生分については,アンケー ト配布数1,969,Li]l収967

で回収率49.2%,元留学生分については,前述の通り発送300に対して,回収は147.

有効回答者数は138であった｡

本気 この種のアンケー ト調査の理想としては,無作為抽出法による-きであろう

が,全B]に分散する留学生12,000人を対象としてこのような方法をとることは,事実

上不可能と考えられたOそこて連絡のとれやすい人的関係をもととして, 選別的に大

学,寮などが選ばれることとなったが,結果は次表 序 1の通り,大学はほとんど

国立大学と'いうこととなったO

従って,アンケ- ト回答を寄せた留学生t,多くがいわゆる｢文部省留学生｣,すなわ

ち日本政府からの奨学金受給者たる留学生ということになり.また,私費留学生の中

てい ､わゆる ｢学習奨励生｣として同奨学金を財団法人日本国際教育協会を通じて受

ける留学生の割合を高めることとなった.1984年5月現在,在日留学生総数12,410人

｢h 文部省留学生は2,345人,18.9%てあるが,これに対してこの7ンケ… ト調査ては

967人中,そのようなものとLて判っている者だけでも464人 48.0%であり.比重が

格段に高いo

開通して,その出身国.出身地城,国公私立大学別所属,学部,大学院の専攻別な

どにおいて,全体のそれとの間に少なからぬずれをもってあろうことも当然であるO

従って,第1章以 Fの回答分析の評fLllHこおいても,このことを特に留意Lておかねば

ならないO

3 回答者の性格

回答者の性格は,在日留学生,元留学生それぞれについて,表 序 2,序 3の

通 りてある.これを両者の比較を含めて示せば,大要次の通りであるO

(1) 男女の割合は在日留学生の場合と元留学生の場合でそう変らず,男65%前後て

あるが.E7本語による回答率では,いわば現役の在日留学生の場合の方が元留学生の
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場合よりかなり高いo後者の場合442%に対Lて,前者の場合は61.8%である｡

(2)韓国.中国など東アジア地域出身者の割合は,在E]留学生の場合44.9%を占め

るが,元留学生の場合は24.6%として格段に落ちる｡代って西欧出身者の比率が高ま

るo西欧出身者の比率は,在El留学生の場合29%に対して,元留学生の場合は18.8%

となる｡

なお.在日留学生.元留学生の場合ともに,国別所属の不明 (N ･A)のものの割

合が.地域別のそれよりも高いのは一見不思議に見えるが,これはアンケー トで国別

所属と地域別所属とを別々に聞き,回答者として地域別では答えても国別では答えな

かったものが少なくなかったことによると思われる｡

(3) 所属,出身の大学については.いずれの場合も国公立大学の比重が圧倒的に高

いが,元留学生の場合には90%を超える｡関連して,大学院出身者の比重が元留学生

の場合高まる｡在日留学生の場合429%に対して,元留学生の場合は73.2%に及ぶ｡

専攻では,工,理他農,医,毒などを含む広い意味での理系が大部分を占め,在日留

学生の場合はその割合61.1%.元留学生の場合はさらに高まって733%となる｡

(4)奨学金関係では,在日留学生の場合文部省奨学金受給者480%に対L,元留生

の場合は86.9%と高まるo在El留学生の場合,｢その他奨学金｣受給者が32%に及ぶの

は,1978年に始まった私費留学生学習奨励生制度による奨学金受給者145人の回答の寄

せられたことが大きく影響していると思われる｡

(川野 重任)
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表 序- F 在日留学生アンケー ト 配布先,回収状況 1985.3,26締切

配 布 先 回収数 回収率 留学生会館等

の名ニ弥1北 海 道 大 学 70 25 35.7 留学生会館 .

草案 .学寮(女子寮)2 帯 広 畜 産 大 学 15

12 80.0 国際交流会館3 東 北 大 学 85 43 50.6 国際交流会館

4 20 22 110.0 国際交流会

館5 筑 波 大 学 194 lo§

54.1 (学生宿舎)6

120 87 72.5 留学生寮7 東 京 大

学 40 8 20.08 45 14 31.1 日本語学校寄宿

舎,国際交流会館9 東 京 工 業 大 学 75

･= 58.710 100 67 67.0 国際交流会緒

ll 豊橋技術f斗学大学 15

5 33.312 名 古 屋 大 学 75 56 74.7 留学生会館,インタ-ナショ

ナルレジデンス13 京 都 大

学 55 38 69.114 30 19 6

3.3 国際交流会緒15 大 阪 外 国 語 大 学 60 12 20

.0 留学生寮16 神 戸 大 学 4

017 岡 山 大 学 30 17 56.7 外国人留学生 .研究月宿

泊施設18 元山一州 大 学 150 82 54.7 古賀留学生寮,留学生会館

19 25 6 24

.0 国際交流会柁20 鹿 児 島 大 学 30 21 70,0

留学生会館21 50 15 30.0 国際台

棺22 国際学 友会 (仙台) 35 19 54,3 仙台留

学生会緒23 30 6 20.024 20

3 15.025 駒場僻学生会鯨 (lf ) 170 38

22.̀i 駒場留学生会柁26 国粋学 友会 (京都) 35 12 34.3

京都留学生寮27 母と学生の台(〟 ) 15 3 20.0 矧祭女子留学

生センタ28 関西国際学左会(大阪) 40 Ht 25.0 関出国

際学友会結29 7ジ7学生文化協会(広島) 20 3

15.0 広島アジア文化会館30 (私費学習奨励生) 190 145 76.



表 序-2 在日留学生 (回答者)の性格

2-川 男女別,回答言語別

2-(2)国 別

2-(3)地域別総 計 地 域 別
北 米 南 米 西 欧 寛 政 中

東 アフリカ実数 % lil % 実数 %

実数 % 実数 % 実数 % 実数 %967 1()0,0

21 2.2 51 5.3 28 2.9 3 0.3 19 2.0 9 0.9南アジア 東南アジア



2-(5) 専攻別

総 計 専 攻 別
理 工 農 学 医 .薬学 その他

母系実数 % 実数 % 実数 %

実数 % 実数 %967 100.0 291 30.I 87 9.0 88 9.1 26 27

日本語 政治 .法律 N.A

英数 % 実数 % 実数 % 実数 % 実数 % 実数 %27 2.8 53 5.5 136 14,1 38 3,9 122 12.6 9

9 10,22-(6) 奨学金類別 奨 学

金 葉更別文部省奨学金 その他奨学金 私費留学 N,A実数 % 実数 % 実数 % 実数

% 実数 %967 100



3一(3)地域別

総 計 地 域
別北 米 南 米 西 欧 東 欧 中 東

アフリカ実数 % 実数 % 実数 % 実数 %

実数 % 実数 % 実数 %138 100.0 3 2.2 5 3.6 26 18.8 6 4,3 14 10.0

0 0南アジア 東アジア

オセアニア. N.A実数 % 実数 % 矢数 % 実数 % 実数 %

3 2.2 35 25.LI 34

24.6 4 2.9 8 5.83-14)国公私立札

学籍区分別稔 計 国公立 .私立大学別 学 籍 区 分 別国公立

私 立 N.A 学 部 大学院 研究生 N.A実数 % 実数 % 実数 % 矢数 % 実数 % 実数

% 実数 % 実数 %138 100.0 126 91.3 8 5.8 1̀ 2.9 33 23.9 101 73.2 - -

4 2.93一(5) 専攻別総 計 専 攻 別tL

L! + 農 学 医 .薬学実数 % 実数

% 実数 % 実数 % 実数 %138 100.0 48 34,8 23 16





第 1章 日本留学の動機と経緯
- 留学生の教育歴-





第1章 日本留学の動機と経緯- 甥学生の教育艇

第 1輩 日 本 留 学 の 動 機 と経 緯 - 酔 半生の教背腹 -

は しかき

本章は教育歴についての報告てあるo在日外B]入学生についての事項は4つに分か

れるO第1は,来日してから大学に入学するまでの事情てある.一敗的にいえば,釆

EIにあたって保証人を立て,各種の機関からの奨学金を受け,来日Lてから日本語学

校で日本語を学び,それから,それぞれの大学に入学するo以下,入学Lた大学の種

頬.学籍区分,専攻分野なとについてきいている｡

第2は,E]本舗学の勤税についててあるoR本留学を決めるにあたっての影響力は

何か,ということてあり,また,日本は第一志望の国であったか,ということもきい

ている｡帰国綾の計画はこれに関連するので,ここに含めるO

第3は,その入学Lた大学についての留学生の評価てあるOその大学はよい大学で

あるか,専門分野によい研究者がいるか-教育環境はよいか.をきいている｡

第4は.日本に留学する以前に他国に官学したことがあるか,ということてあるO

元留学生については,第1に,日本に留学Lた経緯の大安であり,第2に. 日本JC

学の位置つけとLて,学位論文を何語て書いたか.日本留学以前と終了後の外国F'a学

の経験.をきいているO

この調査の結果は,本書の巻末 ･トj表において,男女別,国別,地披剛,専攻別,

[司公私立大学別,奨学金類別に分けて登辞され,とりまとめられているO本章も,二

G7)(付表)をもとに,それぞれの事項について,重要な諸点をとりあげてゆくO全般

的にいえば,地域別の特徴に記述の重点が置かれることになるOなんといっても.荏

日外国人学生ては,東アジアの回答数がその総数の半数近 くをl㌔め.また,元留学生

ても,東7ンアと東南アジアとの合計がその総数の半ばを占めていることから,これ

らとその他の地域とを対比Lての特徴が主な関心となるからてあるD
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Ⅰ 在日外国人学生の教育歴

在日外撰入学生の主要な特徴は次の如くてあるO

回答者紙数 967人

男女別 男6L12人(66.40/.) 女225人(233%) 不明100人(103%)

在籍大学 国公立824人(852%) 私立132人(137%) 不明11人(11%)

学籍区分 学部298人(30.8%) 大学院415人(429%) 研究生220人(22.8

%) 不明34人(3.5%)

専攻別 理工291人(301%) 農学87人(9.0) 医薬学88人(910/.) その

他理科26人(2.7%) 日本語27人(28%) 人文社会53人(5.5%)

経営経済 136人(141%) 政治法律38人(3.9%) その他文科

122人(126) 不明99人(10.2%)

奨学金有無 有り775人(80.1%) 無し169人(1750/.) 不明23人(2.4%)

奨学金類別 文部省奨学金464人(599%) 私費奨学金159人(204%) その他

151人(156%) 不明2人(0.3%)

出身国 (地 北米21人(22%) 南米51人(53%) 西政28人(2.9%) 東欧 3
城)別

人(03%) 中東19人(20%) アフ リカ 9人(0.9%) 南アジア

45人(46%) 東南アン7261人(27O) 束アジア434人(44.9%)

オセアニア12人(1.2%) 不明84人(87%)

1 大学入学の経緯

(1) 入国年と入学年 ･日本語学校-の入学

留学生の日本人国は1980-1984年に61%と多く,入学は1981-84年に82%と多いo

lfFのずれがある (表 1 1)Oたたし.入国年には292人,30%の無kil答がある.人

学年にはそれほどの無回答はない(8%)から,入国年についての無回答はかなり高いD

この要匪=ま東アジアの223人によるのてあって,この223人は292人の76%に及ぶoま

た,この223人は東アンアの総数434人の51O/Oにとる(付表A lil)Oなお.この中の韓封

の無凶答数は70人であって,この70人は韓国の留学生組数106人の66%になるのてある

(付表AII)Dその実態ははっきりしていないo

なお,この無回答を凶公私立別.学籍区分別,奨学金類別にみると.それが平均の

30%を上回っているのは,国公立33%,大学院38%(研究生30%),奨学金なL46%,

文部省以外の奨学金35%となっている｡さすがに,文部省奨学金生のそれは21%と少

ない(付表AV)｡

32



第1章 日本留学の動総と経緯 留学生の教育IiE

ところて,この 1年のずれには,日本語

学校への入学が予想される｡E]本語学校に

入学Lたか否かをみると,約半数467人,48

%が入学LているoLかし.入学Lないと

するのは164人,17%てあって.ここでも残

りの無回答もまた東アジアに多く,その合

計255人は全体336人の76%となる (付表A

lTI)Oなお.東アジアの中の韓匡Iのそれは

82人,これはその留学生総数106人中の77%

となっている (付表A111)｡

なお,この無回答率を国公私立別,学籍

区分別,奨学金類別にみると,平均の35%

以上のものは,Bl公立38%,大学院44%.

奨学金なL510/.,文部省以外の奨学金42%

となっているO文部省奨学金生のそれは23

%と低く.これらも上にみた入国牢無回答

と同じような傾向にある(付表A V)O

表 l- E 入国年と大学人学年

入 国 入

学9人 % 3

人 9i75 Ll u
76 5

177

9 878

15 579

41 2280 97 (10)

4781 117 (12) 1

35 (lil)82 97 (10)

204 (21)83 147 (15) 187

(19)84 132 (14)

271 (28)8

5 2 10無 回 答 292 (30)

74 (8)汁 967人

967人(出所)付表A 1(総計)i:り軸比 要約｡(2) 入学大学の種頬と学

籍区分国公立と私立とに分けて,留学封 土そのとこに入学LたのかO全体の85.2%は拭

公立に入っている(私立は137%)｡しかし,これを男女別にみると.国公12:には男子が

多く(569人中の89%),女子はわりと私立が多い (168人中の23%)ようである｡ま

た,学臥 大学院別にみると,大学院43%,学部36%,研究生23%と

なっているOこれも男女別に差があl),男子は46%が大学院,女子は44%が軍部てあるo

この国公私立別,学部)大学院別を国別,地域別にみる (11J表A 1Ⅰ,A i

ll)O国公私立別における地域の特色は,東アジアに私立の割合が18.4%と黄 も高い

ということてある.もっとも,韓国は10.4%と低い.また南アンアも156%と平均の

137%.を上回っている｡その他の地放て,これが平均をと回っているのは,西欧179

%,オセアニア16.7%,北米14.3%と3地域であるが,これらはいずれもその

絶対数は少ないOこれは要するに,絶対数の多いアジア地区の中ても東アジアと南アンア

とは私立が多く,東南アジアには少なく(88%),地域的に差がみられるということであるO



33%となって学部はほとんどないが,東南アジアは大学院41%,学部38%,東アンア

は大学院42%,学部38%とほほ同じ割合て,両者は似たような傾向にあるoなお,韓

匡=ま60%が大学院であるOこjL以外の地域は絶対数は少ないが.相対的にみると大学

院,研究生レ-ルの割合が多い(北米-一大学院23%.研究生67%,南米一 大学院24

%,研究生47%,西欧- 大学院21%,研究生64%,東欧- 大学院なし,研究生66

%,中東一 大学院79%,研究生16%.アフリカ- 大学院67%.研究生22%など)O

これを要するに,アンア地区はそれぞれの地域の事情によって,大学院と学部とに

分か4しているが.それ以外の地域からては大学院研究生が多いようであるO

(3) 専攻分野別

専攻分野別てはとうなっているか(付表AIV)O全体としては,理科系492人 (51

%),文科系376人(39%)となって,理科系が少し多い(無蜘答99人,10%)O部門では

理工が291人(30%)と黄も多く.経営経済136人(14%).その他文科122人(13%)と続い

ている｡

これも男女別に特徴があり,男子は捜柑系384人,文科系200人(無回答58人)と理科

系は文科系の約 2倍であるが.女子は,反対に,現科系60人,文科系141人と文科系が

理科系の2倍以上である｡部門別にみると,男子は1位理工240人(37%).2位経営経

済86人(13%)となって理工が多いか,女子は1位その他文科52人(23%), 2位経営経

済40人(18%)となって,その他文科が多い｡

地域別にみると(付表A 1Il),アジア地域全体ては総計740人のうち.理科系.375人

(510/.)文科系290人(37%)無回答70人と理科系に多く,また,この割合は東アジア,泉

南アジア,南アジアともにはとんと同じである.分野では, 1位理工300/0, 2位経営

経済14%と,これまた全体の傾向を表わLている(アジアの地域別では東南アジア,南

アジアはこの通りの順位てあるが,東アジアではその他文科14%が経営経済の13%を

僅かにぬいて2位)Oアジア以外の地放ては,北米.西欧,オセアニアの3地域に,文

科系の方が理科系よりも多いのか特徴てある(北米21人うち理系6文系14,不明 1.西

欧28人うち稗系12文系16,オセアニア12人うち理系4文系8)oもっとも部門ては現工

が相対的には多いD北米は21人中5人その他文机 4人理工,西欧は28人中程工 8̂ .

経常経済 7人,オセアニアは経済3人,その他文机 農学各1人てある｡

残りの南米,中東,77リカ,東欧の 4地域は理科系の方が多いO南米51人うち理

系34文系12不明50中東19人うち理系14文系4不明loアフ リカ9人うち理系6文系

なL不明30東欧3人うち理系2文系1｡部門てはいずれも理工が多いが,特に,南

3∠l
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米は51̂ 中1位理工18人(35%),2位医薬11人(22%),中東は19人中1位理工 9人(48

%).2位医薬 5人 (26%)と医薬の割合の高いのか注目される｡

次いて,これをEg公私立別にみると(付表A V),国公立ては総数824人のうち,哩

科系459人(56%)文科系278(340/.)不明87人と捜科系にウエイトかかかっているか,守

攻別では 1位の理二L263人32%と圧倒的に多いのを別にすると,2位以下はその他文科

11%,経営経済11%,農学および医薬学各10%と目白押しにならんて,ここては文科

系と理科系とが桔抗 Lている｡これに対して,私立は総数132人のうち,型科系30人(23

%)文科系95人(72%)不明7人と文系にはっきりと越載 Lており,分野別にみてt,.1

位経営経済30%,2位その他文科23%,3位理工20%と文科系の方がはっきりと優勢

であることが示される｡

学籍区分別は.それぞれについて筒粂書きとし,また,専攻分野はそれぞれの3位

までのものを示すこととするO

里塾 真空壁 埋窒生

理 糸 129人 244人 115人

文 系 151人 139人 75人

無回答 18人 32人 30人

計 298人 415人 220人

位 理工28% 理工32% 理工32%

位 経営経済24% 農学15% その他文科16%

位 その他科14% 経営経済11% 医薬学11%

学部に文科系の多いのが特徴てあり,大学院,研究生の方には理科系が多いo むっ

とい ､ずれにあってむ1位は理工てあるo

(4) 日本留学の保証人と奨学生

日本留学の保証人は文部省255人,26%と友人知人232人 24%とが相半ばLているo

保証人が文部省てあるものは文部省Ig半生 である｡その他は183A,19%てあり.親頬

は58人,9%とわりに少ない(無回答204人,21%)oこれも男女別にみると,男子は1

位の文部省が26%,女子は 1位の友人知人が36%と.女子に友人知人の割合が多い｡

Lかし,これを地域別についてみると(付表A lil),東アジアは総計43り＼のうち,
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1位友人知人が156̂ .36%,2位その他120人,28%,3位親類62人,14%て,文部

省は4位32人,7%にすきない(無uiI答64人,15%)Oこれは東7ンアからの留学生に

は文部省留学生の比重が′トさいからてある｡なお,この中の韓国をみると(付表A

11),総計106人のうち,1位友人知人33人,31%,2位その他28人,26%,3位親類

19人,18%,4位文部省16̂ ,15%となっている(無凶答10人 9%)OいずれにLろ.

束アジアては,文部省のウェイトが極めて小さいのであるO

この東アジ7の434人は給数967人の54%となるので,以 卜ては,地域別にみるより

ち,この東アジア以外を-･括した力がその特徴をみやすくさせるであろう.そこで.

束7ジアを除いて計算Lてみると,親類31人5.8%,友人知人76人14.3%,文部省223

人418%,その他63人118%,無fgl答140人263%(計533人)となって,文部省のウェ

イトが42%と極めて高くなるのてあるo

束アジアの留学生の供託人に文部省の少ないことは,東アジアの留学生中文部省の

奨学金を貰っている者の割合の低いことを予想させる｡このことは女子についても同

様てある｡そこで.以下では,奨学金の有無と奨学金の種頬とについて記述すること

とする (付表A-V)O

奨学金を貰っている人は,全件の80%775人に達LているO買っていない人は18%169

人てある(無回答23人,2%)Oこの割合は男女別にも変わっていないO貰っている人

の中の464人,60%は文部省の奨学金であって,その全体に占める割合が高いO

奨学金を貰っている人を男女別にみると,男子の60%が文部省奨学金,190/.が日本

私費額学生奨学金てあるOこれに対L,女子は文部省が50%.私費が30%と私費の割

合が男子よりも高くなっている.

さて.それては,東アジアについてはどうであるかDここてもさきにならって,全

域を東アジアと東アジア以外の地域とに分け.奨学金を貰っている人と貰っていない

人,また,巽っている人の奨学金桂類別について,表 1-2とLて一指して示す｡

まず,東アジアで奨学金を貰っていない人は106人であって,貰っていない人の総数

168人の63%となるDこの106人は東アジアのJa学生稔数434人の約 1̀分の1,24%を占

め,全体の平均の18%より大分高い｡なお,この中の韓国では28%もある.Lたがっ

て,東アンア以外の地域でのそれは12%と少なくなっているOここに東アジアの1つ

の特徴がある｡

次に,奨学金を貿っている人の東アジアの特徴は,第1に,文部省奨学金生が31%

とかなりに低く.かえって.日本の私費奨学金生の方が35%とこれを上回っているこ

と,第2に,母国政府奨学金生が23%と相対的に高いこと,の2ってあるDもっとも,

36



第 1章 El本留学の動機と経緯 留学生の教育歴

表 l- 2 奨学金

全 域

貰 っ て い な い 169人 (18)% 106人 (24)O,占 30人 (28)㌔ 63

人 (12)㌔茸 つ て い る 775 (80)

456 (86)無 回 答 23 (2)

9 (2) 0 14 (3)汁 96

7人 434人 106人 533人輿 母 国 政 府 94人 (12

) 73人 (23) 1人 ( 1) 21人 (

5)母 国 民 間 12 (2)

365 (80)464 (60)

365 (80)学 日 本 私 費 15

8 (20) 48 (ll)金 ll (1)

7 (2) 0 Ll ;一十そ の 他 34 (4) 18 (6) 2 (3) 16 (

Ll)無 B] 答 2 (0) 1 (0) 0 1 (0)汁 775人 318̂ 76̂ 4

56人(出所)付表A 1(総計),A 1Ⅰ(国別),A Ill(地域

別)i:リ軸比 要約o韓国は文部省51%,日本私費40% と文部省の方が高く

,母国政府は 1% となっている｡これに対して.東アジア以外の地政では文部省が80% と,そのウェイトは短めて

高く,日本私費は

11%.母国政冊 二与えつては. 5% と睦めて低い.この両者ははっきりと対月舶

勺である｡(5) 奨学金頬別ここで,奨学金受給生を国公私立と学部大学院との区分け

についてみる｡ここては奨学金を ｢文部省｣ ｢文部省以外の奨学金｣ ｢奨学金なし｣

の3つとする(付表A V)0文部省の奨学金受給生は国公立に94% と圧倒的に多い(私立5%

)が,奨学金なしもLl公立が92% と高い(私立 60/O)Oこれに対して

,その他の奨学金受給生は国公立に70%と比較的低く,私立は,上の2つに比べて,

29% と割りに高いのてある｡学部大学院別においては,文部省の奨学金受給生は大学院55

%,研究生31%と,大学院レ-ルに塊 やしている(学部13%)O奨学金なしも大学

院38%,研究生26%,と比較的大学院レ-ルに多い (学部29%)O



(6)奨学金の月碩

それては,これら奨学金の月鰯はいくらであるかO本調査てほ,上にt)みたように.

その奨学金の種頬を,文部省,E]本私費,母匡】政府なとと分けており.また,それぞ

れにその月額をきいているOなおこれには重複受給者も含む｡文部省の研究留学生の

奨学金月綿は173,000円.学部'#学生のそれは130,000円てか ),また,私費留学生奨

学金なとにもそれぞれに標準の全編があるが,概して私費のそれは文部省のそれより

も低い(付表AV)O

そこで,｢文部省｣と｢その他｣との2つに分けてみると,｢文部省｣464人の大半82

%は15-20万円の月額てあるが,｢その他]311人は1位5カ円～43%.2位5-10万

円33%,言i76%となっていて,怯めて低 く.文部省の高いとの対応Lているようであ

る｡この2つを足して全体をまとめると,そのほとんと95%は20))'円以下であるが,

この中の15-20万円は全体の約半数の51%を占めるO

これを男女別にみると,男fi位15-20万Flj52.4%,2位5万円- 161%と標

準北みてあるが.女子は1位15-20万rli393%,2位5万円- 326%となって,

5万円以下のrl/ェイトか割合と高いO男子には文部省留学生が多く.女子には日本私

費留学生かわけと多かった.,

また.学部大学院別にみると.学部ては5万円-が539%と高く,大学院では15-20

万円が715%と高い｡研究生もこれに準ずるO大学院レベルには文部省が多く,学部

には私費が多かった｡

国公立にも差がある｡国公立は15-20万円が572%てあるか,私立は5万円以下が

739%を占める｡

さて,地域別であるが,ここてt,上の例にならって,全域を東アジアと東アジア以

外とに分け,表 1 3に示す｡

東アジアでは5万円以下が34%と黄 も多く.これに5-10万F13の26O/.を加えると57

%となるD15-20万円は27%と少ないO東アジアては文部省が少なく(31%),日本私

費(35%),母EEl政櫛(230/.)が多かった｡なお,この中の韓国は 1位15-20万円46%,

2位5万円以 ド21%であって,文部省が割りと多かった(51%)o

東アジア以外の地域ては,15-20万円のウェイトが68%と匝めて高くなるOこれは,

文部省のウェイトが高いこと(80%)を示しているのである｡
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表 l-3 将学金月緬

(



(13.0 41.4)

4 (2)先生,先輩,知人等からの日本留学への勤め 52.7% 373%

(22.2 30.2)

5 (1)母国に適切な勉学,研究の機会なし 47.9% 373%

(19.5 28.8)

6 (7)母国のかかえる問題が日本と似ている 479% 34.0%

(19.2 30.5)

14の項目の中の6の項目だけてあって,あとは ｢全 く関係なし｣の方が (合計)よ

りも高いのてあるO

この6の項目の中の (ll)日本文化等に関する関心,だけは他の5の項目と違って

｢全 く影響力なし｣の%が怯めて低く (7.4%),また ｢大きな影響力｣の%がずばぬ

けて高い (444%)o

これについては,(15)理由の自由記入,の項目に,例えば,西欧が rヨーロ ノバと

違った文化に興味がある｡国際社会に日本がタイナミックに現われる｣といった書き

込みがいくつかあるO

その他の項目については,地域による条件も異なって,必ずしもそうとはいえない

ものもあろうし,また.｢全く関係なし｣の%もかなりに高い.

そこで,地域別であるOまず,東アジアとそのうちの韓国をとって表 1 4に示すO

東アジアと韓国とは,その順位は違っているものの,全 く同じ9項目をあげている｡

これには,全般の6項目はすべて入っており,これに加えて,(6)日本との距柾,(IO)日

本でLか得られない勉学研究機会,(13)日本語の学習経験あり,の3項E]が入っている｡

(6)距離.は東アジアの特殊事情としても,あとの 2項目について,アジアの人々は,

自分の希望とする勉学研究は日本でしかできない,と考え.そのため,自国て日本語

を学習Lているのてあろう｡この2項削ま注目しておいてもよいO

それでは,東アジア以外の地域ではどうであろうか｡ここては,各項目ごとに (影

響力あり)の合計%たけを掲げ.また地域における各項目ごとに (影響力あ,))の合

計%だけを禍け.また地域における各項目の順位は地域ことに①のようにLて示すこ

ととするO(表 1-5)O

まず,アジア地区からてあるO東アジアにおいて,上にみられた各項目の中,(6)拒

経,が,オセアニアにはあるが,その他の地区にてていないのはむしろ当然てあろう｡

オセアニアは割りと日本に近いと考えているらLい｡また.逆に,(8)文部省の奨学金
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表 l-4 日本留学決定への影響力(東アジア,韓国)

項目 東アジア うち 韓 国影響力あり 影響力 目 影響力あり

影響力はき'L組力)ト応の帽力) なし号 はきな)

ト応) なし(ll)日本 の 文 化 な ど水 準 83.0

9̀ 9.4%(39.2ro 43.8%)

(34.0 46.2)(3)E1本 留 学 へ の 評

価 62.2 20.7(14.7 47

.5 ) (29.2 43.4)(lj)El

本 へ の 親 近 感 59.2 24.0(15.7 43.5 ) (38.4 31.1)

(6)距 練 的 に 近 い 58.5 30.2

(21.2 30.6 ) (28.3 3

4.9)(2)先 生 な ど の 勧 め 58.0 3

0.4(25.2 32.7 ) (2

0.8 41.5)(7)母 国 の 問 題 に 近 い

52.0 27.4(21.4 30.6

) (9.4 49,1)(1)母 国 に勉 学 鏡

台 な し 47.9 35.0(15.9 3

2.0 ) (10.4 43.4)(l3)E

I本 語 の 学 習 経 験 47.7 42.4(18.

7 29.0 ) (23.6 28.3)(t

OEl本でしか得られない機会 41.9 41.7(15.9

26.0 ) (15.1 32.1)他 所)付表A-1I個 別)A 111

(地域別)より柚批 質札が得られた,が東アジアに現われないのは.上にみて

きたように,東アジアには私費留学生が多いからであるOその他の地域にはすべて出ている

のも特徴的であるoまた.東アジアにあって.南アジア.東南アジアにない項目に,(10)日

本でしか得られない勉学の鴇会.と(13)日本語の学習経験, とがあるo Lかも,この(10)の項目は,

その他の地填て.アフリカを除いて,すへてあげていることに注目されるOこれは

,めとでもう一度ふれるD続いて,アジア地域以外の地域に進むが,ここでは.

各地域で万適なくあげられた項 目をまとめて掲げることからはじめよう014項Elの中の次の 5項目である



lF▲∃当

表 l-5 日本留学決定-の影響力 (地域別)

北米 南米 西欧 東欧 中東 アフリカ 南アジア

オセアニア(21人) (51人) (28人) (3人) (19人) (7人) (45人) (261

人) (434人) (12人)影響力あり 彩静力なし あり なし あり なし あり なし あり なし

あり なし あり なし あり なし あり なし あり なし%81,0@ %14,428.69.528.614.3 66.7② 23.539,229.4 64_3 35.728,617_910.728,6 66,7③ 33.3 57.9②42.2 42.142,1 66.6ド55.1 ll,i1Ll 57.8③42.2 26.742.2

45.9@50_7 41.842.5 47.9⑦58.0 35,030,4 50,0③ 33.3苅 45.i㊨60.8③ ⑤75.0③ @ ⑧51,1∫㌧48.9㊨ 22.237.8 ⑤44.4⑦ 3ま.431.431.85.4∈37-2 ⑤6

2.2②58.5@ 20.730.227_441,74_442.424.0 33_3⑦33.3⑦ 33_333.3られた 33,3+66.7③ 33.333.3 52.6㊨57.9② 31.636_842_210.5 48,8⑦77.8②91_
1①48.9⑤ 31.1ll.1035.6 54.0③59.8②90.8 52.0@41.9⑨83.0 50.0③ 25.0ない機会 71.5(990.5 51.0⑤92.1 35.53_931.4

82.1②84.3 66,7③100.033.3033_30 42.2⑤84.2 50.0③83_0 25.0041,716.7#*れる J､66.6㊨
80,9③ ①56.9㊨ ①67,8
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(ll) 日本への親近感 (中東,アフリカを除く8地域)

(I) 母臥 こ適切な勉学研究の機会なし (北米,西欧,77リカを除く7地域)

(10) 日本てしか得られない勉学研究機会 (南アジア,東南アジア,77l)カを除く

7地域)

このうち,(8)文部省奨学金,については, L述の如 く,束アジアを除く残りの9地

域全部に取りあげられているが,(15)理由の自由記入,にもいくつかの書き込みがある.

例えば,南米は ｢日本の大便緒が日本の大学についての豊富な情報を提出L,また,

文部省奨学金に応募するように親切にすすめてくれた｣といっているO

(10)日本でしか得られか -勉学研究域会,という項‡引こついては,上述の如く,アジ

ア地区では.東アジアを除く東南アジアと南アジアとて取りあげられていなかった0

さて,東アジアにおいては.(IO)と関連する項目として,(13)日本語の学習経験.があげ

られていた.そこて,この(13)の項目をあげた地域をみると,東アジアの他に,北米,

東欧,オセアニアがある｡そして,この4つの地域は,いずれも,上の(10)の項目をあ

げた地域と重なっているo(10)だけの地域は,この他に南米.西欧,中東である｡

(2) 日本は留学する第一志望の国てあったか

日本は留学するときの第一志望の国であったか.という問いに対して,約 Ll分の 1

(24%),235人はそうではないと答えているO

それては第一志望の国はどこか,といえば,235人の中,北米153.西欧47計200とこ

の2地域て85%を占めているOこの他は東南アジア1,オセアニア1,無回答33であ

って,無回答については-どこの国,地域を第一順位の志望と特定はできないまでも,

日本が第一志望の国てなかったことだけはたしかだということてあろうか｡

日本を第-志望の凶てないと答えた人についてもう少し詳しくみてみる (付表A-

1I.A Ill)Oアジア地域のその数は185人て,全体の約80%である(東南アジア85,南

アジア18,東アジア82)｡これをそれぞれの地域別の%てみると,南アジア40%.東南

アジア330/.と概して高いが,東アンアは190/.とそれほど高くはない.韓国もまた15%.

と低い｡

それては.これらアンア地域の人の第--･志望の回はどこかといえば,全体て北米

126.西欧33,計159人てある (全体185人の86%)｡なお,この他は束南アジア1,オ

セアニア1だけである(無回答24)Oアジア地域での欧米,特に北米志向はかなり強い

のである｡

アジア地域以外の地域について, 2･3の点を指摘しておこうO南米は51人中8人
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(16%).中東は19人中4人 (21%)が日本は第-志望の国ではない.と答えている.

これらは,まず,平均的な形とみてもよいoLかし,アフリカは留学生9人の中,5

人までが日本は第一志望の国ではない,としている｡また過に,北米の21人,東欧の

3人は全部日本志望であり,西欧の28人中,27人も日本志望てある｡いわゆる先進国

の人ははっきりEl本を勉強したいと考えているようてあるOこれは開発途上国のアジ

ア地区などの北米志向型とはっきりと対月朗訓こなっているO

次は専攻別てある (付表A 1V)｡日本が第-志望てないと答えた人の割合をみると,

理科系の4専攻は全部がこの割合を上回っており (理工33%,農学30%,医薬学25%,

その他理科42%),文科系の5専攻は全部.この割合を下回っている(日本語 4%,人

文社会13%.経営経済21%,政治法律18%,その他文科17%)｡これは著しい対相をな

しているといってよい.次に,その絶対数をみると,それが20人以上の専攻は,理=

95人,農学26人,医薬学22人,経営経済28人,その他文科21人てあって,全体として

理工が圧倒的に多く,文科系では経営経済が割りと多いo

それでは,第一志望の国はとこか,といえば,それは上にみる如 く,ほとんと北米

と西欧,とくに北米であったから,専攻別に北米志向の割合 (無回答を引いて)をみ

ると,理工77%,農学78%,医薬学58%.その他理科67%.日本語100% (1人),人

文社会100% (7人).経営経済83%,政治法律83%.その他文科73%となるO割合の

低いのは,その他理科と医薬学とであるが,この中.その他現科は無kil答を除いた9

人の中6人北米,2人西欧,1人東南アジアであり,医薬学は無回答を除いた19人の

中,北米11人,西欧8人である｡医薬学における,西欧志向の相対的な高さは指摘し

ておいてよいだろう｡

(3) 留学終了後の計画

El本留学後直ちに帰国を予定する人は全体の57%てあるo残りの約40%の丸 いま

のところどうするか決めていない,とする人は23%と割合に多いOまた.なお日本に

留まりたい,とする人の13%は,日本以外のBlに行きたい,とする人の8%を上回っ

ていることも注目される (イ可衷A-1)O

それては,帰国を予定する人の帰国後の計画はどうなっているのか.前職 こ復帰す

るという人が44%.新しく職を探すという人が31%となっているO前職千割希の%の高

いのは当然に予想されるとしても,それとともに.新しい進路を見つけたいとする人

が割 りと多いQなお,いまのところ決めていないとする人も15%いる (イ{J表A i)O

これらを平均的な傾向とみて.以下ではこれまてのやり方に従って,それぞれにこ
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の平均以上の%を示すものを各方面の各角度から取り上げ,それぞれに特徴を調べて

ゆくこととする (表 1-6)o

まず.これは男女間に違いがあるかと予想されるので,はじめに男女別をとり上げ

てみるO男子は帰国して (58%),前職に復帰する (45%),というパターンが割合と

はっきりしているOこれに対して.女子は帰国を予定する人の%が比較的少なく (49

%),日本に留まる,が15%,とうするか決めていない,も28%あるoまた.その帰国

予定者も,その43%が新しく職を探すとしている(前職復帰29%)Oどうするか決めて

いない.も18%いるOとちらかといえば,女子は男子に比べて不安定な立場にあるよ

うてあるO

次に,奨学金額別にみるO文部省奨学生は帰国 (61%)-前職復帰 (その59%)の

線が強いOこれに対して,その他の奨学生,奨学金なし.はいずれも帰国の割合が全

体よりも少なく(何れも52%),その反面, ｢その他の奨学生｣では,日本に留まる(17

%)が多く, ｢奨学金なし｣は日本以外へ行 く (9%),決めていない (29%)が比較

的多い｡またこの2つの中,帰国を予定する者は,双方とt),前職復帰よりも新規の

職探Lの方が多いのである (｢その他｣,前職240/.新規44%,｢なし｣,前職30%新規41

%)0

回公私立別をみる｡国公立では帰国 (61%)-前職 (その47%)の線が強い｡私立

では帰国する%が全体の場合i:I)もかなり低 く(31%),これに対して, 日本に留まる

表 l-6 留学終了後の計画

全休 男 女 国公立大 学 私立大学 学部 研究生 文部省奨学金 その他奨

学金 奨学金な し直ちに帰国する日本以外の国にゆく-一-fL 56.57.958.48.0 ㌔60.9 13.610.2 ㌔67.0

64.0 %60.6 8.4 8.9E]本に評まる 12.522.6 14.728.0 28.52

5.822.530.2 16.7 29.0〔帰国予定者〕前職に復帰する新しく職を探す--′聖.. さく士 44.030.645.342.7 ヲ645.615.7 ㌔Ll6.342.6 冗50.433.1 58.5 58.7 44.2 40.9家族の仕事につく決めていない 7.01.315.4 7.515.5 7.32.718.2 9.89.8 6.530.6 15.

5



が28%と極めて高く,次いで,決めていない26%.日本以外に行 く14%.となってい

る｡私立の帰国予定者もその46%が新Lく職を探すとしている (前職22%)｡

学籍区分別にも同じようなパターンがみられるo大学院,研究生は帰国-前職復鳳

というパターンである (大学院,帰国67%,前職,その500/..研究生.帰国65%,節

職,その59%)Dしかし,帰国予定の大学院生は新 しく職を探すのもかなりあり (33

%),研究生は勉強を続けたいとするものも多い (16%)oこれに対して,学部は帰凶

する%が割りと低 く (36%),反面.日本に留まる (23%),決めていない (30%)が

割りと高いO帰国予定者も新規の職探し43%.決めていない300/.とその前途はやや不

安定である｡

これらをまとめると,(帰国-前職復帰)というパタ-ンには,男子 文部省奨学金

-国公立一大学院･研究生というつながりがみられ,(帰国の%比較的少ない一婦国予

定者は新規の職探し)というパターンには,女子-その他の奨学金,奨学金なし 私

立 学部というつながりがみられるのであるOなお,私立,学部における,R本へ留

まる,という%の高いことは,指摘しておいてもよいであろうo

この2つのパターンを手掛かりとして,専攻別をみる (表 1 7)｡

(I) (帰国-前職復帰)の型に入るものは.農学,その地理相,政治法律の3専攻

である｡しかし,その他】漫才斗は.なお,日本に留まる,とするものもかなりいる.さ

表 l-7 留学終了後の計画 (専攻別)

全体 - 農学 医薬 憲 賢咋 語 去芸 慧霊 芝違 憲

若%56.57.9

日本 に 留 ま る 12

.522.6

決 め て い な い %Ll

4.030.67.0

新 しく職を探す

1.315.4 1.4 8,7 3.4決 め て い な い

(出
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らにこれを,帰国予定者についてみると,政治法律,その他理科には,勉強を続ける,

とするものの割合が高いO特に政治法律においてそうてあるo

(2) 理工もほぼこの型に属するものとみられるO強いて言えば帰国予定者は前職復

帰が42%と平均の44%よりやや低く.新規職探しが,31.1%と平均の30.6%よりここ

ろもち高いのであるが,これは理工の持つ学問的性格から帰国後の就職に若干の変動

が見込まれるということであろう｡

(3) これとは逆に,医薬は帰国予定者の47%は前職に復帰するとしているが.帰国

とするO/.は43%と低い(平均は56%)oLかし,そこでは,14%が日本に留まる,33%

が決まっていない.とするなと,ここにも.この学問の特殊性がみられるO

(4) (帰国の%少-,帰国者は新規の職探し)の型に入るものは,人文社会.経営経

嵐 その他文科の3専攻であるQいずれも文系となるoこの中,人文社会,経営経済

ては,日本に留まる,の割合も平均を越えているo

(5) 残りの日本語はタイプが違うようてある｡日本語は,帰国とする%ほ高い (70

%)が,帰国予定者は前職復帰が平均より低く (42%),新規の職探し (37%)と勉強

を続ける (16%)との割合が高いO

以上を概括するに,理科系は (帰BL･前考哉復帰)の型,文科系は,政治法律を除き.

(帰国の%少-帰国者は新規の職探L)の型とになるt,のの如くであるD

地域別にはこういったタイプ分けは難しいo多くの要因がいり(んでいるからであ

るとみられる (表 1-8)0

(I) 帰国志向の強いのは東ア/アとアフリカとの2地域てあるDLかL,南アジア,

東南アジアの2地域の帰国志向はほぼ平均並みだからこのクループに入れてもよいO

この中,繭アジアと東南アジア,および,アフ リカの帰国予定者は前職復帰志向が強

いが,東アジアのそれの前職復帰志向はそれほど強くなく,かえって,新規に職を探

す志向の方が強い｡もっとも,韓国では前職復帰志向が平均並みであるO

(2) これ以外の 6地域での帰国志向は慌Lて強くない｡むっとも,西欧,中東なと,

どちらとも決めていない,とする人の割合の高いところもあるOまた,これら地域の

帰国予定者にあっては,南米,東欧,中東,オセアニアの4地域で,前職復帰の線か

強いD残りは北米と西欧とであるO

(3) 北米,西欧の絶対数は少ないけれど,帰国してからも勉強を矧 ナたいという人

が相当に多いoこの両地区はやや特殊的てあろう｡
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表 l-8 留学終了後の計画 (地域別)

全体

㌔56.5

7.9日本 に留 まる 12.

522.6

冗tì1.030.67.0

1,

315.4 39

.0 35.81,̀1 16.7(出所)付表A I,A-ll,A 111

より軸比 要約｡3 大学

についての評価(1) 第一一志望の大学か否か留学生の入学Lた大学は第一志望の

大学であったか,という問いに対 して,739人,764%はそうだと答えているが,2

04人,21.1%はそうてはないと答えている｡常識的に考えると,文部省の

奨学金を得たものは第-志望の大学に行けるのではないれ ということから,これを文

部省から奨学金を貰っているものと,そうでか ､t}の (その他の奨学金+奨学金なし)とに分けて示すと,

星型登 それ以外

計 464人 480人第一志望 35

5(76.5%) 367(76.4%)そうでない 10

4(224) 97(202)の如 くとなり,第一志望のところ

にゆけないものはとちらも約 2割てあるOいいかえitは,これが一般的な傾向のようてあ
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第一志望のところにはゆけないのであるOここに,文部省留学生は,文部省が大学へ

の配置を決定するのである0

第-志望の大学か否かについてのそれぞれの理由は次のような割合となっている0

第一志望 (739人) 第-志望でない(204̂1

人試合格 296人(40%) 入試失敗 16人(8%)

文部省の配置 180(24) 文部省の配置 142(70)

その大学の推薦 108(15) 大学推薦得られず 13(6)

その他の理由 155(21) その他の理由 33(16)

第-志望によるものは入試合格の割合が40% と高 く,文部省の配置がこれに次ぎ,

第一志望でないものは文部省の配置の割合が70% と極めて高いO

そこて次に,これを奨学金頬別,回公私立別,学籍区分別に分けると,衷1-9の

ようになる｡

第一志望の大学に入,:1u=した甥由をみると,奨学金類別では,文部省奨学金受給生は

表 】一9 大学入学の理由

入 試 合 格文部省配置大 学 推 薦そ の 他 人 人 人19 58 6343 9 418 12 920 21 25 人 人(626) (107)% % 人 人 人% %35 7028 716 722 17 69 34 79 27 434 2

0 2018 20 30ない〕入 試 失 敗文部省配置そ の 他 人 人 人 人 人(177) (24) 人 八 人+L+22 1 0Ll2 83 879 5 228 11 123 15 887 56 401̀ 3 2ll7 26 28

3 4176 216 1215 25(出所)付表A-V (国公私立別 ･学籍区分別



文部省の配置によったものか多い｡Lかし,入試合格には｢奨学金なし｣｢その他の奨

学金｣によるものが多い｡

国公私立別では双方とも入試合格の割合が高く,特に私立においてそうであるoL

かし 国公立には文鮎省による配置も相当数ある｡

学籍区分別では,学部に入試合格の割合が垣めて高い.大学院でも入試合格の割合

が高いO

これに対して,第一志望の大学てはない,という理由をみると,入試失敗は国公私

立別ての私立にその割合が高く,また,学籍区分別ては学部に比較的高いが,給体的

にみると.文部省の配置の割合は,国公私立別の私立の場合を除いて,その他のいず

れにあってもiiLなべて高いのてあるo 上にみたように,第一志望でないものは204

人,この中,文部省の配置はその70%,142人であったO

この70%は短めて高い割合なので,これについてもう少し述べておく｡文部省の奨

学金を貰っていて,第一志望てない大学に行った人は104人,この中の90人が文部省に

よる配置となっている｡同様に,その他の奨学金生は72人中40̂ .奨学金なLは25人

中10人 奨学金の種頬不明は3人中2人てある｡

このように,文部省の奨学金を貰っている人は.たとえ第一志望の大学に行けない

としても,その9割は文部省が面倒をみて.とこかの大学に配置している｡これはむ

Lろ当然であるといえるかもしれない｡しかし,その他の奨学金,奨学金なしについ

てもそのLl割から5割は文部省によって配置されているo文部省は割りとよく面倒を

みているといえるようであるD

続いて専攻別てある(付表A 1V)0第-志望か否かほ受入iL側の大学の収容人月と

か施設とかが関係しているとみられる∪

まず. 蘇 -･志望ではないと答えた人の0/.が全体としては21.1%であったので,専攻

別のその割合がこの211%を上回っている専攻を示すと,

医薬学 261%,理工25.8%,その他埋科23.1%

の3専攻となるO理手斗系のこれらの専攻は施設設備なとの関係てなかなか入りにくい

ということてあろうO

次に,節-志望か否かの理由について.専攻別に,それぞれの理由の%が.それぞ

れに全体の%を上回っている専攻を表 1-10にまとめてみると,およそ次の諸点が読

みとれる｡

(1) 入試合格は文科系に多く,理科系は医薬学を除いてはみられない.

(2) 文部省の配置は,慕-志望においては,理工,農の理科系と政治法律,その
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第 1章 日本留学の動機と綻緯-一留学']二の教育歴-

表 l-10 大学入学の理由 (専攻別)

入 試 合 格 全体 理工 農学 医薬 憲 欝 日本語 豊芸 琵言 霊護 憲

掌人(739)

% oi40.124.414.621.0文部

省貞己置

大 学 推 薦

そ の 他〔第一志望でな い)入 試 失 敗文部 省汚己置 人(204)%7.869.66.416.2 人 人

人 人 人 人 人 八 人

23tlそ の 他(出所)付表A I(総計).AI V(専攻別)より軸比 要約O

表 l-日

大学入学と入学の理由(地域削)全体人(967) (21) (51) (28) (3) (19) (9) (45) (26

1)(434)(106) (12)%21,1

人(739)%

40.124.4

14.6

入 試 合 格 4

4.0 46.9文部省自己置大 学 推 薦

そ の 他 21

.0な い) 人(204

)%7.869.66.4そ の 他 16.2



他文科の文科系との双方にまたがっている｡第一志望でない,においても,ほぼこれ

に準ずる｡

大学推薦が得られたのは,理工,農.医薬などの理手斗系に多く,得られないのは人

文社会,経営経猟 政治法律なとの文科系に多いo

黄後に,地域別について,上と同じ方針の下に表を作成して,同様な考察を加える

(表 ト-ll)｡

地域別に,第--志望か否か,について,そうてないと答えた人の%が全体の211%

を上回っている地域は,南米314%,中東368%,オセアニア25.0%,南アジア222

%,東南アジア222%である｡オセアニア,南アジア,東南アジアはほぼ平均並みと

みてtJよいてあろうが,南米と中東とはかなりに高い割合となっている0

第一･志望か否かの理由について,その%が,それぞれに全体の%を上回っている地

域を示して,いくつかの特徴をかかげる｡

1) 東アジアと東南アジアとは入試合格,失敗いずれにしろ,入学試験を受ける

人の割合が高い0

2) これに対して,南アジアを含むその他の地域は文部省による配置の割合が高

い ｡

3) 大学推薦による入学は各地域に広くまたがっているOなお.東7ジアの中の

韓国は大学推薦を受ける人の割合がかなりに高いD

(2) 大学についての評価

留学生は留学しているそれぞれの大学をとう評価Lているか(付表A-I)｡全体の

解答は

日本ではよい大学 (院)である 637%

専門分野によい研究者がいる 61.3%

教育,研究環境がよい 55.7%

となって.この順序に%は下がっているものの,全体とLてみれば,かなりに高い評

価となっている｡

それては,これを国公私立別.学籍区分別におろLて,それぞれに在学Lている留

学生の評価はどうなっているか,をみる(表1 12)｡ここでも上の全体の%を標準と

して,これより上のものとFのものとを分けて,いわば相対的に観察することとするO

国公私立別では,国公立はいずれの項目においてもこの%を上kilリ.私立はいずれの

項Elもこの%を下回っている｡学籍区分別ては,大学院.研究生はいずれもこの0/Oよ
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第 1章 日本留学の動総と経緯 留学生の教育歴--

表 E-E2 大学の評価

全体 大学 大学

日本ではよい大学である必ずLLそ ㌔63,715.0 ∴l65.8 22.7 70.822.1 ヲS o/07

0.0 19,6専門分野によい研究者がいる 61.317.0 63.1 23.5 64.8 6
4.1 62.165.1必ずLもそうではない 19

.8 17.6 17,5 18.6教育,研究 55.722.8 57.0 63.158.2 56.7 59,226,4
必ずしもそうではない 29.5 30.2

(出所)付表A-1,A Vより捕れ 要約｡り上 学部てはいずれもこの%

より下てある｡これを要するに,国公立と大学院,WF究生の在籍者はおしな-て高い評価を

下 し.私立と学部 とは低い評価となっているのであるOなお,奨学金頬別について付

言すると (表 1 12),文部省奨学金生 と奨額金なし,は全体に高い評価,その他の

奨学金生は全体に低い評価となっているO文部省奨学金受給生の高い評価はまずまずとLでも,奨学金なし,に評価が高 く,その他

の奨学金生に評価の低いのは注目されるところであるOこれを専攻別にみると (表 1-13)｡(よい大学

)と評価した%が,平均の63.7%より高い専攻は,理工

,医薬 (現) 2専攻人文社会,経営

経嵐 政治経済 (文) 3専攻 計5専攻同様に,(よい研究者かい

る)と評価した%が,平均の613%より高い専攻は,理工

,その他理科 (哩) 2専攻人文

社会 1専攻(よい研究環境)と評価した%が,平均の557%よ



衰 l-13 大学の評価 (専攻別)

全体 - 農学 医薬 憲 賢 - 左芸 慧霊 芝違 憲

若日本ではよる 63.715
,0必ずしもそうで

はない専門分野によい研究者がいる 61

.317.0必ずし

もそうではない教育,研究環境がよ

い 55,722,8

必ずLもそうではない(出所)イ･j表AmⅠ,A-Ⅳより抽出,要約｡

表 l-14 大学の評価(地域削)全体 北米 南米 鰍 東欧 中東
77川 南アジ7- 7東アジ7嘉島 オ七

7二7E]本ではよら 冗6

3.7必ずしもそうでは

ない 15.0よい研究者

がいる 61,3必ずしもそうではな

い 17.0教育

,研究環境がよい 55,722,8必ず しもそうではない



第1章 日本留学の動横と経緯- 留学生の教育歴-

日本語,人文社会,経営経済.政治法律,その他文科 5専攻 計 6専攻

となっているo

理工は (大学)(専門)ともに標準以上となっているが,農学はいずれのところにも

現われない0人文社会は3項E]ともに現われている｡

また.全般的には (専門)の項目が弱く (3専攻のみ),(環境)は6専攻と強いが.

これは文科系の全部の5専攻にかたよっていて,理科系は ｢その他理科｣だけであっ

て,理科系に弱いO

地域別にみる (表 1 14)o

(3項目とも標準以上)

(大学,専門の2項目)

(大学,環境の2項目)

(大学のみ)

(専門のみ)

(環境のみ)

(どれもなし)

北米,南米,東欧

西欧

中東

東南アジア,アフリカ

東アジア

南アジア

オセアニア

概して,アジア地区の留学生は評価が辛(,それ以外の地政,特に北米.西欧など

の評価は高いようであるOなお,束アジアの韓国だけは全部が平均を上回っているの

で,ここに指摘しておきたい｡

4 日本留学以前の他国への留学

在日外国人学生967人中の829人 (92%)は日本にはじめて留学している｡したがっ

て,他国留学の経験者は僅かに,75人 (8%)と少ないが.これについてのいくつか

の特徴をぬき出してみよう｡

まず,その全般的特徴であるO男女別では男子が52人を占め,国公私立大学別では

国公立が70人と転めて多く,学籍区分別では研究生35̂ ,大学院32人,合計67人とこ

れまた大学院レベルの者が多く,奨学金類別ては文部省奨学金受給生が60人となって

いるoこれらをまとめると.他国留学経験者には.男子.国公立.大学院および研究

坐,文部省奨学金生といった関連がみられることになるo(付表A I,A Ⅴ)o 次

に,どこの地域,国からとこの地域に'#学したか,ということてある (付表A 札
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A-Ill)Oアジア地域からは33人 (南アジア7人,東南アジア17人.東アジア9人)と

多く.これ以外の地域からは31人 (北米 9人,南米8人,西欧10人,中東 2人,アフ

リカ2人)となっている (無回答11人)｡なお,東アジアの9人の中.韓国は2人であ

る｡

しかし,これを地域別にそれぞれの地域出身留学生の割合が10%以上となっている

のは,アジア地域の中では南アジアの16% (45人中7人)が多い位で,その他は少な

い(東南アジア7%,東アジア2%)｡これに対して,絶対数は小さいが.割合の多い

のは北米 (21人中9人,43%)と西欧 (28人中10人,56%)とて,この2地域はとび

ぬけているOこの他には.アフリカ (19人中2人,22%),南米 (51人中8人,16

%),中東 (19人中2人,11%)も注Elされる.いいかえると,アジア地域以外の各地

域はいずれも10%をこえているOなお.東欧の3人,オセアニアの12人には他国留学

の経験はないO

留学先は北米 (22人)と西欧 (21人)とに多い｡全体の約6割である｡これを地域

別にみると.アジア地域からの33人の中.北米に行った人は12人 (束南アジア7.東

アジア5)と北米に行った22人の約半数であり,西欧に行った人は6人 (南アジア3,

東南アジア3)て西故に行った人21人の約3分の1てあるo概して,アジアの留学生

は北米志向型であるといえよう｡なお.国別にみると.韓国からの2人は 1人も北米,

西欧に行っていない｡

アジアの留学生についてもう1つ指摘されるのは,アジア地域内の内部交流という

ことである｡アジア地域からアジア地域へは12人 (南アジア-南アジア1,南アジア

-東南アジア2)(東南アジア-東南アジア4,東南アジア一束アジア1)(東アジア

-南アジア1,東アジア-東南アジア2.東アジア一束アジア1)であって,さきの

北米への12人と匹敵しているO

ところて,このアジア地区からアジア地区への12人は,アジア地区に留学した稔数

20名 (南アジ7-3,東南アジアへ9,東アジアへ 8)の6害1ほ 占めている｡残りの

8人は.北米から1人 (東アジアへ),西欧から4人 (東アジアへ),地域不明から3

人 (南アジア,東南アジア,東アジアへ各1)てあるOなお,上にあげた韓国の2人

は東南アジアと南アジアとに行っているOこのようにして,アジア各Bl間の交流は割

合に多いのである｡

その他の地域からのものとして,北米の9人の中の7人は西欧に行っており (あと

2人の中,1人は南米へ,1人は東アジアへ),また西欧からの10人は,北米2,西欧

2,東欧 1,東アジア4,オセアニア1,と各地に行っているO北米は西欧に集中し,
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第 1章 日本留学の動暁と経緯- 留学生の教育歴一

西欧は各地域に分散する傾向のようであるo南米からの8人は.北米3.西欧3,南

米 2と分散するOなお.中東は2人とも北米に行き,アフリカは2人ともアフリカ内

の交流であるo

専攻別では,(付喪A-1V),理工が17人と絶対数では多い｡以下,10人前後のとこ

ろに,経営経済11人.農学10人,医薬学 9人,その他文科 9人と目白押しにならんで

おり,政治法律7人,人文社台5人,日本語 2人と続く (無回答5人)O

それては専攻別にみて,どの地域に行ったのか多いかo北米と西欧とについてみる

i.

避退 亘｣墾

理工 17人中6人 農学 10人中4人

医薬学 9人中6人 経営経済 11人中5人

政治法律7人中3人 人文社会 5人中2人

その他文科9人中3人

のようになる｡概して北米の方が多いが,しかし.これたけでは,専攻別によって北

米と西欧とのとちらの方に誘因が強いかはいえないであろうo

II 元留学生の教育歴

元留学生についてこれを検討するが,元留学生の主要な特徴を次の属性について整

理 しておきたい｡

○回答者総数 138人 (100.0%)

○男女別 男91人 (659%),女29人 (21.0%),不明18人 (13.0%)

0回答言語別 日本語61人 (442%.),英語77人 (558%)

○留学先大学 斑公立大学126人(91.3%),私立大学 8人(5.8%),不明 4人(2.9

%)

o学籍区分別 学部33人 (23.9%).大学院101人 (732%),不明4人 (2.9%)

○奨学金類別 文部省奨学金120人 (86.9%),私費6人 (4.4%)

奨学金なし7人 (51%),不明5人 (36%)

○専攻別 理工48人 (34.8%),農学23人 (16.7%).医薬学13人 (9.4%),
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その他理科 5人(36%),日本語5人(3.6%),人文社会14人(10.1

%),経営経済 7人 (5.0%),政治法律2人 (1,4%).その他文系

9人 (6.5%)不明12人 (8.7%)

○出身国 北米 3人(21%).南米 5人(3.6%),西欧26人(188%),米欧 6人

(地域)別 (4.3%),中東14人(10.1%),アフリカなし,南アジア3人(2.1%),東

南アジア35人(25.4%.東アジア34人(24.6%),オセアニア4人(29

%),不明8人 (5.8%)

1 日本留学の経緯

(1) 帰国後の現在の仕事

回答を寄せた元留学生は.現在.大学71人 (51.4%),政府行政機関18人 (130

%),の 2種で全体の644%を占めるが,性格的に区分すれば大学 ･教育 ･研究機関て

87人.(63.0%).政府行政機関18人 (13.0%),民間企業16人 (ll.60/.),自営業5人

(3,6%).その他 9人 (6.5%,不明3人 (2.2%)にそれぞれ職を得ている｡特定の

BJで兵役の義務につくことを除けは,元留学生の大多数が研究,数育および政肺職員

として活躍していることになる.この意味 もあってか,転職した体験を殆んどが(82.6

%) i)つていないO

(2)取得学位 と学籍区分

学位取得は学士16人,修士37人,博士31人計84人てあるが.これを学部.大学院の

学籍 と対応こさせると.

学部 33人 大学院 (研究生を含む) 101人

16人 (学士)(48%) 37人 (修士) 計68人

31人 (博士) (67%)

のようになるOこの学籍と学位取得 との割合は,大学院,研究生て約 7割,学部で約

5割,平均 して約6割となるO研究生にはもちろん学位取得はないから,大学院,研

究生の7割は割 りとよい方の率であろうが,これに比して,学士の5割はかなりに率

が悪いo少なくともここでみる限り,元留学生138人の中の学位取得者は84人,両者の

差54人あるいは元留学生の約 4割は何の学位 も取っていないことになる(付表B

1)O この点について.これ と関連する事項を調べてゆ くことにする (付表 B一
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I)｡まず,日本滞在の期間であるoそれは1年41人,2年37人,3年22人,4年17人.

5年9人と順次に減少しているが.ここまでで計113人.82%となっている｡ここで指

摘されるのは, 1年が41人 (全体の30%)と黄も多いことであり,常識的にみて,荏

日期間 1年では学位を取るのは難しいはずてあるo

この在日期間1年について,これを学籍区分別にみてみると(付表B 11り,学部と

答えた人33人の中の16人 (49%).大学院と答えた人101人中の23人 (23%)となって

いる｡だから,学部では 1年で止めたとみられる人が約半分を占めていることとなり,

また,大学院のそれは,研究生であるとみることができるようであるOもっとも.学

位取得年数をみると,学士で取得年 1年は3人 (最頻度は4年),修士で1人 (景頻度

は2年),博士て2人 (景頻度は3年)となっている｡この背景はよく分からない｡

もう1つ,この学籍区分別において,少し気になるのは学籍区分別における学位の

取得者についてであるo学士の取得者は16名であったが,学籍区分別によると,この

中の8名は留学先を学部と答えた人であり.残りの8名は留学先を大学院と答えた人

である｡だから.留学先を学部と答えた33人については,その中の8人だけが学士を

取得したことになるoそうすれば,大学院と答えた101人中の8人は学部で学士を取得

Lていたことになる｡このことはEl本の滞在年数について,大学院と答えた人の中の

12人は6年から8年いた (6年2人,7年 5人,8年3人)ことと照応しているよう

であるo

そこで,ここでは,学部と答えた33人の中の16人が学士を得た｡大学院と答えた101

人の中37人が修士を,31人が博士を得た,と,このように単純にみなして,論を進め

ることにするOこれによっても全体とLての推論は変わらないと考えられるo

まず,男女別に,学部,大学院の学籍区分と学位取得との関係を調べてみるO

旦王 室至 杢嬰

学部 19人 9人 5人

学士取得 11 (58%) 2 (22%) 3

大学院 70 19 12

修士取得 25 8 4
43(61%) 16(84%)

博士取得 18 8 5

ここでは,女子の方が学部での学士取得の割合が低く,大学院ては修士,博士の取
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表 】一15 在籍者と学位取得者 (地域別)

全体

学 二在 籍 者 人33

# 16大 在 籍 者 人10

1 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人-了A醍 修士取
得者博士取

得者 3731人4(出所)付表B 1(総計),B m (地域削)より柚札 要約,

表 I-I6 在籍者と学位取得者(専攻別)全休 - 農学 医薬 憲 苧

小計 日本語 豊芸 霊芝 ≡違 憲 ,T 小計 地域不明早戟 荏籍者宇土取得者 人3316 10 4 2 110 1 1 0 人17(1〔鴫)12(71%) 4 4 2

1 31 1 1 01 人tLI(i榊%14(29%) 人20大 在籍者捲土取得者博士現辞書 人10137

38 19 11 Li 人72(1帥%) 人

1 10 5 1 6 人23 622学院 18 4 1 2 25 1 3 2 1 3 1031

7 9 9 2 27 02 02 0 2(出所)付表B I(総計),B 11

1(地竣別)より抽出,要約O得の割合が高いようてあるO男子は学

部.大学院 ともにおいておよそ6割であるO次に,地域別に,学籍区分 と取得学位 とを対用させてみる(表 1

15)o(1)学部においては,在籍者数に対 して学士取得者数の割合は少ないO

東南アジアだけはその例外であるO(2) これに対 して,大学院,研究生の在籍

者 と修士.博士の取得者数とは地域によって差がみられるが.概 して,北米,西欧な

どの先進国は,大学院,研究生の在籍者数に比べて修士,博士の取得者数が少なく,アジア
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地区は修士,博士の取得を主要な目標とLて留学しているものの如 くである｡

最後に,専攻別について,学籍区分別と取得学位とをみて,上述のところを補足す

ることとしたい (表1 16)0

これをみると,学部大学院ともに理科系の方が文科系よりも学位取得の割合が高い

のであるo特に学部においては,理工が100%学士を取っているなと,両者の差は甚だ

しい｡だから,学部における学位取得者の割合の低いことは,文科系のそれが大きく

影響しているといえそうである｡

2 日本留学の位置づけ

(1) 学位論文を何語で書いたか

学位論文を何語て書いたか,という問いに移る.この問いに対して,修士論文では

42人,博士論文では35人が答えているOところで,上述の如く,日本で取得した学位

は,修一と37人,博士31人,であったから,この間にいささかのギャップがあるoLか

し,ここではこのギャノ70にはふれないて,この質問をそのままの形として取り上げ

てゆくこととするO

この質問に対して,日本語で書いたというのは,修士論文て42例中16例(38%),博

士論文では35例中9例 (26%)とさらに少なくなっているO

続いて,論文を日本語で書 くように指示されたか,という問いがあるが.これに対

しては,修士論文で47人,博士論文で36人が答えているDこの数も上と違っているが,

これもそのままの形で取り上げることとするOこの質問に対しては,帽士論文で47例

中6例 (130/.)と少なくな,),博士論文に至っては36例中2例 (6%)ともっと少な

くなっているO

このことをいいかえるならば,この調査でみる限り,修士論文でも博士論文でも,

日本語で書かなくてもよいというのか,むしろ,通念になっているようだと言えるの

である｡あるいは逆に,日本語で書 く方が,むしろ,特殊的であるとさえ言えるので

ある｡

もちろん,専攻によっては,論文の経絡から必ずしもEl本語でなくともよいとする

ものもあろう｡そこて,以下ては,どの専攻で日本語を使ったのか,を調べてみるこ

とにする (付表B-V)a

専攻別に修士論文についてみると,日本語で書いた16例は,理工で21人中7人,以

下,その他理科 (2人｢r,2人),日本語 (1人中1人),人文社会 (3人中1人),経営
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経済 (3人中1人),政治法律 (1人中1人),その他文科 (Li人中2人),専攻不明(2

人中1人)となってほとんどの分野にまたがっている｡しかし,農学(4人),医薬(1

人)ては日本語は1人もいない｡また.博士論文の9例をみると,理工 (10人中 2

人),農学 (10人中2人),医薬 (9人中2人),その他理科 (2人中2人),人文社会

(2人中1人)となって,これも各分野にゆきわたっている｡

次に.E3本語で書くように指示されたか,をみると,修士論文6例の中,理J,農.

医薬には全 くなく,その他理科.日本語,人文社会,経営経済,政治法律,その他文

科で各 1人となっているOまた.博士論文の2例はすべて医薬であるOこれも各分野

にわたっているが,しかし,例えば,医薬で,修士論文に日本語で書 く指示がなく,

かえって博士論文に日本語で書 く指示がある,というように,いささかの混乱があるO

だから,専攻別にみて.日本語て書くかどうかには,それぞれの大学の事情によって

いるものの如くであるO

そこて最後に,学位論文を日本語で書いた人数を地域別にみてみる｡日本語の習熟

には,地域によっての違いが考えられるからである (付表B lil)｡

修士論文16例では,束アジア7(うち韓国4).東南アジア4.オセアニア2,南米

1,西欧 1,地域不明1てあり,また.博士論文9例では東アジア7(韓国7),東南

アジア1.南米1であるO東アジアと東南アジアのアジア地域で,修士では16人中の

11人,博士では9人中の8人となる｡日本語使用は東アジアを中心として東南アジア

にひろまるといえそうであるoまた,南米も日本となにがしの関係にあるo

Lかし,そうはいっても.例えば韓国をとるとき,修士論文5人は,日本語Ll英語

1.博士論文13人は,日本語7英語6であることから,日本語使用は,かはり,その

本人の心掛けによると読みとitそうであるO

(2) El本留学以前の外国留学の経験

日本留学以前に外国留学の経験のある人は21人 全体の15%にあたる｡この中,男

子が15人と多い｡また,これを地域別にみると,アジア地区の人は束南アジア2,東

アジア1,の3人だけであって,残りの18人は酉政10,中東6,東欧.北米各 1であ

るO西欧と中東とに多い (イ可表B Ill).

その留学先は西欧8,北米5,東欧3,東アジア2,中東1(不明2)であって,

ここても北米と西欧とに集中している｡しかし,この西欧8について,どの地域から

西欧へ行ったのかをみると,西欧から4,中東から3,東南アジアから1となってお

り.北米の5についても.酉欧から2,北米,東南7ジ7,東アジアから各 1となっ
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ているDアジア地区の3人は北米と西欧とに行ってほいるが,この絶対数は少ないの

だから,ここで西欧と北米とに集中するといっても.これはいわゆる開発途上Bilから

の西欧,北米集中とは違っているのてある｡

そこで次に,角度をかえて,西欧の10人,中東の6人はどの地域に行ったのか,を

みてみるO西欧の10人は,西欧4,北米2,束アジア2,行 く先不明2てあり,中東

の6人は.西欧3.東欧2,中東 1であるDこの中,西欧から東アジアへ 2人行って

いるのは注目されるとしても,西欧の4人,中東の1人はそれぞれの地域内に行って

おり,この他にも,北米の 1人,東欧の1人もそうてあるOだから,地域内の留学は,

合計7人,全体21人の3分の1となる｡これがもう1つの特徴であるo

(3) 日本留学終了後の外国への留学とその成果

日本留学終了後,再び他Blに留学した人は17人,全体の12%であるOこの17人の内

訳は,西欧9人,東南アジア3人,南アジア,東アジア,オセアニア各1人 (地域不

明2人)となって.西欧が9人と多いか,それとともに,アジア地区からも5人を占

めている｡

これらの人のいくつかの特徴をあげると,男女別には男子10.女子4(無回答3)

で男子に多く,凶公私立別では国公立13.私立3(無回答1)で国公立に多く,学部

大学院別ては大学院12,学部4(無回答1)で大学院に多く.また,全部が文部省奨

学金生であるO

その行 く先は,西欧8,北米 3,オセアニア3が主であるが,この他,東欧 1,東

南アジア1,東アジ71となっているO西欧が多いoLかL,西欧への8人の内訳を

みると,西欧からは6人を占めるO西欧が多いといっても,その主流は内部交流なの

である.あとの2人は東南アジアと南アジアからてある｡なお,西欧からの9人は上

の西欧から西欧への6人を除くと.北米へ,東欧へ,東アジアへ各 1人となっている｡

ここで,アジア地区からの5人について記しておくと,東南アジアからの3人はオセ

アニア-2人,西欧へ 1人 東アジアからの 1人は西欧へ.南アジアからの 1人は東

南アジアへ,となっているO合旨tすると,オセア二7へ 2人,西欧へ2人てあって,

北米へ 1人い -ないことが指摘されるOなお.オセアニアの1人は北米へ.地域不明

の2人は,北米へ 1人,オセアニア-1人となっているO

留学期間は1年 4人, 2年 6人, 3年 1人 (無回答6人)てあって,ほとんどが2

年以内である｡
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取得した学位については,17名中14名が無回答であるが.博士 2人 修士 1人とな

っているOまた,その日本ての専門分野は理工が5人と最も多く,次いで,経営経済

3人 日本語3人となっているが,この日本語の3人は注目される.以下.人文社会.

専攻不明各2,農学.医薬各 1｡再度留学の奨学金は無回答の3名を除いて,有り無

しとがそれぞれ同じ7名となっている｡

再度留学の理由については.まず全体的に,これらの理由の各項E]を便宜的に3つ

のクループに分け,それぞれに回答数を記す｡なお,これは複数回答てあり, ( )は

項El番号てあるo

Iのクルー-プ 研究分野の拡大 13人

(5)専門研究の領域の拡大と深化 10人

これにほぼ頬するものとLて

(7)母国からの再留学の要請 3人

IIのクループ 日本の研究水準の低さ 4人

(2) 専門分野での研究水準は日本より他国の方が高い 3人

こitにほぼ類するものとして

(1)Ef本の学位:が本Egては評価されない 1人

IIIのクループ . 日本側での留学生への対応のまずさ 5人

(3)日本での留学期限か切れ.再延長が認められなかった 3人

(6)日本の大学は最近の研究成果,技術内容を留学生に開放していない 1人

(4)自分の研究成果を母国に適用するには条件が日本と違いすぎる 1人

このグループ分けはおよそ次のような意味を含むものと考えてよいてあろう. 王の

クループは日本留学をプラスとして受けとめるもので,他国留学によってその成果を

更に積み重ねていこうとするもの.lIのクループは,逆に,日本留学をマイナスとし

て受けとめるもので,他国留学はいわばこのマイナスをやり直Lたいとするもの,lII

のクループは留学生の日本側に対する不満を各方面から取りあげたもの,としたのて

あるO

そこで,この他答の結果てあるが,lのクル-プのプラスの凶答が13人と多く,II

のグループのマイナスの回答のり ＼をはるかにこえているo特に,(5)の研究領域の拡

大は10人と過半数を占めていることなとから,日本留学は評価されているとみてよい

のてあるOIIIのクループの日本への不i酎ま5人てあって,これは今後の問題としなけ

ればならないてあろうD
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表 E-E7 再度留学の理由 (地域別)

項 目 級 数 西 欧 アジア オセアニア

地域不明10人 5人 3人 南アジ
ア1 1人 1人大

東南アジア1束アジア13 3 南アジア1

東アジア1

31 1

東アジア1

低評価公開 311 3ず

(出所)付表B一m (地域別)よr)袖.LfJ.,要約｡なお,この他に,

(8)その他,として,書き込み項目があるが,ここに(1) (7)の項目を記入せず ｢(8)EI本の大学では博士号が非常に

とりにくい｣をあげたのがあった｡そのために再留学 したというのであるOさて,

これを地域別にみると,表 1 17のように整理される｡西欧とアジア地区とは多少とも違ったF,

む,答をLている｡西歓は,(5)研究領域の拡大,深化 (3)留学期限切礼,(2)研究水準

が日本より高い,の 3項目だけである｡(5)の研究毒針鼓の拡大は 5人と黄 も多く,西欧

でも日本留学への評価は高いとしてよいO(2)研究水準が日本より高い.は 1人にとどまる｡それとと

もに,(3)留学期限切れ,の 3人は西欧だけであることに留意LたいOこれに対し

て,アジア地区は,(3)の留学期限切れ の他は,すへての項目に顔を出している0日本

への不満である(6)E]本の技術非公取 (4)研究成果の母国不適合(各日はともに南アジ

アである.Lかし.ここでも, Ⅰのクループの(5)研究領域の拡大 3,(7)相国の要請 3,計

6はlIのクループの(2)u本の研究水準の低さ 2,(I)日本の学位の低評価 1,計 3の倍である



表 l-i8 再度留学の理由 (専攻別)

項 目 総 数 理 工 農 学 人

文社会10人3 3人1 1人 3人 1人 2人1

31 2 1

1311 11 1 11

(出所)付表,B Ⅴ (専攻別)より抽批 要約｡続いてこれを専攻別に分

けてみると,表 1 18のようになるO上にみたように,再留学 した元留学生の専攻

分野別ては,理二L5人,経営経済3人,日本語3人が主てあったoこの中,ここでは

.理工と経営経済とが各項目にわたってでているDしかし,ここても,概してIのグループの方の数が

多いから,日本留学は評価されているとしてよいのてある｡ここに問題となるのは,専

攻が日本語てある3人である.そこでは,(5)専門領域の拡大,深化,3,また,(2)

研究水準が日本より高い,1,となっているOこれはいささか理解に苦しむので

,調べると,この3人は他国留学のときに,その専攻分野をかかえているとみられる(人文社会 2.専攻不明1).なお,その行き先の地域は

,それぞれ北米,オセアニア,東アジア各 1となっている0両留学の成果については

,17人の中 (無回答3,なんともいえない3.の6人を除いて)目的達成 5.一応

の成果 4,計 9人であって.期待どおりでなかった,2人より

はるかに多いoまずまずの成果があったものと読みとれる｡これを地域別にみると,

目的達成5人はすべて西欧であるo西欧は最も注目されるOそこで,西欧の9人全

月についてみると,目的達成5人,一応成果 1人,期待どおりでない1̂ ,無回答2人

となるoアジア地域の5人については,目的達成なし,一応成果は2 (南アジア1,東

アジア1),期待とおりでない1 (東南アジア),なんともいえない2 (東

南アジア)てあって,成果があったとはいえないようであるO続いて,専門分野別

にみると,目的達成は理工,農学,日本語,人文社会.経営経済各 1,計5てあり.

一応成果は理工.日本語,人文社会,経営経済各 1,計4となるOこれは各専攻に分散してい
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E]本吉吾の3人は再度留学のとき専攻をかえていること上述した如くであるD

結 び

在日外国人学生と元El本留学生の教育歴についての要点をそれぞれに次のようにま

とめておくO

まず,在日外国人学生であるo

(1) 日本留学以前に他国への留学経験あり,は留学生の8%てある｡人数をみると

アジア地区からとアジア地区以外からとでは,半々であるが.地域別のそれぞれの割

合からいえば,アジア地区よりもアジア地区以外,特に北米と西欧とに割合が高いo

北米と西欧の人には,留学する機会が多いようであるo

アジア地区の人の留学先は北米と西欧とであるが,それとともに.アジア地区の人

はアジア地区内部で交流する機会も割りと多いようである｡アジア地区以外では,北

米の人は酉欧に集中し,西欧の人は世界の各地域に分散していることがみられる｡

(2) 日本は第-･志望のElか,というに,慕-志望でないとする人は総数の4分の1,

24%もあるoLかも,この中の80%はアジア地区の人であって,その第一志望の留

学先は北米と西欧,特に,北米である.アジアの人は北米志望型てあるといえる｡

しかL,その他の地域,矧 こ,北汎 西欧,東欧などはほとんど全部がEl本を第一

志望としている｡いわゆる先進国の人は,はっきりと日本を勉強したいとしているの

であって,このことはアジアの人と対照的てある｡

(3) 入BJ年と大学への入学年および日本語学校への入学,について,大学への人学

年にはそれほどの無回答はない (8%)が,入国年には,無回答が30%もある.また,

日本語学校への入学にも,無回答が35%ある.双方ともこの無回答者の75%は東アジ

アの人である｡

(4) 入学大学の種類と学籍区分について,留学生の85%は国公立大学-入学してい

るOまた,学籍区分ては学部31%,大学院43%.研究生23%てあって.大学院研究生

に多い｡

(5)専攻分野別について,程科系51%,文科系39% (無回答100/.)てあって,理科

系に多く,また,部門としては,理工が30%と黄 も多く,経営経済14%.その他文科

13%と続いている｡
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(6) 日本留学の保証人と奨学金について,日本留学の保証人は文部省26%と友人知

人240/oとが相半ばしているoLかL,地域別には東アジアに特異性があって.地域を

束アンアと東アジア以外とに分けると,東アジアでは友人知人360/.,文部省7%と文

部省のウェイトが転めて小さく,束アジア以外を一括すると,友人知人14%,文部省

42%と文部省のウェイトが極めて高 くなっている｡

このことは奨学金の有無と奨学金の種類にも関係しているO奨学金を貰っている人

は全体で80%と商いが,東アジアでは74%と低くなり,逆に,東アジア以外では86%

と高くなる.

そこで,どこから奨学金を貰っているかをみると,その60%は文部省奨学金である.

しかし,これを地域別にみると,東アジアでは文部省奨学金の割合が31%と低 くなり,

逆に東アジア以外では80%と高くなっている｡

(7)奨学金額別について,文部省奨学金は国公立に多く(94%).また,学部大学院

別では大学院 (55%)研究生 (31%)と大学院レ-ルに多いo次に,奨学金の月寛刑こ

ついては,15-20万円のところに51%と多いが.5万円以下のところ (19%)にもピ

ークがある010-20万円は文部省奨学金.5万円以下は文部省以外の奨学金と推定さ

れるO文部省の留学生の生活は割りと楽なようてあるO

(8) E]本留学決定への影響力について,あけられた14の項目の中で,影響力あり,

と認められるのは,全体としてみると,日本の文化,社会,経済,科学的技術水準等

に対する関心,8本に対しての--股的な親近感,母国における日本留学についての高

い評価,先生,先輩,知人等からの日本留学への勧め,母Blに適切な勉学.研究の機

会がなかったこと.母国のかかえる問題が日本と似通っており.日本はこれを早く解

決した国である,の6項目だけである.

地域別にみるとき,この6項目を全部持っているのは,東アジア,東南アジア,南

アジアのアジア地区だけである｡つまり,全体的な傾向としての6項目はアジア地区

の特徴とみて差支えないO東アジアはこれに加えて,日本はyl_維的に近い,日本でし

か得られない勉学,研究の総会,日本語の学習経験,の3項目が入って9項目となるO

南アジアはこれに家族からの外国留学体験への要請,と文部省奨学金の得られたこと,

とが加わって8項目となり,東南アジアはこれに文部省奨学金の得られたこと,が加

わって7項目となるo

これがアジア地区の特徴であるが,この他に,地域別にみてのいくつかのことを指

摘LておくO
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約1章 日本留学の動機と経緯- Ja学生の教育歴

1) 日本の文化,技術水準等に対する関心- 10地区の全部

2) 文部省奨学金･- -=-東アジアを除く9地域

(東アジアでは文部省奨学金生の割合が少なかった)

3) El本に対しての親近感-- -･･中東.アフリカを除く8地域

4) 母国に適切な勉学の機会なし-- -北米,西欧,アフリカを除く7地域

5) El本てしか得られない勉学機会

--･南アジア,東南アジア,アフリカを除く7地域

5)の勉学の機会,の項目はアジア地区では東アジアにはあって南アジア.東南アジ

アにはなく,アジア地区以外では北米,南米,西臥 東欧,中東,オセアニアの6地

域 となるOこの勉学の機会,と関連するものに,日本語の学習経験があり,これは束

アジア.北米.東欧,オセアニアであるoこの2つの項目の関連が指摘される｡

(9)第一志望の大学か否か,について,第一志望の大学でなかった人は約 2割てあ

る(21%.)Oそれぞれの理由をみると,第一志望によるものは入試合格の割合が40%と

高く,文部省の配置か24%とこれに次ぎ,第一志望でないものは,文部省の配置の割

合が70%と極めて高いO全体的にみて,文部省は割 りと面倒をよくみている｡

(10)大学の評価,については,

日本てはよい大学である 64%

専門分野によい研究者がいる 62%

教育環境がよい 56%

と,この順序に%ほ下がっているが.全体としてみれば,かなりに高い評価となって

いるoLかし,地域別にみると,慨Lて,アジア地区の留学生は評価が辛 く,それ以

外の地域の評価は高いようである｡例えば,大学ではこの64%以下となっている地域

は南アジア,東アジア.オセア二7の3地域だけといった如 くである｡

(ll) 日本留学後直ちに帰Eiiを予定する人は全体の57%てある040%以上の人がはっ

きり帰国するとは決めていないことに注目されるoこの中て,なお日本に留まりか ､

とする人の13%は,Ef本以外の国に行きたいとする人の8%を上回っているO

それでは帰国を予定する人の掃Eg後の計耐 まどうなっているのか,といえば,前職

に復帰するという人が44%,新しく職を探すという人が31%となっているO前職復帰

の0/.の高いのは当然に予想されるとLても,それとともに,新い -進路を見つけたい

とする人が割りと多いのが注目されるo

これらを平均的な傾向とみて,以下では,各角度から,この平均以上の0/.を示すtJ
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のを取り上げ,それぞれの特徴をあげておこう.

まず.奨学金類別である｡文部省奨学金生は帰国 (61%)-前職復帰 (59%)の線

が強いOこれに対して,その他の奨学金,奨学金なし,はいずれも帰国の割合が全体

よりも少なく,その反面,｢その他の奨学金｣ては,日本に留まる(17%)が多く,｢奨

学金なL ｣は日本以外へ行 く (9%)が比較的多いOまた,帰国を予定する者も.双

方とも,前職復帰よりも新規の職探しの方が多い (その他,44%,なし,410/O)｡

つぎは元日本留学入学生であるo

(1) 元留学生の特徴は, 1)国公立が大多数であること, 2)ほとんどが奨学金を

貰っており.それは文部省奨学金が多いこと, 3)学籍区分では,学部より大学院.

研究生に多いこと,であるO

(2) 取得単位と学籍区分,については,学部に在籍して学位 (学士)をとった人は

48%,大学院に在籍して修士あるいは博士をとった人は67%と,学位をとった人の割

合は概して低い｡

しかし,これも地域別にみると,大学院に在籍Lて修士もしくは学位をとった人の

割合は北米,西欧などに低く,東南アジア.東アジアではこれが高いのである｡いわ

ゆる先進国は研究のために留学し,いわゆる開発途上国は学位をとるために留学する

ものとみられる.

学位論文を何語で書いたか,については,英語で書いたものが修士50%,博士60%

と半ば以上であり,また,日本語で書くよう指示されなかったとするものが修士87%

博士94%とほぼ9割位あるo学位論文は必ずしも日本語でなくてもよい,とする風潮

はほとんど定着しているものと認められる｡

(3) 日本留学以前の外国留学の経験.については,経験者は15% (21人)である.

Lかし.その経験は西欧 (10人)と中東 (6人)とに多く.アジア地区は3人しかい

ないOその留学先は西欧 (8人)と北米 (4人)に多いoアジア地区の3人の行き先

は北米2,西欧 1である｡

(4)再留学については, 12%,17人である｡その内訳は西欧9人アジア地区5人,

オセアニア 1̂ .不明2人であって,その行く先は西欧に8人と多いが (北米3人),

その主流は西欧の城内留学 (西欧-西欧6人)である｡なお,アジア地区の5人は,

西欧 2,オセアニア2,アジアの城内留学 1である｡

再度留学の理由については,研究領域の拡大が10人と多く,これをあげた人は西欧

にもアジア地区にもあるoLかし,概して,西欧の方がE]本留学を評価して,再留学
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第1章 日本留学の動機と経緯… 留学生の教育IiE-

はその上の積み重ねを目的とLているのに.アジア地区はEl本留学を評価Lてはいる

ちのの.その放軌 日本留学を不満として.その不満のために再留学しているとみら

れる人も多いのであるb例えば,日本の大学は最新の研究成果を留学生に開放してい

ない.とする人がいるが如きであるo

その成果については,西欧は9人中5人が目的達成,1人が一応成果あり,として

いるのに,アジア地区は5人中,2人だけが一応の成果あり,としている｡ここで見

る限り,アジア地区からの再留学の成果はすっきりしていない｡

(鈴木 息和)
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第 2章 日本語能力と留学効果

は しが き

El本への留学生は,特殊な例外は別として,大学での学習においても日常の生活に

おいても,絶対にEl本譜を避けて通ることはできない｡しかし.日本語の習得は留学

生にとって決して容易なことではない｡個々の留学生の日本語の実力は,その母Blが

どこであるかをも含めた様々な条件のもとで多様に異なっていよう｡日本語能力の優

劣の差がその学習の効果に大きな差をもたらすことは当然である｡貸7学生とEl本譜の

問題は.彼らの日本語教育の在り方とも関連して,極めて重要な課題である｡

これまでも,われわれ研究グループとしては,EI本譜問題を何度か採り上げ,それ

なりのファインティングも得てきたが,調査サン78ル数も少なかったし.十分につめ

ないままに残した点も少なくない(注 1)｡今回は大規模調査の実施によl),これまで

に明らかにLてきたことの再確認も含めて,かなり詳細な分析を行った(注2)O

本章はLl節て構成されている｡第I節では,先ず,留学生間におけるE]本譜能力の

差異は.どのような機能に開しどの程度あるのかが,各種の留学生の類型間で比較さ

れる｡第11節では,前節で明らかにされた日本語能力の差異がどのような要因によっ

ているかを考察する｡そして,第III節では,そのような日本語能力の差異の結果,留

学生の日本での学習効果にどのような影響を与えているのかを明らかにする｡以上の

3節の分析は,すべて,967名の在日中の留学生を対象にしたものである｡次いで,慕

王V節では,元El本留学生138名についての調査としてその帰国後,日本語を母国でどの

程度どのような形で活用する機会をもっているのかが分析される｡

Ⅰ 留学生間の日本語能力の差異

1 日本語能力の機能別評価

留学生にとって日本語能力の如何は,彼らの留学の成果に大きな影響を与える｡留
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学生間の日本語能力にどの程度の差異が存在するかを調査する方法として,われわれ

は.学習面,生活面別に.話したり問いたりする能力と読んだり善いたりする能力と

に分けて,桟能別に,アンケー トの回答者自らの自己評価を,｢十分にできる｣,｢一応

はできる｣,｢なんとかできる｣,｢全 くできない｣の4つのいずれかに○印をつけさせ

る形で示させることにした｡表2 1は,回答者全体について,そうした評価の分布

を示したものであるOすなわち,各積能別に,4区分の評価の割合を%で表示したO

合計が100に一致しないのは.無回答がそれぞれの質問にあるためであるoこの点は,

以下のすべての構成比を示したEgE表についても同様である｡

先ず,学習面について,すべて日本語に関して,｢授業を聞くこと｣,｢授業の時に質

問すること｣,｢研究論文を読むこと｣,｢論文 ･レポー トを書 くこと｣の4桟能に分け

ての評価の結果は,｢十分できる｣と答えた者が,｢聞く｣のと ｢読む｣のとで,それ

ぞれ30%近 くを占めたが,｢書く｣となるとその割合は15%に半減する｡ところが,｢一

応できる｣と答えた者は,｢開 く｣ことに関しては50%近 くに達し,また,その他の機

能についても40%もしくはそれに近い｡この ｢十分てきる｣と ｢一応てきる｣とでは,

機能別の割合の大きさの順序はかなり異なる｡実際には同一の能力でち,解答者の性

格などにより,答え方はその何れにもなる可能性がある｡そこで,これら2つの回答

を合計した割合が第5欄である｡その場合には,｢開 く｣力は75%強,｢質問する｣の

と ｢読む｣のは66%前'乳 ｢書 く｣のは54%弱が,｢できる｣と答えているOこの ｢開

く｣｢質問する｣｢読む｣｢書く｣の順序は,更に,｢なんとかできる｣を加えても変わ

らないし,また,｢全 くできない｣の少ない順とも同一である｡更に,同表の第6欄に

は,各機能に開し,｢十分できる｣割合と ｢全 くできない｣割合の差が示されている

が,この値は,できる場合とできない場合の両極端のどちらに,どの程度評価が傾い

ているかを意味している.これについても,順序は同一であり,然も,｢書く｣力はむ

しろ ｢全 くできない｣割合の方が大きくてマイナスとなり,上記の順序がより強調さ

れて現われている｡以上の考察から,留学生の学習面での日本語能力は,相対的に,

開いたり,話したりする能力の方が強く,｢読んだり善いたりする能力｣の方か弱いと

言えよう｡また,黄もできるのは r開く｣ことで,逆に,衆もできないのは ｢書 く｣

ことである｡

次に,生活面について,学習面と同様に4つの機能を,｢日常生活に差支えない程度

のEl本譜での会話｣,｢テレビ,ラジオのE]本譜放送を開くこと｣,｢臼本字新聞を読む

こと｣,｢友人に日本語の手紙を書くこと｣に関して,4種類の自己評価区分によりそ

の割合を,同じく,表2-1に表示した｡この結果は,｢会話｣は ｢十分できる｣と答
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第2車 日本語能力と留学効果

表2- F 学習 ･生活別日本語能力評価の分布 - 総計-

(%)

十分できる一応二できる (3) 全くできかー応できる｣ク相 ｢十分できる｣｢全l= (2)

(4)学 授業を開く質問をする 29,625.7 46.040.6 18.326.2 4.95,514.717.5 75.666.3 24.720.2普 論文を書く 29.915.2 35.938.5 17.827

.4 65.853.7 15.2- 2.3坐活 43,0 39.1 13,4

2,9 82.176.765.762.2 LI小十一放送を開く手紙を書く 32.228.520.9 44.537,241.3 18.014.726.0 3.818.210.7 28.410.31

0.2(出所)付表A 1 (総計)9 (1卜 9 (8)よ,)柚此 要約｡えた者が40%を越し,｢一応できる｣者も40%に近 く,両者で80%を趨しているO｢聞

く｣方は ｢一応できる｣割合が50%に近いこともあり,両者を合せた第5欄は75%を絶えている｡ただし,｢読み｣｢書き｣になると,｢十分できる｣も ｢一応できる｣も

割合を下げ,両者を合わせても60%台となる｡この両者合計による相対的に割合の多い順肘 ま,｢会話｣｢聞く｣｢読む｣｢書 く｣順であるが,この順は,｢十分できる｣と

｢全くできない｣の差として示した第6欄についても,また ｢十分できる｣のみについて

も同様である｡但し,｢全 くできない｣割合は,学習の場合と異なり.｢読む｣能力

が黄低である｡いずれにしても.相対的には ｢話したり問いたりする能力 ｣の方が強

く,｢読んだり善いたりする能力 ｣の方が弱い点は.学習面と同様である｡黄 もでき

ないのも ｢書

く｣ことだが,しかし,衆もできるのは ｢会話｣で,学習の場合の ｢聞 く｣とは異な

るOこの第5欄および第6欄の割合の大小順位は,学習面と生活面の両者を合わせ

て比較 しても同一であり,全体 として.最 もできる割合が高いのは ｢会話｣で.それに生活面での ｢開く｣,学習面での ｢聞 く｣｢質問する｣が続 く｡つまり,｢話したり開い

たりする能力｣が,全体として上位を占め,その後に,学習

の ｢読む｣,生活の r読む｣｢書 く｣が続き,最低が学習の ｢書 く｣と言うことになるC

以上のことを.｢話したり闘いたりする能力｣と｢読んだり香いたりする能力｣に分



表2-2 ｢話したり闘いたりする能力｣と ｢書売んだり書いたりする能力｣別

日本語能力評価の分布 - 総計-

十分できる -応できる なんとかできる全くできかーf十分できるJL応できる

｣の印=l (2) (

3) (4)たりする能力 学習 27.7 43.341.842.6 22.3 5

.2 71.0 22,534.2生活 37.

632.7 15.7 3.4 79.4

平均 19.0 4.3 75.A 28.4たりする能力 学習 22.6 37.2 22.6

16.114.515,3 59.864,062.0 6,5生活平均 24.723.7 39,338.3 20.421.5

10.28.4仝 平 均

28.2 40.5 20.3 9.8 68.7 18.4(出所) 表
2 1と同じ｡(注) 表2-1で,学習と生活

別に, それぞれ ｢聞 く｣ と ｢話 す ｣ の平均-｢読む｣ と ｢書く｣の平均を

算出したもの｡る能力の平均,後者は ｢読む｣能力と ｢書 く｣能力の平均で

あるCこの表から,留学生は,読み書きよりも話 Lた り問いたりすることに自信が

あり,いずれについても生活面の方が学習面よりよくできると考えていることが分る｡ま

た,全体 として.一応日本語ができると40%の留学生が考えており,十分できると思

うのが30%,なんとかできると考えるのか20%で,残る10%が全 くできないと

評価 していることになる｡以上は,アンケー トの回答者全員についての結果であるが,

留学生の各種の性格の違いによって異ることも,当然である｡2 回答書

語の種類と日本語能力アンケー トは日本語,英語の双方で示され,いずれで答えてもよいことにしたが

,いずれの言語で答えたかは,その回答者の 日本語能力の如何をかなりの程度反映していると見

てよかろう｡回答者仝月について, 日本語で回答 した598名(全体の61.8%)と

英語で回答 した369名 (全体の38.2%)を分けて,それぞれ機能別に評価の割合

を見たのが図 2 1である｡同図から, H本語回答者 と英語回答者の差異は歴然 としている｡
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図2 E 回答言語別日本語能力評価の分布

英



よりも低い値を示していることが分かる｡このことは,英語回答者は,El本譜能力が

全般的に低いが,特に.文章を読む力の低い者が多かったことを示していよう｡この

ことは, El本語の新聞を全 く読めないと答えた者が半分に近いことにも現われているo

日本語回答者で新聞を全 く読めないのが 1%にも及ばないことと極めて対称的である｡

描,学習酵iでは,論文をrl本譜では全 く書けないと答えた者は,日本語回答者では2

%にもならないのに,英語回答者では40%を耗していることも注目すべきことであろ

う 〔付表A-1(回答言語別)9,参照〕

このように,文章の読み書きに関してバイヤスはあるが,日本語能力の高低が回答

言語の如何とかなり明瞭に対応しているといえよう｡このことをより鮮明にするため

表2-3 機能別日本語能力と日本語回答率 (%)

十分できる 全くで

きかーl= (2) (

3) (4)学普 76.975,183.485.780.3 68.171.275,279.673.5 37.9 6.4質問をする平 均 43.947.760.047.4

20.84,26.59.5坐揺 70.9 64,867,080.075.971,9 37.7 7.18,11.73.95,2+Hを% (平 均 75.687.779.278

.4 36.842,350.2LI1.8学習生活平均 76.073,374.7 69,765.966.8

40.937.339.1 13,67.610.6学習生活平均 84.683.584.1 77.478.077.7 53.946,350.1

5.(12.84.1全 平 均 79.Li 72.7 44
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に,日本語の機能別の4種の評価毎に,日本語で回答した者の率を比較してみたのか

表 2-3である｡例えば,授業を聞くことが十分にできると答えたのは286人いるが,

うちEl本譜回答者は220人76.9%である｡いずれの機台削こ関しても,日本語での回答率

は,｢全 くできない｣場合から,｢なんとかできる｣,｢一応できる｣,｢十分できる｣の

伐て,?欠第に高くなっている｡全横紙の平均としては,この比率は10%弱から,半分

弱,70%強.80%へと上昇を示しており.El本譜回答率がE1本語能力の自己評価と著

しく高い相関を示していることが分かる｡

3 日本語能力の国別地域別差異

以上で見たように,日本語能力は回答言語と強い相関をもっている.この事実を,

漢字国と非漢字開聞日本語能力の国別もしくは地域別差異を比較するため,表2 1

の第5欄または図2-1の計にあるように,｢十分できる｣と｢一応てきる｣の和を以

って,ある根絶の日本語能力の ｢できる｣割合を代表する指標としてあっかい.これ

に補足的に,日本語回答率を加えることにした(注3).表2-Llは,各機能別にこの

｢てきる｣割合を,それらの仝平均の順に地域別 (うち東アジアについては更に国別)

に並べて表示したものである｡

当然ながら,漢字圏である東アジアのE]本譜諸税能の ｢てきる｣割合は高く,仝平

均は800/.を越すo西欧の60%余がそれに続き,以 F,南米･東欧･北米･東南アジア･

南アジア ･オセアニアの順で,59%から54%の間に並んでいる｡中にはサンプル数が

(東欧で3人)少ないこともあり.西欧からオセアニアまでは,全平均としての順位

には有意差が必ずしもあるとは言い難いので,ほぼ同一水準にあると見なすこともで

きようoただし,中東になると50%を卯 ),更に,アフリカに至っては20%にも及ば

ないので,この両地域の日本語能力は,他よりも一段下ると見てよいであろう｡

同じ蓑2 4の最下段に表示した国別地域別の日本語回答率ては,東アジアは全体,

国別いずれも90%を越す程圧倒的な高さをもち,他方,アフリカの回答率は0で.両

者の位置は上述の順位と全 く一致している｡しかし,中間の諸地域に関してはかなり

順不同である｡たとえば北米と南アジアのEl本語回答率は10%台と転鰍 こ低いが,そ

の理由は,そこでは英語が母国語もしくは公用語としてそれに準じており,慣れた英

語で回答する者が多いのはむしろ当然であろう｡逆に,東南アジアのEl本語回答率は

50%に近く,機能別全平均の順位に比べてかなり高いが,その理由は,1つには中国

系が多少含まれていることもあるが,むしろ,英語力が弱いので日本語で回答せざる

81



表2- 4 日本語能力の国別地域別差異-- ｢できる｣と答えた割合-

(%)

素アジアl= 韓国(2) 西欧(5) 南政(6) 東欧(7) 北米は) (9)肖75''7(10) 寸七7二7(川 中東(l

カ アフリカ小十学習 90.378,887.674.082,7 9LL3 64_3 74.5 66.7 61.9 60.551.8L19.8 73.3 66.6 63.2 33.3質問をする 86.8 64,3 60.849.033.354.4 66.7 61.947.642.9 66.74LL433.3 50.0 57.9 33.3ll.10,019.495.3 64.3 66.7 41.6 36.921.144.889.6 35.757.2 33.3 39.4

50.4 33,3平 均 91.5 58.3 53.6 54.4 47.990.8 93.4 82.275.057.250.0 80.476,539.2 66,7 85.757,147.6 75.1 86.777,820.0 75.075.050,041.7 6

8,457.9 44.433.40.0坐 88.7 90

,6 33.3 65.951.852.161.291.277.787.1 92.4

66.7 36.9描 手紙を蕃 く 81.1 54.

962.8 66.7 57.2 37.855,6 36.950,0 0.0平 均 89A 66.1 58.3 61.7 60.4 19.4学習 84.689.8

87.2 90,6 64.378.671.6 67.7 66.750.058.3 61,9 56.270,563,4 70.0 58.375.066.7 60.6 33,3雪路 呈諾; 生活 92.0 78.5 71.4 82.3 63.2 38.9平均 91.3 73.1 66.7

76.2 61.9 36.1学習 80.8 92,5 50.053.651.8 Lil,2 50.0 Li5,352.̀148.9 44.6 38,9 37.545,941.7 29.0 5.60.02.8警告音謂 完 生活 84.5 86.8 47.1 66.7 52.0LIB.3 28.9 36.9平均 82.7 89.7

44.2 58,3 33.9 33.0仝 平 均日本語回答率 84.992.9 90.598.1 61.732.1 58,635.3 58.333.3 57.714.3 55.847.1

55.0

13.3 54.225,0 L17,426.3 19.40,0
(出所) 付表A-Il(国別)およびA Ill(地域削)91 1

卜 9-(8)より抽出,要約O(注) 本義の数値は,各機能ごとに,｢十分でき

る｣と ｢一応できる｣と答えた割合を合計した値で表2-1の第5欄に対

応する｡を得なかった者が少なくなかったのではなかろうか｡南米も比較的回答

率が高いが,この場合もEl系人が含まれるのと非英語圏であることが項由と思われる｡
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る｡東アジアとその外の地域との格段の差異は,論文を ｢書くJ能力に端的に表われ

る｡束アジアは例えば韓国では9割と高 く,その他の地域については,北米が40%余

と高く,その他では30%台であり,アフリカに至っては0である｡

生活面では,平均としては,やはり仝平均の順序通りであるが,東欧と南アジアは,

逆に前後に比べて若干低い値であるo東欧は ｢開く｣,南アジアは ｢読む｣ と ｢書 く｣

が一段と低いのが理由であるor一会話｣については比較的自信のある場合が多く,東ア

ジアの外,西欧 ･南米 ･北米 ･南アジアも80%を越す者が ｢てきる｣と評価している｡

｢書く｣のは,東アジア以外,やはり苦手のようである｡いづれのケースも.｢話した

I)闘いたりする能力｣が ｢読んだり害いたりする能力｣よりできると答えている｡ま

た,学面と生酒では後者の方が概してできると答えている｡

恨能別能力の順位は,学習,生活別に,大体,表示した順の場合が多いが,東アジ

ア諸国だけは,｢読む｣力が特に優れている｡このことは,漢字圏として当然とも言え

よう｡

4 日本語能力の各種類型別差異

以上の国別 ･地域別差異の外,留学生間のEl本語能力には各種の類型別に少なから

ぬ差異が存在する｡以下,主要な類型別に日本語能力差異の特徴を検討しよう｡比較

に当っては,国別同様,｢十分｣と ｢一応｣の和を ｢できる｣として扱うことにするO

(1) 奨学金類別区分

調査対象の在日留学生967名中何らかの奨学金をもらっている者は80%に当る775名

であるが.そのうち,464名 (全体の48%)がEl本の文部省奨学金,残りの311名 (坐

体の32%)が何らかの奨学金を得ている｡また奨学金なしは169名 (全体の175%)で

ある (なお23名は無回答)｡以下,この3グループに区分してEl本譜能力を比較する

と,3省間にかなりの差異が認められる (表2-5)0

最も日本語能力があるのはその他奨学生で,｢できる｣割合の仝乎均は80%を勉して

いる｡生活面での ｢話したり問いたりする能力｣は90%にも及んている｡最t)低いの

は論文を書 く能力であるが,それでも.67%が ｢できる｣と答えている｡それに続く

のが奨学金のない学生で,仝平均は70%台で多少低 くなるが,それでも80%の学生が

授業を開いたり,El常の会話や新開を読むことが ｢できる｣と答えている｡最低の論

文を書く能力は60%が ｢できる｣と答えている｡それらに対して,文部省奨学生の場
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合は,｢てきる｣割合の全平均は60%を切っている｡70%合の割合て ｢できる｣と答え

たのは日常会話たけで,60%台では授業を開 くの と放送を聞 く場合に限られるD論文

を書 くに至っては,400/.が ｢できる｣と答えているに過きか ､O以 Lの差異は,最下

行に示した日本語回答率が,前 2者の80%台に対 して,文部省奨学生は30%台である

ことにも明瞭に現われている｡

(2) 学籍Ⅰ茎.分別

次に,留学生を学部 ･大学院 ･研究生に分けて同様の比較 をしてみよう (表 2-

5).この区分別でみても,一見して日本語力に大きな格差が存在 していることが分か

る｡最 も日本語能力があるのは学部学生で,Fできる｣割合の全平均は80%を趨 してい

る｡生活面での ｢話 したI)闘いたりする能力｣は90%に及んでいる｡黄 も割合が低い

のは論文を書 く能力で3分の2である｡こうした傾向は,さきに見たその他奨学生 と

よく似ているが,それは両者がかなり重役しているからで,その他奨学生の場合60%

近 くが学部学生である｡大学院生は総てにわたって学部学生より ｢できる｣割合が低

く,仝平均は70%強であるO80%を越すのは生活面での｢話 したり問いたりする能力｣

のみである｡黄低は.やは り論文を書 く能力で600/Oを切っているo更に,研究生にな

ると日本語能力は一段 と低下 し,最高で日常会話の60%に過さず.FR･低は論文を書 く

能力で 3割に達 していない｡仝平均は45%に止まっている｡ただし,｢十分できる｣割

表 2 5 日本語能力の各種類別差異 - ｢できる｣と答えた割合-

(%)

男女別その性-1 なし 茄ノl ㌧ 大学院 研究生 私立 国公

立 男 衣学習生活平均 83.090.286,6 73.i79.376.2 62,472.767.6 82.391.687.0 75.684.279,9 47.955.551.7 76,287.581.9 70.378.474.4 81.

081.081,0 70.781.476.1学習生活平均 74.481.077.7 67.874,070.9 47.3Li9,3Li8.3 71.282.877.0 GLl.563.263.4 36.241,038.6 64,072.868.4 59.562

.861.2 62.766.464,6 59.666.963.382.2 73

.6 59,2 82,0 71.9 45.1 75.1 67.8 70.8 69.6日本語回答率 85.1 89.3 35.8 81.9 58.3 38.2
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合は概して大学院生が高い｡

(3) 国公 ･私立大学別

図公立大学と私立大学に区分して比較すると,これについてもかなりの格差がある

(表2-5)O即ち,いずれの日本語機能についても私立大学が国公立大学を上廻って

いる｡特に生活面ての差が著しい.その潜鼠 ｢できる｣割合の全平均は.私立大の75

%に対して国公立大は68%に止まっている｡ただし,r十分できる｣寄j合は,むしろ国

公立が高く,特に,学習面でそれが言える.この点は,国公立大学では大学院生が半

分に近いのに対し私立は10%に過ぎないことと関連して,大学院生と学部学生の対比

と対応している｡

｢一応できる｣も加えた ｢できる｣割合で私立大学が高いのは,やはり地域別構成が

関係しており,東アジアの割合は,国公立大学の43%に対し私立は61%と高い｡また

来日年次も私大の方が長いケースが多い｡これらの差異は,E1本語回答率が私立大学

が80%であるのに対し.国公立大学は60%に止まっていることとも対応しているO

(4) 男女別

最後に,男女別のEl本語能力の差異を表2 5で見てみようO全体としては,両者

間に大差はない｡ただし,いずれの機能についても,｢ト分てきる｣割合は男が高く,

｢一応できる｣割合は女が高い｡両者を合わせた ｢できる｣割合は,学習については

男が高く,生活については女が高い｡客観的にこれらの相対的関係があるかどうかは

何 とも言えないが.男女の主観的評価の差異は常識として認められようO胤 地域別

構成は男女間で大差がないo

II 日本語能力差異の要因

1 漢字圏と非漢字圏の差異

発音や文法が違っていても,漢字の持つ意味は,東アジアの漢字圏諸国てほぼ共通

しており,外B]人が日本語を修得する場合,漢字国の国民であるか非漢字圏の国民で

あるかは決定的な格差要田である｡このことは,上述の留学生間の日本語差異の検討

に際し,いずれの頬型に関しても,El本語能力の強いケースは,すべて,漢字国であ
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る東アジアの構成比が高かったことからも明らかであるO東アジア諸匡=ま,文化,風

土,位置等,すべて密接な関係にあり,更に,経済的要因も加わって,日本語能力が

他地域に較べて絶対的に優位である点に疑問をはさむ余地はない.その意味で第-の

格差要因として,先ず,漢字圏と非漢字圏の差異を挙げるべきであろう｡

2 母国での日本語学習牧舎

留学生が母国で日本語学習の機会があったかどうかは,実質的な意味において,直

接日本語能力差異に強い影響を与えるであろう大きな要因である｡本項では,この学

習機会の如何に焦点を当てて検討を加える｡母国での日本語学習機会については,EE

本語学校での学習,日本語教科書の入手,TV･ラジオでの学習,母国人からのレッ

スン,日本人からのレッスン,及びカセットLテープの入手の以上6銭金に関し,母

国で ｢できた｣か ｢できなかった｣かを質問している｡

(1) 日本語学習機会と日本語能力差異聞の相関

われわれは,さきに,各種の桟能別に日本語能力を ｢十分できる｣から ｢全くでき

ない｣までの4段階に分けた評価の分布を見てきた.ここでも同様,留学生が,各自

の母国で,どのような日本語学習機会を持っていたか,学習面の日本語能力別に,也

較したのか表2-6である｡同義から,すべての種類の学習械会に関し,すべての機

舵別に, 1つの例外もなしに,各種械会を利用した割合が,｢十分できる｣L応 でき

る｣｢なんとかできる｣｢全 くできない｣の能力順に見事にjlをんでいる事実を発見でき

る｡つまり,自己評価とは言え,日本語能力格差が母国での各種El本譜学習機会の有

無と密接に対応していることを明確に示している｡

学習機会については,回答者全体としては,教科書利用が最高で66%,カセット利

用と日本語学校が50%前後と比較的高く,以下.母国人によるレッスン,TV･ラジ

オと続き,E]本人からのレッスンは最低,20%である｡注目されるのは,それぞれの

学習機会の程度に応じて,日本語能力の順位は一貫して対応していることである｡｢十

分できる｣場合の学習機会と ｢全くできない｣場合のそれとの開差は,全体的に読み

書きにおいて大きく,各機会を平均した値で見ると,｢聞く｣｢質問する｣の場合の倍

率が約25倍であるのに対し,｢読む｣｢書 く｣場合は4倍程度の開きを示している｡こ

の傾向は,それぞれの機会の種類ごとにも当てはまる｡表2-6から,どの桟会が特

に有効であったかを導出することはできないが.すべての順位が同じであることは.
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表 2- 6 学習日本語能力別の母国での日本語学習機会

(%)

敏一櫓 耐用l= カセットや涌く2) (3) 人レ/ス'Hl TV.ラジオ(5) 日本人レ ノスン(6)

平均(7)授業を 十 分 で き る 77.3 59,4 64.3 51.7 3

9.2 27.3 53.2一 応 で き る 70.1 59.3 51.5 49.0 29.217.58.5 21.1 46.727.820.9開く なんとかできる

Ll8.0 34.5 28.2 26.6 ll

.940.4 34.0 21.3 17.0 Li.3質問を 十 分 で き る 77.1 59.8 62.7 53.8 40.2 31.3 54.2一 応 で き る

69.5 58.345.130.2 54.2 46.8 28.5 21.6 L16.5する なんとかできる 58.539.6 36.420.8 36.0 22.1 9.9 34.7全 くできない 18

.9 13.2 ll.3一 22.3論文を 十 分 で き る 85,1 70.2 67.8 56.1 47.4 28.7 59.2一 応 で き

る 71.554.132.4 59.4 53.937.216.2 52.432.614.8 29.117.4Li.2 23.6 48.3読む なんとかできる全 くできない 41.918

,3 15.12.8 33,114.8論文を 十 分 で き る 86,Ll 66.7 71.4 59.2 46

.9 34.7 60.951.8ilo.516.7一 応 で き る 75.5 65.151.719.5 57.845.717.8 53.540.017.2 34.7 24.2貴く なんとかできる全 くできない

6

3.43LI.3 25.35.9 19.05.3総 計 65.9 52.8 49.0 43.5 28.6 20.0 43.3

(出所) ｢在日留学生アンケー ト｣10頁の8と9のクロス集計｡基本的には,

各種機会が, 日本語能力の向上に補完的に作用 したと言うことができよう｡軌 いずれ

の機能に関しても,東アジアは ｢十分できる｣と答えた者の うち,60%から70%を占め,｢一

応できる｣が50%,｢なんとかできる｣が20%から40%,そして ｢全 くでき

ない｣が 1%から10%程度を占めていて,東アジアでの学習機会の高さとEl本譜

能力の高さとが相関 していることを改めて証明している (付表A m ･地域別 ･9)｡

次に



表2-7 生活日本語能力別の母国での日本語学習機会

(%)

故事橋刊悶t= カセ/川畑(2) F不語学校(3) ･人レッスン(4) TVうジオ(5) 日本人レノスン(6)

平均(7)日常の 十 分 で き る一 応 で き る 73.665.3 56.357.139.2 60.644.733.825.0 52.541.5 32.728.821.57.1 27.917.78.50.0 50.642.5会話 なんとかできる 53.1 29.2 30.925.5全

くできない 46.4 28.6 17.9放送を 十 分 で き る 76.2 58.556.739.1

60.1 52.447.0 34.7 27.0 51.5--一応 で き る 6

7.7 50.7 29.1 21.6 45.530.521.2開く

なんとかできる 50.0 33.3

28.28.1 24.15.4 8,048.6 37.8 18.9 8.1新関

を 十 分 で き る 86.2 69.9 67.853.141.5

56.2 44.6 29.7 59.1一 応 で き る 73.9 63.3 52.2

32.2 23.1 49.6読む なんとかできる 57.

0 43.0 38.712.5 19.05.7 17.6 36.1全 くできない 29.0 15

.9 20.5 2.3 14.3手紙を 十 分 で き る

83.7 64.9 69.8 63.9 41.632.8 34.222.113.1 59.7一 応 で き る 73.9 63,JI 51.6 46.9 48.5書く なんとかできる 56.6 42.6

Li3,0 36.712.6

2

3.5 35.9全 くできない 30.1 19.4 17.5

2.9 4.9 14.6総 計 65.9 52.8 49.0 43.5

28.6 20.0 43.3(出所) 表2-6と同じ｡が

大きいことなど,さきに見た学習の場合と同様である｡つまり,母国での日本語学習

機会の多少との対応において,学習面と生活面の日本語能力はパラレルな対応を示し

ている｡日本語能力の差異に関連するもう1つの指標として,回答言語の日本語 .英語

別グループに分けて,母国での各種学習機会の程度の違いを比較してみよう｡表 2-

8によると,両グループ間には学習機会の程度に大



第2章 H本譜能力と留学効果

表 2-8 回答言語別の母国での

日本語学習機会 (%)

総 計
日本語一日 英 語

(2)65.9 81.

3 40.9カ セ ットの利用 52.8

70.9 23.649.0 60.0 31.2

43.5 56.9 22.0

28.6 40

.526.8 9.52

0.2 9.5平 均 43.3 56.1 22.8

(出所) 付表A 王(総計)8 (1ト 8 (6)

より軸比 賃約O(2) 学習機会の国別地域別差異以上のよう

に,日本語能力は母国での日本語学習機会の多少と強い相関をもっていることが分か

った｡それでは,さきに,各種類型別に検討してきた日本語能力の差異を説明する要

田として,母国での日本語学習機会の類型別差異はどの程度の説明をもっているであろうか.先ず,国別地域別の比較を表 2- 9で見てみ

よう｡表 2-9 母国での日本語学習機会の国別地域別差異

(%)東アジ7小 韓国(2) 北米(5)東南7ij7(6) 東欧(7) 南米(

8) オセアニア(9) 西放州 中東(川 南アジア(略アフリカ=カ セ ットの利用 85.975.8 90.688.762.3 76.252.452.457.19.5 58.644.434.9 66.70.066.7 45.115.1

41.733,3 53.632.1 10.55.3 15.62.28.9 0.00

.065.0 52.9 50.041.78.3 39.3 26.315.80.0 0.059.9

74.5 32.614.614.6 33.30.033.3 43.17,833.3 28.6 13.3 0.0L19.02

7.060.5 60.4 7.1 0.04.47.4 0.078.9 28.6 16.7 17.9 5.3 0.0平 均 65.9



各種類の学習機会が利用できた割合を乎均した指標によって順に並べたのが同表て

あるが,本表と,さきに検討した表2-4での日本語能力の国別地域別順位を対比さ

せてみると,共に,東アジアが トソプでありアフリカが最低である点では一致してい

る｡

東アジア以外で最も学習機会が高いのは北米である｡にもかかわらず,北米の日本

語能力は表2-4による限りそれ程高くない｡その理由としては,英語と言う世界語

を母国語としているために,E]本に留学しても必ずしも日本語の上達の必要を感じて

いないからてはなかろうか｡その後は,東南アジアから西欧までが.いずれも30%水

準で並んでいる｡順位は違うが,それらの位置は相対的に表2 4の日本語能力の水

準はほぼ対応していると見てよかろう｡その下に,中東と南アジアが10%水準で位置

しているが,これも,両地域の表2-4での日本語能力の低い水準と対応しているO

従って地域の順位は正確には異るが,大局的には,表2-9と表 2 4は対応してい

ると見ることができよう｡

ところで,各種学習械全問の順位は国別地域別に同一ではない｡先ず,束アジア全

体 としては表記の順に並んでいるのだが,国別には多少違いが認められる｡すなわち,

韓国では母国人によるレッスンの割合が高い｡北米は,TV･ラジオ講座以外の学習

税金が般的に高い｡東南アジアは同表の順序通りである｡東欧 ･南米 ･オセアニア等

は日本語学校出席が比較的高い｡アフリカはすべての学習機会が0である｡これらは,

ある程度まで,各国 ･各地域の日本語学習上の特徴を示していよう｡

(3)学習構台の奨学金区分別差異

奨学金区分の違いにより母国でのEl本譜学習機会はどのように違っているであろう

か｡表2-10によると,一番学習機会が高いのは奨学金のない留学生の場合で,それ

に僅差でその他奨学生が続き,大分差がついて文部省奨学生が最後に位置している｡

この順は,表2 5の日本語回答率の順と同一であるが,各種機能の平均で比較する

と,その他奨学金のない学生が逆転しているが.誤差範囲とみられるoはっきりして

いるのは,文部省奨学生については,すべての学習機会に関して,他の2グループよ

りも利用度が低いと言う事実である｡

(4) 学習機会の専攻別差異

最後に専攻別の学習機会の差異を表2-11で比較してみよう｡本表によれば上位で

は,人文社会とE1本語専攻の雨専攻とも学習機会が高い｡続く経営経済と理工の順は
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表2-10 母国での日本語学習機会の各種類型別差異

(%)

恒云丁読 話r

私
立(

7)75.055.343,253.8

26.5

25.8E

]公立 男 女

(8) (9) 小十64.852,850.2 68.456.̀1 67.150.7一i9.

1 53.352.025.842.229.2 Ll3.33

1.221.319,4 21.3

43.1 Ll5.0 45.0

なし ふ÷‡文部省 ナ郎

大学院研究生=1 (2) (3) tLll (5) (6)78.772,256.2 80,164.661.4 52.6 74.2

58.153.0 65.354.547.745.532.820.7 57

.738.638.8

31.9 44.144.137.724.

115.959.2

53.1 Ll4.037,9 37.6 19.2 24

.522.824,3 23.5 16.6平 均 54.8 53.4 33.0 46.

1 LILl..I 37.3(出所) 付表A I (総計)

およびA IV (国公私立別)8 (1ト 8-(6)より抽出,要約｡

表 2-日 母国での日本語学習機会の専攻別差異 (

%)H本譜 人文社会 経営柱頭 理コ二 政治法律農学 その塩屋f‡医.薬学l= (2) (3) トト (5) (6) (7) (8)

70.4 79.256.664.2 66,9 68.0 55.355.3Li7.4LIZ.123.7 65.5LILi.8∫lo.2 73,153.8 62.5

59,385,274.I37.037.0 58.8 55.7 4

3.239,835,218.249.342.625.0 50.9 38.538.530.866.0

24,535.8 40.932.0 43.733.317.2

25.7 18.9 26,3 7.7 l2.5平 均 50.5 54.5 44.7 Ll4.4 41.7 40.8 ilo.4 35.2

(出所) 付表A V (専

攻別)8-(1ト 8 (6)よ-)柚乱 雲的｡全 く同一である｡これら以外の

4専攻分野については,その順位は異るが, しかし,日本語能力も学習機会 も.それらの間



表2-12 母国での日本語学習牧舎の有無と

日本留学第 1志望率 (%)

あった なかった
塞＼=

(2)74.775.5 69.3 5.45

.570.073.8 72.3 I

.59.02.8ll.077.975.582,1

68.972.7

71.1平 均 76.6 70.7 5.9(出所)｢在日留学生アンケー

ト｣1 5 (13)とII8のクロス集計｡留学が第 1志望であったか

どうかということと,どの程度関連しているであろうか｡表 2-12は,母国での各種

学習槻会の有無別に,日本留学を第 1志望としている留学生の割合を整理したもので

ある｡これによると,いづれの学習機会に関しても,その機会があった場合の方がな

かった場合よりも第 1志望率が高い｡その差は,日本人または母国人で日本語のできる

人からのレッスンを受けたかどうかが約10%で一番大きい｡しかし,E]本語学校出

席やTV.ラジオ講座の有無の間では大差がない｡全体の平均としては77%と71%で

両者の差は6%である｡これは必ずしら,大差といえるものではなく,学習銭会のあることがEl本を第1志望にさせた確かな一因であるといえ

ようが,他にも要因があることをうかが

わせている｡3 来日後の日本語学校入学釆ElしてからH本語学校

に入学することと留学生の日本語能力はどう対応しているであろうれ 表2-13は,El

本譜の機能別能力水準別に釆El後の日本語学校入学率を表示したものである｡この表か

ら明らかなことは,入学比率は,｢なんとかできる｣がいずれの機能についても一番高

く,むしろ,｢一応できる｣から｢十分できる｣に従って低 くなっていることであ

る｡すなわち,むしろ,入学率の低い方がH本譜能力が高いことを示している｡これは一見
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表2-】3 日本語能力別の来日後の日本語学校入学比率

(%)

十分できる 一応できる なんとかできる 全くで

きないtl) (2) (

3) (4)学習 授業を開 く 37.4 52.

8 56.5 44,7質問をする 39,8

49.9 53.4 58.530.1 53.

6 66.3 52.155,652.7論

文 を書 く 29.9 46.

850.8 57.0平 均 34.3 58.3坐宿

46.2 52.9 47.7 32.137.859.7放送を開 く LIZ,8 51

.6 52.952.854.636.2 50.651.4

51.6手紙を書 く 36.1 46.6LI4.1平 均 40.3

52.0(出所)｢在El留学生アンケー ト

｣Iの 3(2)と11の9のクロス集計｡

表 2-I4 母国での日本語学習機会と

来日後の日本語学校

入学率 (%)あった1 なかっ

た 差=l (2)Lil,9 63.9

21.0母EI人レッスン 38.6 6

1.5 22.935.

240.1 61.356.5

26,116.429.243.6 56.9 27.76

.1El本人レッスン 49,7平 均 38,

1 60.0 21.7(出所)｢在日留学生アンケー

ト｣Ⅰの3(2)とITの8のクロス集計O

留学



学生)での比重が高く,彼らの多くは,先ず釆ElしてEl本語学校に入学するシステム

になっている｡このような背景があるため,留学生全体として見る限り,来日後の日

本語学校入学率は,彼らの日本語能力の相対的優位性とは逆の関係にある｡あるいは,

母国のEl本語の学習積金が多ければ,釆El後日本諸学校でEl本語を学ぶことは少なく

なる,ともいえるC

この両者の関係をいますこしみてみよう｡母国での各種El本語学習機会の有無と釆

El後のEl本語学校入学率を比較Lたのが,表2-14であるO母国で学習機会があった

場合では,来日後の日本語学校入学率は明らかに小さい｡その差は平均20%に及んで

いる｡

4 在日年数

日本語能力は在日年数が長くなれば当然上達するはずである｡表2 15は,来日以

来の年数別に,日本語機能別の ｢できる｣と答えた割合を表示したものである｡一部

に若干の反転はあるが,長く在日する程,どの璃能も上達しているのか明確に分かる｡

特に,論文を書く能力は,1年以内の20%から10年以上になると90%近くまで増加 し

ている｡多少のズレはあるが,学習面と生活面とではほぼパラレルに高まっている｡

さらに日本語能力の上達は,日本語回答率でみたばあい,それが,18%から89%へ上

昇していることにもよく表われている｡
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表2-15 日本語能力の在日年数別差異- ｢できる｣

と答えた割合 (%)

1年以下l= 2年(2) 3-5年(3) 6-10年(.1) 10年以上

(5)学習 授業を開く 42.5 53.1 84.671,470.4 90.5

100.088.9質問をする 35.8 LIB.3

86.578.470.332,8 40.8

29,3L12.9 77.8論文

を書く 20.1 57.2 88.9

平 均 32.8 70.9 81.4 88,9坐宿 日常会話

48.538.1 76.9 92.0 95.9 100.0放送を開く 62.6 88.4 91,

9 100.077.888.926.9 40.8 72.3 86.5手紙を書く 33.

636.8 56.5 63.0 73.086.8平 均 59.2 78.9 91.7

全日 平 均 34.817.9 51.140.8 74.961.1

84.173.0 90.388.9(出所)｢在El留学生アンケー ト｣ 1の3(2)とIlの9の

クロス集計｡(注) 本表の在H年数は,釆R年次以降在E

lと仮定したものOまた ｢できる｣は

｢十分できる｣とr一応できる｣の合計OⅠⅠⅠ 日本語能力差異 と学習効果

1 日本語能力差異 と学部教育の難易度El本譜能力の如何は,学部での学

習を理解する上でどの程度影響を与えているであろうか｡アンケー トでは,学部学生に

対 して.｢現在の大学での教育内容が,母国の高校の教育水準からみて難 しすぎると

考えるか｣と質問している｡表 2-16は, 日本語の機能別能力ごとに.難 しすぎる

と考える者の比率を示したものである｡その結果は,両者の間に大きな相関があることを示 して



衰2-16 学習機能別日本語能力と学部カリキュラ

ムの難しさ (%)

(出所)｢在日留学生アンケート｣ⅠⅠの9とIllの10(I)のクロス集計｡

(注) 難しいと答えた比率｡ないが,｢一応できる｣となると約30%が難しいと答え

ている｡そLて.｢なんとかできる｣程度の日本語能力では約40%が難しいとし,更に

,｢全 くできない｣と答えた留学生にな

ると70%に近い者が錐しいと言う｡つまり,El本譜能力の如何は明らかに,学習

の理解度に影響しているといえよう｡アンケー トでは更に,一般教養課程の講義と専

門教養課程の講義 ･演習 ･実習別に.理解度の程度を10点きぎみで自己採点させて

いる｡そこで,上述のことを更にはっきりさせるために,日本語能力の機能別能力ごとに,こ

の自己接点の平均値を算出して表示したのが表2-17である04機能のいずれについ

ても,｢十分できる｣と答えた者の採点は高く平均80点を越している｡特に.論文を書 くこと

が十分できる学生の場合,平均点は85と高い｡｢一応できる｣と答えた者の平均は約7

0である｡rなんとかできる｣者の場合は60前後と下る｡そして,｢全 くできない｣者になる

と50点台となる｡概して,｢聞く｣｢質問する｣｢読む｣｢書 く｣の順でい

ずれの場合も点数が上るOこのことは,これまでに見てきたように,この順に日本語力が難し

くなるので,同じように｢できる｣と答えても実質的にはこの順でEl本語の総合的

能力が高くなっているためであろう｡一般教養課程の講義は,いずれのケースも

専門に比べて低いが,これは講義そのものが稚しいと言うよりも,来日したばかりで

まだ日本語の講義に慣れていないことが大きな理由であろう｡もっとも,専門に比べて教養で



表 2-17 学習機能別日本語能力と学習理解度
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(%)

専 門 教 養 課 程

平 均講 義､= 講 義(2) 演 習(3) 実 習(

4) (5)十分 で き る一 応 で き る 79.268.3 82.170.2 81.170.0 82.56

9.5 81,269.552.4 59.

LI 59.2 60.9 58.0全 くできない

30.0 50.0 60.0 46.6質問をする 十 分 で き る一 応 で き る 79.069.5 82.571.3 81.4
71.Ll64.1 83.171.6 81.571.0なんとかできる 58.9 64.7

65.3 63.352.5 51.3 51.4 56.7 53.0十 分 で き る 79.4 82.6 82.0 84

.170.9 82.071.260.

954.2一 応 で き る 70.0 71.7 72.058.1 62.8 60,4 62.2全 くできない 50.0

50,0 53.3 63.3十 分 で き る 81.47

1,2 84.9 86.072.764.9 87.6 85.0

一 応 で き る 73.8 72.8 72.664.458,162.1 65.356,0 65.

154.0 60.0 62.5(出所)E在EE留学生アン

ケー ト｣Ilの9と王Hの11のクロス集計｡(注)質問11の自己採点

の%を値を平均した値｡は,講義 と演習の理解度は

ほとんど同じである｡それらと比べて,実習は若干理解度が高い｡実習は言葉が分か

らなくても理解できる面があるためである02 日本語能力差異と博士号取得

の難易度わが国での博士号の取得は,外国人留学生にとって難 しいといわれているが



表 2-F8 学習機能力別日本語能力と博士学位取得の難しさ (%)

十分できるl= -応できる(2) (3) 全くできか一

十小授葉を開く質問をする論文を書く平 均 10.2ll.69.39.310.1 20,816.719.114.117.7 41.936.832,828.134.9 42.147.846.4

40.344,2授業を開く 13.4 1

8.5 38.7 47.4貸間をする 13,2ll.110.512.1 14.9 36.8 52

.220.6 31.1 39.

3論文を書く 16,0 30.2

31.9平 均 17.5 3上I.2 -12.7授業を開く 15.3 17.314.924.416

.018.2 27.4 47.439.132.130.637.3求 質問をする平 均 14.7ll.78.112.5 31.018.027,125.9

(出所)｢在日留学生アンケ- ト｣TIの9とⅣの13(1卜(3)のクロス集計｡

ある｡先ず,｢日本語の理解が十分でないため,講義が理解できないから｣と考える

かどうかについては,いずれの機能に関しても,EZ本語が ｢十分にできる｣者は約10

%がそう思 うと答えたに過ぎない｡ところが,｢一応できる｣者になるとそれが20%近

くに上り,更に,｢なんとかできる｣程度の日本語能力では30%から40%に上昇する

｡そして,｢全 くできない｣者になると,すべての機能に関して40%台の者がそのように考え

ているO明らかに,日本語能力の水埠が低い程,日本語の杜しさと結びつけているとい

えよう｡次に,｢日本語の能力が十分にないため,研究資料が理解できないから｣かと

の質問をしているが.これについても,傾向は上述と全 く同じである.特に,｢全 くで

きない｣者では過半数がそう考えている｡更に,｢論文執筆に日本語が要求されるから｣と
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表 2-(9 博士号取得の難しさの認識と日本語回答率

(%)

(2)

33.374.4

90.1 36.8

69.7 46

,3平 均 71.4 38.8(出所)付表A-I (捻計)13-

(i)～(3)より抽出,要約O者でも.r書 く｣のが十分できる場合は僅か 8

%に過ぎないのに,｢聞 く｣のが十分できる場合は15%になった り,逆に,｢質問｣

が ｢全 くできない｣場合でも,この質問に対 しては,他の質問よりかなり低い率の者がそれを認めたりする違

いがあることは留意されねばならない｡いずれにしてt}. El本譜能力の低いもの

程,博士号取得の難しさを日本語の問題 と結びつけて考えていることは確かであろう

｡この点を更に確認するために,上述の 3つの質問に対 して,｢そうではない｣ と答えた

場合 と,｢その通 りである｣ と答えた場合 を分けて, El本譜

回答率 と対比 してみよう (表 2-19)0｢その通 りである｣とした者の 日本語回答率は

いずれの質問に対 しても30%台から40%台をかなり低 く,｢そうでない｣と答えた者の7

00/.よりはるかに小さい｡このことからも, 日本EI,,1能力の差異が,博士号取得の難 しさ



Ⅳ 帰国後の日本語使用

1 日本語の使用機会

日本-の留学生は,帰国後,どの程度El本譜を使用しているのであろうか.本節で

は,元留学生に限定してその実態を見ることにしまう｡表 2 ZOは,帰国後の日本語

使用機会を日常の生活と勤務先の仕事別に,｢かなりの機会がある｣｢わずかであるが

ある｣｢全く枚会はない｣に3区分した回答構成比を,調査対象総計および回答言語別

に表示したものである｡

先ず,総計について見ると,30%に近い者が勤務先で ｢かなり｣の億用機会をもっ

ている｡日常生活でもそれに近い ｢かなり｣の機会がある｡ところが.｢わずかある｣

ケースは日常生活でかえって多く,両者を合わせた機会としては日常生活が75%に達

し,勤務先の66%よりも機会が多い.平均的には,70%の者が使用機会をもっている

と言える｡

ところで.これを回答言語別に分けて比較すると,当然予想されるようにEl本語回

表2-20 回答言語別帰国後の日本語使用機会

(%)

総 計‖十 El本pR(2) 卑 小｡

(3)H常生活 かなりあるわずかある 25.449.3 29.554.1 22

,1Ll5.5全 くない 18.8

14.8 22.1勤 務 先 かなりあるわずかある 29.037.0 41.

034,4 19.539,0全

くない 23.6 23.0 32.5平 均 かなりあるわずかある 27.243.2 35.344,3 20.

842.327,3全 くない 23.6 18.9

(出
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答者の方が使用機会は多い｡特に,勤務先で ｢かなりある｣者は,英語回答者の20%

に対し日本語回答者は40%と倍増する｡｢わずかある｣者は,勤務先では多少英語回答

者の方が多いが,両者の合計では日本語回答者の方が多くなる｡日常生活では,｢かな

りある｣｢わずかある｣のいずれでも日本語回答者の方が多く,合わせて85%に近い｡

平均としては,約80%の日本語回答者がEl本譜を使用する桟会があるのに対し,英語

回答者は約60%の使用総会があるのに週ぎない｡ただし帰Bl後も傭用機会があるから

日本語で回答できるのか,逆に,El本譜で回答できる程EI本譜ができるので使用機会

があるかは,いずれとも断定できないOだが,常識的には,El本譜能力が相対的に強

い者は,使用械会も多いと言うことができよう｡

(1) 国別 ･地域別

表2-21は,同じ質問に対し,｢かなりある｣と｢わずかある｣の両方を合計した使

用機会比率を,国別 I地域別に表示したものである｡使用機会の順位は,第1位がオ

セアニア,(サンプル数は4),北米がそれに続いて使用機会は高いのもやや意外であ

る (日常生活での機会は高い)｡当然第 1位と思われる東アジアは3位に位置してい

る｡ただし,国別に見ると韓国での機会は70%台に止まっている (これは国情を反映

Lているのであろうか)｡そのためか東アジア全体としての便用機会比率を下げる結果

となっている｡ついで東南アジア以下の地域が続き,最も機会の少ないのは南アジア

となっているが,一応,妥当な順位であろう(軌 77LJカの回答者はない)｡同表の

黄下欄には,日本語回答率も表示してあるが,東アジアの100%に近い高率から南アジ

アの0%に至る順位は,ほぼ妥当なEl本譜能力の強さの順位を反映していよう｡

表2-21 国別 ･地域別帰国後の日本語使用機会 (%)

オセアニア(1) 北米 アジア 韓国 東南7リア(7) 東欧 南米 西欧 中東 蔚アジア(2) (3) (6) (8)

(9) (10) 巾十 心日常 生 活 75.0loo,076.4 73.9 80.071.4 83.366.775.0100.073.1 64.3 33.3勤 務 先 100.087.5 66.783.485.3 78.2 ilo.053.9 21.442.9 33.3平 均 80.9 76.175.7 70,063.5 33.3

50.0 66.797.195.6 42.9 0.0 50.02

3.1 7.1 0.0(出所)付表B ll(国別)およびB-u



表2-22 各種類型別帰国後の日本語使用機会 (%)

在籍身分別

性 別文部省 なし 学部 大学院 E
l企 私立 男 衣(= (2) (3) も=

(2) =l (2) 【= (2)日常 生 活 83.383.483,Ll 74.164,269.2 71.4 90.9 69.3 74.666.770.7 75,050.0 79.1 69.0

勤 務 先 57.2 66.7 65.3 64.9 58.

6平 均 64.3 78.8 67,3 62.5 72.0 63.8

1()0.0 40.8 42.7 66.7 38.6 一i6.8 25.0 60.5 29,6

(出所)付表B I

(性別)おi:ぴB-1V各種類別表7日)より細れ 要約｡(注) 衰2-21と

同じ｡(2) 奨学金類別在El中の奨学金の有無や種類と帰国後の日本語使用機

会には関連があるのだろうか(表 2 22)｡最も機会の多いのはその他奨学生で,El常

生活･勤務先を問わず使用機会は80%を趨している｡それに続くのは文部省奨学生で

,El常生活では70%台.勤務先では60%台の使用機会をもっている｡奨学金のなかっ

た者の場合は更に健用機会が低い｡ところでEl本語回答率は,その他奨学生の100

%に対し,文部省奨学生は41%,奨学生のなかった者は43%であった｡元留学生で奨

学金のなかった者の場合の日本語回答率は,在El学生のそれ (90%に近い)の半

分以下になっている｡元留学生は元文部省奨学生が圧倒的に多く,偏ったサンプルであ

るのではっきりしたことは言えないが,相対的には,何らかの奨学金を得ていた者

は,奨学金のなかった者より,帰拭後,El本留学を生かした生活をしているとみられ

るようである｡(3) 専攻別表 2-23では,専攻別に日本語使用機会を比較

する｡黄も使用機会が高いのは日本語専攻でこれは当然とも言えるO次いで,その他理

科 ･政治法律 ･農学 ･理工となる｡(うち政治法律はサンプル数が2で,検討対象か

ら外す)Oこのように自然科学系が上位を占めているが,その後に,人文社会と経営経済

が位置し,最後は医 ･薬学であった.政治法律と医薬学の特
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表 2-23 専攻別帰国後の日本語使用機会 (%)

日本語 その他確約政治法律 農学 理工 人文社会 経営経

済 医 .薬学1日 Ln (3) Hl (5)

(6) (7) (8)80.0 100.0 50.0 82.6 67.170.9 78.650.

0 57.271.464.3 Ll6.2勤務先 100.0 60.0 100.075.0 60.871.7 61.6平均 90.0 80.0 69.0 64.3 53.9

80.0 80.0 0.0 26.1 54.2 42.3 14.2 53.8

(出所)付表B
-Ⅴ (専攻別)7 川 より抽出,要約｡(注) 表 2 21と同じ｡

(4) 職業別職業別に日本語使用械会が最 も高いのは当然ながら日系民間企業で, 日常

生活,戟務先共に,催用磯会は100%を示 している(表2-24)｡逆に.共に最低な

のは母国系民間企業で50%台に過 ぎない｡この両者の間に他の職業が分布 している訳

で,上位 には,試験研究機関 とその他教育機関並びに自営業が,平均80%

の使用機会で並んでいる｡次に,他国との合弁企業,大学が続

き,政府行政機関は最低に近いO衰 2-24 職業別帰国後の日本語使用機会

(%)日常生活 勤務先の仕事

平 均り) (2) (3) (4)

100.0 loo.0 100.0

66,712.587.587.5100.0 75.0 81,3そ の 他 教

育 槻 関 75.0 81.3 50.0自 営 業 60.0 80.0 0.050.052

.133.3LILLLI33.3大 学

75.0

73.272,277.7 75.067.661.1 75.0

70.46

6.7そ の 他 55

.55



試験研究機関やその他の教育縫関での機会かなり高 く,大学では700/Oに止まってい

るのが殊に印象的である｡H本譜回答率と使用機会とは,試験研究税関と自営業が異

常に低いのを除けば,いずれの機関も大まかには対応している｡

2 日本語の使用形態

帰国後の留学生は,実際にどのような形で日本語を任用しているのであろうか｡さ

きに,日常生活と勤務先とのそれぞれについて,日本語の僚用機会が ｢かなりある｣

または ｢わずかある｣程度を確かめたが.｢かなりある｣あるいは ｢わずかある｣と云

う中味は何であろうか｡またEl本譜はどのようなかたち (傭用形態)で使われている

のであろうか｡この点をはっきりさせるには,本来.日常生活と勤務先に区分して,

それぞれの僚用形態を質問しなければならない.残念ながら,今回のアンケー トでは,

日常生活と勤務先ごとに僚用形態を分けずに一本の質問をしているため,必ずしも合

理的ではないが,ここでは,｢使用織会の頻度｣に対応させて僚用形態がどうなっている

かを比較してみよう｡

先ず,表 2-25によりEl常生活での使用頻度別の機能別形態の違いを比較Lてみよ

う｡アンケー トでは日本語の使用の機能別形態を ｢会話をする｣｢文事を読む｣｢放送

表2-25 帰国後の日本語使用機会とその形態

(%)

(5)

El常 生 活

勤 務 先かなりあるわずかあるかなり
あるわずかあるl=

(a) (3) 汁■■ 100.0 92.
786.8 loo.0 91,297.1

loo.092.592.5 84.3用L鶴 文章を書く

85.7 69.7 58.

858.839.288.665,7 66.2放送を開く 41.2 62.5

(出所)｢元留学生アンケート｣11の7(1)とは)のク

ロス集計O(注) 各便用
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を聞く｣｢文章を書 く｣｢通訳をする｣の5種類に分けている｡僚用機会が ｢かなりあ

る｣者の場合,最も多い使用形態は会話の100%で,｢読み｣も97%と非常に高い｡次

いで ｢書 く｣と通訳が80%台でそれに続いているO放送は低くて60%台である｡使用

機会が ｢わずかある｣者の場合も.会話と ｢読む｣は90%前後で高い｡しかし,通訳

と ｢書 く｣は60%台になり,しかも順序が逆転する｡放送は40%に下がる｡

次に勤務先での使用機会と形態の関休を見てみよう｡基本的なパターンは日常生活

の場合と変わらない｡しかし,｢かなりある｣者の場合.会話と ｢読む｣は100%とな

り,｢書 く｣と通訳も90%台となる｡そして,｢わずかある｣者の場合には,会話と｢読

む｣は変わらないが,その他はむしろ割合を低めている｡

総計 (El本語を使用する機会の全 くない者も含む)についてみれば,使用形態別の

使用割合は,会話と｢読む｣が80%台,｢書 く｣と通訳が60%台,放送が40%の順とな

った(表 2-25の(5)欄)｡以下,この使用形態別に,元留学生の各種類型ごとの催用機

会の頻度を比較することにする｡

(1) 回答言語別

図2 2は,El本語回答と英語回答別に,El本語使用形態の頻度を比較したもので

ある｡雨クルー7q間には,すべての使用形態にわたって明らかな頻度の差がある｡こ

の頻度の差は,｢かなり頻繁にある｣場合のみについても,それに ｢時折 りはある｣を

加えた合計についても同様である｡ただし,頗度の差は使用形態によって異なり,全

体 として黄も高頻度の形態である会話については,両者の差は僅かである｡ところが,

｢読む｣形態は,日本語回答者は ｢かなり｣だけでも7割を越し,｢時折り｣も加える

と100%に達するのに対し,英語回答者の場合は,｢かなり｣だけでは僅か20%,全体

ても70%に達 していない､｢書 く｣と通訳はほぼ似た頻度で両者の格差も同程度であ

るO｢開く｣形態はいずれのグループも黄少頻度である｡全体としては,日本語回答者

は平均80%でいろいろな形でE]本譜を健っているのに対して,英語回答者は50%を越

す程度に留まっている｡前者の方が明らかに日本語能力は上であるから,各種の形で

の日本語の使用頻度も多いと言う当然の結果を示していよう｡
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図2 2 回答言語別帰国後の日本語使用形態

会話する 文章を読む 文車を番く 通訳をする 放,Bを開 く 事 均

囲 ｢か,i｡卵 割二ある｣ [=コ｢- )はらる｣ 芸 ･芸姦悪冨箆

(出所)付表 ･B Ⅰ(総計) 7(2)O

%
㈹

90

80

70

60
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胡

30

20

川

0

(2) 国別地域別表 2-26 国別地域別帰国後の日本語使用形態 (%)東アジア

韓国 南米 オセアニア(6) 東森71,'7(7)

北米 西欧 中東 東欧 翁アジ7日+(1) (4) (5) (8) (9) (tO) l川会話 す る 85.3 78.3

100.090.090.075.0 94.382.9100.080.8 50.064.2

50.0 83.3 33.3文章を読む 100.0100.0loo.080.080.0

66.780.8 50.0 33.3文章を書く 91.2 86.9 65.7 66.657,7 16.716.7-

i-.; 33.3通訳をする 88.2 82.6 50.075.076.0 68.631,568.6 33.353.8 35.721.4LILI.3 33,3放送を聞く 73,6 65.2 60.084.0 33.323.059,2 33.3平 均 87.3 8

2.6 60.0 36.7 33.3(出所)付表B-Il(国別)およびB ITI(地域削)7(2)より抽出,要裏'Jd

(注) ｢かなり頻繁にある｣と ｢時折りある｣を加えた合計の割合｡表 2-26は,国別地域別に
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平均も90%に近い｡東アジアの中では,韓匡=ま｢読む｣以外は低くなる｡それに続く

のは,南米 ･オセアニア ･東南アジアで,平均として頻度は70-80%であるO会話と

｢読む｣水準はいずれもかなり高い｡その後に北米と西欧が平均60%水準で続き,希

少頻度のグループとして最後に中東東欧南アジアが位置している.このように,各地

域とも,形態別の頻度の順は,全体の順と概ね同様である｡

東アジアが第1位にあるのは当然として,南米が第2位にあるが,これは,さきの

表 2-22で,南米での日常生活の日本語使用機会が100%であることと対応しており,

これは日系人が多いことを反映していよう｡同義で第 1位だったオセアニアがその次

に続き,大体両表は対応しているo

(3) 専攻別

表2-27は,専攻別に帰B]語の日本語使用形態ごとの頻度を示したものである｡そ

の他理科と日本語専攻は.会話と｢読む｣がいずれも100% と高いこともあり,前者は

更に通訳も100%で,両者が第1位と第2位を占めている｡続いて,理工と農学の自然

科学が占める｡そして,その後に.各種の人文社会科学が続く｡各専攻ごとの形態別

頻度の順位は,大体において全体の順と一致している｡

表2-27 専攻別帰国後の日本語使用形態 (%)

その怪漫fi 日本語 理工 農学 人文社会 医.薬
学経営経済l= (2) (3) (4) (5)

(6) (7) (8)会話する 100.0100,080.0100.0LlO,0 100.0100.0 81.387.670.9Lli1.;47.9 82.669.6 85.785,764,271.Ll21,4 loo.050.050.050.050,0 61.676.9 85,871.5文章を書く放送を聞く 60.080,040.0 73,973.934.8 53

.938.51̀6.2 28.642.928.6平 均 84.0 76.0 70,9 66.3 65.7 60.0 55.4 51.5

(出所)付表B V (専攻別)7(2)より柚乱 雲的D(4) 職業別

最後に職業別に日本語使用形態を比較しよう(表2-28)｡この場合も,さきに見た

表2 25の場合と同じく,全体の平均による第1位は日本系民間企業て,最低は母国

系民間



表2-28 職業別帰国後の日本語使用形態

会話l= 読む(2

)100.0 1

00.0自 営 業 100.0

100.0その他の国と
の合 100.0弁 企 業

75.075.0

試験研究続開 87.5そ の 他 88.8

81.788.9 88.9大 学 83.1政肘行政抱関 77.7

87.555.5 87.566.7 100.0 100.0 66,760.

080.00 5.

050,055.5 40.0

75.0 50.0

75.077.8 62.533.369.0 64.8 43.772,3

50.055.6 61,254,044.4 33.437.5ll.1

(出所)｢元留学生アンケ-ト｣Ilの6(I)aとTIの7(2)のクロス集計O

で上位にある｡その次に,試験研究機関や大学が70%水準で続いている｡表2

-25で比較的高かったその他教育機関は最下位に近い｡両表での順位のつけ方は,

いずれも1つの便法でどちらがより現実に近いかを認定するのは難しいが,本

表の方が.具体的な質問をベースにしたものなのでより信頼できるのではないかと思われ

るo母国系民間企業を除外すると,すべての職場でEl本譜の会話をする頻度は高く80%から100%に及んでいる｡｢読む｣も75%以上である｡ ｢書 く｣となるといくつかの職場

は50%に下る｡通訳

は比較的頻度の多い所と少ない所に分かれる.放送はいずれも低い｡結

び日本への留学生は,生活と学習面で充実した成果をあげるためには,何より

もEl本譜の習得という問題を避けることはできない｡本章ではこの間題をことば (

日本語)のもつ機能ごとに把握し,日本語能力における差異と要因を探 り,それが学習

効果にいかに影響を与えたか,さらに帰国後のEi本譜使用の実態について,総合的

に分析Lたものである｡なおここにいう機能とは,学習面では授業を聞くこと,授業のときに
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た生活面では日常生活に差支えない程度ての日本語の会話.テレビ ･ラジオの日本語

放送を聞くこと,日本字新開を読むことおよび友人に日本語の手紙を書 くことの4つ

杏,それぞれ具体的指標として扱っている｡

1, 在El留学生の日本語能力 (の自己評価結果)については,まず学習面では,舵

力の高い順に聞く,質問する,読む,書 くの順序となった｡また生活面では,会話す

る,開く,読む,善くの順序であったOすなわち ｢話したり闘いたりする能力｣が全

体として上位を占め,｢読んだり害いたりする能力｣はそれよりも劣ることになる｡

桟能別にみたEl本譜能力は,回答言語 (アンケ- トの回答に用いられる日本語また

は英語)別では日本語回答者が英語回答者よりも明白に高く,漢字圏と非漢字圏とで

は予想される通り日本語能力は漢字圏の諸国からの留学生が高かった｡そして4つの

機能別にみた先の順序はこれら回答言語別とB]別地域別のいずれについても,ほぼ同

じ配列を示Lた.

また.在日留学生のもつ属性別にこの日本語能力をみれば,特徴的な点として以下

か指摘できる｡奨学金類別では文部省奨学金受給者の日本語能力はその他奨学金およ

び奨学金なしの留学生よりも下位にあること,学籍区分別ではそれぞれが高い順に学

部学生 大学院,研究生とか ),国公 ･私立大学別では日本語能力は私立大学が国公

立大学を上回っている｡

2. 在日留学生のEl本譜能力における差異は,上で述べた留学生の各種属性に応じ

て説明される部分もあるが,第1には漢字圏,非漢字圏という母国の言語の日本語と

の親和性による点が大きいoLかL母国におけるEl本譜学習機会の有無はさらにこの

能力の差異に強い影響力をもっているO学習機会とは.具体的にはEl本語の教科書利

捕,EI本語カセットテープ利用,日本語学校,母国人によるE]本譜学習,TV ･ラジ

オ,El本人によるEl本譜学習であり,回答者全体とLての利用度は教科書利用を黄高

に,この順序て低くなっていたOここで重要な発見は,例えば教科書を多く利用した

場合は,械能別El本譜能力の序列は (先に指摘した話す,聞く,読む,書 くの順序ど

おり)相応じて高くなるといった対応をしており,その他の学習権会の場合もこれと

同様であった｡すなわち母国における各種の日本語学習の機会は日本語能力の向 Lに

補完的に作用したということである｡

国別地域別では東アジアにその機会が多く,北米,東南アジアの順になるが,その

種頬は国別に若干の差があるOまた特徴として奨学金類別では.文部省奨学金受給者

の場合他の留学生よりも,いずれの学習粍会についてもその利用度が低くなっているo

さらにごうした母国での日本語学習械会があることが,第1志望として日本留学を
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選択することにもつながるようであり,また日本語を学習した留学生の場合,日本に

来て日本語学校に入学する者の場合は低 くなっている｡

3.在 El留学生の日本語能力の差異は,留学における学習効果と密接な関係をもっ

ており,能力が高ければ学習内容の理解力が高いといった結果が明瞭である｡同じこ

とは博士号取得に際しても指摘され 講義の理解.資料の理解,日本語での論文執筆

のいずれについても,El本語能力が低ければその困難さはそれだけ強く表明されてい

る｡

4. 帰国後の日本語使用については,元留学生の実態から次の諸点が明らかとなっ

た｡元留学生の勤務先はその63%が研究教育機関であり,政府行政機関の13%を加え

るとその全体の76%が公的組級での仕事をしているが,いずれにせよ母国での使用機

会は70%に達しているO

こうした使用機会は,予想されるように日本語能力を高く評価できる (日本語での

回答者である)元留学生ほど多く,また日本語の傭相は勤務先よりも日常生活のほう

が多くなっている｡匡】別地域別では北米 (日常生活が多い)に次いで東アジアが高い

が,韓国での使用機会が低いこともあってその順位は第3位となった｡元留学生 (回

答者)は文部省奨学金受給者であった者が多く,これらの母Blでの日本語使用機会も

また多い｡専攻別では,El本語学専攻者の使用税全の高さは当然として,一般には自

然科学系専攻者でそれが高く文科系に低 くなっている｡この順位はアンケー トに日本

語で回答した者の割合と一致しており,結局は日本語能力が高い程,その使用機会が

多いことを意味する｡

E]本語使用の機能別形態は,ここでは会話をする,文章を読む,文章を書 く,通訳

をする,放送を聞くの5つに分けて把握されているが,元留学生全体では会話をする

を車高に.上の順序でその使用機会は少なくなっている｡この順はE]常生活,勤務先

ともにほぼ共通している｡国別地域別では東アジアが最も高い使用頻度にあり,機能

別形態の順序も同様に会話から放送まで並ぶ｡

元留学生の現在の職業別に,この日本語使用の機能別形態をみると.全体の使用額

度は日本系民間企業が第1位で,自営業,その他の国との合弁企業がこれに次ぎ,読

験研究機関,大学は第3位のグリープになり,黄も低いのは母B]系民間企業であった｡

さらに械能別形態はいずれの職業をみても,会話をするを第1位に以下読む,書く,

通訳するの順位であり,殊に読むと書くという機能の利用がもっとも多くみられた｡

(山田 三郎)
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(注)

(1)例えば.山EEl三肌 ｢日本への留学生とEI本譜｣(第I部国費留学生第4章),臥 ｢留学生

とEl本譜｣(第lI部私費留学生第4章),同,｢帰国後における日本語の活用｣(第川部国費留

学生の追跡調査 (タイ)第2章),いずれも,川野重任編,ぎ東南アジア留学生のEI本選

択』.アジア経済研究所,1976年｡調査対象は.国費留学生63名,私費留学生26名,元留学

生37名であった｡あるいは,山田三郎,｢日本の社会,EI本譜との接触｣,川野重任病,F在

El外国人学生- そのEl本税 良,大明堂,1982年｡調査対象は340名｡前者に較ベit

ば.調査サンプル数はかなりの増大を見たが,集計は総べて手作業で行なったため,分析の

内容にはどうしても限界があった｡

(Z) 今回の F在El学生アンケー トJでは千人に近い調査対象であったため,大数法則が働い

て,かなり精度の高いコンシステントな集言i結果を得た｡ただし,調査対象が文部省El費留

学生に多く斜いた点は,今回調差の 1つのパイヤスとして留意すべきであろうor元留学生

アンケートJのサンプル数は残念ながら若干少なく,代表性については若干閏題がある｡

(3) 日本語能力を代表さセる指標としては,外にi,,｢十分できる｣場合の割合のみで代表さ

せたり,表 2 1から表 2 3の第6欄のように,｢十分できる｣から ｢全くできない｣を

差引いた割合で代表させることも可能で,それぞれに長所があるが,ここでは,その分り易

さと数値の安定性を考えて,このi:うな選択をした｡

ililil
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算3章 学部及び大学院における学習条件と学位取得

問題

はしが き

本章の目的は,在日学生のうち研究留学生220名を除く,学部もしくは大学院の在籍

者 (以下在日学生という｡)713名及び元留学生138人を対象として,留学の中核的領域

である大学での学習とその成果についての実態を把握し,さらに問題点を摘出し,こ

れによって今後拡充される受け入れ体制のより一層の改善あるいは効率的な運用に関

する,判断の素材を提供することである｡

ここで,分析の対象領域は主として大学における教学の側面に限定される｡従って,

教育の環境条件とか事務的な管理などについては触れていない｡これらについては,

より総括的な観点に立脚してなされる,次章 ｢日本留学への評価と意見｣のなかに包

摂されている｡また,教学の側面はさらに,1)学部のか )キュラムの水準及びそれに

対する理解度,2)大学院における論文作成にまつわる諸問題,3)留学生の具体的な成

果としての取得学位の利用(活用される職域,E]的など)及ひ,4)学位の各母国におけ

る評価の国際比較に7oレーク･ダウンされている｡

これらの分析課題に対して,まず総体的な考察を加えることによって,問題の性格

を浮き彫りにし傾向的な特性を抽出する｡ついで,巻末付表の表頭にみられる,性別,

回答国語別などをはじめとする8種類の分類要因のなかから,とくに分析課題毎に影

響をもつと思われる鵠つかの要因を,演梓的思考によって選択Lてその関連性を明ら

かにした｡すなわち,要因をさらに幾通りかの水準にカテゴライズし,主として回答

の件数比率の相対的な比較によって,差異の有無とその特徴などをみることにした｡

このように,本章においては上記8種類の分類要因を均一に扱わず,分析課題の性

格に応じて,仮説的に重要と思われる要因だけを適宜取捨し,重点的な接近解明が図

られている (さらに,とくに主要なファインデイングについては,若干の統計的検証

に依拠してこれを補完しているものもある)ことを,初めに断わっておく｡

最後に,われわれの予め用意した選択式の設問以外に.回答者に自由に記入を依頼

(もしあれば)した事項について,寄せられた意見をその趣旨に応じて類型化 し,分
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軒によって得られた知見をさらに探めることにした.また,この結果から学習効果を

高めるための改善点を幾つか見つけ出すことができたQこれらの成果を,以T 7節に

わたって述べることにする.

Ⅰ 学部カリキュラムの水準と理解の難易性

本課題については.前出,第2章第III節においても日本語能力水準との関連におい

て取り上げられ 両者の間には強い相関があることが検証されている(表2 17参照)0

そこで,ここでは別の角度から,いま一度彼らの見解について.若干の分析を試みる

ことにしまう｡

1 総計からみた実態

(I) 難易性

回答者298人のうち,｢NA｣15人を除く残り283人は,付表･A-Ⅰ (総計)10.にみ

られるように196人 (66%)が母B]のか )キュラムの水準･内容と大差がないとLてい

る｡まず,この数字は彼らの高校における教育水準に基づく類推であり,直接の経験

から割出したものでないことに留意する必要があるOこれに対して,87人 (29%)が

｢ある科目は維しすぎる｣としているoこれをいかに解釈するかは,個々人によって

異なるかも知れないが,矢張り3人のうち1人が難しいとするのは.重視されるべき

事実と認められる｡

(2) 稚しい科目名

そこで,彼らが挙げた難しい科目をその順位によって配列すると.理工(54%),人

文社会 (16%),経営･経済 (7%)が主要なものとなる｡このように,日本語能力い

かんが比較的問われない理工系の科目が,景もしかも群を抜いて高いのは意外な結果

である｡この点については.専攻別とのかかわり合いで,いま一度後にみることにし

まう｡なお,ここでいう理工には理乳 工学及び数学がふくまれるo
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2 回答国語別による差異

(1) 稚易性

か )キュラムに対する難易性を感得するとき,前政 策2重にみられたようにが )

キュラムの内容それ自身t)さることながら,日本語に対する理解力いかんもその肢体

となっていることは確かである｡そこで,本調査について日本語で回答Lた老(244人)

を,然らざる者 (英語て回答54人)よりは相対的に日本語の理解力が高いと想定して,

両者の反応の差異をみることにする｡

1.1衰 ･A-∫ (回答国語別)10.にみられるように,矢張りこれらグル-79の間に

ははっきりとした差異が認められる｡すなわち,日本語で回答を寄せた者の70%余が

｢大差なし｣とするのに対して,英語回答グル-79でこれを肯定するのは40%強に過

ぎない｡逆に,｢ある科目は杜しい｣とLて挙げるのは,前者の23%に対して後者は55

%と過半数を超えているo従って,ここでも日本語能力の程度が彼らの反応に対して.

大きな影響をもっているといえよう｡

(2)難しい科目名

そこで,難しい科目とLて挙げた科目を順位によって記すと,日本語回答グループ

については.理工 (46%).人文社会 (19%),経営経済 (9%)が主なものである｡

また,英語回答グルーフケでは,理工 (70%),人文社会 (10%)となる｡このように,

科目についてみる限り,両者の間には隔りはみられない｡

3 国公 ･私立別にみた差異

つぎに.彼らの在学する大学を国公及び私立に分けて,それぞれの相違をみること

にする｡付表 ･A-IV (Bl公 ･私立別)10.に示されているとおりである

(i) 稚易性

国公立に属する者の63%が,母国のカリキュラムの水準と比較して,大差なしとす

るのに対して,私立に属する者の比率は720/Oと,これを10ポイント程上回っているo

逆に,推しすぎる科目があると籍摘した者は,前者で32%,また後者で24%となって

いる｡この彼らの反応は,より具体的には,稜節ll･3の分析結果とも整合している｡

また,留学生に限らず 一般的に妥当し得る傾向とみられる｡
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(2) 難 しい科 目名

といこ第 1位に挙げているのは理工 (内容は前出と同じ)であり,ついで人文社会

であることに変わりない｡その他,国公立の場合ではサンプル数は僅かであるが,数

科目に分散しているOこれに対して,私立の場合には上記 2科目以外に,経営経済だ

けとなっているのが.強いていえば両グル-7o間の相違である｡

4 漢字国と非漢字圏の差異

これまでみられるように.いずれの分類基準との関連でみても,人文社会など日本

語能力いかんが左右する科目が,理工についで一律に難しい科目として挙げられてい

る｡そこで,出身者をEl本譜と親近性の高い漢字をEl常生活の情報伝達 メディアとす

る漢字圃 (すなわち東アジア)と,然らざる非漠字囲 (残 りの9地域)に大別してみ

ることにする｡

(1) 難易性

付表･A-I一l(地域別)10.にみられるように.東アジア出身者166人,並びにそれ

以外の9地域からの学生114人の反応はつぎのとおりである｡まず.東アジアの学生は

｢大差なし｣とするのが78%,｢難しすぎる科 目あり｣とする者が18%になる｡これに

対して,非漢字国の学生は,それぞれ50%,45%となっている｡この数字にみられる

ように,両省の差は判然としている｡また,非漠字圏に属する学生のうち,その86%

が東南アジアからである｡従って.上記数字は殆ど彼らの見解そのものとみて差支え

ない｡

(2) 難しい科目名

漢字圏学生の挙げた科目としてほ,理J と人文社会がともに 1位.ついで経営経済

となっている｡その他,少数ながら全科目に分散している｡これに対 して,非漢字圏

(上記のとおり東南アジアが圧倒的に多い)出身者が挙げているのは,理工がぬきん

出ているのか特徴的である｡ついで人文社会となっているが.両者の比率には大きな

差がみられるO
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5 専攻別にみた差異

最後に,前項との関連において,経かしい科目として押し並べてトノブに挙げられ

てきた理工が,回答者の専攻別にはいかなる受け取められ方をしているかに視点を当

ててみることにしよう｡専攻分野に属するサンプル数の偏侍から,全体を理系と文系

とに大別する｡かくして.理系129人,文系151人について付表 ･A-Ⅴ (専攻別)10.

から,以下のとおりの結果となる｡

(1) 難易性

まず,理系のうち64%が母国のカリキュラム水準と大差なし,逆に32%が難しすぎ

る科目ありとしている.さらに,理系のなかでも,絶対数もしくは比率からいっても,

理工を専門とする学生が大きなウエイトをもち,しかも両者に対する比率は6:4と

なっていることは注目される｡これに対して,文系においては大差なしとする者が68

%,難しい科目ありとする者が28%となっている｡これからみると,理系の方が僅か

ながら我が国のカリキュラムに対する理解にとまどいをみせていることになる｡さら

に文系のなかで,経営 ･経済専攻学生の比重が高く,両者の割合は約 7'.3となって

いる｡

(2) 難しい科目名

然らば,難しい科目として挙げられていた理工が,果たしていかなる専攻分野の学

生でそのように感じられているのか｡上記付表によれば,理工専攻が最多数を占めて

いる｡常識的にいえば,人文 ･社会分野に属する学生が,理工のカリキュラムに対す

る拒絶反応をもつ｡しかし,この調査結果によれば,むしろこれを専攻とする理工の

学生によって,推しすぎる科目として挙げられているのは特異なファインデイングで

ある｡さらに,彼らが比較的不得手であろうと思われる,人文社会系のカリキュラム

を挙げた者が撞 く僅かであることも注目される｡他方,文系の学生のなかに理工を挙

げた者が若干いることは首肯される｡これとともに,自ら専攻しようとする人文社会

系のか )キュラムのなかに難しい科目ありとする.この点に関して.定性的には前述

の理系学生の場合と同一パターンとなっている｡
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ⅠⅠ 学部授業の理解度についての自己評点

上記の課題に対する接近も,既に第2車知 1節においてなされている｡そこでは,

主として日本語能力との関連で考察が加えられ,学部授業の理解度との間には強い相

関があることが認められている｡そこで,本節ではこれを若干補足する意味で,他の

分類要因とのかかわり合いによって,実態を把握することにしよう｡

1 総体的な考察

学部に在籍する298人の在H学生に対して,授業を一般教養課程と専門教養課程に分

汁,講義や演習などに対する理解の程度を百分比によって,自ら採点 ･評価をさせて

いる.その結果を用いて.それぞれの授業に対する全体の平均値及びローレンツ曲線

で用いられる1 (ラムダ-)-係数を算出すると,つぎのような値が得られた｡ちな

みに.入一係数というのは,回答者の間にそれぞれの授業に対する理解能力に,いかな

る不均等性または偏侍があるかについてみるものである｡これはシンプソンの近似法

によって求められる (森田健三 ㌻新統計概論』日本評論社､昭和49年を参照)｡

回答者(人) 平均値(%)

1.一般教養課程の講義 288 69.8

2.専門教養課程の講義 283 727

3.専門教養課程の演習 264 72.7

4.専門教養課程の実習 233 730

欄

〇
･
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･
｡-

o
･
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上記の数値でみる限り,それぞれの授業に対する理解度は専門教養課程の実習がや

や高い.恐らく,この授業が最もEl本語に対する理解度を要求されないためであろう0

しかし,最も低い一般教養 (第2章でも指摘されているように,自ら得意とする科目

や然らざる科目が多岐に混在しているのも,その要因のひとつと考えられる)の平均

値との間に,さしたる較差はみられず,ともに70%前後の理解度となっている｡日本

人の学生ですら,日本語でなされる授業を完全にフォローし得ることは薙しいのが一

般であるOこれを勘案すると,70%前後の水準は一応満足すべきものと思われる｡つ

ぎに,1 係数をみると,この値もすべて0,05前後となっており,回答者同窓の理解度
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第3章 学部及び大学院における学習条件と学位取得間題

についての自己評点のバラツキも,概ね60-90%の水準に集中している｡

2 漢字圏学生の理解度 - 東南アジア学生との対比-

現在,学部在籍者298人のうちの56%が束アジアからの学生である｡また33%が東南

アジアから釆E]している.この両者を合わせると,約90%に達することになる｡そこ

で,この2地域からの学生について,上記各授業の理解度の平均値を求めるとつぎの

とおりとなる｡

東アジア(%)東南アジア(%)

1.一般教養課程の講義 74.2 62,2

2.専門教養課程の講義 74.8 68.0

3.専門教養課程の演習 750 67,4

4.専門教養課程の実習 74.3 69.5

このように東アジアすなわち漢字圏からの学生の理解度は,ぬきん出て高い訳では

ない｡若干一般よりも高く,しかも各授業についてムラなく75%前後に留まっている

のが,特徴として挙げられる｡今後,漢字圃諸国において高校のカリキュラムなどに

El本語を若い時期に習得する機会がふえ,来日前にある程度日本語に対する理解力が

あれば,上記数値はさらにレベル ･アップするものと思われる (これと同様な指摘は.

後出の第lV節 1.漢字圏と非漠字圏域学生間の差異についてもなし得る)0

東アジアについで多数を占める,東南アジア学生の理解度も極端に悪いとはいえな

いOこれは,前項でみた え 係数が魅めて/トさいこととも整合性をもっているoLか

し,前記束アジアからの学生と比較すると,授業によって若干バラツキがみられ 実

習と一般教養課程の講義では7ポイント余の差異がみられる｡また,2地域間を比較

すると,実習では4.8ポイントの差に過ぎないが,一般教養課程の講義では矢張り12ポ

イントの較差がみられる｡

3 匡l公 ･私立別の差異

つぎに,在籍する大学の国立 (190人)･私立 (95人)によっていかなる差異がある

かをみることにしよう｡それぞれの平均点を算出すると,以下のとおりとなる｡
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国公立(%) 私立(%)

1.一般教養課程の講義 680 73.5

2.専門教養課程の講義 72.2 73.8

3.専門教養課程の演習 723 736

4.専門教養課程の実習 72.9 73.7

このように,国公立と比較すると私立在籍者の方が,授業の理解度はいずれの場合

とも若干高くなっている｡このことは,彼らの学力自身の優劣と直結するものでない

ことは,改めていうまでもない｡さらに,国公立の場合には授業の科目相互の間に,

若干のパラツキがみられるのに対して,私立においては均一的であることが指摘され

る｡

4 専攻別にみた差異

最後に,9通りの専攻分野を理系 (125人)と文系 (145人)とに大別して,それぞ

れの平均値を算出すると,つぎのような結果が得られる｡

理 系(%) 文 系(%)

1.一般教養課程の講義 674 71.9

2.専門教養課程の講義 72.1 73.4

3.専門教養課程の演習 71.9 73.9

Ll.専門教養課程の実習 73.6 73.3

これによれば,理系の方にバラツキが若干みられ,実習と一般教養課程の講義との

間には6ポイント余の差がある｡また第ⅠⅤ節でもみられることであるが,比較的日本

語という-ンデイの少ない理系の方が,理解度もより高いのではないかという予見も

あるが,少なくともこの結果の示す限り,むしろ逆に文系の方が実習を除くといずれ

も高くなっている｡このように,幾つかの分類項目について平均値をみたが,すべて

の場合とも比較グル-プ相互間に,さしたる懸隔が指摘されるには至らなかった｡
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lll 大学院で取得希望の学位

1 取得希望についての概況

在日学生967人に対する今回の調査のうち,大学院に現在籍を置く者は415人である｡

全休のなかに占める割合は43%であるが,ちなみに文部省の統計によれば,昭和59年

5月現在で全留学生12,410人のうち,大学院レベル在籍者は4.950人,すなわち30%と

なっている｡従って,今回の調査対象となった学生は,比率からいうと概ねこれに近

い結果となっている｡

そこで,まずこれら415人の取得希望学位の状況について,給体的な考察を加えてみ

ることにする｡付表 ･A-I(総計)12.に示されるように.138人 (33%)が修士

早,240人 (58%)が博士号を最終的な希望学位 (日本の大学院での)として挙げてい

る｡また37人 (9%)が ｢NA｣となっているのは,研究生はここでは除かれているか

ら,恐らく現在修士課程にある者のなかで,場合によっては修士号だけにして帰国す

るか,あるいはさらに進学を続けて博士号も併せて取得するか,考慮中である者がそ

の殆どではないかと思われる｡

修士学位取得希望者138人のうち,理工を始め理系にふくまれるのが55人 (40%),ま

たEl本譜を始め文系に属する者が83人 (60%)と,後者の方が1.5倍多くなっている｡

逆に博士号に関しては,理系が240人中153人 (64%),文系が87人 (36%)と前者の方

が18倍近 く多い｡

2 性別からみた状況

回答者415人のうち ｢NA｣(殆ど女性ではないかと思われるが)54人を除き,361人

のうち293人 (81%)が男,残りの68人 (19%)が女であり,さすがに前者の比率が圧

倒的に高い｡さらに,男293人 (｢NA｣29人をふくむ)のうち85人 (29%)が修士学位

であるが,そのうち41人 (48%)が理系,残り44人 (52%)が文系である｡博士学位

については,179人のうち127人 (71%)が理系へ,その残りの52人 (29%)が文系と

なっているOこのように,修士学位では概ね同数であったのが,博士学位の場合では

圧倒的に理系が多い｡

反対に女の場合では,68人 (｢NA｣3人を含む)のうち39人 (57%)が修士学位,
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うち理系は僅か7人 (18%),文系が29人 (82%)となっている｡博士学位希望者26人

(38%)のうち,理系は10人 (39%),文系は同じく10人となっている｡このように,

女性の場合には,修士学位しかも文系がより多く志向されるのか特徴的である｡

3 出身地域別の差異

付表･A一III(地域削)12.にある10地域を,さらに漢字圏 (東アジア),非漢字圏

(1)すなわち東南アジア,同 (2)その他地域と3圏域に大別Lて,その特徴につ

いて指摘することにしよう｡ここで,非漢字圏を (1)と (2)にさらに区分した理

由は,我が国の社会経済的関係の度合いを考慮したためである.図3 1は,上記統

計に基づいて加工作図したものである｡まず全体の希望でみると,博士学位の比率の

方が修士を上回っているのは,漢字鱒と非漢字圃 (2)であり,ともに約 7 3とな

っている｡これに対して,弾漢字圏 (1)は僅かに修士学位が多いが,両者はほぼ同

数とみてよい.

つぎに,それぞれの学位のうち理系と文系の比率の内訳をみることにしよう｡修士

学位のなかで,理系が文系よりも多いのは非漢字周 (2)であり,しかも圧倒的な割

令 (78%)を占めている (もっとも,絶対数からいうと23人中18人であるが)｡残りの

図3- ‡ 出身地域別取得希望学位の概況
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第 3章 学部及び大学院における学習条件と学位取得問題

漢字閏と非漢字国 (1)はその道となっている｡博士学位についてみると,これらの

2圏域においては理系が多い｡とくに前者においてはその比率は76%と極めて高い｡

逆に非漢字困 (2)においでは,理系の比率が僅かながら低くなっている｡このよう

に,3圏域閥で取得希望学位の状態については,それぞれ差異を認めることができる｡

ちなみに,回答者967人のうち,3圏域別に大学院在籍者の割合をみるとつぎのとおり

である｡

在E]学生数h) 修士課程(ち) 博士課程(C) ((B)+(C))/捕

漢字国 434(45) 53(42) 114(54) 12

非漢字同日) 261(27) 51(40) 50(23) 39

非漢字圏(2) 272(28) 23(18) 49(23) 26

計 967(100) 127(100) 213(100) 35

4 国公 ･私立別にみた差異

つぎに,彼らの在籍する大学院をEl公 ･私立別に分け,取得希望学位の差異をみる

ことにしよう｡付表 ･A-lV (国公 ･私立別)12,に掲げられるとおり,修士及び博

士学位を併せると415人中,前者が401人 (97%)とその殆どがこれに属している｡こ

のうち,国公立において.修士学位133人の40%が理系であり,博士学位233人のうち

65人が同じく理系であるoこれに対して,私立の場合は修士では理系は40%と,上記

国公立の比率と大差はない｡しかし修学年限のより永い博士学位では,理系は僅か30

%となり,前述の修学環境条件の優劣の差が反映されている0

5 奨学金類別にみた差異

最後に,奨学金類別に差異をみることにする｡付表 ･A一Ⅴ (奨学金類別)12.に

示されるように,ここでは ｢文部省｣(国賓),｢その他｣及び ｢奨学金なし｣(私費)

の3種類に分けられている (この外 ｢NA｣)｡このうち,｢文部省｣からの奨学金での

在日学生は,967人中の464人 (48%),｢その他｣は311人 (32%),また ｢奨学金なし｣

は169人 (17%)である｡また,大学院に在籍しているのは,｢文部省｣256人,｢その

他｣88人,｢奨学金なし｣64人となっており,全在籍者415人に対する比率は,それぞ

れ62%.210/.,15%となる｡このように,｢文部省｣の奨学金受給者の比率がぬきん出
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て高くなっている｡これ等の数値のなかで,在日学生について文部省つまり国費留学

生の割合が上記のとおり48%となっているが,これを文部省の統計資料でみると,59

年現在で仝留学生12,410人のうち2,350人 (19%)が国費留学生となっている｡従っ

て,この比率と較べると48%というのはかなり高い数値である｡

つぎに,それぞれの類別毎の在日学生数に対する,大学院在籍者の割合をみると,

｢文部省｣ 55%,｢その他｣●28%,｢奨学金なし｣●38%となっている｡この数値に関

しても,文部省の統計によれば同じく59年において,全国費留学生のうち86%すなわ

ち2,022人が大学院レベルとなっているoともあれ ここでとくに注目すべきは,｢奨

学金なし｣に属するグループの動向である｡すなわち.彼らは全 く自Blあるいは我が

国の公的な負担に頼らず,私財をはたいて釆E]している訳である｡このように私費ま

で投じて大学院に在籍する64人のうち,修士学位を希望する者は39人(61%),博士学

位は21人 (33%)となっている｡うち,修士号では理系が28%,博士では逆に57%と

なっている｡

ちなみに,統言小二よれば昭和59年現在国費留学生2,345人(学部,大学院その他をふ

くむ)のうち,理系の占める割合は約63%となっている｡すなわち,国費の場合では

理系の留学生招碑に重点が置かれている｡また,大学院の比重が高く86%に達してい

る.ということは.その分だけ文系の場合は私費などによる留学生の割合が大きくな

る｡この事晴の一端が,上記の調査結果となって現われているものと思われる.

N 学位取得の難易性 とその要図

彼らの教育歴あるいは奨学金類別など,さまさまな留学前の条件の差異にかかわら

ず.少なくとも大学院に進学し,さらに学位の取得を志す場合,出国前後に能力検定

に関する幾通りかの,試験をはじめとする難関を突破しているのが一般的であろうO

いわば ｢選ばれた者｣としての彼ら一 今日,先進国においてすら,大学-の進学率

は押し並べて30%台に過ぎず,さらに大学院への進学となるとそのまた2%台,その

うえ海外の大学院で学位を取得する老となると塩めて僅かであるという実情に照らし

ても- の,専攻する学問自体の能力水準は一応というよりは,かなり (もしくは著

しく)高いというべきである｡そのような彼らにとって,学位とくに博士号を目指す

場合に,貴大の障壁となるのはしばしば指摘されるように,日本語を理解する能力す

なわち,一anguageballierであろうか｡
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これ等の間には,強い負の相関があることは当然予測される｡そこでこの点に関す

る主たる検証は,既に第2章第Ill節2.においてもなされている｡ここて得られた重要

な知見は,つぎのとおりであるoすなわち.在日大学院在籍者に対する質問13.にみ

られる,学位取得の難易性と日本語能力のかかわり合いについての (1)～(3)まで

の項目に対して,たとえば付表･A Ⅰ (総計),あるいは (性別),(回答国語別)な

どのいずれをとってみても,｢そうではない｣つまりEl本譜項解のさまさまな学習の局

面ての同稚性が,学位取得の阻害要因とは考えられないと明示的に否定している者の

比率が,(性別)表にある ｢NA｣欄を除くと,軒並-.み50-60%の水準となるOすなわ

ち,少なくともこの結果からだけみると,巷間指摘される日本語の障壁はさしてない

のではないかということになる (勿論,回答者のなかには.修士学位だけを在日留学

の最終目標としている者もふくまれ また博士号取得希望者もその途上にあるので,

完了型としての経験に依拠した意見でないことにも留意する必要がある)0

しかし,この結論は短絡的なものである｡すなわち,回答者をさらにそれぞれの日

本語に対する理解力の水準にクルーピンクして,学位取得の杜易性とのかかわり合い

でみると,｢いずれにしても,他の要因もあるにせよ,日本語力の低いもの程,博士号

取得の稚しさを日本語の問題と結びつけて考えていることは確かてあろう｣(第2章)

という結論に達する｡そこで,本節においてはこの知見をベースにして,さらに若干

の分類基準とのかかわり合いで,学位取得に際して日本語に対する理解がいか程の障

害となっているかを確認することにしよう｡

l 漢字圏と非漢字圏域学生間の差異

-殻に,日本語の理解について回答者をグループ化する場合に,まずメルク マ…ル

となるのは日本語の基調となる漢字を日常に用いる.すなわち同文同調とする圏域と,

然らざる岡城である｡そこで,本項では415人のうち ｢NA｣42人を除く373人につい

て,彼らの出身地城が東アジアを漢字圏,それ以外を非漢字圏の2つに分けて,博士

号取得の難易性に対する日本語理解力の開陳をみることにする｡なお,前節の分析に

おいては非漢字岡をさらに我が国の社会･経済的な関係なり影響の程度からみて,(1)

と (2)に分けてみた｡しかし,ここでは専ら漢字が日常用語となっているか否かだ

けが問われるので,前･第I節及び第日節と同様 2通りの圏域に分けてみることにする｡

これら2匪機 について,日本語に対する理解力ないしは能力のかかわり具合いにつ

いての意見,を各質問項El毎に示したのが表3- 1である｡総体的にみて,両者の間
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表3- E 圏域別にみた博士号取得の難易性と日本語能力との関連

(%,人)

漢 字 園 非漢字

困その通り=l (2) (3)】(2)/(1)その通りl小 (5) (6)l

(5)/(.り1.講義 の理 解 7.1 71.474.765.957.1 10.1 31.430.924.018.8 36.1 1.11.41.42.58.214,317.6 9.14.63.2 41.933.04

7.6回 答 者 数 182 191(.Ll

l所)付表 ･A m (地域削)ll.から加工.(汰)漢字圏とは

東アジア,非漢字岡とはそれ以外の9地域｡にはかなりの程度の差異がある

ことが分かる｡すなわち,非漢字圏の学生の場合が矢張り日本語が博士号取得に対し

て,相当の障害と考えられているようである｡つぎに漠字圏においては,講義の理解

あるいは研究資料の綿読という.いわゆる ｢聞き･読み｣という主として受動的な領域

については,｢その通 り｣とする者は 1割に満たない｡しかし,論文執筆という能

動的な局面においては,肯定する者が若干増加する｡かくして,彼らが最も言語にかかわる障壁として挙けているのは,日本語以外

に課せられる他の2カEg語習得についてである｡これに対して,非漢字国にお

いては肯定する者が然らざる者よりも,いずれの項目についても若干これを上回って

はいる｡しかしこれは.恐らく英語が理解出来なくてはアメリカの大学で学位が取得

出来ないと全く同様に,日本語でも然りであるという自負もしくはためらいから.｢そ

うではない｣と否定的な回答を寄せた者もふくまれるのではないかと推測される｡そこて

,この表には掲げられていないが,｢なんともいえない｣及び ｢NA｣に属する者の大部分

が｢その通り｣の意見に近いとみられる｡さらに,漢字圏の学生と比べて特徴的なことは

,4項目のうち1-3までの直接日本語についての質問に対しては,3割前後が

｢その通り｣としていたが,日本語以外の2カ国が要求されることに対しては,相対的

に低い回答を寄せている｡また逆に｢そうではない｣とする比率が高い｡要するに.

たとえ同じ外国語であったとしても,彼らにとっては英,独,仏語等の方が日本語よ

りも遥かに馴染みをもっている (少なくとも,大学院まで進学する学力水準を身につけている
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て考えられる｡

2 専攻別にみた差異

通常,学位取得に限らず言語を異にする他国に留学する場合,数式,化学式あるい

はグラフなど国際共通の記号表示をしばしば使用する理系の方が,然らさる文系に比

べてより有利であるといわれる｡そこで,本項においても,回答者を理系と文系とに

大別して,前項と同じ質問項目に対する反応の差異をみることにする｡回答者のなか

で ｢NA｣を除く383人を,理系 (244人)と文系 (139人)に分類し,それぞれの比率

を一覧として掲げたのが表3- 2である｡

この表をみて.まず意外に思うのは,項目1.と2に関してはかえって理系の方で,

｢その通り｣と肯定する者の比率が文系のそれ等よりも高いことである｡すなわち,

前記の通説は ｢聞く･読む｣という局面では,逆の結果となっている｡ところが,論

文を自ら日本語で書くとなると,肯定的な凶答を寄せるのは理系では少なくない.代

わって文系の方が高くなっている｡つまり,一般にいわれていることは,少なくとも

今回の調査結果からみる限り,すべての項目について必ずしも妥当する訳でないこと

になる｡また,日本語以外の他の2カ国宗吾に対する要求についても,理系に比べどち

らかといえば語学が得意とみられる文系に属する学生の方が,逆に ｢その通り｣と肯

定している比率が大きいのも特異である｡これも,見方を変えれば他の2カ国語に対

する要求が,理系に比べ文系の方がよりシビ7であり,ただでさえ困杜な日本語の習

表3- 2 専攻別にみた博士号取得の難易性と日本語能力との関連

(%,人)

理 系

その通り=l (2) (3)l(2)/川 その通りそうでほか､ (6)(4

) (5) (5品1.講 義 の 理 解 23.0 50.0 2.22.3 1

8.0 52.5 2.923.4 54.555.752.9 19.425.223.0 59.0 3.016.015.6 3.5 47.5 1.93

,4 46.0 2.0回 答 音 数 244



得の-ンティに加えて,これを二重の負担と感じているという理解もなされる｡

Ⅴ 在日学生 と元留学生の学位利用についての見解

- 期待 と実態のかい雛-

留学生活の具体的な成果であり,その最大の目標ででもある学位が,それぞれの母

国でどのように利用されているのか,また在日と元留学生間にいかなる相関なり差異

があるかについてみることにしようOすなわち.前者は,現在学位取得をめざして勉

学を重ねる途上にある者として,抱いている期待感 (勿論,来日前母国で元在E]留学

生の実績,その他の見開などに基づ く予見的な評価なども加わっているが)である｡

これに対して後者は,既に自らが体験した事実に基づ く見解である｡これら期待と実

績との間に,果たしていかなる関連もしくは酪酸がみられるのてあろうか｡これにつ

いては,両者に対して全く同一の質問をしているので,この結果を用いて比較を加え

ることにしよう｡

1 総計による一般的考察

表 3-3は,付表 ･A- lとB i (総計)14. 及び8,の学位利用について項目

別回答比率のうち,｢大いに有利である｣と｢ある程度は有利である｣を 応肯定的な

意見として加え,在Elと元留学生別に転記したものであるoさらに比率の大きさの順

位と差異とをポイントによって示している｡

(1) 在日学生

まず在日学生 (大学院在籍415人)の半数以上が ｢5.高い報酬｣を除く残りの7項目

について一応有利とみている｡高い報酬が半数を割っている理由のひとつは.余りに

も単刀直入な経済的な項目てあるため,勉学の過程にある学徒として.ある種の戸惑

いを感じたためかも知れない｡有利な項目として挙げたもののなかで,｢7.専門的知識

の活用｣が極めて高く.約85%がこれに同意LているO彼らに限らず,大学院設置の

本来の目的に照らして,ここで学位の取得を志す者とLて,この専門的知識を深化し

さらにこれを社会的に活用しようという意欲をもつ｡またそのために,日本の大学院

を選択した者として,この項目が最も高い比率をもつのも蓋然性があるo
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衰3-3 取得学位の利用- 在日及び元留学生の評価比較

(%,ポイント)

較 差有利 うち大いに 順位 有利 うち大いに 順位
有利 うち大いにl= (Z)

(3) 卜 (5) (6)60.754.450.481.7一i7.2 23.6 Ll6728513 31.7 10

.9 57623 29.0 32.713.718.6Li3,110.8 26.727.743.6Li3.1 6.9ll.920,820.3 27.722.738.1･1.134

.151.226,9 6.86.722.3△9.554.984.478.3 19.042,741.9 20.833.251.Li 5.9ll.925,7 841 13.130,816

,2(出所)付表 ･A- 1,B I (総計)14.及び

8より抽乱 雲的D(注)順位はそれぞれ(I)と(4)とについてであるo

ついで高いのか,同じく80%台の ｢4.研究 ･教育機関｣である｡これは上記 ｢7.

専門的知識の活用｣の場として深い関連がある｡学位が黄もあらゆる側面において尊

重され かつそれなりに評価され活用することのできるのは,研究 ･教育税関であるこ

とは,洋の東西を問わず変わらないからである｡また ｢8.母国発展に寄与｣という比

率も80%に近い値をみせているが

,これも遠 く杜れた母国への念いないしは気負いも同時に込められている故であろう｡反対に

意外に低いのは,｢3.El本 (合弁)企業｣に対する利用が50%を僅かに払えるに過ぎないことである｡この点に関して,｢21世紀への留学生政策懇談会｣の 『提言』

のなかでも,｢なお,日系企業への就職関宿について,例えば,帰国留学生は現地採用

ということで,El本の本社で採用され派遣された同等学歴の日本人との待遇の間に開きがあり過ぎるといった不満もある｣(P5)｡さらに｢--諸外国では一般に人事等の

繭で学位を重視しているのに対し,El本の社会がこれまで修士,博士の学位を採用,昇進上の基準としてそれほど重視しなかったという背景もある｣(㍗.7)という指摘も

みられる｡この ㌻

提言』の指摘は,今回の調査における回答のなかでも裏打ちされた結果となっている

｡こ



れた内訳でみると.例えば黄高の値を示していた ｢7.専門的知識の活用｣でも,半減

している｡第2位の ｢4.研究一致青梅関｣についても全 く同様である｡｢2.民間 トンプ

企業｣.｢3.日本 (合弁)企業｣などの民間企業における積極的な利用についての期待

は20%にも満たない｡従って,総体的にみる限り,我が国の学位の利用について.多

大な有利性を見出しうる就業の場としては,少なくとも現在においてほ110n-prOflt

Ⅰllaklngな研究 ･教育機関が挙げられるに留まる｡

(2)元留学生

つぎに元留学生 (101人)についてみることにしよう｡前述のとおり.これらの回答

は彼らの実際の体験というフィルターをかけての数値である｡後に触れる唯一の例外

を除いて,まず歴然たることは,取得学位の実際の利用について肯定的な回答を寄せ

た者の比率が押し並べて低下している傾向である｡これらのなかで辛うじて半数を越

えた項目は,｢8.母国発展に寄与｣といういわば大乗的な自負の色彩をもつものだけで

ある｡在日学生の期待感を込めた回答で80%台に達していた ｢4.研究 ･教育機関｣及

び ｢7,専門的知識の活用｣も,それぞれ40%,30%台の水準に低下をみせている｡

これが ｢大いに｣と積極的な肯定についてみると,ことさら明らかとなる｡すなわ

ち,｢8.母国発展に寄与｣が回答者の4分の 1の同意を得たのに留まる｡このようにす

べての項削こ関して肯定的な意見が減少したことは,付表にみられるように ｢NA｣が

逆に増加したことともつながりがあると思われる｡恐らく,｢NA｣の大多数は ｢無関

係｣または ｢なんとい ､えない｣に近い意見を,消極的に表明しているのではないか

と推測される｡

(3) 両者の見解の較差と関連性

然らば,いずれの項目に両者のかい敗が大きいかをみたのか表の (7)及び (8)

欄であるOまず ｢有利｣とするもののなかで,黄も較差の大きいのは ｢7.専門的知識

の活用｣と,さらにこれと高い相関をもつ ｢4.研究 ･教育機関｣とである｡在日学生

の間では,少なくとも我が国の学位が黄も利 ･括用の効果を見出す場として期待され

ているCこれらの項目の較差がともにすぐれて大きいことは,考えさせられる事実と

して受け止めなければならない｡しかも回答を寄せた元留学生の60%余が大学をはじ

め研究･教育機関に現衣勤務してることを思うと,これらの数値は説得力をもつ｡｢大

いに｣利用だけについてみると,同じく ｢4.研究 ･教育機関｣と ｢7.専門的知識の活

用｣がここでi)開差が大きい｡他の項削こついても,押し並べてプラスすなわち期待
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に比べて実績の比率が低下をみせているなかで,｢5.高い報酬｣が唯ひとつ逆となって

いるのか特異である｡この頚由については,先にも触れたように期待そのものが低い

こと,さらに母国の社会で日本で取得したか否かにかかわらず,一般に学位がより高

い報酬を得るうえで評価されていることが混同された結果とみることもできよう｡と

もあれ,順位においても r5.高い報酬｣が相対的に高くなっていることは (｢有利｣,

｢うち大いに｣ともに),注目に値する事実である｡

(4) 順位相関係数による検証

そこで,8項削こ亘る学位利用について.在日学生と元留学生の評価の順位にいか

なる関連性があるか,すなわち順位に変化があったとみるべきか否かについて,スペ

アマンの順位相関係数 (Speal.matl'slankcorrelationCOefR｡ient)によって検証を加

える｡通常の相関係数ではなく,順位相関除数を用いた理由は,8つの項El自体が走

性的なものであり,従って回答者の主観的な価値もしくは効用の判断は基数ではなく,

序数として扱われるべき数値だからである｡

表3-3のそれぞれ ｢一応有利｣と回答Lた比率の順位- (3),(6)欄に記載

- を用いて算出された相関係数の値はl･S-0.405となる｡いまこれを有意水準表によ

って有意性を検証すると,n=8の場合には5%水準で0643,1%水準で0833である

か ら,上記の値はいずれの水準においても有意とはきれず棄却される｡すなわち,在El

学生の有利として挙げる項目の順位と,元留学生のそれとの間には,密接な整合性が

みられない｡期待と現実との間には,各項目の序列性についても変化がみられたこと

を意味する｡

2 漢字圏と非漢字圏との差異

前項では,取得学位の母国での利用について,仝回答者の全休的傾向の把握がなさ

れた｡そこで本項においては,さらに地域的な差異を掘 り下げてみるため,回答者の

出身母国を第ⅠII節と同じく漢字岡と非漢字圃 (1)及び (2)の3地域に大別して分

析を加えることにする｡すなわち,非漢字圏をとくにEl本と社会 ･経済的あるいは距

離的に近接した東南アジアとそれ以外に亜分類している｡表3 4の最下段に示され

てある,それぞれの回答者数をみても一応の分析に耐えるサンプル数 となっている

(｢NA｣は除外)｡

ここでは前項でみた8項目のうち,1.-4.までの具体的に利用される客体としての
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表3- 4 取得学位の利用される職場の地域別比較

(%,ポイント)

戟 差洪't.圏 (2) (3) 洪′一T圏 (5) (6) 浜′±二子一日l

p了ー(4) 千国62,156,6 唾丑 50.0 20.5ll.78.838,2 直通 23.025.021.3

㌧=い 27.6 27,022.6∴=∴

り" 47.6 JH →1り 32.341.70 匪適81.3 56.072.6 匪∋ 32,9 7.Ll∵い 42.6 匝通 2

4.2 30.0回 答 者 致 182 107 84 34 35 61 178 72 23

(出所)付表 ･A-1Ⅰ,A 111及びB ll,B Hl(B]別).(地域別)14.及び8一から

加

工計算.(注)漠字圏と非漢字圏(1),(2)の分矧ま第7ll節と同じ｡⊂

⊃印は各項目の貴大値o職場にだけ限定し, ｢大いに有利｣と｢ある程度有利

｣の回答者を肯走的なものとしてまとめ,それぞれの比率を加工算出したo

さらに在日学生と元留学生の,各項目毎の戟差を右欄にポイントによって示してある｡

(1)在El学生間の差異まず予想では.各項目とも漢字博が最大値を示すと思われた

oLかし案に相違して非漢字圏 (1)諸国での比率も高く,とくに ｢1.政府 ･行政機

関｣,｢2.民間 トy7o企業｣と ｢3.日本 (合弁)企業｣では他の2地域よりも

かなり高いことが特徴的である｡｢4.研究 ･教育機関｣についても,非漢字圏 (1

)は最大値 (漢字圏が占める)と比較Lて.さして相違がみられない｡かくみると,

東南アジア諸国からの留学生の取得学位の利用についての期待は.各職場についてい

ずれも一様に持たれていることが分る.これは.これ等諸国と我が国との政治的あるいは経済的なかか

わり合いが増加の段階にあり,いわば未知の分野に対する l■あこがれ"がより強く抱

かれているためとも思われるOこれに対して,藻字尚の場合たとえば ｢3.日本

(合弁)企業｣などが低い値を示しているのも,既に (中国を除き)企業の進出など

も飽和ないしは成熟の段階に達し,F提言』にもみられる指摘 (前項で既述)が,母国でも広く流布されてい
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が他の2地域に戟ペると僅かに低いというものの,押し並べて予想以上の比率となっ

ている｡

(2) 元留学生の差異

ついで表の中央に掲げられた,元留学生の差異についてみることにする｡ここで黄

も特徴的なことは,少なくとも相対的な比率でみる限り,いずれのLI項目とも非漢字

園 (1)の数値が際立って高いことである｡それと全く逆なのは.漢字圏の比率につ

いてである｡そのいずれもが.非漠字圏 (2)にも及ばないのは注目すべきである｡

この理由は,(1)で挙げたのと全く同じことが妥当するものと思われる｡とくに｢3.日

本 (合弁)企業｣について,漢字困元留学生の評価は厳しく,僅か8.8%に過ぎない｡

つぎに,取得学位の利用についての8項E]を総合的に,3匪け裁毎に評価しその序列

性をみることにしよう｡そのために,｢一応有利｣とする回答を｢特異係数｣によって

指数化し,この単純平均値をもって総合評価値とし,その順位を比較することである｡

ここでいう ｢特異係数｣とは.地域科学の地域特性に関する分析指標としてしばしば

用いられる,｢特化係数｣(coefficientoflocalization)と全 く同一の概念である｡すな

わち,各項目毎の統計の比率に対する相対度であり,これが1以上の値であれば全体

のパターンよりも大きく,1よりも小さければその道である｡また1に等しい場合に

は,全体のパターンと整合することを意味するO計算結果は,表3 5に示されると

おりである｡

このようにして求められた ｢特異係数｣を,1 -8.項目について加え(各項E]のウ

エイトはそれぞれ1とする),その平均値を算出したものが表の下段に示されている｡

その結果,在日学生及び元留学生とも,総合評価としての平均値が 1以上の値を示す

のは,非漢字圏 (1)においてである｡順位でみると,漢字圏と非漢字困 (2)が入

れ替わっている｡また.在日学生については,1位と3位の平均値の差は0.21であっ

たのに対して,元留学生となると0.87と拡大していること,すなわち評価のパラツキ

が大きくなっていることが指摘される｡

(3)在El学生と元留学生間の較差

かくして,各項目間にみられる両者の較差が表の右欄である｡ここでも漠字圏のポ

イントが押し並べて高くなっている｡取得学位が最も活用されて然るべき,｢4.研究･

教育鴇関｣での期待と実際との組齢が漢字圏において最も大きいのも,考えさせられ

る事実である｡逆に非漢字圏 (1)では,元留学生の方がすべて高い｡
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表3- 5 取得学位の利用について地域別比較- 各総計- (%,ポイント)

元 留 学 生

戟 差漢Ji圏 (2) (3) 漠Jt尚 (5) (6) 漢字詞二子.

l= 二千一(4)I.021.040.83 1.141,071.28 0.820.881.ll0.89 0.64 1.61 0.72

0.38 △0.47 0.10△0,050.44 1.71 0.930.7

71,10 0.600,510.24 △0,540

.32 2.071.251.72 △0,79 0.341.08 十tltl1.131.ll1.07 0.84 △0.25 △0.210.020.010.ll0.98 0.73 0.88 0.71 0.10 △0.591.04 0,91 0.90

1.311.411,59 0.900.840.71 0.140.210.20 △0.201.02 0.95 0.810.85 △0.3LI1.05 1.05 0.88

△0.54 0.17平 均頗 位 0.992 1.ll1 0.903 0.713 1.581 0.842

(出所)付表 ･A ll,B Il(国別)1
4.及び8.から加工計算.(注)各係数は.それぞれ ｢一応有利｣の比率を総計の

比率で除いた特異係数o3 専攻別にみた取得学位の利用(1) 在 日学生つぎ

に専攻別に,取得学位の利用について,在 日学生並びに元留学生毎に意見をみることにしよう

｡表 3 6には,付表 ･A-V(専攻別)14 に示される415人のうち｢NA｣3

2人を除く,383人の有効回答を寄せた在 日学生を.理系と文系に分類し,さらにそれぞ

れ4及び5学系に亜分類し,学位利用に関する8項目に対して,｢大いに有利｣と ｢

ある程度は有利｣とする比率を肯定的な意見として,加えた値が掲げられてある｡

このうち総計についての考察は,既に第 1項において加えられているので省略する｡そ

こでまず,理系と文系の小計についての状況からみることにしよう｡学位利用の実際の職場について,ともに ｢4.研究 ･教育機関｣が最 も高く80%の水準を保ち,両者

の有意差
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表3-6 取得学位の利用- 専攻別 (在日学生)-

(%一人)

総計 理 系
文 系小計 その他 小計

その他=l (2) t.t十 (4) (5) (

6) (7) (8) HJ59.8 59.0 60.4 56.3L13.843.8 50.044.538.9 9〔一,061.2 57.271.485.885,771.571.5100.085.7 59.255.537,066.771,164.一i 80.075.060.047.540.055.055.651.481.246.053.583,877,8 53.348.480.3LI6.352.981.082.9 58.953.0 70.050.059.756.882,7Li5.354.783.583.649.255,383.5 70.437.046.9 80.541.747,2100.070.080.0 100.041.755.581.470.3

75.551.153.4100.050,055.070.035,052.5

8∫1.4 80.5100.080,0 82.'3 85.082.570.081.3 87.5 80.5 69

.1 64.5 70.0回 答 者 数 383 2▲14 134 64 36 10 139 7

27 Ll5 20 40(出所)付表 ･A Ⅴ (専攻別)14.

から加工｡(汰)(総計)から｢NAj32人を除いて比率を再計算O以

下が ｢一応｣という緩やかな条件にもかかわらず,これに同意を与えるに留まる｡こ

れは,海外に進出する日本 (合弁)企業が,とくに理系の学位が尊重される研究開発な

どを現地で合同で行 うことは稀で,我が国で開発されたノウ ･-ウをそのまま移転するのが,とくに発展途上国では一般的である風潮を反映している｡これに対Lて,

文系のほうが事務関係を中心に日本語ないしは日本で取得 した学位を,直接利 ･活用する

機会が多いであろうという期待が,相対的により大きいためと推測される｡つぎに,メタ

フィジカルな5.-8∴項目についてみると,小計においては ｢8∴母国発展に寄与

｣を除 くと,両者の間には有意差はみられない｡｢7.専門的知識の活用｣に対する

期待がぬきんでて高い｡洋の東西を問わず,また専攻分野いかんにかかわらず,学位取

得日的そのものが専門的知識の深化にあることから当然ともいえる結果である｡8･

について,両者の差がみられるのは.理系の学位が直接-ー ドの物的生産などの面で

適用でき,これがひいては母国の (経済)発展につながるのだという意識が,より旺盛なるためと思われる｡その点に関して,ソフト的な業務に



理系をさらに,理工､農学,医 ･薬学,その他の4分野に区分し.学位利用につい

てみることにしよう｡このうち,｢その他｣はサンプル数が僅かであるのて一応除くO

｢5∴高い報酬｣以下 ｢8母国発展に寄与｣までは,専攻分野間でのさしたる差異は認

められない｡そこで1.-4.の利用の直接対象となる職場についてみると,すべての項

目について理工系が最も高く,逆に医 ･薬系が最も低く,農学系はその中間にある｡巷

間 ｢日本の医師の免許 (あるいは学位)は低い評価しか与えられていない｣という説

が流布されているが,今回の調査でもその一端が垣間みられる｡また,農学系50人

(｢NA｣6人を除く)のうち,アジア .アフ リカからの学生はLi4人 (88%)に達す

るo我がBlの小農技術が先進的なものとして,適用が衆も可能とされているこれ等諸

国からの学生の利用に関する期待が,｢4研究･教育機関｣でさえ,他の2学系よりも

低く70%台に過ぎないのは,注目される事象である｡

つぎに文系 (日本語,人文 ･社会,経営 ･経済,政治 ･法律,その他)についてみ

ることにしまうO日本語を専攻分野とする老 (サンプル数は7と僅かであることに留

意)の比率が,8項目に関して相対的に高いのは当然であるが,なかでも｢3.8本 (令

弁)企業J,｢4.研究 ･教育機関｣が極めて高い｡ちなみに ｢4.研究 ･教育機関｣では.

人文 ･社会系,政治 .法律でも,仝月が肯定的な回答を寄せている (サンプル数から

みても一応の蓋然性をもち得る値と見倣される)｡この点も,理系と比較すると特異な

ことである｡(注2)

(2) 元留学生

麦3-7は,在日学生の場合と同様な手続きによって,原表を加工したものである｡

最下段に示される,各専門別に属するサンプル数からいうと,比率のみで論ずるのに

は若干問題が残ることに留意しつつ,まず理系と文系全体についてみることにする｡

ここで特徴的なこととして挙げられるのは,項目1.-4.すなわち具体的な利用客体と

しての職場については,いずれの項目も文系が肯定的な回答を寄せているoその差異

は,とくに ｢4.研究 ･教育機関｣に対して顕著である｡ところが項目5.-8.のメタフ

ィジカルな側面については,逆に理系の方が高い値を示している｡

仮説的には,｢4研究･教育機関｣の比率と ｢7.専門的知識の活用｣とは,強い相関

をもつと思われるが,少なくとも理系と文系に大別してみる限りでは,必ずしも両者

がパラレルでないのが指摘される｡もっとも,かかる傾向は前述の在日学生について

もみられている(表3-6参漁)｡しかし,この場合では両者の有意差は殆どないとい

える｡ともあれ 総計についてみたときに触れたように,取得学位の利用に対して在
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表3-7 取得学位の利用一 専攻別 (元留学生)-

(%,人)

総計 理 系

文 系小計 理工 農学 医.薬学その他 小計 日本語人文,社告(9) 珪官.蛙済(い 銀 治.汰H L十その他､= (2) (3) (4) (5)

(6) (7) (8) (l2)31.926.827.5 30.327.0 20.9 47.8 38.515.47.746.27.730.8 20.032.4 60.0 14,321.421.442.821.4 71.457.228.657.2 50.050,0

50.0 ll,1ll.122.244,4ll.

122.229.2 30.4 20.029.7 40,028.i44.924.736.0 39.6 21,7 0100.00 29.7 60.045.6 39.6 Li3.7 51.3 80.040.040.0 50.0

0033.232.650.7 31.3 26.0 21.627.0Li3,2 28.6

33.352,145.9 39.1 60.0 21.428.628.6 42.928.6ill.356.2 60.9 53.9 80.0 60.0 50.0 66.6Lil.3 46.1 47.8 30.8 80.029.7 40.0 50.

0 33,3126 89 48 23 13 5 37 5

1Lー 7 2 9(出所)付表 ･B-V(専攻別)8.を加工｡

(注)｢NA｣は除いて再引算

oEl学生の期待 と,元留学生の帰国後の現実に遭遇した体験のフィルターを

滴過した回答 との間には,かなり厳しいギャップがあることが,理系と文系とに分けて

みた場合でも,押し並べて確認される｡つぎに,理系をさらにLlつの専攻分野に区

分 してみることにしまう｡ここでは農学系が他の 2分野 (その他はサンプル数の関係上除く

)と比べて,概Ja高い比率を示しているOまた ｢3日本 (合弁)企業｣につい

ては,理工系が最 も高いのむ,進出する企業の性格上他の 2分野のなかで,ここがより大きいからと思

われる｡｢5∴高い報酬｣についても,医 .薬学の分野では本来なら最も高い回答が用

意されて然るべきであるにもかかわらず,推力咽 の学位がさして評価されていないことが

,ここにおいても追認されている｡他九 文系に目を転 じると,日本語を専攻した

者の回答が最 も高い(｢6.社会的威信｣を除き)のは当然であるが,この比率は在El

学生のそれぞれと比較 しても,とくに1.-4の職場については,著しい落差はみられないようである



分野では厳しい結果となっており,在日学生と比較してi'ここでの落ち込みが顕著で

ある｡これは我が国においても指摘されるように,学位取得のEEl雛なことと反比例的

に,人文 ･社会の分野でそれに適合した職場を求めることが難しい傾向にあるのが,

根本的な原因であるともいえよう｡なお.在El学生の専攻別比率の有意差の有無に関

する統計的検定は,元留学生の場合サンプル数がノトさいため,とくに行われていない｡

4 奨学金類別にみた利用- とくに奨学金なしについて-

最後に,奨学金類別のうち,とくに文部省その他から全 く奨学金の給付を受けず,

私費を投じてまで我が国の大学院で学位の取得を志す (または既にした)者に焦点を

合わせて,あらまし考察を加えておくことにしよう｡

(1)在El学生

付表 ･A Ⅳ (奨学金類別)14.のなかにみられるように,学位の取得は彼らの来

日前景も大きなコスト･ベネフィットに関する判別の具体的な対象となったであろう｡

64人の回答者が挙げている ｢一応有利｣とする項目別比率を,総計の比率 (全体の平

均的傾向)で除して,これらを大きさの順に配列するとつぎのとおりとなる｡

順 位 項 目

1 2,民間 トソ70企業

2 1.政府 .行政桟閑

3 4.研究 ･教育機関

4 5.高い報酬

5 7.専門的知識の活用

6 8.母国発展に寄与

7 6.社会的威信

8 3.日本 (合弁)企業

僻粥

4

8

5

3

2

0

パ̀】

0

2

0

0

0

0

0

9

9

1

1

1

1

1

1

0

0

このように,彼らの挙げる比率が相対的に衆も高いのは｢2民間 トyプ企業｣-の就

職である｡矢張り順位からみても,総計ではともに低位にあった当該項E]及びこれと表

裏 一体的な関連をもつ高い報酬が,ここでは高い序列を占めているのも,一応の蓋然性

を保っているといえる｡その他の項削こついて,全休の傾向と著しいかい艶はみられ
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ないが.日本 (合弁)企業での利用について,より低い評価しか与えられていないの

紘,私費まで投じて来Elする彼らの事前にキャッチした情報に基づ く判断が示されて

いるとみてよかろう｡

(2) 元留学生

然らば,7人の元留学生についてはどうかについて,付表 ･B Ⅴ (奨学金類別)

14.の数値をみることにしよう.サンプル数は僅かであるが一応ここても同様に,坐

体の比率に対する相対比率を計算し,その大きさの順位に並べかえると,以下のとお

りとなるO

順 位 項 目

1 2.民間 トyプ企業

2 4.研究 .教育機関

3 7.専門的知識の活用

4 8.母国発展に寄与

5 1.政府 ･行政機関

6 3,8本 (合弁)企業

7 6.社会的威信

8 5.高い報酬

輝桝
l

1

9

1

4

3

9

3

6

3

2

1

<U

O

6

3

1

1

1

1

1

1

nU

0

すなわち,この場合においても ｢2民間 トノブ企業｣への就職が 1位であり,全体

の傾向よりも高い水準にあることが判る.これと類する ｢3.EI本 (合弁)企業｣は依

然として低位にあるのは,『提言』で指摘されている,現地進出企業の学位取得者への

対応の仕方が.ここでも浮き彫りにされているようである｡また,在H学生の場合は,

項目の比率の閏にはさしてレンジは大きくなく(034%),ほぼ全休的傾向との類似性

が1前後に保たれていた｡ところが,元留学生となるとバラツキが大きくなり (128

%),全休の傾向からのかい維がより大きくみられる｡とくに ｢5∴高い報酬｣,がこれ

と開陳の強い ｢2民間 トンプ企業｣が1位であるにもかかわらず.最下位にあるのは,

恐らく ｢3.日本 (合弁)企業｣に対するイメージが強く作用した結果ではなかろうか｡

つまり.彼らが高い報酬を得る場として抱いていた日本企業で,さして学位の利用が

活かされない (上記のとおり当該項目の順位は6位)事実に対する幻滅が,意見の形

成に対して ｢2民間 トソ70企業｣の場合よりも大きな影響を与えたものと思われる｡
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かくして,私費による在日学生と元留学生の,8項目に対する順位の関連性につい

て,ここでも同様にスペアマンの相関係数を計算すると,rs-0.548という値が得られ

るoこれはn-8の場合,95%の確率水準における値0.643よりも小さく,相関係数の

値は棄却される｡すなわち,両者の学位利用に関する序列性は,留学中の期待と帰国

後において変化がみられることを意味する.

Ⅵ 学位評価に対する国際比較- 在日学生について-

前節では,我が国で取得される (またはされた)学位の利用に対する,在日及び元

留学生の意見についての考察が加えられた｡引続き本節では,日本をはじめ諸国での

学位が,それぞれの母国においてどの程度評価されているかについて,とくに在日学

生に回答を求めている｡

l 総計からみた評価

付表 ･A-I (総計)15.に示されるように,質問では評価のクレー ドを5段階に

分けている｡そこで,ここでも ｢高く評価｣と ｢ある程度評価 ｣を一応肯定的な見解

と見放して,両者の比率を加えたもの,さらに前者に10点,また後者に5点というウ

エイトを与えて加算した点数を加重評点として示すとつぎのとおりとなる｡

二応評価 迦旦墾塞

母国の学位 74.0% 493.0点 (100)

アメリカの学位 88.6 803.0 (163)

ヨーロッパの学位 834 6835 (139)

東洋諸国の学位 40.5 223.0 (45)

日本の学位 81.4 561.0 (114)

一応評価の合gl比率だけについてみると,東洋諸国を除く他の諸Blの数値は,さし

たる開きがみられない｡なかでも,アメリカの学位については逆に ｢わからない｣あ

るいは ｢NA｣という消極的な反応を示した者は9.1%と衆も少なく,90%近 くが肯定

的な回答を寄せている.今日,アメリカで世界に冠たるものは,宇宙塵業とエレクト
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ロニックス産業と農業さらに大学 (とくに大学院)教育システムであるといわれてい

る｡厳しい学習条件,豊富な教授陣や設備なとのもとで取得された学位は,杜全ても

それなりに正当に評価されているO今回の調査においても,この点に関して彼らもま

た一様に高い評価を与えている｡また付表 ･A-I (総計) 1.でもみられるように,

大学院415人をふ くめて967人のうち22人がかつて北米 (アメリカばかりでは必ずしも

ないが)に留学の経験を有し,また現在我が国で留学するよりも,北米を第一志望と

していた者が153人に達することからも裏づけられる｡

つぎに,加重評点についてみることにするOここでは,それぞれの学位の評価の格

差が拡大されて投影される｡いま母国の学位の加重評点を100として相対化すると,ア

メリカの学位は1.6倍の,またヨ-ロツパのそれは14倍の高い評価となるoこれに対

して.我が国の場合は東洋諸国と比べると著しく高いが,母国の水準とさしたる差は

みられない｡(注3)

2 圏域別評価の差異

然らば,前項でみた総体的な評価を圏域別にブレーク･ダウンしてみたら,いかな

る差異が生ずるかについて考察を加えようo付表 ･A-lil(地域別)15.に掲げられ

てある10地域を,｢学位の利用｣の際に行った場合と同じように,漢字国,非漢字圃

(1),同 (2)と3圏域に分類し,一応評価と加重評点.さらに総計のそれをそれぞ

れ100とした場合の相対評点を加工算出したのが.表3 8である｡

少なくとも漢字岡の比率でみる限り,一応評価ではE1本の学位が最 も高く,アメl)

カのそれよりも僅かながら大きい値をみせている｡また,母国の学位に対する評価も,

ほぼヨーロッパ諸Blでの水準に近い｡母国以外の他の東洋諸国における学位に対する

評価は,一応という程やかな条件ですら際立って低いことが注目される｡非漢字開(1)

すなわち東南アジ7からの在日学生の場合には,その殆どが旧宗主国であるアメリカ

とヨ-ロツパの学位に対する評価が相対的に最も高い｡同じアジア諸国でありながら,

漢字圏では母国の学位の評価が割合い高く,逆に東洋諸国のそれが低いのに対して,

その関係がここでは逆になっている｡これは,中進国としての社会経済の発展段階に

ある漢字圏で,自国大学から授与される学位のプレステージが漸次確立されつつある

ことの反映ともみられる｡つぎに非漠字圏 (2)においては,アメリカとヨーロ ッパ

の評価は殆ど同位になる｡ここでは,我力咽 での学位の評価は,母国のそれよりも若

干高い程度の水準となる｡これに関しては,加重評点のときにまた触れることにする｡
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表3- 8 取得学位の評価一 地域別-

(%,人)

=l (2) (3) 漢字困り十 (6) 漢字困(7) (8) (9)

t､+(5)80.7 71.092.6 51.4 538.0 453.0851.0671.0294.5 393.5 lo§ 92 8010190.783.539.5 86.984,528.6 80

8.0 809.5 101 10610113285.954.283.2 673.0222.0634.5 696.515Ll.0458.5 98100113 102698292.3 63.i 561.0 1

0()回 答 巻 数 182 107 84 182

107 84 182 107 84(出所)付表 ･A-111(地竣別)

15.を加工｡(注)｢NA｣42人は除外O加

重については1.総計の場合と同じOまた国別相対評点は,稔罰の加重評点を100と

して計算してある｡さらに,東洋諸国の学位に対する評価は,

28.6% と際立って低いこと,同じ東洋でありながらEl本が2倍強の評価をされてい

るのが特徴的である｡つぎに,加重評点についてみることにしよう｡-･応評価

では,さしたる格差がみられなかった,漢字軌 こおけるアメリカと日本の学位に対す

る評価差は,ここでは歴然たる差となって表われる｡また.ヨーロッパにおけるそれが

,日本よりも高いレベルとなっているのか注目される｡非漢字困 (1)において,-滋

評価では8%の開きに過ぎなかったアメリカとヨ-ロッパの差異が.27%に拡大化され

ている.矢張り,これ等の諸匡=こおいてもこと学位に関しては,｢ルック･アメ

リカ｣の傾向が強い｡非漢字圏 (2)では,一応評価については母国と日本の差は後者の方が

若干高いことは既にみたとおりであり,23%の差となっていたoLかしここで

は18%に縮小しているOこのように,少なくとも評価のうえからみると,アメリカや

ヨーロッパはもとよりのこと.さらに母国のそれとさして変わらないE]本の大学に何

故留学するのか｡これについてはよく指摘されるように,アジア諸国からの留学生の

第-一義の目的が学位取得であるのに対して,それ以外とくに欧米からのそれはむしろ研究そのもの

にあり,敬得については自国かあるいは欧米諸国間でなされるということが反映されているた
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示される｡合計値を算出すると,漢字周 ■521,非漢字圏(1)●531,非漢字固く2)●

434となる｡学位評価については,前 2圏域が総体的に高いのと比べて,非漢字圃(2)

においては厳しい値となっている｡さらに,国別の評価のバラツキは小さく,レンジ

てみると漢字圏 15,非漢字閤(1) 40であるのに対 して(2)においては33と,(1)

でバラツキが大きいのも特徴的てある｡また, 日本の学位に対する3岡城間の評価の

序列性についても,我が国の学問全体の影響力と形成について,漢字軌 二村しては主

として受け入れ また非漢字圏 (2)に対 してはその道 という一方通行的な歴史的経

過ないしは現状を照合するとき,蓋然性を見出すことができる｡(fTr.4).(仕_5)

3 専攻別にみた特徴

表 3-9は,ふたたび専攻別を理系と文系に,さらにこれらを各分野にブレーク ･

タウンし.｢一応評価｣と回答した比率を,付表から加工算出したものである｡まず′ト

計についてみると,理系と文系とも順位は変わらず,アメリカ,ヨーロツぺ 日本,

母国及び東洋諸国となっている｡しかし比率のレンジでは,理系 54.1%,文系 :381

%と,前者の評価のバラツキが大きい.これは,学位取得の有無並びにどこで取得し

たかが相対的に厳しく問われる.理系分野における世界共通的な傾向を反映している｡

他方国別についての差異は,東洋諸国のそれを除くと,両者の間にはさしたる差異は

みられない｡

表3-9 取得学位の評価- 専攻別-

(%,人)

理 系

文 系小計(2) 農学(4) 医一秦学(5)=1 理工(3) その他(6) 小計(7) E]本石,.(8) 人文.牡コ(9)tag,tj=清

(lO)孜右横(川 その他り十母 国 の 学 位 74.0 73.0 70.9 75.0 82.2 90.0 74.188.584,250.479.9 85.774.I96,3 68.7 95.0100,090.060.085.067.588.683.440.581.4 88,9 90.385.135.084.3 87.5 86.186.127.883.4 90.0 75.771.457.2loo.0 86.784.444.475.5 80.0日本 の 学 位 83.234.882,4 76.636.076,6 90.050.090,0 92.651.981,5 77.550.

077.5回 答 者 数 383 2LH 134 64



つぎに,理系のなかの4苦節弓についてみることにしまうOアメリカの学位に対する

評価が最も高いのは理工部門であり,回答者134人の90%が肯定的な回答を寄せてい

る｡逆に母国の学位に対する評価は,他の部門のなかで黄も低い｡ヨーロ ッパ諸国と

日本の学位に対する評価は,前者が若干高い値となっているものの,殆ど差はみられ

ない｡農学について,さきに学位の利用でも触れたように,アジアを細め零細小農経

営が圧倒的にみられる諸国からの留学生が92%であるにもかかわらず,日本の当該部

門の学位に対する評価は,ヨーロッパのそれと同水準とはいえ,予想外に低い (766

%)となっている｡医 ･薬学部門では,アメリカとヨ山口ッパの学位は.同じ程度に

評価されている｡さきに学位利用に関Lて,元留学生の結果からみると,我が国の学

位の評価は必ずしも芳しくないが,少なくとも在日学生の期待を込めた評価では,也

国と比べてひけを取らない水準を保っているoその他部門についてのコメントは,サ

ンプル数も少ないので省略する｡

つぎに文系についてみることにしまう｡回答者が僅か7人といえ,当然のことなが

ら日本語を希望専攻する者の,日本学位の母国での評価が100%というのは,恐らく日

本と関連の深い職場においてという条件を想定してのものであろう｡そのような彼ら

が帰国すると.さきに表3-7でみたような結果となるものと思われる.ちなみに回

答者 7人のうち3人は修士課程,残りの4人は博士課程に在学中であり,ともに人文･

社会を履修LているOまた,ここではヨーロッパでの学位が次いで高く,アメリカと

母国の学位の評価水準は同位となっている｡彼らの殆どが,東アジア出身であるので

〔付表 IA-llI(地域別)12.(1)と(2)を参賂),最近母国の学位レベル ･アップ

が意識の背景にあったためであろうQ

その他,政治 ･法律の分野でも.我が国の学位に対する評価は相対的に高い｡しか

し,国際的な比較においては,アメリカが100%,次いで母国が95%,ヨーロッパが90

%と,我が国が相対的に低い評価が与えられているのは,世界の諸匡=こ対する当該領

域でのコミットメントの畦史的経過からみて,当然の帰結かもしれない｡むしろ意外

なのはつぎのことである｡すなわち,我が国の経済繁栄が全世界から注視の的となり,

これに従って日本的な経営管理方式を逆にとり入れる機運が次第に醸成されつつある

といわれている｡しかし,経営 ･経済専攻学生の我が国の学位に対する評価は,欧米

に対するそれと比較するとまだ低い状態にある.すなわち,実践的な企業活動とこれ

を体系化し原理として止揚する学問 (=経営学)水準との間に,ギャップが存在する

ことである｡Lかし,回答者の人数からいうと,文系のなかで経営 ･経済の分野が最

も多い｡出身斑も,アジアからが29人と最も多い｡その点からいえば,母国での学位
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の評価いかんにかかわらず,当該領域での我が国に対する関心は深いともいえるO

Ⅶ 学位取得 ･利用などについての個人的な意見

今回の調査に際して,学位取得なりその利用などに対する彼等の意見を自由に開陳

して貰っている 〔在El学生 ･13.-(5),14.一(9)及び元留学生 ･9.〕｡

1 学位取得の難易性について

雀E]学生15名の意見が記入されている (うち,El本譜による回答6,英語によるも

の8,それ以外の呼国語 1).その多くが,日本語が学位取得の障壁になっているかに

ついての選択式の設問があるにもかかわらず,改めて意見としてそう訴えているoと

くに,日本語の読み ･聞きはともかくとして,論文を執筆する場合の日本語のもつ繊細

なニュアンスを充分に会得できないことへの不安(国際学修士号希望者).さらに現代

日本語以外に古典,漢文などの修得が要求される (文学系と思われる)などである｡

音節文字としての平仮名または片仮名と,然らざる表意文字である湊字とが混用され

るE]本譜-とくに後者を自由に使いこなせるにはEl本人ですら可成りの習練が要求芋

れる-が,彼等にとって姪桔となっているのは否めない.

しかし,ここで杏異に感ずるのは,そのような見解を述べながら,他方選択式の設

問に対しては ｢そうではない｣もしくは ｢なんとい -えない｣に回答を寄せている者

が数名いることである｡これは恐らく,自らについての意見は後者に,一般論的な見

解として前者となったと理解すべきであろう｡あるいは,たてまえと本音の同時表明

と解すべきであろうか｡ともあれ,学位取得と日本語能力の関連は,彼等にとって大

きな負荷であることは想像に難くない｡

さらに,大学院の教育が次第にかつての外国語文献を中心としたか )キュラムから,

El本譜のテキスト重視へ変わった (以前の大学院とくに人文社会系では,原書講読が

その殆どであったといわれる)｡そこでは,学問それ自体の理解に対する能力が評価さ

れるよりも,E]本譜に対する理解の有無の方がより重視される｡このような大学院教

育の基本的なあり方についても意見が寄せられている｡さらにまた,とくに人文社会

の分野では,指導教授自身が学位を持たない者がいる｡そのような場合に,学生 まし

て留学生の学位取得に対して熱心な指導がなされないという,手厳しい批判も述べら
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れている｡そこには,当該分野てEl本人をふくめて,学位取得が困粗である教学の体

質あり方の改善について,暗黙の指摘がなされていると思われるo

かくして,同一の能力をもっていたとしても,7メりカを初め英語使用国の大学の

方がどうしても学位取得が容易となる｡そこで,日本に学びながら学位取得が出来な

ければ,その間の事情を精通しない母国の社会で,能力の有無について ､､誤解〝を受

ける結果となる｡これがまた,とくに学位取得を志向するなら日本の大学が敬遠され,

欧米の大学が選好されるという風潮を益々助長するといえるo

黄後に,学位取得に対するガイダンスの不足を挙げている｡これはかつての欧米の

大学に留学した経験をもつ者の意見にみられる.彼によれば,留学生はもとよりEl本

人学生をふくめてそうであるが,大学当局あるいは直接指導する教授による,学位取

得に対する基本的な指示なり情報の提供か足りない｡また,行う場合にはせめて重要か

つ基本的な事項は,出来たら英語でLて欲しいという希望である｡とくに,かかるガ

イダンスは来日Lて間もない(半年間のEl本語の修得期間があったとしても),しかも

入学直後で充分にEl本の生活なり学潮の空気に不馴れで不安の大きい時期になされる

だけに,コミュニケーションの不足は痛切であろう0

2 学位の利用,その他について

学位の利用について,只 1人が意見を寄せているOそれは農学博士号取得の希望者

で,｢豊富な天然資源に恵まれた母国の発展のため,(日本で学んだ)ノウ ･-ウを適

用する必要｣があるという｡これは,設問の(8)と軌を一にするものであるが,より

具体的に日本の農業技術の適用可能性と必要性を強調している｡しかし,彼の見解に

よれば,我が国で取得された学位の,政府機関をはじめ実際に利用される職場での評

価は,すべて ｢無関係である｣とされている.

その他,学位取得に関する改善点などに対する意見は30名の元留学生 (うち日本語

による回答12名,残り18名は英語)によって表明されている｡その多くは,前記在日

学生の意見と同一のものである｡とくにそのなかで注目すべきは,我が国において学

位を授与する場合の基準が,国公私立によって必ずしも標準化されておらず,その難

易性に差異が認められること｡また,その判断が殆ど教授個人の認定に委ねられてい

ること,とくに論文博士の場合然りであるという｡従って,より厳正な基準によって

授与した方が,日本の学位の権威を保持するうえからも望ましいとする｡そのために

は,7メリカの方式 (能力を競争のもとで客観的に判定する試験の成績がより重視さ
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れ る)杏,もう少L参考として採り入れるべきてあるという｡

さらに,｢官僚的 ｣で ｢保守的｣かつ ｢留学生の存在に余り注意を払わない｣封鎖的

で ｢多忙過ぎる｣教授というイメージを,帰国後も持つ者もなかにはいるCよりよき

理解-大学当局と指導教授,指導教授と留学生との間の-,コミュニケーションを交

わすことの必要性を同時に述べている.大学の制度,スタッフもふくめて国際化に対

応した,より開かれたものへ脱皮することを彼等の自らの留学体験に基ついて,われ

われに求めているのである｡

結 び

本章の分析から得られた諸々の結果から.とくに際立った問題点を指摘するとつぎ

のとおりとなる｡まず,学部における授業に対する水準とそれへの理解の難易性につ

いてである｡回答者の3人に1人の割合て,｢ある科目は難しすぎる｣と答えている｡

具体的には,理工系の科目が主要なものであるoLかも,理工系を専攻する者に多い

ことは注目すべきである｡また,漢字圏と非漢字国の閏にも,当然のことながら較差

がみられている｡

第2には,希望学位には性別による差異が認められる｡すなわち,男子の場合には

硬系が多く,しかも博士号取得まで希望する者が極めて多いOこれに対Lて,女子の

場合には文系が多く,修士号取得の希望者が多いことである｡さらに,開発途上国出

身者に学位取得の希望が多いのに対して,とくに西欧圏からの留学生は,主とLて研

究の深化あるいは一対象として乗Elする (学位は自国またはそれ以外の西欧諸国で別

途取得するものと思われる)傾向がみられることである｡

第 3には,学位取得に際して日本語能力のいかんが.かなりの障害になっているか

否かについて,総体的にみると ｢そうは思わない｣ということになっている｡しかし

｢読む｣､｢開 く｣という受動的な機能についてはとも角として,自ら論文を ｢書 く｣

という能動的な場合には困難性は大きい｡また,外国語をさらに2カ国語を要求され

ることは,一層の負担となっている｡

第4には,我が国で取得される学位の利用に対する,在日留学生の期待感と元留学

生の帰国後の実際の体験に基づ く見解 (実態)との間には,かなりのかい雑がみられ

る｡今後,このギャップをいかに埋めるかが,留学生問題で重要な課題となる｡利用

の職場としては,専門的知識が活用される研究機関が挙げられているoしばしば指摘
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されるように,現地進出の日本企業における利用については,期待 と実態 はともに低

い｡ また.専攻別のなかでも医学系の利用が低いことも注目される｡

第 5には,我が国での学位の評価についての国際比較である｡｢高 く｣と｢ある程度｣

を一応肯史的 とみて比較すると,欧米諸Blとの間にさしたる戟差はみられないo Lか

し,両者をウェイ トづけして比較すると, とくにアメリカの学位に対する評価 との問

には,かなりの差異がみられるOまた,漢字圏においても,それぞれ自国の学位のレ

ベル ･アップ,さらには欧栄志向性の強 くなりつつある事情を反映して,我が国の学

位に対する評価は思った程大 きくはない｡

(武藤 和夫)

(注)

(1) ここで2元配置分散分析の手法を援用Lて,在El学生と元留学生についてそれぞれ 3圏

域･4項目間のBl答比率に有意差があるか否かを検証してみる｡その結莱,95%の判定基準

て在日学生には3匝け薮間に有意差はない.これに対して元留学生の場合には.差異が著しく

認められている.また4項目間の有意差については,これと全く逆のことが指摘されるO

(2) 総合的な考察として,1.-4.の項Hすなわち具体的に活用される職場の種類について,回

答者の専攻分野を理系と文系に大別し,さらに前者は4分野,後者は5分野に亜分類して,

4項目に対するEl答比率の有意差をみた｡これによると,95%の確率水準のもとで理系の場

合には専攻分野･項目間にともに有意差がみられた.これに対して文系の場合には,専攻分

野間には有意差がないが,項巨=こおいては認められることが判った.

(3)回答者415人のうち,たとえば北米出身者が5人いる｡彼らが学位の評価について意見を

述べるとき,母国(アメリカの出身者もふくまれる)に対して,もし高い評価を与えるなら

ば,つぎの設問15, (2)のアメリカの学位にも同じ評価を与えることになるoすなわち,

評価が二重にふくまれていることに.以下の分析でも注意すべきであるO

(4)21世紀への留学生政策懇談会 F21世紀-の留学生政策に関する提言』,昭和58年｡

(5)最近人事院から刊行された,政府及び関係機関から海外大学院に派遣された若手職員の

留学体験記も,留学生はすべて欧米となっている.人事院管理局Fアメリカ.ヨーロッパ大

学院留学体験記』,昭和60年｡

(6)たとえば日米間には1961年6月池田首相とケネディ大統領との会議にi:って,日米文化

教育交流会議 (CULCON)が設立され 両国の文化と教育の分野で協力推進することになっ
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た｡また,アメリカの中学･高校レベルでの日本語教育を拡充するため.より具体的なプロ

グラムの作成が,83年秋レーガン大統領の訪日以降すすめられている.

(7)文部省学術国際局留学生課 ｢21世紀への留学生政策｣.昭和60年｡
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第 4章 日本留学への評価と意見

は しがき

本章では,日本で留学生晴を体験したことについて,全体としてどのように評価し

ているかを 1留学生としての生活,2留学生の大学 ･大学院等受入側の事情,そし

て 3帰国後でのEZ本留学体験の活用についてとりあげる｡また殊に留学生の受入れ

条件については,4居住条件についての希望意見をきき,さいごに,5総括的に受入

れ条件全般にわたる留学生の評価,見晩 意見等を整理する｡これについての設間の

意図は,El本での留学生活が母国とは異なる諸条件のもとで体験される場合の,国際

的,文化的,制度的,経済的な摩擦の諸局面を把握し,留学生を受入れるに際してい

かなる対応が望まれるかを,留学生の見解として明らかにしようとする点にある｡

日本留学の評価というが,それはいうまでもなく留学生が留学先として日本国を選

択することそれ自体についてはもとより,留学を決定するに際しては資格,条件とい

った制度的枠組みがあり,さらに個人的には経済的生活の保証の在り方,方法のほか,

日本語能力や学力の比較や差異の問題,及びEl本での社会制度,習慣,考え方,行動

様式等や衣食住への適応の問題がある｡これらを総括して留学生活というならば,留

学生活は本来的に留学の目的,具体的には日本の大学,大学院で学業 ･研究活動に従

事 したのち希望する学位を取得するための基礎条件とみなされる｡また学位取得は,

その後の母国その他での社会経済的活動を規定するひとつの資格とみられるけれども,

その間の学業 ･研究括動を通じての諸体験こそ留学成果の括用に大きな影響力をもつ

ものと考えられるOこうした問題を通じてもっとも重要な点は,留学生はこうした適

応,体験を日本という国のもつ環境条件のもとで行うことであり,この意味で日本の

留学生受入れ条件は,それが制度的に設定されたものであろうとそうでなかろうと,

留学生にとっては与件となっている｡El本留学の評価を検討するには,したがってこ

の与件が何であるかをまず整理しておかねばならない｡われわれはこの点についてい

くつかの研究成果(りを持つが,ここでは既存の業績の検討から特に問題 とすべき事項

に限定して,その内容を深めることに重点を置いている｡目頭に掲げた事項がこれで

ある｡
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留学生の日本留学についての評価は,これら与件としての日本留学の受入れ条件に

ついてのそれとして検討される｡この場合の評価は,特定の事項に対して幾つかの尺

度を設け,その反応をみることでこれを把えた｡またそれを補足するために多くの場

令,留学生のそれについての見解,意見,希望等を自由に記入させた｡特に受入れ条

件の問題点,改善を期待する意見については具体的な指摘を求めた.

関係事項についての論述は,概ね在日留学生の見解をまず整理し,これが元留学生

のそれとどういう差異があるかを見出す順序をとること,他の章と同様である｡評価

という視点からすれば,在日留学生と元留学生との間には学生と社会人という立場,

経験上のキャリ7の違いがある (第 1葦)が,日本留学の受入れ条件については時間

的な懸隔をもつ元留学生の評価は,直接に体験しつつある在El留学生の具体的である

が主観的な評価態度と戟べて,より答観的かつ絶括的なそれとして受けとめられるよ

うである｡そのことは自由記入を行ったものの割合が元留学生のばあいはるかに多い

ことからも推測できる｡

Ⅰ 在 日生活への期待 と評価

1 在日生活への期待と評価

日本留学への評価を,まず当面している学生生活一般について把えてみよう｡評

価は｢満足度｣に4つの尺度を設け,表 4 1にあるとおり,9事項それぞれについて

回答を求めている｡結果を満足度の高い順- この場合,大いに満足,どちらかとい

えば満足の計として整理すれば,LSL]4 1に示されるとおりであるO

在日留学生全体では,次のような特徴的な結果が得られた｡

1 満足度が70%を超える事項は,日常の学習.研究活動 (773%),日常の衣食

住 (77.5%)そして大学のスタッフとの交流 (71.1%)である｡

2 満足度が60%台にある事項は,留学成果の母国での活用の期待感 (66.4%),

日本国内の視察見学旅行 (65.1%).大学の学生たちとの交流 (647%),一般

社会人との交流 (63.9%)である｡これらに次いで,

3 孤独感からの解放 (51.1%)があり,最も低いのは日本人の母国事情の理解

(34.4%)であった｡

このうち ｢大いに満足｣であるという回答は.しかしながら1と2の一部について
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表 41 日本での留学学生生活(=ついての満足度 (在 日留学生)

不

答 計実数 % 実数 % 実数 % 実数

% 実数 % 実数 %217156 22.416.1 471470 Ll8.7 125 12.9 131 13.5ll.116.4 23 2.42.72.0 967 100.0

48.6 208 21.5 107 26 967 100.0175245213 18.125.322,0

443 45.8 171 17.7 159 191729 967 100.0503 52.0 138184135 l上i.3 6412456 6.612.85.8 1.8 967967967 100.0417 43.1 19.0

3.0 100.022112421542 22.9 528 54.6 14.0 27 2.8 100.012.822.24.3 370427291 38.344.230.1 240 24.8 192195158 19.9 41 4.2

967 100.0100 10.3

44.8 20.2 3043 3.14.4

967 100.0

433 16.3 967 100.0

(出所) 付表A 1(統引),V･16より抽出｡

図 4- 1 留学学生生活について

の満足度(在 日留学生) 57

9日本人の母EBI事情の理

解桝8孤独感からの解放S

7

一般社
会



20%程度でしかないが,その順序はおしなべて同じ配列となっている｡在El留学生全

体について,この回答結果はかなりの意味あいをもっと考えられる｡すなわち,

1 最も満足度の高い事項群は,大学での勉学,研究を第一義的な目的とする留

学生が充たすべき基礎的な条件である｡日常の衣食住に関して満足すべき条件

があり,日常の学習 ･研究活動とこれを指導,管理する大学スタッフとの交流

が+分に行われている,ということであれば,結局は日本に留学し,学位を取

得するといった留学の目的は果たされるであろうOこうした期待を説明する事

項群が他の事項群よりも高い回答率が得られたことは,受入れ側からみても好

ましい結果となる｡またこうした期待は,留学成果の母国での活用に資すると

いう設問への回答率を同時に高めているとみてよい｡

2 第2の事項群は,E]本人およびEl本社会との交流に関しており,留学目的を

達成することについては,重要な条件であるが副次的な位置におかれる｡それ

らについても60%を超す賛意を得ているわけで,El本,日本社会そして日本人

を認識し理解すべLとする関心を有していることは注目に値する｡

3 第3の事項群は,留学に伴う各種摩擦条件に直面している留学生の心理的な

情況を表すものである｡孤独感とは留学生個人の日本という異国での生活にと

けこめないでいる状態を指し,これが半数を超えた｡それ以上に問題とされる

のは日本人が留学生の母国についての理解が低すぎるとする点である｡

以上の全休的な特徴をふまえて,こんどは留学生がどの点について満足とし不満足

とするかを.留学生の属性を基準にして整理Lてみよう｡ここでいう属性とは性別,

回答言語別,出身国 (地域)別,国公私立大学別,学籍区分及び奨学金類別の6指標

である (これらは本研究報告の末尾に ｢付表｣として掲げられた集引表の表頭項目に

僚用されている)｡在日学生生活への期待と評価という観点から設問項目ごとにとりあ

げ,そこでの特徴を説明するために衆も関係のある属性を適宜組合せることにしまう｡

2 学生生活への期待

衣食住生活についての留学生の満足度は9つの設間中最も高いものであった｡日本

での日常生活は大多数の留学生にとっては格別に不満はないというわけであるが,局

性についてこれをみれば,不満度がもっとも強く表明されているのは.私立大学(17.4

%),学部 (15.4%),奨学資金なし (172%),男子 (15.1%)等であり,専攻別では

人文 ･社会 (189%)及び農学 (18.4%)が格段に高く,出身国 (地域)別ではオセ
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アニ7 (16.7%)と東南アジ7 (157%)そして韓国 (189%)及びマレーシア (30.4

%)であったo逆に,大いに満足だとする回答が高かった属性は.国公立 (243%),

大学院 (275%),文部省奨学金 (31.5%),農学 (29.9%),人文 ･社会 (26.4%),

理工 (24.4%)となり,出身国 (地域)別では北米 (476%),中東 (36,8%),南米

(35.3%)及び南アジア (356%)てあった｡

属性から肥えた満足.不満足の回答率はかなり混乱して表われているようにみえる

けれども,日常の衣食住生活についての評価は,その基底に風俗習慣,宗教の規制等

があるとはいえ,帰するところは留学生のおかれている住宅条件と経揖 (生活費,学

資等)水準であろう(留学生のこれらの実態は第1章で述べられている)｡日本留学は

文部省奨学金給与額において国際的に最優位にあるほか,私費留学生への給付も制度

化されているoすなわち,満足.不満足の程度を奨学金給付という属性からみれば,

それが国公立大学の大学院,研究生に多くの給付者がいることから,こうした留学生

の満足度が高くそうでない留学生に低いことは十分に肯けるところである｡これを裏

付ける直接の指標は奨学金類別 (付表 ･A V,16一(6))であり,日常の衣食住生活に

ついて大いに満足とするものは文部省 (31.5%),その他 (16.7%),奨学金なし(ll.2

%)であるのに対して,不満が多いとするものはその道に,奨学金なし(17.2%),そ

の他 (148%)そして文部省 (ll.9%)という差異をみせている｡

El常の学習 ･研究活動ではどうか｡これについてはまず日本語能力そして学習 ･研

究活動の条件と制度等に関してとりあげられよう｡留学目的を達成するために自己の

能力が高められる環境にあるかどうかについての主観的,客観的評価である｡日本語

能力については,第2章で詳論されたとおりであり,ここでもその能力のあり方がは

っきりと表われている (付表･A 1.回答言語別16(Ll))｡大いに満足とするものはEI

本語では27.1%,英語で169%となり,また不満足とするものは逆に英語で20.4%,

日本語で120%であった｡さらに環境条件や制度については,集計に採用された属性

でみることは必ずしも適切でないと判断される｡けれども次の点は検討に値Lよう｡

学籍区分では大学院と学部とては,大いに満足が大学院で31.6%,学部で15.1%,ま

た不満足は学部で19.8%,大学院で116%となり,極端な開きがある｡さらに奨学金

類別では文部省と奨学金なしの間に,同様に大いに満足が文部省 (受給生)で321%,

奨学金なしで16.6%,不満足では奨学金なしで18.9%,文部省で142%の開きがある｡

また国公 ･私立別には大いに満足とする回答に差異は小さいが,私立の場合不満が多

いが18.2%で国公立のそれの13.7%をかなり上回った｡関連性を強いて取出すとすれ

ば,国公立 ･大学院で満足度は高く.私立 ･学部で満足度が低いということになろう
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か｡そのいずれについても文部省奨学金受給生であることがこれと表裏の関係にある

ようである｡

大学スタッフとの交流については,留学生の学習 .研究を指導する立場にある人人

との交流がうまくゆくかどうかが結局は留学E]的を達成するためにもっと重要な条件

であるという意味からいって,注目される問題であるO全体では71.1%がこれを満足

としており,留学生はスタッフとの交流に高い評価を与えている｡問題は不満が多い

とする属性である｡目立った点を指摘すれば,私立大学(197%).性別ては女性(156

%),英語で回答した者 (15.6%),学部学生 (14.8%)であった｡El本譜能力が高く,

Bl公立大学,大学院及び研究生にあり,また文部省奨学金を得ている者はその逆にス

タッフとの交流を ｢大いに満足｣であるとしていることがわかる｡けれども,出身国

(地域)別では不満とするものと大いに満足とするものの回答は大きな分散がみられ

るO前者ではオセアニア(333%),東南アジア(176%),中東 (158%),北米 (143

%)の順に不満が大きいとしており,逆に大いに満足とする留学生は西欧 (50%),北

栄 (47.6%),アフリカ (L14.4%),東アジアと中東 (42.1%),南米 (392%)で,概

していえば,アジア地域出身の留学生に不満が多く,致米地域に主として満足する留

学生が多いようである｡また,専攻別でも分散は大きく出ており,総 じていえば理科

系に満足度が高く (医･薬学27.3%.農学25,3%,理工241%,その他23.1%).文科

系では逆に不満が多い (人文 ･社会22.6%,経営 ･経済17.6%,その他15,6%)が,

日本語専攻では満足度が高い｡こうした分散をもたらす背景が何かについては,今後

に残された検討課題である｡

3 日本との交流,接触について

留学とはともあれ異文化と具体的かつ日常的に接触する縫合であり.日本留学は学

生たる時期と立場でこれを仔細に観察,体験することで,留学生の生涯を通じてEl本

や日本人,日本社会についてのイメージをBlめることとなる｡その接触はEl常の生活

そのものとして行われるが,留学生の意欲や目的に応じて積極的ともなれば消極的と

もなり得る｡これを交流- 広い意味で日本人との接触の程度を,主観的に満足して

いるかどうかという点から整理しよう｡大学のスタッフとの交流は既に説明したが,

ここでは学生,社会人及び国内旅行についてとりあげる｡

同世代でかつ留学生の大学,専攻の日本人学生との交流については,概ね満足度が

高いこと (全件で647%)は知られている｡これを属性別にみれば,満足度の高いも
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のは私立大学 (71.2%),文部省奨学金受給者 (677%), 男 (67.5%),日本語での

回答者 (67.5%),大学院 (66.5%),となる｡逆に不満が多いとするものは女 (258

%),英語での回答者 (258%),学部及び研究生 (それぞれ24.2%,22.3%),奨学金

なし (24.9%)であった｡それぞれの属性についてかなり満足度に差異があることが

わかるが,El本人学生との交流は,日本語能力や大学での学習 ･研究上の接触の機会

の多寡のほか.経済的余裕といった条件によって左右きれるように思われる｡性別の

差は恐らく日本人女子学生と接触したいと期待していてもその枝会が相対的に少ない

といった女子留学生の不満を表明したものであろうOまた国公立大学よりも私立大学

て満足度が高いことは注目されるところである｡出身国 (地域)別では,満足度の高

い順に中東 (790%),南アジア (75.5%)となり,西欧 (67.9%),南米 (66.7%).

東欧 (66.7%)で,これに次いで東アジア (62.7%),北米 (61.9%)そして黄も低い

のがオセアニア (58.3%)となるO逆に不満が多いとするものは概ねその道の順序と

なっていた｡出身国 (地域)別のこうした結果は,感受性の強い同世代の学生のそれ

を反映するものであろうが,一般に欧州に高くアジアに低い傾向があることは留意し

てよいであろう｡さらに,専攻別では満足度の高いのは概して文科系- 政治 .法律

(73.30/.),経営･経済 (669%)等で,理科系がこれに次ぐ- 理工 (698%),医･

薬学(65.9%)ように思われるが,しかし逆に不満が多いとするものは人文･社会(32.1

%),経営 ･経済 (25.0%)で,殊に日本語 (29.6%)は ｢なんとい 1えない｣(18,5

%)を加えれば41.1%となっている｡理科系ではその他理科 (30.8%),農学 (24.1%)

で,同様に ｢なんとい -えない｣を加えればそれぞれ46,2%,36.70/oとなり,この2

専攻の不満は目立っている｡理科系よりも文科系で ｢大いに満足｣と ｢不満が多い｣

という2つの回答に明瞭に集中した回答がみられるのは,それぞれの専攻繭での日本

人学生との交流がそれだけ期待されていることと,それが現実に充足されるかどうか

が大きな関心事となっていることの表われとみることができよう｡

社会人との交流については,総計では学生との交晩よりも僅かに満足度は高く,不

満だとする回答もまた社会人の方に低いが,注目されるのは ｢なんともいえない｣と

いう指摘 (16.4%)が学生との交液のそれ (ll.1%)を上回っている点である｡これ

は多分に,社会人との交流について満足,不満足を問題とする態度が学生との交流と

は違っていることによるものであろう｡端的にいって留学生活における交流の必要性

の差異であり,学習 ･研究活動を第-義的に考えるのであればそれはさまで要求しな

くとも済むからである｡属性別にみた特徴は,これを背景にして学生との交流にみら

れた差異をさまで明らかにし得ない｡しかし,回答言語別では日本語の場合に満足度
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が高 く英語が低いこと(それぞれ大いに満足で19.2と120%,不満が多いで16.4と21.8

%となる),学部に低 く大学院に高いこと(同様に121と20.9%).文部省奨学金で22.8

%,奨学金なしで11.2%となっている｡また出身国 (地域)別ではその結果は概ね学

生との交流の場合と同様であるが,不満が多いとする回答が (rなんとい ､えない｣を

含め)50%を超えるのはアフリカの555%で,次いで東アジア389%,東南7ジ737.2

%であり,南アジアの13.4%や南米,西欧の215%,178%を上回った｡アジア地域

の不満の多きはそれを期待しながら現実にその機会がないか,あるいは何らかの摩擦

があることが予想されるようである｡

El本国内の視察,見学旅行については,個人的に行う場合やそれが粗放的,制度的

に用意されている場合とがあるが,設問はそれを区別していない｡回答言語別 (日本

語能力とみて)に殆んど差異が表われていか ､のは,留学先でその機会を提供する場

合日本語能力が支障にならないことを反映するものと思われるOともあれ属性でまた

回答の特徴は,満足度の高いものでは国公立大学 (661%),大学院 (69.4%),文部

省奨学金受給者 (73.7%)があり,逆に不満が多いとするものは私立大学 (25.8%).

学部学生 (25.2%),奨学金なしとその他私費留学生 (それぞれ26.0%,24.1%)とな

り,明瞭な差異を示している｡この差異は,個人的な桟会をもつ場合については経済

的余裕が,また組織的 ･制度的機会についてはそれが提供される程度を背景にして,

いずれも視察,旅行体験の多寡をあらわすものといえよう.また専攻別の回答率は文

科系で満足度はおしなべて高く(すべてが平均値を上回っている),不満が多いとする

ものは殆んど理科系に在籍する留学生 (同様に,平均値を上回る)であった｡この結

果は文科系で ｢なんともいえない｣として,国内視察 ･見学に対する評価を剛呆する

ものが比較的に少なく,理科系でこれが多い (前者の倍近くになる)ことを見落して

ほならないであろうOおしなべていえば,文科系はその必要と要求が強くまたそれを

充足していることを意味し,理科系ではその必要と要求がさまで強くないか,限定さ

れた対象についての視察.見学旅行の積金が与えられていないということになろうか｡

4 留学と孤独感

これまでみてきたように,留学生は学生生活および日本との交流のいずれについて

も ｢全体｣としては満足すべき状態にあるようである｡その評価は恐らく留学目的の

達成の程度をかなり率直に表明したものとなろうし,それが ｢留学成果の母国での活

用の期待感｣を高めるものと予想される｡事実は前掲,図4 1に示すとおり,かなり
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高い満足度となっているoLかしなから｢不満が多い｣とするもの10%のほか,｢なん

ともいえない｣が202%あることは見過されない (この回答割合は他の項目中もっと

も高い)｡評価することをためらう理由は,多分に将来の問題に関することのほか,留

学成果の括用という具体的な場面を想定することが難しいこともあると考えられる｡

学部在籍の留学生と私費留学生.私立大学への留学生に殊にそれが集中していること

は,前者は学位取得までの要修学年限の長さから,後者は母国での就職機会発見の見

通しが相対的に立て稚いこと等が理由となるであろう｡こうした点を反映してか回答

の結果は概ね次のような特徴が見出される｡不満が多いと大いに満足という項E]を比

較するとき,大いに満足とする回答が強く出ている属性は,文部省奨学金受給者(28.2

%),大学院,研究生 (それぞれ27.5,264%)である｡また専攻別では日本語 (37.0

%),政治 ･法律 (31.6%)のほか,理科系では農学 (28.7%)と医 ･薬学 (27.3%)

である｡とくにlll_E]されるのは出身国 (地域)別の結果であり,大いに満足とする回

答はアフリカ (55.6%)と南アジア (35.6%)で極端に高く,次いで北米,南米 (33.3

%)及び西欧 (32.1%)となり,平均値を下回るところは束アジア (166%)と東南

アジア (199%)であった｡この 2地域は留学生数が多いこと (調査対象でいえば全

体967人中695人,723%を占める)から,今後,検討される必要があろう｡国情の違

い- 例えば帰国後での兵役義務などはこの設問を留保する理由のひとつとみられる｡

孤独感とは,ここでは留学が母国,家族等を触れての,異なった国で学生生活を送

ることに伴う個人的,主観的感情であり.新しい生活環境になじむためには誰しもが

体験する情況についていわれる｡性格差はもとより母国での同じ体験の有無がこれに

影響するとしても.孤独感からの解放は何よりtlEE本人社会との交流があるか,同じ

事情にある留学生との交際がその条件となろう｡この意味で留学期間の長短は回答に

差異をもたらすこととなろうが,受入れ側の事情- 開通する事情としては日本人 .

社会の留学生に対する対応の在 り方もまたこれに影響する｡これを間接的に採ってみ

よう｡全休では大いに満足(12.8%),どちらかといえば満足(383%)で,合せて51.1

%がこれを問題なしとするが,しかし不満が多い (24.8%)留学生が旭もおり,また

なんともいえないと回答を留保するもの (19.9%)も同じ位いる｡満足度の高い属性

をみると,文部省奨学金受給者 (569%),研究生 (60.0%),政治 ･法律とその他文

科系 (それぞれ71.1%,59.8%)となり,必ずしも明瞭な意味を読みとることができ

ない｡しかし出身国 (地域)別の特徴は明らかであるO北米 (90.5%),西欧 (714%)

東欧および南米 (それぞれ667%)であり,これに次いで東南アジア (59.0%),南ア

ジア (57.7%),オセアニア (58.30/.)であった｡平均より低いのは,東アジア (41.0

163



%)と中東 (42.2%),ア7))カ (333%)であった｡逆に不満が多いとするものはそ

れと対偶的であるが,なんともいえないという回答はアフリカ (44.4%),中東 (26.3

%)そして東アジア (28.1%)というように,不満が多いという出身地域にかたよっ

て出ていた｡差異を説明するには多くの困難を伴うが,在日年数の差を含め,常識的

には個人の孤独感を克服する宗教の在り九 日本の歴史が背景となってのEl本人に対

する国別の親近感の差異等が考えられよう｡

しかし,留学生が日本人に対して持つ不満の第一は(設問は限られるが)｢El本人の

母国事情理解｣についてであった｡図4-1に掲げるとおりであるが,この点は出身国

(地域)別に明瞭であるo全体での満足度は34.4%で,不満が多いが44.8%,なんと

もいえないが16.3%であったが,満足度の高い順にみれば,これら平均値を上回るも

のでは北米(81.0%),西欧 (64.2%)が圧倒的に高く,南アジア(40.0%),南米(39.3

%)となる｡これに対して不満が多いとするものは,東欧 (1000%),アフリカ(88.9

%)ととび抜けており.次いでオセアニア (66.7%),中東 (52.6%),南米 (471%)

の順であった｡こうした特徴は,すぐ前に述べた ｢孤独感からの解放｣における特徴

とかなり似通っている｡あえていうならば,留学生の孤独感は,ひとつには日本人が

留学生の母国事情をあまりにも知らなすぎることに原因があるというわけであり.そ

のことはまた,日本人の留学生の出身国 (地域)との親近感の強弱がもろに接触の態

度に表れがちとなるという指摘につながる｡閉鎖的な日本人という留学生の見方の一

端につながるものであること,次節で改めて説明されるであろう｡

5 さまざまな意見

学生生活についての満足度に関する留学生の ｢その他の意見｣を整理しておきたい｡

記入内容は概ね ｢不満｣とする問題点の指摘であった｡24人の記入のうち満足を積極

的に指摘したのは唯-,日本の伝統文化であって ｢勝負が一瞬の間に決まる相撲｣を

実例にあげていた｡不満は多岐にわたるが,物価高(住居,書籍.交通費など),アル

バイトができない,室を貸してくれない等の経済面の不満を除けば,多くは日本人の

留学生接触についての態度を間者としている｡国や大学,学生は ｢留学生にあまり関

心がない｣｢日本人学生の閉鎖的性箱 ｣｢保守性｣等であり,｢母国のことを知らなすぎ

る｣など,孤独感につながる原因としてこれを指摘している｡その結果 ｢社会観念が

少ないので日本人学生は留学生の世話ができない｣とし,｢若人の国際交流観念を改善

すべきだ｣と忠告する｡さらに,受入灸件や教育制度等に触れている部分もあるが(後
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節にまとめる),日本では｢同じ外国人であるアジ7系の人が公けの場から外されるこ

とがたまにある｣ことはとても不満だ,等の指摘が3件あったO日本語能力の不足は

誰しもが感じているようであり,また設問自体を ｢答えようがない｡私は誰とも交流

を求めない｡満足度は自己又は日本人に対するものかわからない.不満だといっても

それが留学生生活がi,たらしたものとは思えない｣こともある,という説明もあった｡

日本人が英語を話せないという問題も理由に加えられる､

ⅠⅠ 日本留学についての評価

1 受入れ先としての日本の大学 ･大学院

この節は,留学生が現に学んでいる大学,大学院についてどのように評価している

かを整理したものである｡これを裏返せば,留学生を直接に受入れ教育,指導する側

では,その受入れ条件はいかなるものであるかを検討する素材ともなる｡設問は,塞

4-2にあるように,大学,教授および学生それぞれに関して留学生との関り合いを端

的に示す内容を肯定文の形で質問し,同意不同意という尺度で評価を求めているO全

体について同意意見の高さ- この場合 ｢仝くその通り｣と ｢ある程度同意できる｣

の割合- をすなわち同意度と呼ぶことにしよう｡表4-2は7項目を同意度の高い順

に配列しているが,これによって次の特徴が読みとれる.在日留学生は,

1 まず77.2%までが ｢日本の大学は概ね国際的な学術水準に達している｣とし,

衰4-2 日本の大学･大学院について (在日留学生) (単位 %)

全くそのある程変 か.ー なんとt,いえか､わから小一不 答也 (項 目) iか1m 同意②

(実数) (%)24,125.314.2ll,313.9 53.1 7▲16 77.267.257.1 6.716.

6 5.89.3 8.0 2.441.9 650552

463 3.94,716.2 2.942.9 23.31

5.721.231.917.8 12.2 2.836,6 47.946.241,223.0 16,914.2ll.010.2 3.332.3 446 15.4 3.12,63,09.88.2 31.414.8 3992



表4-3 日本の大学 ･大学院について (元留学生) (単位 %)

位 (項 目) 全くその通り① ある程度 ない なんともわからかー不 答(

実数) (%)32.631.9 37.7 97 70.3 8.7 3.62.95,110.16.53.65.8 5.12,23,

6 12.3ll.613.8

35.5 93 67.4 15.926.1 37.7 8888686057 63.863,849.3 13,88.71̀I.524.615.210.115.9 39.134.133,3

5.815.9 ll.613.8ll.6

ll.61̀3.L] )Ll.i- 16.78.025

.4 51.3 33.3(出所) 付表.B一 Ⅰ(総計),10によるo

次いで67.2%が ｢日本の大学教授は留学生問題に十分な関心を持ってい

る｣とみている｡また ｢日本

の大学生は留学生の勉学に十分に協力的である｣とするものは571%であっ

た.2 さらに ｢El本の大学は留学生に対Lて頼新の理論や学術成果を積極的に捷供

している｣とみているものは47.9%であり,｢日本の大学教

授は留学生の成績を赦しく評価している｣とするものがこれと同様462%い

た｡3 しかLながら ｢El本の大学は発展途上国の抱える問題に十分な関心を持っ

ている｣に同意するものは41,2%程度であり.黄 も低い同意度は ｢日本

の大学は帰国後の留学生と積極的に交流しようとしている｣の23.0%であった

｡これらの整理結果は,各設問について,｢仝 くその通 り｣という輯庵的な同意度が

高けirLば ｢同意できない)という否定回答割合は低 く,逆は逆 というよ

うにほぼ表われているため,配列した順序どうりに内容を理解することができるであろうO

われわれは既に(前節,I l),在 El留学生の学生生活の満足度について,｢第

-･義的な留学の基礎条件｣が大方充足されて

いることを知ったのであるが,ここでもまた同様な指摘をすることができよう｡す

なわち,1 高い学術水準を有する大学 ･大学院で,留学生問題に関心を持つ教授

と,留学生の勉学に協力的な学生とがいる,とい

うことであれば,留学生は概ね適切な教育.研究環境が与えられているとみら

れる｡2 次いで,衆新の研究成果を提供 しながら,留学生の成績評価を厳しく

することであれば,
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3 こうした教育,研究環境であっても,日本は発展途上国問題にさまで関心を

持たず,殊に留学生の帰国後のアフターサービスに欠ける,といった閑虜点が

指摘される｡

というものである｡

以下,それぞれについて属性ごとの特徴をみてみよう｡

国際的な学術水準にあるかどうかについては.まず専攻別にどうみているかを検討

しよう｡同意度の高い順に ｢全 くその通り｣とするものは理工299%,医 ･薬学27.3

%,その他理系269%,そして農学23.0%で,上位はすべて理科系であり,文科系で

は政治 ･法律のみが23.7%の同意度を示すにすぎなかった｡これに ｢ある程度同意で

きる｣を加えた同意度では理工839%,その他理系84.6%,農学78.2%となり,文科

系では政治 ･法律が790%で人文 ･社会が77.4%とこれに次いでいた｡同意できない

という否定的な意見は農学10.3%と経営･経済96%であり,農学は賛否が極端に示さ

れた｡注目すべき点はEl本譜専攻で (∫;)表 ･A 1V,専攻別),仝 くその通り11.1%よ

りも同意できないが148%とそれを上回るほか,なんとい 1えないとわからないがそ

れぞれ11.1%,148%ともっとも多かった｡恐らく ｢日本語｣が国際的学術水準にあ

るかどうかという設問自体になじまないためであろうか｡このほか.私立大学でBl公

立大学を上回る不同意割合 (私立と国公立大学でそれぞれ12.1%,5.8%)があるほ

か,仝 くその通りとする点では大学院 (27.5%),文部省奨学金受給者 (27.6%)が学

部 (18.5%),私費留学生と奨学金なし (それぞれ203,20.7%)のそれを上回ってい

ること等が目立っている｡

教授の留学生閉居への関心については,所属する大学,大学院と専攻という属性が

直接関心事となろう.大学については,同意度は私立大学(75.7%)が国公立大学(658

%)を上回るものの,積極的な同意 ｢全 くその通り｣では逆に22.7%,254%であり,

逆に同意できないでは私立大学 (ll.4%)よりも採公立大学 (17.6%)が多くなって

いた｡ところで留学生問題への関心というが,ここでは広く留学生を直積指導,教育

する上で,留学生ゆえに直面する諸問題について十分な理解と配慮を行っていること

-の評価を指すものとしたい.とすれば,この評価は留学生の指導教授とのさまざま

な面での接触体験を通じて主観的に行われることになろう｡専攻別の整理は次の特徴

をみせている｡いずれの専攻も回答が分散しているということである｡けれども同意

できないという否定的評価は文科系に多く (人文 ･社会.経営 ･経済,政治 ･法律各

20-22%).また医･薬学に強く (28.4%)出ている｡逆にいえば,医.薬学を除 く理

科系では教授は留学生閑居に十分な関心を持っているという結果となるOまた,評価
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の分散は,既にみたように国公立大学に強く出ていた｡留学生との接触の機会の多寡

や,実験,非実験という専攻上の特色等が考えられようが,結果を一律に説明する材

料はないが.後節で自由記入による問題の指摘をみることにする..

学生の協力についてはむしろ同世代の同じ学生としての交流の態度という面の評価

とみるようがより適切かも知れない｡これらの同意度は,国公立大学56.2%で,私立

大学の629%よりも低 く,また学部50.7%で,大学院及び研究生のそれぞれ55.3%,

60.5%よりも低かった｡しかし ｢同意できない｣については,国公 ･私立大学で差が

なく.学部29.9%,大学院243%となり,しかも大学院での同意不同意の差が大きく

出ていた｡専攻別では,同意度が高いのはその他理系 (76.9%),政治 ･法律 (68.4

%),農学 (60.9%),その他文系 (59.0%)となり,文 ･理科系別の特色はないが,

逆に学生が協力的でないとみるものは,高い順にEl本譜 (29.6%),経営･経済 (279

%),人文 ･社会 (26.4%)そして医 ･薬学 (250%)となり,文科系に偏っていた｡

ここでも医 ･薬学の不同意意見が強く出ている｡同世代の日本人学生の留学生との交

流の態度ということでは,出身国 (地域)別のそれはかなりの差異をみせるようであ

る｡北米は同意度は57.1%にあるもののなんともいえない,わからないと評価を留保

する態度が目立つ｡同意度が全体平均よりも低いのは中東 (473%),アフリカ (55.5

%),東アジア (542%),オセアニア (50.0%)で,アフ リカは22%がわからないと

している｡逆に同意できないと否定的な視方をするものは中東 (31.6%),東アジア

(256%),南アジア (24.4%),東南アジア (226%)でアジア州に偏って多い｡東

アジアと東南アジアでのなんともいえないが14.3%,ll.9%を加えると,近隣諸国の

留学生の日本人学生をみる目は必ずしも好意的とはいえないようである.

最新の学術成果,抜荷の提供については,何を以てそれを測るかがはっきりしない

以上的確に評価できないであろうが,これを反映してかなんともいえないとわからな

いがそれぞれ14.2%,154%に達している｡しかし大学院在籍者ではその多くがその

とおり (54.2%)とみている反面,同意できない (24.3%)といった極端な回答の分

散があることが目立った特徴である｡出身国 (地域)別では南米,西欧,東欧,中東,

アフリカ及び南アジアでの同意度は平均以上であるが.逆に同意できないとするもの

は北米と東アジア (それぞれ28.6%,24.0%)であった｡東南アジアを含めこの3地

域では評価を留保するものが多かった｡しかしながら専攻別のそれは理科系に同意度

がおしなべて高く,文科系では逆に同意できないとするものがおしなべて多いといっ

た特徴が読みとれる｡同意できないが平均以上に多いのは日本語 (37.0%).人文･社

会 (30.0%),経営 ･経済,政治･法律及びその他文系でそれぞれ22-23%あり,理科
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系てほ医･薬学 (227%)であった｡この医.薬学は同意度も低い (44.3%).このよ

うに最新の学術成果や技術を積極的に提供していないという見方が偏って出ているこ

とは注削こ催しよう｡

成績の厳格な評価については,留学生をきびしく教育しているという教授の態度を

評価することであり,当然のことながら学習,研究に関して留学生たる条件を加減せ

ず,日本人学生同様に扱うかどうかの評価である｡全体では47.9%がそうだと肯定す

るが,同意できないが15.7%,これと同じ程度に評価を保留するものがあった (なん

ともいえない16.9%,わからない16.2%)O特徴としては,同意度は国公立大学で低 く

(46,2%),私立大学で高く(576%),また大学院で高く(54.7%),学部で低かった

(44.9%)が.学部ではなんともいえないが21.1%あった｡専攻別では,同意できな

いとする指摘に差異は少なく,むしろ同意度が高い専攻 (人文 ･社会60.4%,その他

理系527%,政治 ･法律52.6%)と,なんともいえないとする専攻 (El本語333%,

経営 ･経済23.5%,農学21.8%)とにわかれる｡さらに医 ･薬学と理工ではわからな

い (それぞれ25.0%,192%)とするものが目立つなど,それぞれに異った評価がさ

れていた｡出身国 (地域)別では,概してアジア地域で同意度が高く (南アジア57,8

%,オセアニア58.4%,東南アジア49.4%,東アジア49.1%),同意できないは北米,

東欧 (ともに33.3%)と南米,中東 (それぞれ21%台)であった.しかしながらなん

ともいえない,わからないとするものはアジア州以外の地域におしなべて高くみられ

た (付表 ･A 111)｡母斑の事情との比較が行われてのことであろうが,欧米で同意度

が低 く,アジア地域でそれが高いのは,母国の教授の成績評価が前者では厳しく,徳

者で易しいと感じられていることが推測される｡

発展途上国への関心については,全体の31.9%が否定的な回答を寄せているが,同

意度は41.2%,うち仝くその通りとするものは僅かに9.8%である｡出身国 (地域)刺

では,欧米地域ではなんともいえない,わからないとして評価を留保する回答が多く

出ているけれども,同意できないとする否定的回答はアジア地域の各国よりも概ね寡

なかった｡アジア地域及び中東,アフリカ地域では否定的回答が肯定的回答と同等か

それ以上であることが特徴的であり,これらの地域からの留学生は,日本の大学は発

展途上国の抱える間題に十分な関心を持っているという点についてはさびしい目でみ

ていることになる｡専攻別では,一般に文科系の留学生は回答を留保する者は比較的

に少なく,しかもこれに肯定的でなく否定的な回答が強く出ているのに対して,理科

系では留保回答の割合が多く,かつ否定的3:りも肯定的な回答が強く出ていたO発展

途上国の抱える ｢閉居 ｣についての把え方ないしは具体的イメージのしかたの差異か
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ら生ずるものといえようか,事実指摘に止めておきたい.

最後に,El本の大学は帰国後の留学生と積極的に交流しようとしているかどうかに

ついてであるが,全体ではわからないとする者が46.0%いた｡肯定的回答は僅かに230

%,同意できないとする否定回答の178%に近かったo出身国 (地域)別に,その肯

定的回答の多い地域をならべると,束アジア (28.1%),東南アジア (22.6%),南ア

ジア (22.2%),中東 (210%)でその他の地域は10%前後である｡しかし同意できな

いとする回答もこれらの地域で多く,東アジア (20.2%),東南アジア (18.4%),南

アジア (ll.1%)で,南米 (19.6%),北米 (14.3%)もまた否史的であったOすなわ

ち質問に対する回答はアジア地域では賛否相半ばするとみられる｡なお,理科系と文

科系とにわけてみると,積極的な肯定は概ね理科系に多く,逆に否定的回答は文科系

に多く表われている｡

2 日本留学の評価

これまでの検討は,学生生活と大学 ･大学院についての留学生の見方を中心にした

もので,実体験を通じてどの程度日本留学が満足するべきものであるかを知ることに

あった｡当項は,その結果として総括的にどのようにE]本での留学を評価するかを,

表 4 4に示される5つの項目で肥えることにしたい｡みられるとおり,設問内容は相

当に異質的であるが,日本での留学体験はいかなる面でどのように活かされるかとい

う視角がその背景におかれている｡

5項EHま,回答数の多かった順に配列してあるO前と同様全くその通 りとある程皮

は同意できるという評価尺度を一括して同意度と呼ぶことにしようQ表4 4からは次

の特徴が読みとれるであろう｡

表4-4 日本留学の評価 (在日留学生) (ii5位 %)

(出所) 付
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表4-5 日本留学の評価 (元留学生) (単位.%)

漂 項 目 全くその通り① ある程変同意② か､ なんともいえないわか()
か､不 答

実数 (%)76.1 10.914.517,423.935.5 120117114108 87.084,882.678.250.0 0.70.70.75.126,1 2.22.94,32.9 0.7 ll.6ll,6ll.6ll.612.370.365.25LI

.3 0.72.2

0.714.5 69 8.7(出所) 付表,B I

(総計),10 (2)A-り柚札 要約一､1 留学は単に学業の成

就,資格取得にとどまらず,なによりもEl本に長期間滞在することを通じて ｢El本人の生活態度,考え方やEl本の文化,社会,経済等

を認識する維幻の機会｣となっている (94.2%)｡2 次いで,個人的な ｢留学休験は,長期的にみて日本との良好な関係を維持す

る契機｣となろうというものである (83.3%)｡3 第 3には,｢再度の機会があれば,El本で研究の仕上げをしたい｣(76.7%)

と考える留学生は少なからずいることである｡4 第4番目には,留学

体験を通じて ｢母Egの学生達に日本留学を積極的に薦めたい｣とする留学生は.同意

てきない (104%)またはなんとい ､えない (12.5%)

という意見もあるが,70.7%に達したことである｡5｢日本は帰国留学生

に対するアフターサービスをよくやっている｣という設問に対 しては,わからないと

いう事情を訴えるものが半数を超えた (516%)が,Lかしなから,賛

意と不同意とがちょうど相半ば (18.7-8%)した｡このようにみれば,5の

設問を除き,留学生たちの日本留学に対する総括的な評価としては,極めて素直であ

りかつ自負心があって留学という機会が国際間の相互理解に役立ち,友好関係を保つ

ために活用できるといった見解を持っていることを知ることができた.研究面の仕上

げを再度日本で行いたいという点については.いうまでもなく留学の第一義的目的で

ある学習,研究の続行にあたって口本の大学と好ましい関係を保持 したいという希望

のあらわれとみてよい｡こうした諸点にわたる常識的な見解 も,その体験を通 じて ｢母B

lの学生にE1本留学を薦める｣かどうかといった具体的な場面を想定したとき,相

当数の賛意をみせながらも,積転的ないし消極的な否定が表明されてくることになる｡設問に対



は集中している｡そこで逆に否定的見解がいかなる性格を持つかをとりあげてみよう｡

母国の学生に日本留学を ｢薦めたいとは思わない｣と答えた者の属性は,奨学金な

し (154%),学部 (12.8%.同じく｢わからない｣も17.4%あった)で,国公立大学

では私立大学よりも多かった (それぞれ11.2%,61%)｡また専攻別では概ね文科系

に多く (その他文系11.5%,人文 .社会113%,政治 ･法律105%),理科系では医･

薬学 (114%)と理工 (10.7%)であったoLかし理科系は ｢なんともいえない｣と

する者が文科系留学生よりも概ね高くなっているのがE]立った点である｡出身Bl(地

域)別では極端なパラツキがあり,否定的な回答は高い順に東南アジア (14.9%),北

栄 (14,3%),南アジア (133%)であった｡西欧,東欧,アフリカはゼロであったが

これらの国は概ね ｢なんともいえない｣という回答に偏っていた｡ここではこうした

事実を指摘するに止め,のちに再論(V)することにしよう0

3 元留学生の日本留学についての評価

この項の設問は,在日留学生に対してと全 く同様に元留学生に対しても行われてい

る｡元留学生については,現職にあってかつて体験した日本留学を省みての評価であ

り,その意味でのキャリ7の違いのほか,何よりも回答者 (絵数138人)の大部分が現

荏,大学,政府行政機関 (それぞれ51.4%,13.0%計64.4%)と,試験研究機関及び

その他教育機関 (それぞれ同じ割合で5.8%計11.6%)という,この4種での合言f760

%に達していることが念頭におかれねばならないであろうC在日留学生と比較する場

令,絶対数がほぼ14.3%と少なく,出身国 (地域)別の偏りも大きく,概ね文部省奨

学金受給者 (87.0%)であること等からみて,在日留学生と直接に対応させるには母

集団としての意味が異なる点注意しなければならない｡その観点からすれば,在日留

学生と元留学生との各種設問への回答の比較は参考程度にとどめられることになろう｡

双方を ｢合計｣についてのみとりあげるのはこうした配慮からである0

(I)受入先としての日本の大学 ･大学院

集計表は洗掘したとおりである (表 4 3)が,比較を便宜的にするため撰4-2が

準備されている｡これによれば,

① まず,70.3%までが ｢El本の大学は概ね国際的な学術水準に達している｣と

し,次いで674%が｢日本の大学教授は留学生問題に十分な関心を持っている｣

とみている｡また ｢E】本の大学生は留学生の勉学に十分に協力的である｣とす
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た｡② さらに ｢日本の大学は留学生に対して最新の理論や

学術成果を積極的に提供している｣とみているものは638%に達し,｢

El本の大学教授は留学生の成績を厳しく評価している｣とするものは49･3%であっ

た｡③ しかしながら ｢日本の大学は発展途上国の抱える問題に十分な関心を持って

いる｣に同意

するものは43.5%程度であった｡また,｢El本の大学は帰国後の留学生と積極的に交流しようとしている｣かどうかについての肯定的回答は51･3

%あった｡注目される事実は,黄後の ｢帰国後の交流｣を除き,在日留学生の回答に表われた

主



と r成績の巌格な評価｣が元留学生の場合,在日留学生のそれを約10%上回っていた

ことであるが,これは元留学生の大部分が国公立大学への留学生であったことに理由

が求められるかも知れない.さらに,帰国/乳 母国て現実に見直しまたは実見するこ

とのできる ｢発展途上国-の関心｣と殊に ｢帰国留学生との交流｣については,元留

学生は在日留学生よりもはるかに高い同意を表していることが注目される｡こうした

同意回答者の割合が多いことは,ひとつには調査対象とした元留学生が現に日本から

何がしかの連絡を得ている者に限られたことにも関係があろう (この点については,

序章課題と方法II･2.を参P.a).特徴的な差異は ｢黄新理論,学術成果の提供｣であ

り,在日留学生の46,2%に対して元留学生の場合は638%と高い回答を得ている点で

ある｡国公立大学への留学生てあることのほか,帰拭後研究,教育及び行政機関に職

を持って元留学生が,現実にそれの成果を利用する上て他の諸国のそれを比較する機

会を得た結果としての評価と受けとってよいであろう｡図4 2に示されるように,そ

の順位は在日留学生の場合と逆転している｡

(2) 日本留学の評価

E]本留学の評価については,在El留学生の回答結果とは多くの項目について差異が

示されたO集計表は表4-5にあり,両者を比較するために図4-3を掲げておく｡

元留学生のEl本留学の評価としては,

① まず ｢日本人の生活態度,考え方や日本の文化,社会,経済等を認識する絶

好の機会である｣とするものが870%であったo

② 次いで ｢留学体験は,長期的にみてEl本との良好な関係を維持する契梅であ

る｣と評価するものが上と同様848%あった｡

③ 第3に,これと同じ程度 (82.6%)に ｢再度の縫合があれば,日本で研究の

仕上げをしたい｣と考えている｡

① ｢母国の学生達に日本留学を積梅的に薦めたい｣とする者は78.2%あった.同

意できない (51%),なんとい ､えない (43%)という回答は,在日留学生よ

りもはるかにすくなかった｡

⑤ 元留学生は ｢El本帰国留学生に対するアフターサービスをよくやっている｣

とみる者がちょうど50.0%あり,在日留学生の188%よりはるかに多いが,そ

の反面,これを否定的とする回答は逆に在日留学生よりも多く (それぞれ26.1

%,187%),元留学生の場合では具体的な事実としてこれを知ったE]ではっき

りとした意見を出したものと考えられる｡

L.'･l
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図4 3 ｢日本留学に関して｣在日留学生と元日本留学生との意見分布の比較
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元留学生と在日'@学生との間には,設問項目の回答割合とその順序に大きな差は寡

いものの,両者の比較で指摘しておくべき点は,いずれの設問に対しても元留学生の

場合 ｢仝 くその通 り｣という積極的な肯定がはっきりと強く出ていることである (L1

4 3)Oその差異は,El本の認識の機会や友好関係の維持といった抽象的な観念につ

いてよりも,個人的な対応の姿勢,態度,意志を表明するとみられる ｢再度,日本で

の研究の仕 ヒげ｣及び ｢学生にEl本留学を薦める｣といった設問について,明瞭に出

ていることを見過してほならないであろう0日本留学の評価は,帰国後社会的な活動

のなかにそれぞれの場面で考慮されることであり,こうLた実体験の結果を示すもの

とすれば,それが意味することを積魅的に検討する価値があろう｡この点についての

元留学生の見解や態度を,次節でいっそう詳Lく取上げることにしよう｡

175



lII 帰国後の 日本留学体等余の活用

元留学生についてこれを検討するが,元留学生の主要な特徴は第 1章で述べられて

いるとおり,大学 .教育 ･研究機関 (76.0%)と政府行政機関 (13.0%)が現職とな

っている｡この性格的な特徴は以下の点を検討する場合に留意すべき点である｡

1 留学成果の活用

元留学生に対して ｢その仕事で,日本留学の成果は活用できているか｣を聞いた結

果は,前述のとおり研究,教育等にその多くが就業しているため,90.5%までが活用

できている,と答えている｡これは-･般的に留学と学位取得の成果を示すものとも受

けとれる｡

2 留学成果の活用と日本との交流

ここでは,上述の設問を ｢日本｣留学の成果という局面について問い直したもので,

要約的に説明しようo表4 6に掲げる通 りである｡これは各設問に対する回答のうち

｢大いに活用している｣という部分が大きい順に並べてあるが,次の特徴を読みとる

ことができる｡すなわち ｢現在の仕事に,H本留学の体験,知識,研究は活用されて

いるか｣どうかについては,

表4-6 現在の仕事に,日本留学の体晩 知識,研究は活用されているか

(元留学生) (単位 :%)

笠 項 目 大いに活用している 悶していか､全く関除かない なんともいえない

不 明63.8Li告.647.844.939,9 18.823.220.322.521.0 8.710.123.9 2.27.21.

44,3 6.510.96,59

.410.913,8

18.821.

739.9 6.5

15.2 19.6 ll.6(出所) 付表,



第4章 日本留学への評価と意見

① まず大学での研究成果に関連して活用できている｣が63.8%ともっとも多か

った｡現在の職業と直接関係することがらであるから,当然であろう｡

(診 次いで,取得した技術についてとEl本譜の能力についてであり,それぞれ486

%,47.8%が大いに活用されている｡技術という内容は特定されたものではな

い (｢なんともいえない｣｢不明｣が合せて181%)が,研究成果の大学での活

用と歓べればそれ程利用されていない (23.2%)としている｡日本語能力の活

用については多少に拘らず ｢利用｣しているものが678%あるが,｢全 く関係が

ない｣という回答は239%あった｡

③ 帰国後,日本または日本人との交流の実態については,大いに活用されてい

る順に ｢社会人｣44.9%.｢大学スタッフ｣39.9%そして ｢企業｣では152%で

あった｡逆に全 く関係がないというのは,企業399%,大学スタッフ217%,

社会人18.8%であった｡帰Elして約半数以上が (それほど利用していないを含

めると),社会人および大学スタッフとの交流をしている(それぞれ67.4%,609

%)ということ点は注目されてよいであろう｡だが,現在の職業の性格を反映

してか,日本企業との関係は全 く関係がないとするものが,交液がある (34.8

%)を上回っていた｡

このように,元留学生はかなりの程度において日本留学の成果を ｢活用｣している

ことが知られるが.職業上で研究,教育に従事している者が多いこともあり,属性に

ついてみられる特徴の若干を指摘しておきたい｡出身国 (地域)別で元J'#学生の多い

地域を3つに整理して比較Lよう｡欧米として北米と西欧(言129人),アジア地域では

東南アジア (35人)と東アジア (34人)をとりあげる｡結果は表4-7に示すとおりて

ある｡

まず,現在の仕事であるが,欧米では12人,41.4%が大学であり,その他の分野に

もかなり分散しているし,東南アジアでも分散がみられるものの主として大学 (34,3

%)と政府桟関 (28.6%)及び企業 (20.0%)に集中しており,東アジアでは91.2%

が大学で仕事をしている｡

(丑 大いに活用しているとする局面は,欧米では研究成果と社会人との交流が特

にE]立っており,東南アジアでは研究成果のほか,技術及び企業との交流があ

った｡また東アジアでは研究成果と日本語が多いほか,地域間比較では大学ス

タッフとの交流がある｡こうした結果は,先述した現在の仕事の性格をよく反

映するものといえよう｡

② 欧米と東南アジアはEl本譜能力及び大学スタッフとの交流では ｢全 く関係な
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表4- 7 現在の仕事に,日本留学の体験,知乱 研究は活用されているか (元留学生)

(単位 %)

項 目
欧 米 東南アジ7東アジア 欧 米 l東アジア

欧 米 東アジア研 究 成 果技 術 65_524.141.462.124,113.8 57.151.442.9LIB.640.0 70.652.976.523.5 17,331.013.810.320,713.8 ll.417.125.722,9 26.529.417.6Ill.223.526_5 10,317.227.613_827.641..i 17.117.128

.620,0 5.95.917.658.

8 17.1 25.7 8.841,228.6 5,9 2().0 34.3

(出所) イ-Ll表,B m,6 (3)i:り抽出,要約O



第4章 日本留学への評佃と意見

社会的な交流関係の距離があらわれているように思われるO

いずれにせよ,こうした特徴は元留学生の現在の仕事との関係をよく反映するもの

であり,この意味ではEl本留学の体験は相当に活用されているといえるてあろう0

3 日本的発想や生酒様式の利用

元留学生が母国に帰ったあと,日本の生活体験でかつて感得した考え方や生活様式

をどの程度利用しているかを知るための設問であるが,それは一般的には母国の文化,

生活様式の比較を通 じてなお,E7本のそれが何がしかの利点と考えられるものを採用

するという経過を辿るであろうo結果を簡明に要約しよう｡

1 積極的または一部採用したとする項目 (それぞれ24.6%,55.1%)の第 1位

は ｢日本的な考え方や発想のしかた｣であり.79.7%あった｡

2 次いで,｢日本的な行動様式｣であり,同様に積極的採用,一部採用それぞれ

舶 9%,15.2%で計61.1%であった｡

3 また,｢El本的な生酒様式｣は,前者とほぼ同じでそれぞれ420%,15.9%,

計57.9%であった｡

この結果から判断すると,El本人,日本社会のもつ生活態度について元留学生が利

点とみなすものは,考え方 ･発想一一行動様式となり,生活様式の利用といった静的

な局面よりもはるかに動的ないし発想のしかたについて強い関心を抱いていることが

わかる｡こうした関心は,殊に男性で多く表われており (積転的採用についていえば,

考え方,発想が男26.4%,女17.2%),静的な面では女性(同様に,生活様式の採用で

は男14.3%に対し,女20.7%)が多くなっている｡さらに出身国 (地域)別では,考

え方,発想を積極的に採用した者が多いのは東南アジア (31.4%)と東アジア (20.6

%)で,西欧ではすくなくない (15.4%)｡また生活様式については必ずしも明瞭な差

異は出ていないが,一部採用したを加えると,西欧の539%に対し東南アジア628%,

東アジア470%であった｡しかしながら.行動様式については,これを全 く無関係と

するものは東南アジア171%,東アジア35.3%と高く,西欧の11.5%の低さと転めて

対偶的であった｡

何を以て ｢日本的な考え方,発想｣とし,｢行動様式｣とするかは,この限りでは明

らかにしえないし,自由な記入についてもこれに直接触れる内容は少なかった｡しか

し,次に他の項と関連してこれらを補足することにしたいo
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4 留学体験の母国での活用についての意見

｢El本留学の体験を母斑の発展に寄与させる,という考え方に立てば,どういうこと

が役立つと思いますか｣,これがここでの設問であるo元留学生138人中54人(39.1%)

の記入についてその特徴を整理 しようO回答記事内容の数の多寡というより,いかな

る事項が書かれているかに関心が集められる.

① 特定の技術や手法等,研究 .応用の成果が直接に母Elのその関連分野の発展

に寄与するという指摘がもっとも多かった｡その内答は多岐にわたり(19項目)

ひとつとして重複するものはなかった｡元留学生が大学,研究,教育機関で仕

事をするものが多いことを考えれば,恐らくこの回答はそこでの新知識の教乱

実践に応用されるものと思われる｡例えば ｢海藻｣｢熱帯植物｣等の研究の進歩

やコンピューター,医薬品,さらに誤差許容度,半導体抜取 さらには教育法,

教育制度あるいは企業管理技術までに及んでいる｡また単に ｢科学｣という記

述 も4件あった.

② ｢心 ｣｢考え方｣など抽象的な表現も目立つが,日本人のあるいは日本社会のも

つ特性という判断から,母国のそれとは違った考え九 行動様式が指摘された

ものも12項目あった｡これについては既に研究成果もあるが2㌧元留学生の表現

を断片的に利用しよう｡｢合理的な考え方｣｢効率｣｢協同精神｣｢勤勉｣という

性格であり,これが｢約束を守る｣｢時間厳守｣｢仕事遂行の姿勢｣｢厳しい訓練｣

を伴うとなろうかor学ぶべ き点｣でわれわれからすれば皮肉ともとれる｢倹素

な生活態度｣r形式的な町寧さ｣という指摘 も加えられる｡

③ こうしたEl本社会,日本人の性格を背景にして ｢労働組織.労働制度｣に関

する記入は12人とかなり多かった｡それを日本経済の党風 成長の秘密として

肥える見方である｡かくて,｢科学的技術,知識を日本で学んだことは,母国発

展にきわめて有効 となろう｣というわけである｡

① 殊に,日本の大学での ｢教育制度｣r教授法｣についての関心は多く表明され

た｡ El本経済成長の根幹にあるという指摘はいうまでもないが,ここでは更に

具体的な事態を紹介しよう｡｢学閥的な厳格さ｣｢責任ある教師｣｢学生指導の厳

しさ｣等の印象であり.｢その担当している学閥にくわしく研究しなければ (敬

師になれない)｣,｢学生自身が解決する時まで正答をいわないこと｣等の記述で

ある｡ともに学生が ｢考える方法論を発見しなければならない｣という結論を
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第4章 El本留学への評価と意見

導ぴぃている｡｢セミナーの方法｣は母国に大いに取入れてよいともいう｡東ア

ジア諸国の元留学生にこうした印象は殊に強いようであり,現職が教育者やこ

れに直接関連することから,｢教育｣関連の指摘は16人あった｡

⑤ 研究面では,｢新しい分軌 問題への横転的な研究姿勢｣｢まじめな研究態度｣

そして殊に ｢協同的研究｣体制 (6人)をあげている｡

⑥ このような元留学生の日本留学経験は,結局,｢大学との交流｣の必要を表明

するところとなり,他の繭では ｢El本との交流｣すなわち日本の研究論文,書

物の翻訳.紹介,文化交流,あるいは ｢El本的発想｣の ｢紹介などを進めたい｣

とする｡

(丑 最後に,r広い体験｣を母国で利用できるという一般的ともいうべき指摘も2

人あった｡

Ⅳ 留学生の居住条件

1 民間の協力事情

留学生受入れ体制はその大部分が国レベルで組織化されており,民間ではそうした

体験が歴史的にあまり多くないこともあって,留学生たちは-･般社会人の ｢閉鎖性｣

｢冷たさ｣を表明する場合がみられること,前に述べたところである｡ここではこの

点を3つの項目について杷えた結果を説明しよう.

在El留学生の場合,回答者の47.9%までが文部省奨学金受給者で,国公立大学在籍

者が851%であるという数値からは,｢民間｣の留学生受入れ事情についてさまで直接

の見開をしていないと思われるけれども,実態からすれば,外国人留学生が多く居住

するところではこの種の活動がさかんに行われているといえよう｡回答結果に ｢わか

らない｣とする割合の高さはそうした見聞,体験がないことの反映でもある｡

① ｢留学生受入れについて,民間のボランタ])-活動は充実している｣かどうか

については,肯定的な意見は41.7%,否定的な意見は20.9%であった｡否定的

意見は,私立大学在籍者で27.3%,また私費留学生と奨学金なしとでそれぞれ

30.9%,22.5%と高く学部で29.5%あり,こうした条件にある留学生の見方が

国公立大学,文部省奨学金受給者のそれよりも厳しいのは,見開,実体験が比

較的多いか,その必要性及び関心の強さを物語るものといえよう｡
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② ｢宿舎やアルバイト探しについて日本人は協力的であるか｣という設問につい

ては,さらに留学生の実体験がもろに反映することになるO全体では肯定的意

見が356%,同意できないとするLgl答の25.0%を上回る｡宿舎やアルバイト探

しという具体的な行動は.いうまでもなく経済生活条件によって問題とされる

ものである｡この意味でその条件が比較的に充たされているとみられる文部省

奨学金受給者よりもそれ以外の留学生についてとりあげる方が適切であろう｡

El本人がこれに協力的とする見方は文部省,その他奨学金,奨学金なしのいず

れも同様の割合であるが,否定的見方はそれぞれ200%,32.8%,25.4%とな

り,｢わからない｣は文部省でもっとも高く241%でその他奨学金109%よりも

多かったoさらに,私立大学で326%の否定的見方があるのに対して,国公立

大学では23.7% (この場合 ｢わからない｣が19.8%てある),学部では35.9%の

否定的見方があった｡すなわち宿舎,アルバイト探しについて日本人が協力的

でないという見方は,文部省奨学金受給者ではない留学生で,私立大学,学部

学生にそれぞれ強く出ていた.

③ ｢留学生に対する民間の奨学資金制度が充実している｣かどうかについては,

ここてもまた文部省奨学金受給者には関心が薄いこと(｢わからない｣が45.3%)

がはっきりと出ている｡これに否定的見方をするのは,前と同様,その他奨学

金と奨学金なしで,それぞれ486%,56.8%とはっきりした回答となって表れ

ている｡経萌生活に関するこれら留学生の現実的な問題指摘として受けとるべ

きであろう｡

なお,元留学生に対しても同じ内容の質問が設けられたが,既述のとおり.元留学

生の大部分は文部省奨学金受給者 (869%)であり,また国公立大学への留学生であ

った (91.3%)｡いわば,経済生活についてはほぼ同質的な内容にあるため.｢民間｣

の諸活動については間接的な意見として受けとめられようO回答結果はいずれの事項

についても肯定的見方が強く出ており,殊に宿舎 ･アルバイトに対する日本人の協力

は652%がそれに同意できるとしているほか,民間のボランタリー活動も同様566%

が肯定的であった｡だが,民間奨学金制度についてはわからないとするものが37%あ

るものの.これを不足と見るものは232%あって,3項目のなかでもっとも強い否定

割合となっている｡
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表4-8 宿舎条件について

第4章 日本留学への評価と意見

(単位 %)

宿舎条件 元留学
生第1順位 第2頗位 第3樹立第4順位 第1順位 第2頒位 第

3順位 第4順位33.925,7 28.426.317.7 16.5 9.8 23.9 21.719,6 18.121.023.9 14.516.9 18.7

21.735.5 15.9 20.316.1 31.7 20.320.3 19.6 13.014.6 15.2 21.5 15.9 12.3 26.

817

.4 9,46.日本

人と一緒 69.6 70.37.個 室 87.6 79.08.共 用 3.4 2.9

(出所) 付表.A 1(総計),17一(4

)及びB-1(総計)10 (4)より抽乱 要約.2 居住条件につい

ての希望,意見留学生は.居住条件についていかなる希望をもつか,宿舎,日本

人学生との関係そして個室か共用とするかをきいたものであ

る｡在El留学生と元留学生ともどもどのような希望,意見をもつかは,表 4 8に一

括表示してあるO(丑 宿舎について- 大学付属の寮.外国人用宿舎.民間アパ

ー ト,EI本人の家庭のどれを希望するか,順位を付しての回答結果は,そ

の多い順に.第一順位では大学付属の寮,第二億位でも同様であるが,第一及び第二順

位ともに外国人用宿舎が第二位となって,この 2つだけでいずれも59%.

55%を占めた｡第三順位には民間アパー トが,第四億位ではEl本人の家庭

がそれぞれの順位のうち第一位となった｡こうした希望順位は,数値に若干の

差異があるものの.元留学生の場合もまた同じであるといえる｡若干の差異とは,帰

国後の反省として ｢El本を知るために｣E】本人の家庭あるいは民間の7

パ- トに住むべきであった,という意見を含めてのこと

と考えられることである｡事実こうした記入があるしまた同表の数値もそのことが明白に出て



るが,在日留学生,元留学生いずれも圧倒的に ｢日本人と-諸｣に住みたいと

希望している｡双方の差は,在日留学生が ｢留学生だけ｣(174%)とするもの

があること,元留学生は僅かながら日本人と-諸と希望するものが多いといっ

た点で,これは前の宿舎条件に寄せられた期待に裏付けられるものであろう｡

③ しかしながら,在日留学生,元留学生ともに,個室にあってプライバシーを

守りたいという希望について圧倒的な賛意を表明していることは注目される｡

以上を簡潔に要約すれば,留学生の居住条件に対しての希望意見は,

1 大学付属の寮と外国人用宿舎の順で,そうした集団的居住条件を整備し大学

に近接するかまたは留学生専用の宿舎とすること

2 しかも,そこには留学生だけでなく,日本人学生と共に生活体験をもちたい

3 だが,プライバシーを守ることのできる個室であること

これ である｡

Ⅴ 受入れ条件についての留学生の意見

日本留学に関する評価の最後の設問は次の通りである｡｢日本の外国人留学生の受入

れ条件や受入れ制度について,あなたが開店とされ,あるいは改善を期待されている

ことを,率直かつ具体的に書いてください｣｡すなわち,当研究の狙いのひとつである

留学生の受入れ条件に関して,留学生にこれまでの質問事項全体を通じて得られた閑

題や改善要望,そして未だ指摘されない問題領域について,自由に記入してもらうこ

とであった｡同じ設問が在日留学生,元留学生ともに提出されているが,記入状況は

在日留学生よりも元留学生について,記入した人数の割合は多くかつ記入は比較的詳

細であったようである｡だが,記入した留学生は同時に他の設問についても割と町寧

な記述をしたものが多かった｡こうしたことを勘案すると,記入の数的な重みよりも

記述した内容について十分な検討を加えることが,設問の趣旨に沿うものと考えられ

る｡そうはいいながら,回答の整矧 ま.数値の多寡によって状況を判断することので

きるアンケー ト方式の場合3:りはるかに困錐である｡ここでは,記入内容を性格的に

同質と考えられる項目に可能な限り括って,それらの項目間の関係を考察する方法を

とった｡論述では必要に応じて,留学生の記入をそのまま引用し,説明を補足するこ

とにしたい｡

なお,ここに述べる自由意見は,在日留学生では163人(全体の16.9%,うち回答言
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語別では日本語61人- 日本譜で回答した者のうち10.2%,英語では102人一 同じく

276%),元留学生では53人(全休の390%,うち回答言語別では日本語13人 前と

同様21.3%,英語で40人,52.0%)についてであるO断っておかねばならないが,自

由意見は ｢かなり書き入れのあるもの｣と ｢個粂書き｣しているものを抽出してあり.

一言一句の記入については ｢内容の重複をさける｣という筋で適宜選択していること

である.その趣意は前述したとおりであり,回答項目の数の多寡は必ずしも全体を表

わしていないことに留意Lてほしい (参考として回答者数を記重義する)o

l 在日留学生の意見

日本に留学して年月のあまり経っていない在日留学生の問題指摘.改善意見は概ね

具体的であり,かつ日本語を含む文化差から生ずる摩擦に関するものがEl立つようで

ある｡｢問題は多面的であり,帰国までぜひ個人的に訴える機会が欲しい｣という留学

生も数名いた｡多面的な問題や要望を入国以前から時間的な経過に沿って整理しよう｡

1 日本留学に関する情報の不足 (9人)

｢日本｣を知らないし殊にEl本の ｢大学｣についての情報が母国では人手できないと

する,El本留学の意志決定についての基礎情報不足の問題指摘である｡｢El本の大学事

情が領事館等外交機関で紹介されていないため,研究プログラムの作成が困杜とな

る｣,｢母国の図書館にもそれがない｣,｢そこに留学後の問題が生ずる｣原因があると

いうことである｡｢英文の大学案内を充実させてほしい｣という要望である｡

2｢受入れ条件｣がはっきりしない- 受入れ条件の統-を希窒 (14人)

典型的な説明は ｢まずはっきりした条件もないし,受入れてからの対策が全くとい

えるほどない｡特に私費留学生の場合は生乳 学習など-から十まで自分がやってい

かなければならない現実である｣ということであろう｡具体的な指摘は r大学院には

いらせないならば,研究生申請のときに許可しないでいいのに,という文句を聞いて

いる｣や ｢私費留学生を受入れするばあい,学校によってそれぞれ違う｣である｡特

に｢留学生の入学試験の制度,大学院進学等について明確な制度があればよいと思う｣

として,統一した条件を求め,｢留学生について教育計画を準備すべきだ｣といってい

る｡｢留学生の選び方のクライテリ7がはっきりしていないこと｣とは,母国での選考

の在り方を拍していると思われる｡

3 人Bl手続き,滞在延長について

留学生だけの問題ではないがVISAの更新とその費用負担(7人),採択通知から入
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国まで (6ヶ月という)の期間短縮,VISA更新に大学の援助を(各 1人),そして｢保

証人｣の確保の不便さ (7人)等である｡私費留学生の 1人は ｢保証すべきは学生の

経済的負担能力と学閥的資質にあり｣と指摘していた0

4 日本政府国費留学生の受入れ人数の増加

｢経済大国,先進国といいながら｣日本は留学生を多く受入れていない (12人)O殊に

｢発展途上国への援助｣という意味をもつ文部省奨学金留学生はもっとふやすべきで

ある,というものである｡｢アセアン諸国では欧米との比較｣で文部省奨学金制度に｢満

足｣しているが,この点では ｢私費留学生にも十分留学の級会｣を与えられるよう希

望するとしている｡また国費留学生の 1人は ｢私が政貴著だったら,国費留学生の奨

学金を10万円ぐらいにし,残 りの半分は自費留学生の生括補助金 私費留学生は月

に6-8万円で過している- として使う｣といっている｡

しかしながら,文部省奨学金制度の充実の必要を指摘しながら,受入れには ｢留学

生のレベル｣｢研究意欲｣についてもっと蕨しい条件を整えよ,という意見も出されて

いる (8人)｡ 日本語での回答者に限られるのか特徴的であるが,理由は ｢実は学術水

準が高い国の学生が日本に留学しない｣｢外国人学生のレベルがもうちょっと上ってほ

しい｣｢条件に合 う(母国の選抜試験制度上)というだけで,文部省のやさしいEl本語

テス トの受け,楽々とくることをしばしばみている一 El本に来て勉強し何かを実ら

すことのできる人を｣厳正に選べないか,等である｡｢水準が高い所は人は受けない

で,ある程度外Blでもやっている学問を人は受ける｣のは国のためにもならない,｢逆

効果だ｣ともいっている｡

また,文部省奨学金については ｢最高水準｣としながら学部と大学院 (修士,博士)

各課程での支給額の差や.支給期間の延長(｢教授が指導してくれる限 り｣滞在 したい)

などがあったO｢家族｣で来る留学生の許容 と家族手当 (｢融資｣)制度の希望も出され

た｡

5 楕合の増設,設備充実について

｢留学生活と勉強の基盤｣となる宿舎の安定,増設,設備充実への要望 (8人)は私

費留学生にとっては ｢民間アパー ト借料の高さ｣もあり ｢礼金,敷金｣への不満など

のほか,｢世帯持ち留学生に貸したがらない｣ことによって強 く出され また国費留学

生では r不軌 狭陰｣｢育児施設のす くなさ｣｢大学との距馳｣などが理由とされてい

たO｢大衆浴場｣にはなじめないもあった｡

別の指摘は ｢現在各地で新設されている留学生寮は設備に多額を費しているが,汰

して生活とか文化の交流の場とはなっていない｣｢留学生寮はゲットー(孤立した集団)
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だということを知ってほしい｣｢日本人学生と交流できる合同寮｣をという点である｡

6 留学生に対する大学 ｢配属｣の問題 (14人)

留学生に対する大学配属を ｢[]本独得｣だと指摘する学生は,r!本の教授が留学生

のもつ多様な背景- 水準,資質,能力,将来性などを知らないで受入れてしまうこ

とについて不満を表明している｡同様にこの制度そのものが ｢留学生の能力,可能性

を忘れている｣,したがって｢個人の希望をよく注意してほしいと思います｣というこ

とになる｡極端な指摘は,この制度は ｢留学生の能力より政治的なもの｣というもの

であるが,｢現実には日本語能力関宿が解決されないため,l上二むをえない｣ともみてい

る｡一般には ｢文部省の奨学金を受けてから転校 (学)できないという事は無理だと

思います｡これは私の唯一の文句です｣という意見に要約されよう｡

7 母国とEl本との ｢教育制度｣差の問題 (9人)

この指摘は,｢欧米と比較｣しての修学年限.修士課程の位置つけ,大学間の単位互

換制度の不払 入試制度の差異がとくに目立つとするものが多いが,なかでも ｢アカ

デ ミック･レベル｣の違いについて ｢他国はその調整のためにうまく程度を決めた範

噂 ｣が準備されているという指摘がある｡また留学は本来 ｢自由活達｣に行わるべき

ものであり,留学生に自由な研究の機会と時間を与えてほしいとする要望もある｡El

本の大学間の相互に,また教授個々に ｢留学生に要求される｣内容が遠いすぎること

も間題とみている｡学生規則の厄介さについては3人の言及があった.

8 博士学位について (4人)

｢学位取得Jこそ留学の日的であるのに,修士は容易で博士は極めて難かしい,さら

に ｢文科系の博士学位何かなかなかとれない,特に発展途上国から留学生にとって非

常にこまることなので外国人留学生向け制度をつくって "改善''してほしい｣という

趣旨であった｡｢オーバー ドクターになりたくない｣とも (第3章に譲る).

9 直接留学生を指導する人人の態度について (17人)

この指摘は ｢個人的接触｣から生ずるほか,受入れ態度ないし制度に ｢不馴れ｣な

人人との接触の結果として表明されるだけに,留学生側からは ｢感情的｣な閉居とも

なり勝ちである｡指導教授が ｢多忙である｣ならまだしも,｢外Bl体験を持たぬ｣とき

は ｢外人は一緒だと扱う｣などであり,総じて ｢教授は留学生にもっと関心を持つべ

きだ｣とする.同じことがチューター,アドバイサー,そして日本人学生についても

言及される｡人的な接触と援助が黄も必要だと留学生は思っているのに,｢チューター

からは金はもらうが,話をしたことがない｣など典型例であるO｢留学生も努力すべき

だが,英語も話せない｣相談者がいることも同じで,｢子供のように扱われている｣と

187



いう印象さえあるとするOとくに r留学生を や個人''であるより "集団〝てある｣と

みるがどうかという指摘があり,｢留学生担当の教授｣｢ア ドバイサーの "資格〝｣を定

めたらどうかという提案もあった｡

10 日本語能力と学習に関して (42人)

留学生の受入れ制度についての問題点,改善要望に関する自由記入は,この日本語

が最も多かった｡日本語能力については既に第2章に実態が詳論されており,その研

究成果から幾つかの具体的かつ積極的提言があるので,ここではこれを裏づける ｢留

学生側からする提言｣についてのみ記述したい｡

ことばの違いは留学生にとって最大の問題である.その克服は学習しかないO日本

語の牡かしさはその学習に時間を必要とし,しかも母国に帰れば必ずしも催用する機

会は多くない.留学期間中,日本語 (に代るべき言語は英語に代表されるが一般に傭

用されなければ結局)は,いかに短期間に効率よく修得ができるかということになるO

それもどの程度の日本語能力であればよいかが問われる｡留学生の自由な記入を全体

として要約すれば,以上のような問題意識とそれに応じた改善対策ないしは自発的な

学習努力が指摘されているようである｡｢受入れ体制は十分にある.要は日本語の壁を

どう超えるか｣｡留学生達の回答は,このように日本語学習の困難さと必要性を訴えな

がら.それではどうするかの提言は魅めてすくなかったOすなわち(》 r海外へ日本語

の教師を派遣し現地で日本語を教える,②来日後は,日本人家庭などで実際の トレー

ニングを行う,③日本語コースをもっと充実させよ,④会話だけはともあれできるよ

うにし.日本語学習の期間は留学期間から除外すべきだ等であった｡むしろ問題は次

のように転化されるものがすくなからずあったことである｡すなわち(Dわれわれの目

的はEl本譜学習ではない,または日本語学習1-15年は浪費時間だ,はじめから専門

コースで勉強したい,したがって英語で授業をせよ,英語能力のあるスタッフを揃え

るべきだ,である｡またこの態度は入試の不利を訴えることとなり,②入試を日本語

で行うことはもっとも惑い制度だとなる｡また③初期の日本語教育の制度上の不満は

すくなからずみられた｡しかしながら,一般的には,El本譜を学ぶことが必要だとし,

｢TOFELのようにEl本も日本語能力テストを事前に行い,充分な語学力をもつ学生

を受入れるなどの制度を設けよ｣｢最低限授業聞くくらいの日本語の実力か必要で,

=-･漢字等の問題もあって充分な研究ができない,そのような学生は入学させても何

の意味もないと思う｣等の見方が多かったようである.

11 日本人から積極的に接近して欲しい (5人)

日本人の性格については,留学生生等からっとに指摘されているところであるが,
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それは日本人の友人を得ることが経かしい(親切だが心がわからない),そのことは｢新

参者｣たる留学生にとってさびしい現実である,そこで日本人から接近して欲しいと

いうことになる｡

12 外国人への偏見を取り去れ (4人)

日本語での記入であるが,｢偏見をぬけてもっと客観的に留学生間者について考えて

ほしい｣,この偏見は ｢好奇心や皮ふの色での判断｣をいう｡また次の指摘があった｡

｢欧米をのぞいた地域からの留学生は,とかくエリー ト意識持ちの方が多いので,こ

の欄で文句書きたがるでしょう｡日本人はB]際人と評価されたかったら 『郷に入った

ら郷に従え』という旗印を堅く守るべきである｡最もEl本人は国際人でないところに

ユニークさがある｣と｡

2 元留学生の意見

留学生受入れ条件についての自由記入は,元留学生の場合多くは在日留学生のそれ

と同様であったが,例えばVISA,入国手続き等は全 く触れられておらず,またE]本譜

能力に関しては記入者からみて在El留学生ほどには多くはないなど.一般には ｢個人

的に当面する問題｣点の指摘は寡なかった｡その反面,受入れ制度や留学生へのE]本

人の接触の態度等について書き入れは詳細であった｡また帰国後年月を経ての回答で

あるだけに.日本留学の成果をいかにすれば高めることができるかといった問題につ

いて積憤的な発言が強いようである｡在日留学生の指摘との重複はできるだけ避け,

元留学生の回答として特徴的な項目を次に整理しよう｡

1 留学生は何を学ぶべきかを知らない (1人)

母国の歴史.経済との比較で日本の情況から何を学ぶべきか,留学生は大学での教

育の機会を十分に利用しなければならないという指摘である｡

2 受入制度は (先進国と)同じでも,El本留学には ｢接触｣が少ない (17人)

典型的には ｢匡l際的に留学生を招請してscholarshipと宿舎など配慮はとても良い

辛 (お互いに)だと思いますが,もっと広 く深く理解の上,心からのservice精神が足

りないimpressionを感じました(先進障Levelでの)0 良いimpressionを残せな

かった事は何か考えなければならないと思う｣というものである｡接触を不足,不満

だとする記入は13人あり,研究上何もア ドバイスしなかった教授,シャイな学生,宿

舎ホストの冷たさ,そして地方郡市にあっての ｢外国人｣の扱い方を知らない日本人

等がそれぞれ具体例にあげられていて,｢留学生を理解してほしい｣｢よいア ドバイス
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を｣｢より親切な面倒見を｣｢より個人的な指導を｣と希望する｡殊に研究面での教授

の指導こそ重要だ (3人)というものである｡関連して ｢発展途上国の｣しかも低学

年次留学生｣には ｢もっと平等な扱い方を｣してはしいともo｢個人｣の問題に帰着す

るとはいえ.El本人一般にそれが拡張されて印象づけらitているとも受けとれる｡

3 留学生は ｢管理されていない｣(8人)

留学生受入れ条件が ｢はっきりしない｣その ｢条件の統一一｣を希望するという指摘

は在 El留学生にも多かった (14人)が,元留学生の場合も比較的に多かった｡元留学

生はその改善内容の具体的な指摘が目立つO｢初年次に殊に個人別に集中的な援助を｣

や ｢母国の発展様子および留学目的.希望なとに適応している特別な授業や実験,見

学および実習などを考えてください｣そして ｢アフターサービスがない｣までに及ぶ

ものであった｡

4 日本語について (9人)

比較的に少なかった回答数でありながら.提言として ｢来日以前に十分な日本語教

育の積会を｣という要望は3人あった｡逆に ｢El本語が経かしいことが,留学生はEl

本に容易に入学できる機会となっている- けれども良いEl本譜を学ぶことは極めて

難かしい｣他 ｢帰国すればEl本語はすぐに忘れてしまうし,日本人の論文は英語で書

かれている｣ことなどの指摘 もあった｡また来日してからでは ｢EI本語学習はす くな

くとも1年間が必要｣としている｡

5 その他

在 日留学生の指摘と共通するものには.配属間宿(希望する大学にゆきたい).専攻

変更の困難,宿舎の増 ･改築,女子寮の新設希望のほか,奨学金については ｢私費留

学生の場合,留学の条件がずい分さびしいとか,宿舎を求めるのかむずかしいとか,

奨学金をもらう機会が少ない等の話をよく開きました｣と代弁する記入もあり,｢保証

人の排絶｣も同様であったO

全体としてみれば,元留学生は日本留学について ｢肯定的な態度｣ないLはよい印

象をもっているとみられるほか,たとえ,閉居が指摘されていても ｢反感をもってい

るわけでない｣と注釈される場合も2,3刑あった｡留学成果の活用実感に支えられ

てのことであろうか｡
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結 び

El本留学の評価と受入れ条件について.これまでの検討結果を要約する必要はない

であろう｡まとめに要求されるところは,これらを受けて,受入れ条件としていかな

る問題点が見出されたかである｡在El留学生の在El学生生活に期待した,大学での勉

学,研究と大学スタッフとの交流は概ね満足されており,衣食住についてもそうてあ

るとする調査結果 (I.在日生活への期待と評価)は,同時にその条件である受入先

の大学の学術水準の高さと黄新理論,成果の提供が行われており,教授,学生の留学

生指導について関心が深いという調査結果 (Il,日本留学についての評価)から裏付

けられている｡こうしたことが,個人的には ｢再度日本で研究の仕上げをしたい｣と

いう希望となり,また ｢母国の学生に日本留学を薦めたい｣という結果を導びく｡勿

請,それは多くの留保条件をつけてのことである (｢或る程度同意できる｣という回答

を含む点で)oこの留保条件の検討が問題点の発見につながるoアンケ- ト調査の結果

はこのような傾向性を物語っているが,｢自由な意見｣の記入はその内容を補完するも

のである｡しかし自由記入は.多くの場合,留学生の当面あるいは体験した事実につ

いて語られることが多いため,具体性は強いが例外的な性格も含まれ易い｡この点を

留意しながらなお,次の諸点を問題点として指摘できよう｡

1 留学速択時において,母B]ではEl本の大学,殊に制度についての情報が得にく

いことであるO留学の意志決定が,例えば相対的有利とされる文部省奨学金受給資格

の獲得がこれに優先するとすれば,真に日本留学の目標はたて稚いてあろ｡国によっ

てはこの選考条件に問題ありとする場合もあるが,留学生個人にとって ｢El本及び日

本の大学｣｢専攻ないし研究内容｣の情報不足はその後の留学成果に大きな影響を与え

るO日本としてこの意見は率直に聞くべきことであろう｡

2｢留学先大学 (院)の割当て｣については,留学生にとって勉学,研究目的と一

致しているかどうかについての不安材料として受取られているようてある｡希望と合

えば問題はないが,そうでない場合強い不満か表明される傾向が強い｡関適して ｢修

士と博士課程が同じ大学にない｣ことも同様である｡受入れ大学側の態様がこの間題

と関連するほか,希望大学 (堤)の指導教授との接触の有無 (事前の各種の紹介,逮

絡等を含む)は留学生にとって関心が大きいようである｡留学生のいう ｢自由に選釈

し,事後にも専攻を変更できるよう｣にはならないであろうが,先の問題と開通して

何らかの直接的な積触方法が検討されてよいのではなかろうかO
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3 文部省奨学金受給者とそれ以外の留学生との間には,経済生活の安定を基底に

した様々な評価差が生じていることは事実てある｡広 くその縫合を与えよという意見

がそこから出されるが,殊に発展途上Egや東アジア諸国の留学生達にそれが多い.私

費留学生に対する国際高等教育協会等からの経済的支援の努力を多とLながら,一方

では国賓留学生への r偏った待遇｣を問題とするむきもあるo指摘は経済的援助を必

要とする国への配分の不足だというものである.これと同時に,留学生自体のレベル

を落すべきでないという指摘もある｡配属と選考という問題の内容は容易に論じ得る

ものではないが,奨学金給付桟会の増加を検討する際に留意すべきことであろう｡

4 E]本譜能力の問題については既に論述されているところであり,そこでの改善

案は概ね留学生自らによっても指摘された｡

5 居住条件についての留学生の要望は,総じて明確であった｡要は ｢日本人学生

との交流｣機会の重視である.このことは ｢留学生寮はゲットーと類似している｣と

いう点に端的に示されるように,留学生寮の内部でも対日本人に限らず,留学生相互

間に交流が寡いといった事情を反映するものであろう｡そうであれば,それは｢運営･

管理｣の問題と関連する｡一方,日本,日本人,日本社会を理解する絶好の機会と認

めながら,その不足を問題とすることにもなる｡容器はもとよりその機能を重視する

方針が今後いっそう重要となるであろう｡

6 アンケー ト結果で留学生がもっとも不満だとするものは ｢日本人の母国事情の

理解のなさ｣｢発展途上国への関心のなさ｣と.帰B]後の交流.｢アフターサービスが

すくない｣といった点で,切実な問題指摘となっている｡殊に指導教授や同じ専攻に

ある学生達のそれは ｢孤独感｣を高め,友好感を損ねる株因のひとつに数えられるよ

うである｡日本人側からすれば交流の方法,習慣の在り方の工夫ということになろう

が, 日常性をもつ具体的場面であるだけに考慮を必要とするであろう｡殊に教授の多

忙さを目のあたりにみながら,接触の少なさを ｢会えることがラッキーだ｣とし ｢ア

ンフェアーだ｣という表現についてである｡

(山下 雄三)

(注)

(1)例えば次の如くである.

①国際経済商学生協会,九州地区委員会『九州における外B]人留学生の現状と課題(昭和55

年 3月)

②京都大学経済学臥 留学生教育方法検討委員会･前川嘉一,浅招葛里FASEAN詣E]から
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の日本留学の効果と問題点- 現地調査の報告と提言- A(1981年 3月)

③広島大学,大学教育研究センタ-FEl本の大学院教育に関する留学生の意見調査 全国

調査結果の概要- i(1982年 2月,第52号)

①広島大学教育学軌 二宮 時FEE本の大学の国際化と大学教育に対する外国人留学生のイ

ンパクトに関する研究i(昭和59年 3月,文部省科研報告書)

⑤碓氷 尊 ｢帰国外国人留学生へのアンケー ト調査の結果に関する報告｣『筑波フォーラ

ム,NR23,1985年 3月』筑波大学

⑥川野重任柄 F在日外国人学生- その日本観 A(大明堂.昭和57年11月刊)

(2)上記,⑥川野重任窮 『在日外国人学生』
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第5章 日本の社会経済に関する留学生の見解

第 5章 日本の社会経済に関する留学生の見解

は しがき

在日及び元留学生は,日本が実現させてきた高い成長率をともなった経済発展に対

して,特にそれを支えてきた日本の社会的条件に関して,どういう見解をもっている

のであろうか｡また,在日留学生と自国に帰国した元留学生との間でこの点に関して

何らかの見解の差異がみられるのであろうか｡

以上のような興味深い問題の一端をさぐるために,日本の経済発展の要因として特

に次の3点に焦点をあてて,在H留学生ならびに元留学生に対して全く同じ質問をお

こなってみた.質問の第1は,日本の教育制度であるo第2は,人口増加という安閑

である｡第3は,労働体制という要因である｡

各質問に対する回答は,｢その通りである｣｢どちらかといえばその通りと思う｣｢そ

うは思わない｣｢なんともいえない｣｢わからない｣の5つの選択肢のひとつをえらん

でもらう形をとったOその集計結果は,後出のイてJ表 ･集計表に整理されている｡従っ

て,本章ではこの集計表を参照しながらそのなかで特別に注目すべき点だけをしるす

ことにする｡後山の集計表を参照すれば理解されるように,在Elないし元留学生の総

計での回答に対比してみて注目されるべき差異が最もみられるのは留学生の出身地域

での回答であったOそこで特に本章では,この点に注意をはらいながら,回答の様子

を整理していくことにする｡

さらに,経済発展には人的能力の開発が不可欠であるという広く認められた視角か

ら,より一般的に経済発展と人的能力の開発との関連についての質問も加えておいた｡

そして,より具体的に留学生の意見を開くために,以上 4つの質問に関して自由に意

見を書いてもらった.

以下,まず経済発展の要因に関しての回答を,i.教育制度,ll.人口増加,lll･

労働体制の順に整理してみていくことにする｡ついで,王Vで経済発展と人的能力の開

発 との関連についての一般的質問の回答をさぐI),最後にVで留学生の自由意見を整

理してしるすことにする｡
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Ⅰ 日本の教育制度

1 在日留学生の回答

日本で現在勉学中の留学生が,現在日本の経済発展の要因として,教育制度につい

てどのような認識をいだいているか｡この点を明らかにする目的て,合計12個の日本

の教育制度にかかわる質問をした｡(付表 .A-i(総計)Ⅵ I19-(1)及びA 川(地域

別)Ⅵ ･12 (1)参照)

まず名項 日ごとに,在日留学生の回答の状況をみていくことにしようO

① ｢義務教育年限が6I3制 で十分に長いこと｣(6･3制)

これがEl本の経済発展の要因として重要であると考えるか否か.を質問としてきい

てみたのであるO回答は,前述の通り,｢その通り｣｢どちらかというとその通 りと思

う｣｢そうは思わない｣｢なんともいえない｣｢わからない｣の5肢のうちひとつを選ぶ

形で与えてもらったo

在日留学生全体の回答でみてみると,｢その通り｣が,277%.｢どちらかといえば

その通りと思う｣が29.7%,そして ｢そうは思わない｣が28.9%となっている｡つつ

いて ｢なんともいえない｣が4.7%,rわからない｣が7.2%,残り190/.が無Eil答であ

る (後出の集言i衰参月削｡

最初の2つ ｢その通り｣と ｢どちらかといえばその通りと思う｣を合計して日本の

経済発展の要因として ｢義務教育が6･3制 で十分に良いこと｣が重要であると判断

した回答,すなわち r肯定｣の回答としてとらえてみると.574%となる｡これに対

して,第3番目の回答 ｢そうは思わない｣を,この質問に対するはっきりとした T否

定｣の回答としてとらえてみると,それは前記の通 り29.7%となっている｡

この ｢肯定｣｢否定｣というカテゴリーでの回答に着目してみるとき,興味深い傾向

を示しているのは,在日留学生の出身地域別の集貢i結果である｡｢肯定｣｢否定｣だけ

で要約し直したのか,表 5 1である｡特に中東地域からの留学生の回答の42.1%が

｢否定｣の回答を与えている点は興味深いoそれに対して.北米 ･西欧等のいわゆる

先進国からの留学生のなかで ｢否定｣の珂答を与えた者の比率は,絶計平均よりも10

%以上低 くなっている｡発展途上国に属するその他の地域はほほ総平均と近い回答率

となっているO

(塾 r義務教育での中途退学が少ないこと｣仲 途退学)

留学生総計で回答をみてみると,｢肯定｣｢否定｣の回答率をとってみると,r肯定｣
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表 5- 1 日本の教育制度について 在日留学生地域別集計

質 問 回 答 北 米 南 米 西 欧 凍 欧 * # アフリカ 南アジア 東南アジア煉

アジア その他義務教育年限が 6.3机で十分に長い 肯 定 66,7 58.8 71.5 66.6 47.4 66.6 5

1.3 60.1 55.5 58.3こと 否 定 19_0 17.6 217.9 0

42.1 0 28.9 29.9 30.6 25.0義務教育での中途退学(dropout)が少 肯 定 66.7 64.7 67.

8 66.6 47.4 44.4 51.1 56.3 50.0 50.0ない.こと 否 定 14.3 9.ら 3.6 0 10.5 08.9 10,0 15.0 25.0

肯 定 71.4 62.7 60.7 100.0 42.1 55.5

57.8 57,4 61.3 50.0と 否 定 9.5 2.0 10.7 0 1

0.5 02.2 7.7 8.8 16.785.7

78.4 85▲7 66.6 57.9 88.9 75,6 76.6 85.0 66.7否 定 03,9 0
0∋10ー5 04.4 6.1 6.7 F 8.3高等学校以上の拓等教育への女子の進 肯 定 57.

1 】33.3 60.7 0 52.6 44.4 48▲9 52.9 52.3 50.0学卒が高いこと 否 定 【19.0 27.5 21.4 66.7 26.3 ll.1 22_2 20.7 23.

5 25.0芯等教育の内容が充実 していること 肯 定 70.4 56.8 50.0 66.7

57.9 55.5 68.9 69.4 64.6 50.0否 定 14.

3 5.9 17.9 33.3 10,5 02.2 6.1 10,1 41.7肯 定 38.1 43.1 57.2 66.7 47.4 44.4 62.3 54.7 48.5 50.0

否 定 9.5 9.8 17.9 0 15.8 04.4 13.4 23.5 25.0拓等教育進学につし,て奨学金制度が発 33.3 43.1 57.2 66.7 47.4 4

4_4 62.3 54.7 38.5 50.0否 定 19.0 9.8 17.9 0 15,8 04.4 13.

4 23_5 25.0国や公共Efl体が横榛的に高等教育制度 肯 定 66.7

60.8 85.8 100.0 52.6 77.7 77.7 76.6 71.5 75.0否 定 4.8 3.9 0
05.3 02.2 3.8 6.2 0芯等教育を積極的に進めることについ 肯 定 85.7 74.6 82.1 100_0 52.6 88.9 73.3 76.2 77.4 75.

0ての国民的関心が謡いこと 否 定 0 0 0 0 10.5

0
8
.
95
.
05
.
1

0芯等教育を受け ることが立身



が52.9%,｢否定｣が12,3%となっている｡ ｢肯定｣の回答のなかで ｢その通 り｣とす

る積極的肯定は,28.1%となっている｡

留学生の出身地域別にみてみると,北米 ･南米 ･西欧で ｢肯定｣の回答率が稔乎均

より大きいことがわかる｡

③ ｢義務教育の内容が充実していること｣(義務教育の内容)

留学生総計で回答をみてみると,｢肯定｣の回答率は,59.5%,そして｢否定｣が8.2

%ということになる｡但し,｢肯定｣の回答のなかで,｢どちらかといえばその通 りと

思う｣という消極的回答が,33.5%と半分をこえている点は,注意されるべきであるO

特に北米出身の留学生の ｢肯定｣の回答率が71,4%と総平均より高くなっている｡

喧)｢高等学級以上の高等教育への進学率が高いこと｣(高等教育への進学率)

留学生総計で回答率をみてみると,｢肯定｣の回答率は,80.1%,｢否定｣の回答率

は,57%となる｡｢肯定｣の回答のなかで,｢その通り｣という積極的回答が43.2%と

半数をこえている｡中東からの留学生の ｢否定｣の回答率が10.5%と平均より高くな

っているO

⑤ ｢高等学校以 ヒの高等教育への女子の進学率が高いこと｣(女子の進学率)

留学生総計で回答率をみてみると,｢肯定｣の回答率は,51.3%,｢否定｣の回答率

は,22.4%となるO但し,｢肯定｣の回答のなかでも,rその通 り｣とする積極的な肯

定の比率は17.9%で,｢否定｣の比率より低 くなっている点は,注意されるべきであろ

う｡

この項目は,女子の進学率に関するものであるが,男子留学生と女子留学生とのあ

いだで,この回答率にほとんど差はみられない｡地域別にみても,南米からの留学生

の ｢肯定｣の回答率が,33.3%と平均より小さくなっている以外,余り地域差もみら

れないO

⑥ ｢高等教育の内容が充実していること｣(高等教育の内容)

総計での回答率をみてみると,｢肯定｣の回答率は,648%,｢否定｣の回答率は,

8.7%となっているo但し,前項目と同様に,｢肯定｣の回答のなかで,｢その通 り｣と

する積極的肯定は226%にすぎず,｢どちらかといえばその通りと思う｣という消極的

肯定が42.2%に達している点は,注目されるべきである｡

北米 ･西欧 ･東欧出身の留学生の ｢否定｣の回答率が,14.3%,17.9%,33.3%と

いうように,総計での平均にくらべて相当に大きくなっている｡逆に,南アジア ･東

南アジアという発展途上国からの留学生の回答においては,｢否定｣の回答率が,2.2

%,6.1%と総平均よりも小さくなっている｡先進国と発展途上国とからの留学生が,

200



第5章 El本の社会経1削二関する留学生の見解

El本の高等教育の内容についてこのように違う見解をもっていることは,面白い事実

である｡

⑦｢高等教育への進学率を高めるだけの経済的余裕が父兄にあること｣(経済的余裕)

総計での回答率をみてみると,｢肯定｣の回答率は,624%｢否定｣の回答率は,12.6

%となる｡この項目でも,｢その通り｣という積極的肯定が,22.8%であり,消極的肯

定より低い点は,注意されるべきである｡

特に北米出身の留学生の ｢肯定｣の回答率が,38.1%と稔平均より相当低くなって

いる｡

⑧ ｢高等教育進学について奨学金制度が発達していること｣(奨学金制度)

総計での回答率をみてみると,｢肯定｣の回答率は,46.7%,また ｢否定｣の回答率

は,176%となっている｡｢肯定｣の回答率は,50%を割っており,またそのなかで積

極的肯定は16.1%でしかないのであるo

この回答に関して注意すべきは,文部省の奨学金を受けている留学生の ｢肯定｣の

回答率が,53.7%と平均より高く,｢否定｣の回答率が9.3%と平均より低くなってい

る｡これに対して,｢その他の奨学金｣及び ｢奨学金なし｣の留学生の場合は,｢肯定｣

の回答率が39.6%,432%と平均より低く,｢否定｣の回答率が264%,24.3%と平均

に比べて格段と高くなっている｡地域別にみるときは,北米,･東アジアの留学生の｢肯

定｣の回答率が,33.3%.385%と平均より相当低 くなっている.

⑨ ｢匡卜や公共団体が積極的に高等教育制度を整備してきたこと｣(国の整備)

総計での回答率をみると,｢肯定｣の回答率は.73.1%,r否定｣の回答率が4.4%で

ある｡｢肯定｣のなかの積極的 ･消垣的肯定の割合は,ほぼ半分となっている｡

この項目に関しては,サンプルの少ない東欧が ｢肯定｣が100%となっている以外

は,地域別に大きな差はみられない｡

⑲｢高等教育を積極的に進めることについての国民的関心が高いこと｣(国民的関心)

総計での回答率をみてみると,｢肯定｣の回答率は,76,7%,また ｢否定｣の回答率

は4.6%となっている｡そして,｢肯定｣のなかで積極的肯定が40.1%となっている｡

この項目に関して地域別で注目されるのは,中東の留学生の回答率である｡｢肯定｣

が526%と平均より相当低く,逆に ｢否定｣の回答率が10.5%と相当高くなっている｡

また国別では,特に韓国の留学生の ｢肯定｣の回答率は72.7%とほぼ平均に近いのに

対 して,｢否定｣の回答率が9.4%と平均より相当高くなっている｡

㊥ ｢高等教育を受けることが立身出世の条件として考えられてきた｣(立身出世)

絶計での回答率をみてみると,｢肯定｣の回答率は,809%,そして ｢否定｣の回答
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率が7.0%となってい.そして,｢肯定｣のなかで積極的肯定が46.4%となっているo

南アジア･東アジアの留学生の回答においては,｢肯定｣の回答率は,それぞれ73.3

%,77.4%と平均よりやや低 く,逆に ｢否定｣の回答率が8.9%,9.2%と平均よりや

や高い｡特に韓国の留学生の回答では,｢肯定｣の回答率は,708%,｢否定｣の回答

率は15.1%であり,｢否定｣の回答率が平均のはば倍になっている｡

⑲ ｢個人的な能力さえあれば社会的指導者になれるという社会の体質が進学意欲を

高めているから｣(El本社会の体質)

総計ての回答率をみてみると,｢肯定｣の回答率は,63.8%,｢否定｣の回答率は17.0

%となる｡但し,｢肯定｣のなかでは,消極的肯定が353%と半分を越えている｡

この項目に関しては,地域別等でき程注目すべき差異はみられていない｡

以上,質問の項目別に回答の概要をみてきた｡そこで,留学生の回答にそって,本

質間に関する留学生の見解のあり様を整理してみよう｡

｢肯定｣の回答率の順に,以上の12項目を並べてみる｡

第1位 立身出世 80.9%

第2位 高等教育への進学率 801%

第3位 国民的関心 76.7%

第4位 国の整備 73.1%

第5位 高等教育の内容 648%

第6位 E]本社会の体質 638%

第7位 経済的余裕 62.4%

第8位 義務教育の内容 595%

第 9位 6･3宙り 57.4%

第10位 中途退学 52.9%

第11位 女子の進学率 513%

第12位 奨学金制度 46.70/.

こう順序づけてみると,まず第1に気がつくことは,｢奨学金制度｣が最下位にきて

いることである｡そして,｢経済的余裕｣が第7位となっていることをあわせ考えてみ

ると,留学生は,日本はもはや経済大国なので高等教育への進学に対して,奨学金制

度はそれ程重要ではないと判断している,ととらえておいてよいであろう｡

第2に気がつくことは,｢6･3制｣｢中途退学｣｢義務教育の内容｣といった義務教

育に関する項目の順位が,それ以外の高等教育に関する項目より下位に位置している
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第5章 日本の社会経済に関する留学生の見解

ことである｡勿論,これら3項目に対する ｢肯定｣の回答率は.50%以上となってい

るのて.義務教育それ自体の日本の経済発展に対する貢献が否定されている訳ではな

い｡しかし,高等教育の貢献度よりは低 く評価されている点は在日留学生の見解とし

て見落とせない事実であろう.

第3に気がつく点は,｢立身出世｣が第1位.そして,｢国民的関心｣が第3位を占

めている事実であるOこの2項目は,日本社会の高等教育への熱意を支える,いわば

社会的条件といえるものである｡あるいは,日本人の性向に関する条件である,とい

いかえてもよいであろう｡在日留学生の見解のなかで,この2項目がこのように高い

順位を占めていることは,注目に値する事実である｡そして,このようなEl本社会の

条件ないしEl本人の性向によって,｢高等学校以上の高等教育への進学率が高い｣こと

が帰結され,ひいてはそれが日本の経済発展の重要な要因となっている,というのが

在EI留学生の認識の大勢てあるといえるOこれに開通して,｢国や公共団体が積極的に

高等教育制度を整備してきたこと｣という国 ･公共団体の教育政策にかかわる条件が

高い順位を占めていることも,見落とされるべきではないであろう｡

2 元留学生の回答

元留学生が日本の経済発展の要因として,教育制度についてどのような認識をいだ

いているか,この点を明らかにする目的で,在日留学生に対するのと全く同様の貸間

をおこなったO(付表･B I(総計)Ⅵ･19一(I)及びA 日(地域別)Ⅳ･1211),参照)

まず各項Ejごとに,元留学生の回答状況をみていくことにする.

(》 ｢6･3筋山

元留学生全体の回答でみてみると,｢肯定｣の回答は,69.6%,｢否定｣の回答は,

15.90/oとなる｡在日留学生と比較Lてみると,｢肯定｣の回答率が574%から69.9%へ

と上月していることが注目される.これは,｢肯定｣のなかでも｢その通り｣とする積

極的肯定が,元留学生の場合に406%と,在日F.#学生の27.7%から相当上昇している

からである,日本での留学を終えて自国に帰国している留学生の回答で,この項目に

対する積極的肯定が大きくなっていることは,大変興味深い事実である｡

② ｢中途退学者｣

総計で回答をみてみると,｢肯定｣が57.4%,｢否定｣が8.0%となっている｡

在日留学生にくらべて,｢肯定｣の比率が少々上昇し,｢否定｣の比率が低下してい

る｡地域別に回答率がみてみると,北米 ･南米 ･西欧で ｢肯定｣の回答率が総平均よ
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り大きいことがわかる (表5-2).これは,在日留学生の場合と同様である｡

(診 ｢義務教育の教育内容｣

留学生総計で回答をみてみると,｢肯定｣の回答率は,62.4%.そLて｢否定｣が6.5

%ということになる,｢肯定｣のなかで横転的肯定は,34.1%となっている｡

前記2項目と同様に,在日留学生にくらべて ｢肯定｣の比率が上昇し,｢否定｣の比

率が少々低下していることがわかる｡

④ ｢高等教育への進学率｣

留学生総計で回答率をみてみると,｢肯定｣の回答率は,80.4%,｢否定｣の回答率

は,6.5%となる｡ ｢肯定｣のなかでも.積梅的肯定が53,6%となっている｡

この項目に関しては,在El留学生とほとんど差はないo

G)｢女子の進学率｣

留学生総計で回答率をみてみると,｢肯定｣の回答率は,579%.｢否定｣の回答率

は,20.3%となる｡

在日留学生にくらペて,｢肯定｣の回答率が上昇していることがわかる｡男子学生･

女子学生別にみると,男子の ｢肯定｣の回答率が62.7%,女子が404%と男子学生の

方が高くなっていることがわかる｡この点は,在日留学生とちがっている点である｡

⑥ ｢高等教育の内容｣

総計での回答率をみてみると,｢肯定｣の回答率は,645%,｢否定｣の回答率は,

10.9%となっている｡在E]留学生にくらペて,｢否定｣の比率が上月していることがわ

かる｡

この項目に関しては,西欧･東欧出身の留学生の ｢否定｣の回答率が,15.4%,16.7

%というように,総計での平均にくらペて相当に大きくなっている事実である｡逆に,

南アジア 〈東南アジアという発展途上国からの留学生の回答においては,｢否定｣の回

答率が0%,5,1%と総平均より′トさくなっているのである.この点は,在日'#学生の

場合と同様である｡

(診 ｢経済的余裕｣

総計での回答率をみてみると,｢肯定｣の回答率は,64.5%,そして ｢否定｣の回答

率は,10.1%となる.｢肯定｣のなかで積極的肯定は,37.0%となっている｡

在El留学生の場合より,｢肯定｣の比率が少々と昇していることがわかる｡

⑧ ｢奨学金制度｣

総計での回答率をみてみると,｢肯定｣の回答率は,55.1%,また ｢否定｣の回答率

は9.4%となっている｡｢肯定｣のなかでも,消榛的肯定が34.8%と大きい｡
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表 5-2 日本数育制度について :元留学生地域別集計

質 問 回 答 北 米 南 米 西 欧 東 欧 中 東 アフリカ 南アジ

ア その他義務教育の年限が 6.3制で十分に長 眉~ 定 66.7 60.0 80.8 100.0 28.5 1

00.0 80.0 58.9 25.0いこと 否 定 33.3 40.0 ll

.5 0 28.6 0 17.1 ll.8 50.0義務教育での中途退学(dropout)が少 肯 定 100.0 80.0 61_5 0 28.5 33,3 82.9 41.2 50.0

ないこと 否 定 0 20.0 3.8 16.7 14.3 33.3 0 ll.8 25.0我務教育の教育内容が充実しているこ li/3 月三 100.0 100.0 61.6 33.

4 42.9 66.6 71.4 61.8 75.0と 否 定 0 0 15.4 16.7 0 05.7

0 25.0高等学校以上の柘等致青への進学率が 肯 定 1

00.0 100.0 84.6 100.0 57.1 66.7 88.5 73.6 75,0否 定 0 0
7,7 0 14.3 05.7 2.9 25.0高等学校以上の拓等教育への女子の進 肯 定 100.0 80.0 61.5 50.0 50.0 66.6 71.4 41.2 50.0

否 定 0 20.0 26.9 33.3 21.4 33.3 ll.

4 17.6 50.0-S等教育の内答が充実 していること 肯 定 66.7 80.0 46.1 66.7 50.0

66.7 82.8 64.6 75.0否 定 33,3

20.0 15.4 16.7 0 33.3 8.6 2.7 25.0高等教育への進学率を高めるだけの経 骨 定 33,3 80.0 53.8 83.3 64.1

66.7 85.7 52.9 50.0否 定 0 20.0 15.4 0 0 05.7 ll.8 2

5.0苗等教育進学について奨学金制度が発 肯 定

66.7 0.0 42.3 50.0 42.9 33.3 74.3 47.1 50.0否 定 0 15

.4 07.1 08.6 ll.8 0餌や公共団体が構塩的に橘等教

育制度 肯 定 100.0 80,0 69.2 100.0 57.1 66.7 94.3 55.9 75.0否

定 0 07.7 0 0 0 02.9 0高等教育を稗板的に進め

ることについ 肯 定 100.0 80.0 73.1 83.3 50.0 66.7 91.4 73.5 50.0て国民的関心が高いこと 否 定 0 20.0 7.7 0 0 02.9 025
.

0
高等教育を受けることが立身出世の粂骨定1



在El留学生の場合と比較して,｢肯定｣の回答率が46.7%から551%へと相当に上昇

している事実は注目されるところであろう｡

(9 ｢国の整備｣

総計での回答率をみると,｢肯定｣の回答率は,754%,｢否克｣の回答率が22%で

ある｡｢肯定｣のなかでも積瞳的肯定が55.1%と大きい｡

この項目に関しても,在日留学生にくらべて少々ではあるが,｢肯定｣の回答率が上

月しているo特に,はっきりと ｢その通り｣とした輯轍的肯定が.341%から551%

へと上昇している点は注目さるよう｡

⑲ ｢匡L民的関心｣

総計での回答率をみてみると,｢肯定｣の回答率は.77.60/.,また ｢否定｣の回答率

は36%となっている｡｢肯定｣のなかでも積極的肯定が60.5%と非常に高い｡

この項目に関しても前項と同様に,在日留学生の場合にくらべて ｢肯定｣の回答率

が少々上昇しているが,その中でも.｢その通り｣の比率が401%から609%へと大幅

に上昇していることが注目される｡

⑪ ｢立身出世｣

総計での回答率をみてみると.｢肯定｣の回答率は,826%.そして ｢否定｣の回答

率が10.1%となっている｡｢肯定｣のなかでも,積極的肯定が65.2%と非常に大きいO

を日留学生との比較は,前項と同じて,｢肯定｣はやや上昇しているが,そのなかで

も rその通り｣とする横板的肯定が464%から65.2%へと上昇Lていることが注目さ

れる｡

⑲ ｢日本社会の体質｣

総計での回答率をみてみると,｢肯定｣の回答率は,558%,｢否定｣の回答率は10.1

0/.となる｡ ｢肯定｣のなかでの積極的肯定は38.4%となっている｡

在日留学生の場合に比較して,｢肯定｣の回答率は低下Lているが.｢その通り｣と

する積極的肯定は逆に上昇している点が注目される.

在日留学生の場合と同様に,｢肯定｣の回答率の順位にそって,12項目をならべてみ

よう｡

第 1位 立身出世 82.6%

第2位 高等教育への進学率 80.4%

第3位 Bl民的関心 77.6%

第 4位 国の整備 75.4%

第5位 6･3制 696%
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第6位 高等教育の内容

第6位 経済的余裕

第8位 義務教育の内谷

第9位 女了の進学率

第10位 中途退学

第11位 日本社会の体質

第12位 奨学金制度

第5章 H本の社台経済に関する留学生の見解

645%

6L15%

62.4%

579%

57.4%

558%

551%

各項目の]酬立は.ほぼ,在日留学生の場合と同じである｡従って.元留学生の認識

が在H留学生の場合と大きく変化している訳ではないということになる｡つまり,Fl

本の経済発展の要因としては,高等教育が最も重要であると認識されており,またそ

れは日本社会の条件とか日本人の性向に起因する.と認識されているのであるO

在El留学生の場合と比較してちがいがみられるのは,第1に ｢6･3制｣である｡

在日留学生の場合は,これが第9位で,｢肯定｣の回答率も57.L1%であったが,元留学

生の場合には,｢肯定｣の回答率が69.6%と亡弟しており,順位 も第5位にと昇してい

る｡｢義務教育年限が6･3括りで十分に長いこと｣という事実の評価は,このように元

留学生のなかでの方でより高くなっているのである｡さらに,義務教育に関する3つ

の質問全てに対して,元留学生の方が在El留学生にくらべて,より高い ｢肯定｣の回

答率を与えていることも注目される,これから日本での留学中は,自らの勉強してい

る大学といった高等教育のことが強く意識されていたのに対して.帰国後では自分の

国と比較して日本の義務教育の充実ぶりがより強く意識されるようになっている,と

考えてよいのてあろうかo

在日留学生との比戟てらうひとつ注目しておく必要のある変化は,｢個人的な能力さ

えあれば社会的指導者になれるという社会の性質が進学意欲を高めているから｣が在

日留学生の場合には,｢肯定｣の回答率が638%で第6位を占めていたのが,元留学生

の場合には,｢肯定｣の回答率が55.8%と低下して順位も第11位に後退していることて

あるoこの項目にみられるこの変化の原因は,必ずしも明らかてほないが,この変化

自体は興味深い｡

207



ⅠⅠ 人口増加

1 在日留学生の回答

現在日本て勉学中の留学生が,日本の経済発展の要因として,人口増加についてど

ういう見解をいだいているのだろうか｡また,最近の日本での人口の低成長に対して,

どういう見解をいだいているのであろうか｡こういった点を明らかにする目的で,El

本の人口増加に関する質問をおこなった｡

前節と同様に,まず質問の順に各項目ごとに留学生がどのように回答しているかを

みていくことにするO

①｢人口の規模が1億人を超えており,大規模生産ができるようになったこと｣(大

規模生産)

人口の規模が日本に大規模生産を可能にさせた,という事実が日本の経済発展の要

因として重要であると,留学生が考えているかどうかを質問してみた訳てある｡

在El留学生の絶計でみて,｢その通り｣という回答は206%,｢どちらかといえばそ

の通 りと思う｣が26.9%,｢そうは思わない｣が337%,｢なんともいえない｣が6.7

%,そして｢わからない｣が86%となっている｡5つの回答肢のなかで黄も回答率が

大きかったのが,｢そうは思わない｣という ｢否定｣の回答であった｡

前節と同様に,｢その通 り｣と｢どちらかといえばその通りと思う｣との合計を ｢肯

定｣の回答率として合計Lてみると,475%となり,｢否定｣の回答率33.7%を上luは)

ることになる｡

東アジア地域の留学生の回答では,｢肯定｣の回答率が415%と平均より低く,｢否

定｣の回答率は42.6%と平均を大きく上回わっている｡東アジア地域には.中国が含

まれるが,これらの留学生が,単に人口規模が大きいことだけが,経済発展の要因と

はいえないとする見解をいだいていることがわかる｡自国は人口が日本よりはるかに

大きいにもかかわらず.日本のように経済発展はしていないので,人口規模が大きい

ことがE7本の経済発展の要因とはいえないとする見解を,これらの留学生が抱いてい

る訳である｡

(参 ｢人口増加率が低く,子供の扶養負担が小さかったこと｣(子供の扶養負担)

この質問は,日本では人口増加率が現在のアジア諸国等に比較して低かったために,

子供の扶養のためには資本がそれ程かからなかったために,余裕の出来た資金が経済
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発展のための資本形成に向ったことが,El本の経済発展を早めた.とする考え方に関

する留学生の見解を問うたものてある｡

回答の状況は,｢肯定｣の回答率は63.9%となる｡イ旦し,｢その通り｣とする積極的

肯定は,264%に過ぎず,残りの37.5%は ｢どちらかといえばその通りと思う｣とす

る消極的肯定である｡これに対して ｢否定｣の回答率は,1770/Oと低い.全徒として,

留学生は.子供の扶養負担が小さかったことが,日本の経済発展を速めた,とする認

識をもっている,ととらえておいてよいであろう｡

この質問に対する回答に関しては,南アジア ･東南アジアからの留学生の回答は,

｢肯定｣の回答率が平均より相当高くなっているO南アジア地域からの留学生におけ

る｢肯定｣の回答率は.68.9%,そして東南アジア地域からの留学生の場合には,712

%となっている｡この結果はいうまでもなく,これら両地域では人口増加率が過去30

年位の間非常に大きく,それが子供の扶養への出費をまねいて経済発展のための資本

形成に資金がまわらない事態がみられるからてあろう｡両地域の留学生は,自国にお

けるこのような状態と比較してみて,El本では人口増加率の低いことが経済発展の幸

運な条件となっている,と考えているのであろう｡

③ ｢黄近の人口増加率が低くなったのは出生率が低 くなったから｣(出世率の低下)

この質問は,直接的に日本の経済発展の要因としての人口増加について聞いたもの

ではない｡従って,この質問に対する回答は,単純に,｢日本では出世率が低くなった

から人口増加率が低くなった｣といえるかどうかに関する回答としてとらえられるべ

きものであろう｡

回答の状況は.留学生総計でみて.｢肯定｣の回答率は,760%に達している｡そし

て,積極的肯定も478%に達しているOこれはこの質問に対する回答としては,うな

づけるところであるO

① ｢出世率が低いのは｣とするこの貸間は,日本の人口増加率が何故低いかに関す

る質問となっている｡それは,経済発展の直接の要因としての人口増加についてたず

ねたものではない｡しかし,それ自体として重要な質問である｡

④ 1｢家庭計画の考え方が普及しているから｣(家族計画)

留学生総計でみて,｢肯定｣の回答は.78.7%で,｢否定｣の回答は,5.5%である｡

積極的肯定の回答率は,48.4%と大きい｡この質問に関Lてほ,地域別等で注目すべ

き差異はみられない｡

①-2｢結婚年齢が高くなったから｣(結婚年齢)

総数でみて,｢肯定｣の回答率は425%と低い｡それも,積極的肯定は,135%にす
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ぎないO｢否定｣の回答率は,32.8%と高 くなっているo

地域別には,北米の留学生の ｢肯定｣の回答率が523%,南アジ7の留学生の回答

率が53.4%と平均より高 くなっている｡

(卦- 3｢優生保護法で産児制限が合法化されているからj(産児制限)

総数でみて,｢肯定｣の回答率は395%であるが,これは rわからない｣とする回答

率32.1%とほぼ同じである｡

北米 ･西欧の留学生の ｢肯薙 ｣の回答率は,57.2%,464%と総平均より相当高い.

反対に東アジアの留学生へ ｢肯定｣の回答率は384%と平均より少々ではあるが低い｡

特に,北米 ･西欧の留学生が,日本における出生率の低さの原因として,この産児制

限を重要であるととらえている事実は,彼らの持つ文化ないし価値観に照らしてみて

大変興味深い｡

任) Ll｢社会保障制度の整備によって,老後を子供に頼ろうという考えが国民の間

に少なくなったから｣(社会保障制度)

総数でみて,｢肯定｣の回答率は,530%になり,｢否定｣の回答率は,ill.5%であ

る.但し,｢肯定｣のなかでは,消極的肯定が3100/.と大きい.

この質問に関しては,北米 ･西欧のJJg学生の回答で ｢否定｣の回答率が,429%,

33.3%と総平均を大きく上まわっている,それに対 して,東アジアの留学生の｢肯定｣

の回答率は,666%と平均を大きく上まわっている｡東アジア諸国では,いまだに両

親が老後は子附 こ頼ろうとする傾向が強 く.それが出生率を高く維持 L続けている原

因となっている事態があるから,東アジアからの留学生の回答のなかてこのように｢肯

定｣の回答率が高 くなっているのてあろう｡

以上4項目の質問は.E1本の出生率の低下原因に関するものであったので,｢肯定｣

の回答率の順で,4項目を並べてみよう｡

第1位 家族計画 787%

第2位 社会保障制度 53.0%

第3位 結婚年齢 425%

第4位 産児制限 39.5%

となる｡｢家族計画｣の普及が,他の3項目に比べて,日本の人口成長率が低い原因と

して,留学生のなかで黄も重要なものとして意識されていることがわかろうOついで,

｢社会保障の整備｣が重要 と認識されている｡｢産児制限｣は,それ程重要視されてい

ないことが,読みとれようO
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蓑5-3 日本の人口増加について ■在日留学生地域別集計

質 問 回 答 北 米 南 米 西 欧 東 欧 中 東 アフリカ 南アジア

東アジア その他人口の規模が一億人を超えてお り.大 42.9 43,1 57.1 33.3 78.9 66.6

44.4 55.2 41.5 58.3否 定 23.8 31.4 28.6 33.3

10.5 ll.1 31.1 26,8 42.6 33.3人口増加率が低 く,子供の扶沓負担が 骨 定 52.3 51,0 50_0 33.3 42.1 88,9 68.9 71.2 】63,6 41.6

否 定 14.3 23.5 21.4 0 15_8 0 13.3 14.9 19.1

41.7付 足 85.9 78,4 85.7 66.7 89.5 88.9

80.0 83.5 71,6 75.0生牢が低 くなったから 否 定 05.9 3.6 0 0 04.4 5.4 9.4 ⊆16.7

≧1940年代の出生率が高 く.若い労働者I/'Ijly, -- 57.2 50.9
64,3 66.7 63.2 77.8 51.1 54.8 43.6 83.3否 定 4.

8 15.7 14.3 0 10.5 02.2 10.7 25.1 16_7ilV
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_5 64.3 66.6 68.4 88.8 88,8 82.4 78.8 66.7

否 定 9.5 7_8 7.1 0 15.8 0 02.7 6.7 16,752.3 23.5 42,9

33.3 52.6 33.3 53.4 43,7 40.5 50.0否 定 28.

6 49.0 39_3 0 21.1 33.3 17.8 31,8 35.7 16.7億生保讃法で産児制限が合法化されて 〉甘 定 57.2 33,3 46_4 33.3 36.9 55.5 24.5 40
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(9｢1940年代の出生率が高く,若い労働省が急増したことが,ことに,1960年代の

El本の経済成長を支えた｣(1940年代の出生率)

この質問は,特に1960年代の日本の高度経済成長の要因として,労働者の供給増加

という要因が重要であったか否か,に関する留学生の見解をきいたものである｡総数

でみて,｢肯定｣の回答率は.505%で,｢否定｣の回答率は,16.8%となっている｡

但し,｢肯定｣のなかで積極的肯定は173%にすぎない｡

東アジア地域の留学生の回答のなかでは.r否定｣の回答率が25.1%と平均より相当

大きくなっている.これは,いうまでもなく,中国等の留学生が,労働供給の増加だ

けでは日本の1960年代の高度成長は説明しきれないと考えていることを示している｡

人口増加率の高い地域の留学生の見解を示すものとして,興味深いO

⑥ ｢最近における日本の出生率の低下,人口増加率の低下は,EF本の経済成長率を

今後低下させるであろう｣(経済成長率の低下)

｢肯定｣の回答率は,153%であるが,そのなかても消極的肯定が12.6%となってい

る｡これに対して,｢そうは思わない｣という｢否定｣の回答率が,566%と過半数を

超えている｡

北米 ･西欧の留学生の ｢肯定｣の回答率は.28.6%,25.0%となっており,総平均

の15.3%を大きく上まbっている｡これは,人口成長率の低下,経済成長率の低 Fを

経験Lている地域の留学生の見解を示すものとLて,興味深いOこれに対して,東7

ジアの留学生の ｢否定｣の回答率は66.1%と平均より大きいO東アジ7のように人口

成長率が高くても経済成長が余 りみられない地域の留学生は,日本でも人口成長率が

低下しても経済成長率は落ちないであろうと考えていることになる｡北米 ･西欧と東

アジアとのこの対照は.興味深い｡

2 元留学生の回答

(》 ｢大規模生産｣

総計でみて,｢肯定｣の回答率は,58.0%,｢否定｣の回答率は29.0%である｡

在El留学生と対比してみて,｢肯定｣の回答率があがり,｢否定｣の回答率が低下し

ていることがわかる｡

地域別にみて,東アジアの留学生の ｢否定｣の回答率が平均より大きいのは,在E]

留学生の場合と同様である｡

② ｢子供の扶養負担｣
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総計てみて,｢肯定｣の回答率は,62.3%となる｡但し,消極的肯定が348%と過半

数を超えている｡｢否定｣の回答率は,19.6%であるO

在日留学生と比べてみて,ほぼ同様の回答状況といえる｡地域別では,東南アジア

の留学生の ｢肯定｣の回答率が80.0%と乎均より相当大きくなっているoこの点も,

在E]留学生の場合と同様である｡

③ ｢出生率の低下 J

稔数でみて,｢肯定｣の回答率は,80.4%となっている｡中でも,梢榛的回答率が53.6

%と大きい｡ r否定｣の回答率は7.2%にすぎか ､oこの質問は,前の在日留学生のと

ころで述べたような性格のものであるので,｢肯定｣の回答率がこのi:うに高いのは,

ある意味で当然のことであろう.

④ ｢出生率｣に関する4項目は前述の通 り,El本の人口成長率が低かったことの僚

因に関する質問である｡各項目別にみていこう｡

④ 1｢家族計画｣

総数でみて,｢肯定｣の回答は.826%であり,また積極的回答率は,543%となっ

ている｡これに対し ｢否定｣の回答率は,51%にすきない｡

総数でみても,在El留学生の場合とほぼ同様であるといえる｡また,地域別にも興

味深い差異はみられない点も,在E]留学生の場合と同様である.

④…2 ｢結婚年齢｣

総数でみて,｢肯定｣の回答率は,42,0%である｡それi),消極的肯定が26.8%と圧

倒的に高い｡これに対して,｢否定｣の回答率が333%となっている｡

傾向は,在El留学生の場合とほとんど変化がない｡しかし,東アジアの留学生の｢否

定｣の坦答率が41.2%となっており,総平均の ｢否定｣の回答率33.3%より10%程度

大きくなっている｡

④-3｢産児制限｣

総数でみて,｢肯定｣の回答率は,435%となる｡但し,消極的回答が254%と過半

数を超えている｡これに対して,｢否定｣の回答率が,203%に達している｡

在El留学生の場合と ｢肯定｣の回答率は,ほとんど差がない｡また,北米 ･西欧の

留学生に比べて,東南アジアからの留学生の ｢肯定｣の回答率が大きくなっている点

ち,在日留学生の場合と同様である｡

④-4｢社会保障制度｣

総数でみて,｢肯定｣の回答率は46.4%である｡但し,消極的肯定が29.0%と過半数

を超えているO｢否定｣の回答率は.17.4%である｡
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表 5-4 日本の人口増加について :元留学生地域別集計

質 問 回 答 巨北 米 南 米 西 欧 東 欧 * * アフリカ 南アジア

その他肯 定否 定 33.333.3 40.0 73.1 50.0 28.5 100.0 74.3 44.1 50,040.0 15.4 3

3.3 28.6 0 17.1 50.0 25,0肯 定 66.7 60.0 61.5 66.7 50.0 66.7 80.0 55

.9否 定 0 40.0 ll,5 16_7 14,3 0∃11
,4 32.466.6 80,0 80_8 100,

0 78,6 66.7 85,7 76,4否 定 0喜20.0 3_8 07,1 33_

3 2,9 ll.8fJhカ7 -I ≡33.3 喜40.

0 61.6 50.0 64.3 66.7 【;冒:; き 芸:芸∋ 75.0否 定 33.3 60.0

7_7 16.7 14,3 0 0叔近におけるB本の出生率の低下.人

I] スE 0 20.0 42.3 16.7 14.3 66.6 22.8 17.6 50.0否 定 33.3 60.0 30.8 66.7 57.1 0

65.7 64.7 25.0家族計画の考え方が普及 しているから 肯 定 66,7 100.0 69.3 83.3
92.8 66.6 88.6 82.4 100_0否 定 0 0

3.8 0 0 0ll_4 5.9 0結婚年齢が高 くなったから 円 疋 33.3 20.0 50.0
16.7 14.3 ≡66.7】 62.9 26_4 75.0喜否 定

0 80.0 23.1 33.3 ;57.1 i O 28,6 41,2 0優生保護法で産児制限が合法化されて 肯 定 33.3 20.0 46_2 33,3 14.2 33.3 62.
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在El留学生の場合に比べて,｢肯定｣の回答率が少々低下している.しかし,北米.

西欧の留学生の ｢否定｣の回答率が高く,また東南 ･南アジアの留学生の ｢肯定｣の

回答率が高いことは,在El留学生の場合と全 く同様であるO

以下4項El全体として.｢肯定｣の回答率の順で順位をつけてみると,

第 1位 家族計画 82.6%

第 2位 社会保障制度 46.4%

第 3位 産児制限 43.5%

第 4位 結婚年齢 42.0%

となってくる｡在日留学生の場合と.産児制限と結婚年齢の順が逆になっているが,

｢肯定｣の回答率そのものにこの両者はほとんど差がないので,在日旬学生の場合と

大きく見解が変化したものとはいえない｡日本の人口成長率が低い原因に関しては,

元留学生と在日留学生との間では,見解の差はほとんどないといえる｡

⑤ ｢1940年代の出生率｣

総数でみて,｢肯定｣の回答率は,55.8%である｡但し,｢その通り｣とする積極的

回答は,246%にすぎない｡ ｢否定｣の回答率は,17.L1%である｡

在日留学生の場合と全 く同様に,東アジア地域の留学生に ｢否定｣の回答が多い｡

⑥ ｢経済成長率の低下｣

総数でみて,｢そうは思わない｣というr否定｣が53.6%であり,過半数を占めてい

る｡これに対して,｢肯定｣の回答は,24.7%にすぎない｡それも消極的肯定が16.7%

と圧倒的であるOこの点は,在日留学生の場合と全 く同様である｡

IH 労働制度

1 在日留学生の回答

在El留学生が,日本の経済発展の要因として日本の労働制度についてどのような見

解をもっているかを知る目的で,4項目の質問をしてみた｡質問の順に,その回答の

状況をみていこう｡

① ｢日本人は本来勤勉で労働の密度が高いこと｣(E]本人の勤勉性)

前節,前々節と全 く同様に,回答を ｢肯定｣｢否定｣の回答として集計してみよう｡
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｢肯定｣の回答は,89.8%にも達している｡その中でも,積極的肯定が64.7%となっ

ている｡｢そうは思わない｣というはっきりとした ｢否定｣は3.7%にすぎないo

サンプルが少ない東欧で ｢否定｣が33.3%となっているが,これをのぞくと,いず

れの地域の出身者も,ほぼ ｢肯定｣の回答をしていることがわかるOこれは,El本人

に対するひとつの典型化されたイメージであるが,在E]留学生もはっきりとこの典型

化されたイメージを抱いていることがわかる｡

② ｢日本には身分意識が少なく上下の差別なくよく働 く｣(身分意識)

総数でみて,｢肯定｣の回答率は48.5%である｡その中でも,梢協的肯定が,282%

と過半数をこえている｡｢否定｣の回答率は.369%である｡

地域別では,北米 ･西欧の留学生の ｢否定｣の回答率が.52.4%,50.0%と総平均

より相当大きくなっている｡北米 ･西欧の留学生の目には,日本にも身分差別がある,

と映っているのであろう｡これに対して,南アジアの留学生の｢肯定｣の回答率が71.1

%と平均より非常に高いO母国でカースト制をもつ南アジアの留学生が,このように,

El本には身分差別がないと考えていることは,非常に興味深い.

③ ｢週45時間の長時間労働の体制になっているから｣(長時間労働)

総数でみて,｢肯定｣の回答率は,60.9%となる｡積極的肯定･消極的肯定はそれぞ

れほぼ半々である｡｢否定｣の回答率は,15.3%と低い｡

この項目に関しては,｢身分意識｣の項とは全く反対に,北米.西欧の留学生の ｢肯

定｣の回答率が809%,821%と平均より相当大きくなっている｡北米 ･西欧での企

業に対比して,日本型経営が長時間労働体制になっている,という見解が示されてい

るのである｡これに対して,東アジアの留学生の回答では,｢肯定｣の回答率が56%と

平均より低 く,また ｢否定｣の回答率が21.9%と平均より高い｡中国 ･韓国の留学生

は,自Blの企業に比べて,日本は決して長時間労働体制であるとはいえない,とする

見解をいだいている訳である｡北米 .西欧の留学生と東アジアの留学生との間にみら

れるこの対月削ま,興味深い｡

喧)｢労働組合が企業別組合であり,ストライキが少ないから｣(企業別労働組合)

総数でみて,｢肯定｣の回答率は,605%となる｡そのなかでは,消極的肯定が32.8

%であり過半数をこえている｡そして,｢否定｣の回答は,13,8%であるO

この頃目には,東アジアの留学生の回答で ｢肯定｣の比率が55.3%と平均より少々

低 くなっている｡東アジアでも,ストライキは少ないが,経済発展は日本ほどではな

い,とする見解を留学生が抱いているのであろう｡

以上4項目を,｢肯定｣の回答の順で整理してみよう｡
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表5-5 日本の労働制度 :在日留学生地域別集計

質 問 回 答 北 米 南 米 西 欧 東 欧 中 東 ア71)カ南7-}7東南アジア

東アジアその他育 )近否 定 85478 90529 96.40 663363 89553 77.80 95262 89

,73.4 90395 751607青 史否 定 235284 433922 395030 66.60 571598 55ll5

1 712010 55.228.7 d24569 255803肯 定否 定 80498 511307 8271i100.00

84.20 44ll41 73647 61.312.6 56∵ー09 58LIT47肯 定否 定 661473 62589 711453 100.00 78.90 55,50 73.40 62.5ll.5 551936 75803

第 1位 日本人の勤勉性 898%第2位 長時間労働 60.

9%第 3位 企業別労働組合 60.5%第 4位 身分意識

48.5%この順位それ自体は,大層興味深い｡まず,留学生は,日本の経済

発展は ｢日本人が本来勤勉で労働の密度が高い｣ことに帰国している,と非常に強く認識

していることがわかる｡ついで,｢遇の労働時間｣とか ｢労働組合体制｣とかの制度的条件が重要

であると認識されている.そして,最後に,｢日本は身分差別のない社会｣であるか

ら経済発展が可能となった,とする認識は半分以下の留学生によってしか

支持されていないのである｡

全体として,やはり日本人の労働性向が日本の経済発展を支えたとする認識が一番

強 く認識されている訳であるが,この点は興味深い事実である｡

2 元留学生の回答在日留学生と全く同様の質問を,元留学生に対してもおこなった｡

在日留学生の場合 と同様に,回答をまず質問の順にみていこう｡① ｢日本人の勤勉性｣

元留学生の総数でみて,｢肯定｣の回答率は,89.9%である｡それも,積極的肯

定が7



と少々平均より低下している点が目につくだけで,あとの地域の留学生は共通して,

この質問に対して ｢肯定｣の回答をよせていることがわかる｡

(参 ｢身分意識｣

総数でみて,｢1当走｣の回答率は,54.4%でか ),そのなかで積極的肯定は,28.3%

と過半数をほんの少し上回っている程度である｡これに対して,｢否定｣の凶答率は290

%である｡

在 El留学生の場合に比べて,｢肯定｣の回答率は少々上昇L,｢否定｣の回答率は少々

低 ドしているo在日留学生の場合と同様に,北米 ･西欧の留学生の回答で ｢否定｣の

回答率が大きい｡それぞれ67.7%,30.8%となっているO

③ ｢長時間労働｣

総数でみて,｢肯定｣の回答率は.681%である｡それも,積極的肯定が362%と過

半数をこえている.これに対して,｢否定｣は,15.9%である｡

在El留学生の場合と比べて,｢肯定｣の回答率は上昇している｡

在El留学生の場合と同様に,北米 ･西欧の留学生の ｢肯定｣の回答率が平均より高

いoそれぞれ,100%,807%であるCこれに対して,東アジアの留学生の ｢肯定｣の

回答率は,471%と平均より低 く,また ｢否定｣の回答率は,235%と平均より高い｡

北米 ･西欧の留学生と東アジアの留学生の間でみられるこの対.Emは,在E=】留学生の場

合と全 く同様である｡

佳)｢企業別労働組合｣

総計でみて,｢肯定｣の回答率は68.9%てあり,横転的･消椿的肯定はほぼ半半であ

る｡

在日留学生の場合に比べて,｢肯定｣の回答率が少々ヒ昇している｡地域別にみてみ

ると,北米･西欧の留学生の ｢肯定｣の回答率が100%,769%と非常に高くなってい

る｡在 Elの留学生の場合には,こういう傾向がみられなかったことを考えるとき,北

米 ･西欧の元留学生がこの項目に ｢肯定｣の回答をよせていることは,きわめて興味

深いoこのことは,日本での留学中にくらペて,母国に帰国Lてからの生活の中で,

日本の企業別組合制とか,それによるストライキの少なさをより強く意識しはじめた

ことを示している,と受け取っておいてよいのではなかろうか｡在日留学生の場合と

同様に.東アジアの留学生の ｢肯定｣の回答率は,平均より低い｡

以上4項削こわたる質問を,在日留学生の場合と同様に,全体として r肯定｣の回

答率の順で整理しておこう｡

第 1位 El本人の勤勉性 89.9%
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第 2位 企業別労働組合 68.9%

第3位 長時間労働 681%

第4位 身分意識 5Ll.4%

在El留学生の場合と,｢企業別労働組合｣と｢長時間労働｣の順位が入れかわってい

るが,これはその ｢肯定｣の回答率がほぼ同じなのて,それ程意味のある逆転ではな

いO｢日本人の勤勉性｣が黄も強く肯定され,そして ｢身分意識｣には否定が多いとい

うこの留学生の認識のパターンには,在日留学生の場合とくらペて変りがない訳であ

るOやはり,｢日本人の働き者という性向｣が,経済発展の最重要原因として意識され

ているのてある｡

Ⅳ 人的能力の開発

以上,EI本の経済発展の要因として,教育制度 ･人口増加 ･労働体制についてのい

くつかの項目に関する留学生の見解を整理してみた,これらの質問を一般的に支える

という意味をまとめる意図で最後に,留学生に対して,｢人的能力の開発は経済発展の

重要な原因のひとつである,という考え方に同意するか否か,を質問しておいた.

まず在日留学生の回答状況であるが,それは総計でみて以下の通 りである｡

その通 りと思う 801%

必ずしもその通りとは思わない 12.6%

まちがっている 0.8%

なんともいえない 1.2%

わからない 1.1%

この中で ｢その通 りと思う｣を ｢肯定｣の回答,そLて ｢必ずLt}その通りと思わ

ない｣と｢まちかっている｣を｢否定｣の回答ととらえると,｢肯定｣の回答率が.80.1

%,そして ｢否定｣の回答率が13.L1%となる｡全体として.｢肯定｣の回答率が圧倒的

に大きい｡これは,留学生が.経済発展には人的能力の開発が重要であることを強く

認識していることを明らかにしてくれる｡

男女別 ･在籍別また専門別いずれの場合にも,ほぼ共通して ｢肯定｣の回答率が圧

倒的に大きい｡
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表5-6 日本の労働制度 :元留学生地域別集計

資 間 回 答 北 米 南 米 西 欧 東 欧 * % アフリカ 南アジ

ア その他日本人は本来勤勉で労働の密度が高い 骨 定 100.0 80.0 84.6 100.0 92.8

66.6 94.3 94.1 75.0こと 否 定 0

20.0 3.8 0 0 0 0 0 25.0E本には身分意識が少 く上下の差別 な 肯 定 33.3 40.

0 38.4 66.6 64.3 66.6 60.0 64.7 25.0くよく働

くから 否 定 66.7 40.0 30.8 0 14.3 0 28.6 29.4 75.0週45時間の長時間労働の体制になって 肯 定 100.0 60.0 80.7 50.0 78.6 6

6.6 77.2 47,1 100.0いる企兼が多いから 否 定 0 40.0 7.7 0 14.3 0 1

4.3 23.5 0労働組合が 企兼組合であり,ス トライ loo.0 80,0 76.9 83.3 64.3 100.0

65.7 58.8 75.0否 定 0 20.0 7.7 0 14.3 0 22.9 20.6 0表 5-

7 人的能力 :在日留学生地域別集計# 間 回 酎 北 米 佃 利 西 勘 東 町 中 東｢人間能力の開発は経群発展の盃要な 肯 定 61.9 64.7 71.4 66.7 57.

9 66.7 7.3 78.9 87.6 41.7原因の一つである｣という考え方につ 否 定 23.8 33.4 25.0 33.3 36.9 22.2 17.8 12.6 7.

1 58.3表 5-8 人的能力 :元留学生地域別集計質 問 回 答 北 米 南 米 西 欧 東 欧 中 東 アフ



第5章 日本の社会経済に関する留学生の見解

前節までと同様に留学生の出身地域別に,｢肯定｣｢否定｣の回答率をみていくとき,

北米 ･西欧の留学生の ｢肯定｣の回答率が61.9%,71.4%と.全体の平均より低 くな

っている点が注目される｡このひとつの原因は,アンケー トの英語での質問がdevelop

illdividualpotentlalとなっていたことであろう｡日本語での ｢人的能力の開発｣とい

う概念とこの英語とのずれが.｢肯定｣の回答率を低下させたのではなかろうか｡この

ことは,自由に意見を記入してもらったなかでも,明らかになっている点である｡こ

の点を一応別にするとき,いずれの地域の留学生も一般的には,経済発展にとって人

的能力の開発が重要であることには同意している.と整理しておいてよいであろう｡

元留学生の場合は,その回答の状況は以下の通りである｡

その通 りと思う 81.2%

必ずしもその通りとは思わない 14.5%

まちがっている 1.4%

なんともいえない 0%

わからない 7%

｢肯定｣は,812%,｢否定｣は15.9%という結果である｡在日留学生の場合 と同様

に,北米 ･西欧の留学生の ｢肯定｣の回答率が平均より低いが,この原因も在日留学

生の場合と同様であろうo全体として,元留学生も圧倒的に,経済発展には人的能力

の開発が重要であると考えていることは確かである｡

Ⅴ 日本の社会経済に関するその他の意見

以下,本節ではアンケー トのなかで,留学生に自由に意見を記入してもらった個所

から,報告しておくべき価値がありそうだと判断したものをひろいあげてみることに

する｡その時特に,5肢選択の形での質問からの回答とは違う意見に焦点をあてるこ

とにする｡留学生は,日本語と英語のいずれかで回答をよせている｡日本語でかかれ

た回答は,El本EJ,,1を暢正せずにほぼそのままの形にしておく.これは,留学生 (元留

学生も含む)の日本語能力を示しておきたいからである｡全体として,日本語で回答

した留学生の日本語能力は,なかなかのものであることがわかろう｡英語で示された

回答は,日本語に翻訳して,示すことにする｡

胤 各回答の後にかyコ内で,在日留学生か,元留学生か,及び留学生の出身地域
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ないし国名を示しておく｡

1 教育制度

5肢選択の形での質問に対する回答を整理した結果としての留学生 (在 El,元を含

む)の日本の教育制度に関する見解は,ほぼ以下の通りに要約しうる｡

日本の経済発展の要因としては,｢高等教育への進学率が高い｣という事実が一番重

要視されていた｡そしてその原因としては,｢高等教育への国民的関心が強い｣とか｢高

等教育を受けることが立身出世の条件とされている｣とする点が衆も重要と判断され

ており,｢高等教育のための奨学金制度の整備｣という条件は,｢肯定｣の回答率でみ

て最下位に位置していた｡｢高等教育｣に対するこの強い ｢肯定｣に対比してみると,

｢義務教育｣の内容とか整備は,日本の経済発展の要因として,留学生によって必ず

しも ｢肯定的｣に評価されていない結果がみられているo

さて,自由記入の意見のなかには,｢学位さえあれば,社会的指導者になれるという

社会の体質が進学意欲を高めている｡｣(日本語回答.元,韓国)といったように,ほ

ぼ上記の結果を追確認させるような回答もみられた｡しかし,以下,5肢選択の質問

に対する回答結果とは,少々違った意見をひろい出してみよう｡

･｢とくに強調したいのは,義務教育のレベルが高いこと｣(日本語回答,元,タイ)

といった意見のように.留学生全体の見解とは少々違って,日本における義務教育を

重視する意見もあった｡

以下,問題の意見を少しずつ整理してみておこう｡

日本人の教育に対する考え方

･ 戦前教育を受けた人々に国を報いる意識が強かったため,国民が戦後,自分 .

個人の利得を考えずによく働いたこともその主な要因であったと思う｡(日本語

回答,在日,東アジア)

･ El本の発展はもちろん全国国民の努力ですが,しかし,歴史的のbackgroundで

も重要な原因である｡僕見た目本社会はstepがはっきり別れるが,彼も一流社

会入りたい｡この競争と面子問題かけたそうです｡個人的な能刀,しらないけ

ど,本当に人間交際･人間関係が重要なpositoin｡(日本語回答,在日,北米)

･ 学閥に対する東洋的思考がこわされないで保有されたのが,一つの重要な要因

である｡(日本語回答,元 東アジア)

日本では,教育のことを考えすぎている｡それが,El本の家庭に大きなプレッ
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シャーをかけすぎている｡(在日,西欧)

日本の教育システムは,未成熟な大学生をうみ出しすぎているようだ｡(在日,

北米)

日本の教育の発展は,Ei本の非軍事政策にもとっくところが大きいのではない

か｡(元,東南アジア)

2 人口増加

5版選択肢による,この項目に関する質問への回答は.ほぼ以下の通 りであった｡

｢人口増加率が低かったので子供の扶養負担が小さかったから｣とする項目への ｢肯

定｣の回答率が一番大きい｡｢子供の扶養負担か小さかったので,経済的生産活動に資

本がまわされたことが,日本の経済発展を支えた｣とする見解を多くの留学生が抱い

ている訳である｡これ以外の質問,例えば ｢人口規模が大きかったので大規模生産が

可能になった｣という人口の市場規模-の効果に関しては,｢肖◆走｣の回答率は低く,

特に人口の多い中国を含む東アジア地域の留学生の回答てははっきりとした ｢否定｣

の回答が多かった.また,日本の人口増加が小さかった原因に関しては,｢家族計画の

普及｣に対する ｢肯定｣の回答率が一番高く,ついで,｢社会保障制度の充実｣｢結婚

年齢の上昇｣がきて,｢優生保護法による産児制限｣に対する ｢肯定｣の回答率は最下

位となっている｡

以下,少々整理して,留学生の意見をみていこう｡

･ 現在の人口ゼロ成長は,日本の経済力だけでなくて,国家の安全保障を維持す

ることも,困難にするであろう.(元,西欧)

El本の現在の低人口蛾長率の原因について

･ 私の考えは正しくないかもしれないが,人口増加率低下の原因は,やはり社会

構造である｡厳しい社会,社会の圧力とか,収人不足,支出多すぎるとか物価

が高くなって税金が高いと思いますが,子供の教育,いろいろお金がかかりま

すが,人口は都前に集結して,空間が少なくなった｡(El本語回答,在日,北米)

日本で出生率が低いのは,中産階級の生活が苦しくて子供を多く持つ余裕がな

いからだ｡(在日,西欧)

･ 農業的文化から,都市的な高度産業国家になると,その国土も人口増加率は下

ると思います｡(日本語回答,元,東アジア)

日本の現在の低人口成長率の影響に関して
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これから高齢化の社会になるため,日本の出生率の低下が続 くと,老人の扶養

負担が大きくなるてあろうoそのことで,El本の経済が影響されるであろう｡

(日本語回答,在日,北米)

消費者が減少傾向になるが,-イ ･テックも利用しながら,労働者が減少して

も,産業の生産は低下Lないだろう｡(El本譜回答,在日.東南アジア)

･ 低い子供扶養が 日本の経済成長をもたらしてきた｡しかし,そのことが,かえ

って将来経済の低下をもたらすことになる可能性がある｡なぜなら,将来若者

と老人とのバランスが大きく崩れる｡つまり老人の数が若者の数に対して著し

く膨れ上がり,生産力の低下を引き起こすからである｡(日本語回答,元,東ア

ジア)

･ 出生率が低下する反面,老人数が増加｡老齢化社会になると,労働人口が減る

のが,経済成長に影響あると思います｡(日本語回答.元,東アジア)

それ以外の意見

･ 明治維新以後,El本人が良い国民性を身につけたからである.慧えば,仕事に

熱中,集団性,きちんとしている礼儀など｡(日本語回答,在日.北米)

･ 人口要因よりは,口本の労働者の仕事に対する態度が,経済発展には重要であ

るO(在日,西欧)

日本の経済発展は.人口には直接関係がない｡人口以上に,輸入関税の方が重

要である｡(在El,東南アジア)

El本の経演発展にとって最 も重要な原因は.世界の平和てあったと思うO(衣

日,東アジア)

3 労働体制

5肢選択肢による質問への回答にあらわれた留学生の意見は,ほぼ以下のように整

理できる｡

｢日本人が本来勤勉である｣ことが経済発展の要因として重要であるとする回答が｢肯

定｣の回答率でみて第1位である｡ついで,r長時間労働体制になっていること｣並び

に ｢企業別労働組合であるのでストライキが少ないこと｣が,ほぼ同程度の ｢肯定｣

の回答率を示している｡そして,｢日本には身分意識がないのでEl本人はよく働 く｣と

する項削ま,過半数を割る ｢肯定｣の回答率しか得ていない｡特にこの最後に関して

は,北米 ･西欧の留学生の回答の中に ｢否定｣が多かった事が注目される0
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第 5車 日本の社会経‡削こ関する留学生の見解

5肢選択と類似の意見

･ 日本人は ｢会社のためなら｣という意識が強いため-モーレツ社員,(日本語回

答,在日,北米)

･ 終身雇用制で安定が保障され,充実に働ける,(El本譜回答,在日,東南アジア)

日本における終身雇用制が,労働者を熱心に働かせるのだと思います｡(在El,

北米)

El本の労働組合は,企業単位の ｢共同体 Jなので,ストライキが少ないのは,

当り前ではないか｡(在日,西欧)

El本流のチ-ムワークが最も重要｡(元.北米)

それ以外の意見

･ 面子 (メンツ)が重視されるから｡先進国にならないと自分を許せない国民意

識O(日本語回答,夜El,西欧)

El本の労働者が熱心に働くのは,資格がなくなってArLえることを恐れているか

らである｡(在日,南アジア)

･ 奉公と言う伝統的思想が,底流に流れておるのも,一つの要因だと思われます｡

(日本語回答,元,北米)

日本には,階級差別がないことは事実でしょうが,それ故に日本人がi:く働く

のではないと思いますOやはり,日本人の行動様式が重要なのだと思います｡

(元,北米)

4 経済発展と人的能力

この質問は,前記3項目の質問に比べてその質問の内容が非常に広い｡従って,そ

の回答も実に多様であった｡そこで回答を,日本でみられる人的能力の開発に関する

意見と,より-1発受的な意見とに大別してみてみよう｡

日本での人的能力に対する意見

･ 若者に思想上,倫理観念上,もっと考えさせる.そして,自己がどんな責任を

負わなければならないのかが,分ってくるでしょう｡(日本語回答,在日,北米)

･ 基本的な考え方に問題があると思います｡日本では f人並がいい｣が評価され

るようです.｢無難と思わなくなること,それを評価しないこと,g10uPから解

放すること,個性を認めること,一人でいられること,人が大きくなること,

神経質でないこと｣は評価されない｡前向きの人間よりも ､､足並みをそろう〃
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方が評価される状態の中ては,人的能力の発展は稚Lい｡(日本語回答,在H,

東南アジア)

El本もある程度,学歴社会であるが,素質を持っている人がいたなら積極的に

開発させるべきて.もしその人が中卒てあるとしても.尚ことのため.何か影

響されることなLに十分実力を発揮できるような,社会的認識が必要である0

日本は,経済が発達したわりにまだ学歴がものをいう社台てあると思う｡年功

序列制度,終身雇用制度は長所も多いが,例え若い会社員が能力があっても発

揮できないのか残念てあるo(日本語回答,在日,北米)

･ 伝統的な教育を打破る｡IQの高い子供が別な教育すること｡この点については

やっぱりアメリカの方が良く出来ている｡子供達のIQは押えるではなく,自由

に思考や発展させるわけであるo(E]本譜回答,在日,北米)

日本の社台は年功序列の社会だとよく言われていますが.それによってエリー

ト社月の能力が往々にして抹殺されることもあるでしょう｡どのようにしてエ

リー ト路線をこの年功序列路線の中に組み入れたらよいかは,一考に価するて

しょうO(日本語回答,在日,東アジア)

(1)年功序列制度を見直すこと

(2) 学歴社会を見直すこと

(3)あらゆる人に対して無差別にその人の持っている特長を伸し,発揮させるよ

うな環境を与える｡(El本語回答,在H,西欧)

ところで.EI本譜での貸間が ｢人的能力の開発｣となっていたのに対して,英文で

の質問は,developil一dividualpotentialとなっており,少々意味が違っていた｡Lか

し図らずもこのことから,日本人に対する興味深い意見がみられたのて,少々ひろい

出しておこう｡

日本では,集団志向が強くて,個人の自立心を養 う教育がされていない｡(衣

E].西欧)

日本では,全体との調和が重視されて個人の能力は,隠されたままにされてい

る｡(在El,北米)

･ 個人の発達は,経済成長以上に重要な社会の課題であるO(在日,西欧)

･ 個人の発展とは.自己のモラルの発展の問題たと思います｡従って,単なる公

式的な教育システムだけでは,充分ではないと思います｡(在日,北米)

･ 個人主義こそ黄優先されるべきて,年功序列制は廃止されるべきです｡(在日,

東南アジア)
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第 5車 El本の社会経済に関する留学生の見解

それに関連する今後の課題としては,まず.日本の社会全体で,個性,独創催

及び独立的な思考力を開発させるだけの空間を造るということてはないかと思

いますO私の感 じとLては,El本は確かに個性に欠けた社会だと思いますo

(元,北米)

一般的な意見

･ 全国民に必死に勉弓も 向上意志を持たせること｡タメな面,会社,社会を許さ

ないことの意識を持たせれば,自ら開発できる｡だからまず ｢やる気｣です｡

(日本語回答.在El,東アジア)

･ 教育制度を充実させて,ただの一般高校の教育だけでなくて,いろいろな専門

分野の技術的訓練i'行なって,皆もできるだけ自分に適する教育チャンスを与

えること｡(日本語回答.在日,東南アジア)

･ 人にそれぞれ持っている専門知識にふさわしい仕事をさせて.それぞれの能力

を発揮させることが必要だと思うんですO(El本譜回答.在El,東アジア)

･ 政府政策と社会環境が大切だと思う｡(E]本語回答.元,東7ジア)

これは人間の優秀潜在能力を意味するので,これは教育を通じて再開発しなけ

ればならない事で.まず目標設定をして衆大な開発促進のためには,より持続

的で効率的ななれるか,国際的な開発が必要である事,先進国と開発途上国間

相互に人的交流を通じて,知識以前に広い分野の面から広大開発を意味する｡

例えば,相互内の文化 ･歴史 .国民性などから,対話と接触が多いほど長く深

くお互いの発展にのぞましいO(日本語回答.元,東アジア)

対象の知的水準に応じて専門教育を施し,且つ自主的にgro岬Studyするよう

側面支援すべきでしょうO(El本譜回答,元,東南アジア)

･後進国あるいは発展途上韓においては,自拭内の人的能力開発は限界があると思

うo従って,先進国の政府がより多くの奨学金を出して,発展途上国の留学生

を受入れ教育するのか望 ましいと思うO(El本語回答,元,東南アジア)

社会的に,企業的に,人々が能力の高い人の研究などに充分に支持しなければ

なりません｡つまり,人は,自分の才能を充分に発揮するような経験を提供す

べきですOつまり｢人尽其材,物尽其力｣非′削こ重要だと考えていますO(日本

語回答,元,東アジア)
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結 び

1 日本の経済発展の要因としての教育制度に関する在E]留学生の見解を,質問事

項への ｢肯定｣の回答率の高さで順序づけてみると,｢高等教育を受けることが立身出

世の条件とされている｣とか ｢高等教育への国民的関心が強い｣といった高等教育に

関する項目が最上位を占めている｡ついで,｢国が高等教育を整備している｣とか ｢高

等教育の内容が充実している｣といった項E]がくる｡｢義務教育が6･3静tで長い｣と

いった義務教育に関する項目は下位にきている｡そして,｢高等教育への奨学金制度の

充実｣は最下位となっている｡

元留学生の回答状況も,ほとんど在日留学生の場合と変化がない,しかし,｢義務教

育｣に関する項目への ｢肯定｣の回答率が,在日留学生の場合よりやや増大している

点は,注目されるべきてあろう｡

2 El本の経済発展の要因とLての人口増加に関する在日留学生の見解をみてみる

と,｢人口増加率が低かったので子供の扶養負担が小さかったから｣とする項目への｢肯

定｣の回答率が一番大きい｡｢子供の扶養負担が小さかったので,経済的生産活動に資

本がまわされたことが,日本の経済発展を支えた｣とする見解を多くの在日留学生が

抱いている訳であるOこれ以外の質問,例えば ｢人口規模が大きかったので大規模生

産が可能になった｣という人口の市場規模への効果に関しては,｢肯定｣の回答率は低

く,特に人口の多い中国を含む東アジア地域の留学生の回答でははっきりとした ｢否

定｣の回答が多かった｡また,日本の人口増加が小さかった横田に関しては,｣家族計

画｣の普及｣に対する ｢肯定｣の回答率が一番高く.ついで ｢社会保障制度の充実｣,

｢結婚年齢の上昇｣がきて,｢優生保護法による産児制限｣に対する ｢肯定｣の回答率

は最下位となっている｡

元留学生の回答は,在El留学生の回答状況と全く同様である｡

3 経済発展の要因としての労働体制に関する在日留学生の見解においては,｢El本

人が本来勤勉である｣ことが経済発展の要因として重要であるとする回答が,｢肯定｣

の回答率でみて第1位である｡ついで,｢長時間労働体制になっていること｣ならびに

｢企業別組合であるのでストライキが少ないこと｣が,ほぼ同程度の ｢肯定｣の回答

率を示している｡そして,｢日本には身分意識がないので日本人はよく働く｣とする項

目は,過半数を割る ｢肯定｣の回答率しか得ていない｡特にこの最後に関しては,北

米 ･西欧の留学生の回答の中に ｢否定｣が多かったことが注目される｡

元留学生の回答の傾向は,在日留学生のそれとほぼ同じである｡
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第5章 H本の社会経済に関する留学生の見解

4｢経済発展には,人的能力の開発が重要である｣と考えるか否かという一般的質

問に関しては,圧倒的に多くの在日･元留学生が,その通りと思うとする ｢肯定｣の

回答を与えている｡この点て,留学生ははっきりと経済発展に対する人的能力の開発

の重要性を認識しているといってよい｡

5｢その他の意見｣は,実に多様である｡特にその中でも,北米 ･西欧の留学生が,

E]本の教育体制は個人の独立性を必ずしも伸ばしていない,とする意見を多く述べて

いた点が,注E]されよう.

(原 洋之介)
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第 6章 提 言

第6章 提 言

Ⅰ 留学生来日の流れをつ くることが基本

(1)｢21世紀への留学生政策に関する提言｣は,｢国が主体生を持って,--･国賓留学

生の受け入れを拡充するとともに,これを牽引力として私費留学生の釆Elが 1つの流

れとなって定着するような留学生の学習上,生活上の条件整備が必要である｣として,

21世紀へ向けてのわが国留学生受け入れ政策の展望を行なっているが,以上のアンケ

ー ト調査の結果はまさにこれを裏付けるものと見得る｡わが国への留学生来日には性

格上 2つのものがあることは既述したが,そのいずれも教育の国際交流推進の観点か

ら望ましいものであるこというまでもない｡しかも,その流れが気運として,最近の

El本の経済発鳳 科学,技術の進歩を背景として次第に高まりつつあることも事実で

ある｡来日の動機を語る留学生の声,E]本留学への評価は全体としてそれを裏付ける｡

(2) しかし,それがなお着実な流れとして定着し得ていないことも亦事実であるO

途上国学生の4分の 1が日本を第1順位の留学先として考えなかったという事実がこ

れを語る｡また,国賓による留学生招致数に対するその他留学生の割合がわが国の場

令,アメリれ フランスにくらべてはもちろん イギリス,西 ドイツにくらべても格

段に低いという事実も間接にこれを裏付けるものであろう｡これは逆にいえば,それ

だけ牽引力としての国賓留学生招致の重要性を語るものとも見得る｡

事実,日本語能力,家族関係を通ずる経済力の判断等からして,文部省留学生とし

ての奨学金受給があることによってはじめて来日,留学が可能となったと思われる国

費留学生が少なくないのである｡しかも,それら国費留学生は帰国後,研究,教育,

行政等母Elでの要職につき,El本譜使用の機会も多いものが少なくないというOこれ

が日本への留学推進のための牽引力となるであろうこというまでもない｡自らも再留

学の機会をEl本に求めている者の多いこと,上述に見る通 りである｡

(3) そこでまず,国費留学生招致の拡充とともに,その学習条件,生活条件の整備

について特段の配慮を行ない,牽引力としての役割が一層効果的に果されるようにな

ることを期待したい｡学習条件,生活条件の整備については,以下に述べる留学生一

般のそれと基本的に同じであるが,なお,特には招致された学生の立場として次の諸
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点-の配慮が望まれる｡

(》 奨学金支給の安定 現行では修士,博士号の学位取得目的の有無如Jpは 問わ

ず,一応2年を限度とし,後は恨I)に大学院博士課程に入学しても,予算の範囲内で

の延長という形をとるため.不安定だとする留学生の声があるO自由意見として述べ

られたものだが,対応措置の必要があろうO

② 博士弓･取得を目的として釆ElL,その諒解が得られた思って米たところ,鰭

士課程のない大学に配属されたという不満がある｡大学院の学生定男との開操もあろ

うが,事前に誤解のないよう措置が必要であろう｡

③ 資料,情報の送付等帰国後のアフターサービスの欠如を訴える声がある一方,

日本への再留学を希望する声も強い｡これらへのサービスの徹底.機会提供の拡充を

要望したい｡

佳) 学位特に博士号取得希望者については.その際難が不満の最たるものである

が,この問題解決の一助としても,(卦の措置への配慮が望 まれる.

⑤ 後述,日本語教育体制,とくに海外におけるその体制整備に関連しては,国

費留学生を含めて帰国留学生達の協力と参加を求めることが望まれる｡その能力活用

というメリットだけにとどまらないこというまでもない｡

ⅠⅠ 日本語教育体制の整備

(1) これについては,まず海外における日本語教育体制の整備が早急の対応として

望まれる｡その有無,そこでの日本語学習枚会の多寡が,留学生達の来日後の学習能

力について.決定的ともいえるほどの影響をもつことが明らかとなった｡対応として

は組織的教育機関を現地,海外にもつことが基本であろうが,それにはEl本人海外子

女のための教育機関の活用も一方法であろう｡

また,組級的体制をもつにいたらないまでも,留学生達がこれまで利用して来た日

本語学習のメディアの具体的形はすでに教科書,テレビ,ラジオ,カセット等として

明らかである｡従ってこういったメディア人手の需要に梅力答えるように努力するの

も手近な一方法であろう｡

(2)現在,日本国際教育協会と国際交流基金の共催で行なっている外国人対象の日

本語能力試験の実施はこの気運を推進する有力な動因と考えられるが,将来は,少な

くとも日本語についての試験は.E1本での入試選考に先立ってここで可能ということ
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になろう｡また,それが留学生達の日本語能力を高める鎖線ともなるであろう｡少な

くとも釆[=麦はじめて日本語を学ぶ,それで専門の学習をするという目陰は避けられ

ねばならない｡講義の全く聴きとれない大学院学生が何%かいるという事態は即刻解

消されねばならない｡従って大イ那官推薦の国費留学生の現地での選考についても,日

本語能力は一層重視されて然るべきてあろう｡

(3) 日本における日本語教育体制の整備の必要についてはいうまでもない｡特に,

当面,E1本語能力の不十分なままに来日する者の多いと考えられる国費留学生の場合

にはその教育体制について一層の工夫,改善が必要と思われる.研究生の場合,各大

学,大学院への配属に先立っての短期教育に限ることなく,大学配属後もすでに一部

で行なわれているように,専門教育と併せてEl不語教育を持続的,補完的に行なうこ

とが必要と思われる｡といってももちろん,受入大学での教育が全面的にあるいは基

本的に日本語以外で行なわれ しかも留学生にその語学能力の用意ありと判断される

場合にはこの必要のないこというまでもない｡

(4) 国賓留学生以外の一般留学生を対象とするEl本譜教育については2つの流れが

ある｡受入大学付属のEl本語学校ないし特設日本語学科等がその 1ってあり,他は一

般民間の日本語学校である｡前者は当該の大学の学部入学を前提として一応基準も体

制 も確立している場合が多いようであるが,大学院入学を前嬢としての教育の有無,

実態については詳かでない｡ ･殻.民間の日本語学校については,内容も水準も千差

万別のようである.われわれのアンケー ト調査では特にこの点についての所見を質さ

なかったが,自由意見としてこの種日本語学校の体制整備の必要が訴えられた｡釆El

前に正確な日本語学校選択が出来るように情報伝達について工夫するとともに,日本

語学校自体の整備がその教育内容ならびに物的設備の双方について行なわれる必要が

あろう｡

ⅠII 大学,大学院の教育体制の整備

(1) これについては,何よりもまず,留学生受入れが特殊,例外的なことでなく,

原則だとする考え方と体制に切りかえることが基本であろう｡留学生の受入れ枠をな

お定員の何%以内と限った大学は少なくない｡おそらく大学院でも同様のことがある

のではないかと思う｡留学生受入れには言語その他の関係からして.特別の負担がか

かるというのもー理由かと思うが,まずはこの枠の拡大が必要であろう｡関連して,
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当然,大学,大学院の全体としての定月枠の拡大も必要となるかも知れない｡また,

留学生受入れを主とする大学,大学院の新規登場もあってよいであろう｡ただし,こ

の場合,El本譜,外国語共用の教育は,日本人学生留学生双方を対象として,-一見う

まく行きそうで,その実,必ずしもそうでないということを留意する必要があろうO

日本人学生との共同の教育ならば,基本はやはり,H本譜により,外国語による場合

は外国人教師によるそれとして限るか,あるいは外国人留学生だけを対象として分化

すべきであろう｡日本人学生を対象としての外国語による,しかも語学能力必ずしも

十分といえない日本人教師によるその教育は現実問題として,隔靴接種,決してうま

くいかないのである｡

(2) 母国高等学校のカリキュラムにくらべて日本の大学のそれはそれほど難しくな

いとする意見も少なくないが,ある種の科削ま粍しいとする指摘もある｡特に,国公

立大学の場合,理工系の留学生達にとって数物系の科目が難し過ぎるとする意見のあ

ること,さらにこれに地域的特性が看取されるかに見られること,例えば東南アジア

等途上国学生において特にこの指摘が強く見られること等は,具体的教授,教育の方

法の問題として留意に値する｡

(3)学位取得の困難については,しばしば伝えられる通 りであるが,｢日本語能力の

低さ｣を理由とする意見のある一方 ｢そうでない｣とする考え方のあることは注意に

催する｡では何が理由かといって明らかでないが,自由意見等で教師の指導の姿勢等

に対する不満が表明されていることは見逃し得ない｡外国人として特別の配慮がない

というわけである｡これはおそらく,(2)の問題の存在にも関係するところであり,敬

撹,教育の姿勢の問題として留意を要する点であろう｡

(4) 学位,特に博士論文執筆について, El本語での執筆強制の例が少なかったこと

は救われた思いだったが,この点はむしろ,当方の審査能力がある限り,儲学生達の

選択によることを基本とするというように割切ることも必要ではないかと思う｡また,

英,独,仏等外国語2ヵ国語の試験合格を条件とすることについても,欧米系以外の

留学生側からの意見として,苦痛の声が寄せられたことも軽視出来ない｡輸入学問に

始った8本の大学の伝統的思考をこの辺で払拭し,一部日本語を以て代えるというこ

とを考えてもよいのではないかと思う｡

(5) 日本の学位に対する国際的評価も確かに,留学生の流れを規制する重要要因の

1つであろう｡現状は既述の通りであるが,これは率直のところ-一朝--夕には変えら

れ難い｡ただし,学位の評価がそのままある種の免許要件としてつながるというよう

な場合には,その是正方に国として努力する必要のあるこというまでもない｡
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第 6章 提 言

(6) なお,大学,大学院教育については,国費留学生の場合,国として用意してし

ているチューター制度の運用について,不満の意見が述べられた事例のあったことを

注意しておきたい｡要するに,チューターたる機能を十分に果していないということ

であるが,これはチューターに対しての教育,指示の間題でもあろう｡

Ⅳ 生活条件,居住条件

(1) 生活条件については,やはり,奨学金の機会の乏しきが問題であろう｡私費留

学生の場合は元来資力のある者が来日しているのだからその必要なしとの意見もある

が,必ずしもそうではない｡El本譜の堂等もあり.El本ではアルパィ.トの桟会も限ら

礼,さらに最近の円高による負担増の問題等もある｡仮りにそうだとしてち,私費留

学生に対する奨学金支給の機会の増加はそれだけ,その能力はありながら,資力なく

Lて釆El出来なかった人々の留学を新たに誘い出す契機となることだけは間違ない｡

しかし,その奨学金制度の拡充をどうするか｡かつて外国,El本の奨学金を含めて外

部の援助で海外留学をした人々を含めて国民 1人1人が自らの責任と考えず,もっぱ

ら政府依存,財界依存の風潮の強い日本では絶望的という感じさえあるが,やはりそ

の重要性,必要性についてはくり返し強調しておかねばならない｡

(2) 居住条件については,その希望が極めてはっきりしているO大学内属の寮を最

優先とし,外Bl人用宿舎がその次,3位が民間アパー トで,El本人家庭は最下位であ

る｡しかt,,個室で,出来れば ｢El本人学生と一緒｣という｡個室条件は設計,建築

上の問題として別として,問題は日本人学生との共同生活という希望であろう｡大学

付属の寮の場合は.特に管理上の問題として,大学関係者の工夫と努力を必要とする

点であろう｡寮の建設については国公立大学の場合は別として,私立大学の場合は公

的援助によるその建設推進の方途も考られよう｡また,民間アパー トの建設について

も同様で,特に都市近郊では農地の利用に関連してこうした希望と計画をもつ者も少

くない｡これへの支援,推進が望まれる｡日本人家庭への希望が少ないのみならず,

家屋構造等からして受入れの事実上困難な実態からすれば,特にこの種の共剛篇合の

建設推進が急がるべきであろう｡

(3) 受入れ条件に関連しては,特に途上国学生の場合,母国に対する日本人の認識

のなさ,E1本人社会との接触の困難の不満が表明されていることを注意しておきたい｡

教育のBl際交流推進の根本は,｢国民が全体として,国際的に開かれた心の持ち主と行
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動の人となること｣だと,既述の ｢21世紀への留学生政策に関する提言｣も述べてい

るが,かくて,われわれは再び原点に立ちかえるわけである｡この心と行動なくして

は,何事も前進しない｡しかもそれは他人事ではない｡何よりもまずわれわれ国民 1

人 1人にとっての問題なのであり,その責任なのだ,このことを重ねてここに強調し

ておきたい｡

Ⅴ 終りに

終 りに,El本経済の発展についての見方を質したが,それは留学生達がいわゆる学

問以外にEl本人,El本社会との接触によって何を学び,何を持ち帰ろうとしつつある

かを知 りたいということからであったO広い意味での留学の成果を知ろうということ

であった｡そして彼らは確かな眼を以て日々,日本を教師,あるいは反面教師として

見つめつつあることを知った｡さらに,その見つめる眼の,先進国,途上国の学生間

における差は微妙な交錯として,われわれ自身の眼をもとどめさせることとなった｡

彼らの芦に開き,彼らの声に答えながらわれわれ自身も亦前進しなければならない｡

それが真の国際交流というものであり,また,それこそが進歩への大道なのであるC

(川野重任)
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付表 アンケー ト集計表

は しがき

1 ここに収めるアンケー ト集計表は,回収されたアンケ- トのうち集計可能な分- ｢在日

留学生｣については967人,｢元留学生｣については138人 をそれぞれの属性に応じて集計し,

一覧表としたものである｡

ここにいう属性とは,留学生問題に閑した分析を行ううえで公約数的性格をもつ要素を抽出し

たものであり,本研究の目的にT.LJ,じて次の9つを採用した｡これらの属性は在日留学生,元留学

生いずれの集計にも共通している｡

(総計) 回答者全体としての集計結果である｡

(性別) -罪,女の区分である｡

(回答言語別) -アンケー トは日本文および英文で書かれているが,留学生の回答はH本譜ま

たは英語のいずれを使用してもよいとされ,その回答言語別に集計したもの

である｡なお両方で回答した場合.全項目の回答であれば英語を (数例あっ

た),部分的であれば項目数で多い方を採用 (数例あった)した｡

(国別) 出身国名であって,記入方式によった｡

(地域削) アンケー トにあらかじめ次の10地域を区分 .指定し,これに○印をつける方

式とした｡北栄 ･南米 ･西欧 ･東欧 ･中東 ･アブL)カ ･南アジア ･東南アジ

ア ･東アジア ･オセアニア,これてある｡

(専攻別) 留学大学または大学院 研究生で在籍する場合の ｢学部Jまたは r研究科｣

の名称によって,アンケ- トに記入されたものを事後的に分類した｡区分は

全体で9つであるが,理科系としては,理工,農学,医 ･薬学,その他理系

の4区分,文科系としては.日本語,人文 ･社会,経営 ･経乱 政治 ･法律,

その他文系の5区分を採用した｡

(国公 ･私立別) 国立 ･公立大学と私立大学の区分である｡

(学籍区分別) 在籍過程の区分であり,学部,大学院,研究生の3区分であるo

(奨学金類別) -奨学金の有無および奨学金支給母体による区分であり,アンケー トの記入結

果により,次のように事後的に分類した｡即ち文部省 (日本の文部省奨学金

受給者),その他奨学金(母国の政府,または民間団体奨学金受給者,日本の

私費留学生または地方自治体の奨学金受給者,その他),及び奨学金なし(ど

こからも奨学金をもらっていない)の3区分である｡2つ以上にまたがる場

合は3区分として文部省を優先した｡

2 アンケー ト記入による事後的な分類で特に留意すべきことがある｡分頬不能分は本来的な

無記入とは区別されねばならないが,ここではそれらを併せてとり上げられた分類基準にあては
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まらないものもN･Aに含めた｡分霜には細心の注意が払われたが,関連する他の (2つ以上の)

属性について矛盾があれば,正確な属性についてのみ採用し他をN･Aに含めた｡問題は (国別)

と (地域別)とのそれである｡この場合,申告記入された匡】名によって判帆 修正したが,中匡Ⅰ

という記入については,他の回答項目との間に部分的に噴い違いがある場合もあり,結果的に正

確さを期待することがかなり困難となった｡このため.ここに掲げるアンケー ト集計表では中国

という分類項目で申告のあったものについてはこれをそのまま中国として集計しているが,報告

書の記述では台湾との区別の困難を避けるため東アジアという (地域別)の区分を採用し,東ア

ジア地域を国別に扱う必要のあるときは韓B]を代表例として説明するに留めた｡

3. なお参考として,在日留学生および元留学生に対するアンケー ト (本文)を掲げておく｡

問題事項したがって質問項目に差があるため,これら2つのアンケー トは必ずしも共通していな

いのは当然である.この意味で,アンケー ト集計表の表側部分は質問項目にコー ド番号をfJL,

質問内容を端的に表す文言を記載した｡報告書の記述は目頭に掲げたとおり ｢在日留学生｣につ

いてはA-I～IVを,また ｢元留学生｣についてはB- I-lVを,それぞれ ｢付表｣からの引用

を表すものとした｡
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質問 (項 削 番号質 問 内 容 回 答 内 容 稔 計 性 別 回
答 言 語 別罪 女 NA,

日 本 語 英 語実 数 (%) 矢 数 (%) 英 数 (%) 英 数.

(%) 英 数 (%) 英 数 (%)NA 336 34.7 249 38.8 66

29.3 21 21.0 313 52.3 23 6.2a千 967 100.0 642 100_0 225 100.0 100 100.0 598 100.0 369

100.03-(2)-3 3 0.3 1 0.2 1 0.4 1 1.0 3 0.5 0 0
1975 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 01976 1 0.1 1 0.2 0 0 0 0 1 0,2 0 0

いますか 1977 8 0.8 5 0_8 1 0.4 2 2.0 6

1.0 2 0,5(1974以前は 1978 5 0.5 5 0_8 0
0 0 0 4 0.7 1 0,31979 22 2.3 12 1,9 5 2.2 5 5.0 18 3.0 4 1_11980 47 4.9 37 5.8 6 2.

7 4 4.0 29 4.87 18 4.919811982 135204 14.021.1 85135 13.221,0 4649 20.421.8 42099 4.020.09 105143 1.623.9 3061 8.116

.5?19831984 187271 19.328.0 125179 19.527.9 4062 17.827.6 30 ～2.030.0 116123 19.420.6

71148 19.-40.11985 川 1.0 5 0.8 3 1.3 2 2.0 6 i.0

4 1.1NA 74 7.7 52 8.1 12 5.3 川 10.0 44

7.4 30 8.1汁 967 100,0 642 100.0

225 100.0 100 100.0 598 100.0 ≡369喜100.03-(2)-4 国公立 824 85.2 569 88.6 168 74.7 87 87.0 487 81.4 337

91.3私 立 132 13.7 69 10.7 52 23.1 ll ll.0 1

06 17.7 26 7_0区分 NA ll 1∴ 4 0.6 5 2.2 2 2.

0 5 0.8 6 1.6汁 967 100.0 642 100.0

225 loo.0 100 100.0 598 100.0 369 100.03-(2)-5 298 30.8 184 28.7 98 43.6 16 16.0 244 40.8 54 14.6

415 42.9 293 45.6 68 30.2 54 54.0 242

40.5 173 46.9研究生 220 22.8 146 22.7
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質問 (項 呂)番号質 問 内 容 2 総 計 生 別 回 答
J 語 別罪 女 N.A.

日 本 語 英 語矢 数 】 (%) 英 数 (%) 矢 数 き (%) 実 数 (%

) 矢 数 (%) 実 数 】 (%)家族から外同留 一応彩等学力 185… 19.1582 60_249 5,1 132 20,6 37 16.4

16 16,0 112 18.7 73 19_8全 く形叩なし 389 60.6

134 59.6 59 59.0 345 57.7 237 64.2れた

35 5.5 ll 4.9 3 3.0 39 6.59 10 2.77NA汁 /5 7.89672100.0 44642 6.9100.0 16225 7.1100.0 1こ)ト[Ll 1こ).0100.0 49598 8._100.0 26369 .

0100_05-(6) 140 14.5 90 14,0 4473 19.6 6 6.0 119 19,9 21 5.7271 28.0 176 27.4 32.4 22 22,0

206 34.4 65 17.67L >J jfA 448 46.3 3119~ 48_4 81 36,0 56 56,09 208 34.89

240 65.0NA 3474 3.57.7 _〇40 3.96.2 720 3.18.9 214 ～.014.0 _144 3.57.4 1330 3.38.1

汁 967 100.0 642 100.0 100.0 598 100.0 369 100.0大

きな影等㌍力 181 18_7 123 19,?. 39 17.3 19 19.0 121 20.2 605 16.3かえる間越現象 一応彩等非力 279 28.9 196 30.5 58 25,8 25

25.0 182 30.4 97 26.3は日本 も似通つ 全 く影響なし ≡ 330 34.1 218 34_0 78 34,7 34 34.0 178 29.8 152 41.2

103 10.7 67 10.4 30 13,3 6⊆ 6.0 73 12.2 30 8.1NA 7

4 7.7 38 5.9 20 8_9 16 16.0 44 7.4 30 8,1汁 967 100,0 64Z l00

.0 2251 100ー0 100 100.0; 598 100.0 369 100_05-(8) 大

きな彫甘力 319 33.0 205∃ 31,9 68 30.2】 46 46.0 96 16.1 223 60.4日本の文部省奨 -応6,m.),.ri力 92

9_5 61 9.5 18 8.0 13 13.024 24.0 40≡ 6.7 52 14.17

L t7L 434 44_9 292 45.5 118 52.4 367つ← 61_49 67 18.2ーと どんとt,いえよいNA 4478 4.68.1 3351 5.17.9 813 3.65.8 3 3▲014 14.0 J/58 6.- 79.7 2

0 1.95.4汁 967 100.0 642



質問 (二頃日)番号質 問 内 容 回 答 内 容 生 別 回 答
言1語 別男 】 女 N.A.

日 本 語 t 英 語英 数 (%) 英 数 (%) ≡矢 数 (%) 実 数 】 (%)

英 数 (%) 矢 数 (%)と 汁 967 100.0 642 100.0 225 100_0 100!

100.0 598 loo.0 369 100.05-(10) 161 16.6 94 1

4.6 55 24.4 12 12.0 107 17,9 54 14.6一応彩堺力 232

24.0 166 25.9 43 19.1 23 23.0 151 25.3 81 22.0全 く呈主IfZ轡なし 423 43.7 284 44.2 95 42.2 44 44.

0 243 40.6 180≡ 48ー8究機会 75 7,8 54 8.4 17 7.6 4 4_0 51 8.57【 24 6.5NA汁 76967 7,9100,0 44642 6.9100.0 15225 6.7loo.0 17100 17,0 46100.0 598

./100.0 30369 8_1100_05-(ll) 429 44,441.2 285ミ 44.4 104 46.2 40 40.0 240 40.1 189 51.2E]本の文化.社 398 ≡

267喜 41,6 94 41.8 37 37.0 263 44.0 135 36.6/､~ .LLJ■やこ- 全 く彩響なし千 72 7.

4ウ 52E 8,1 ll 4.9喜 9≡ 9.0 52 8,7 20 5.4NA 1256 1.〟5.8 929 1,44.5 313 1.35.8≡ 014 014,0
8∃ 1.335書 5.9 421 1.15.7汁 967 100.0

642 100_0 225 100.0 100 100.0 598喜 100,0 369# 100.05-(ー2) 大きな彩称力 ll 1.1 ∫37 1_1 4 1.8 0 0 8 i.3 3 0.851 5.3 5.8 ll

4,9 3 3.0 34 5_7 179 4.6ーワ/18103 74.310.7 4/970 74.6喜 16910-9喜 24 75,110.7 709 70.09.0 4こ)1
51 /5_48.5 _6752 /～.414.1NA 84 8.7 49 7

_6⊆ 17 7.6 18 18.0 54 9.0 30 S_1汁 967 100,0 642 100.0

225 100,0 100 100.0 598 loo.0 369 100,05-(13) 134 13.9 78 12.1 49 21_8

/ 7.0 109 l8.2萱 25 6,8217 22.4 152 23.7 48 21,3
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53 23_6 25 25.0 126 21_1 94 25.5がよい ､ゝ わい 964 9.9 55 8.6≡ 33 14,7 89 8.09
60 10_0 36 9,8よっカL,ANA 270 4.37.2 2842 4.4 126.5
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質芸 憲 実'芸号 回答 内容 】 性 別 回 答 言 語
別椛l 計 91 女 ≠ N.A. 日

本 語 き 英 語矢 数 (%) 矢 数 (%) 矢 数 (%) 矢 数 】 (%) 矢

数 (%) 矢 数 ∃ (%)13-(3) その通 り･ 7L ≦ 80? 19.3〝ウ 57 19.5】 1356_0 35ll,9 1212.6 8 19.151,517.6ll.8100_0 ;lg日

章…壬… 57 19.5 13 19.1_1864 〇一_5 16415_4 35 164 56,035 11.9 J〇12 51,3ユ7.6から NA 53 ユ2.8 37 37 12.6 8 ll_8

汁 415 100.0 293 293 100_0 68 100,0その通 り 75 18,1 50 17.1套 14 20,6 11】 20.4 50

17,1F 14 20.6語等2カ国語の 210喜 50.6 158 158 53.9 34 50.0竣帽が紫求

され ≡なんとい ､えない 78~ウ 18.89 49 16.79つ 14 20.6 15 27.8 49 16.79 14 20.6NA汁 〇_415 1_.5= 36100.OF 293 1-.J100.0 668 8.8 10100.0 54 18.〇100.0 36 1.〟.3293F100ー0 6

68 8.8100.014.学位の利用について,母国ではどの位和利に利用されますか14-(1) 大いに有利 9

8 23.6 73 24.9蔓 16 23.5 9 16,7 73 24,9 16 23_5政府 -行政機関 154 37.1 114 38_9 21 30_9 19 35.2 114 38

,9 21 30.9107 25.8 69 23.5 23 33ー8 1

5 27,8≡ 69 23.5 23 33,82

7 6_5 18 6_1 6≡ 8.8 3 5,6 18 6.1 6 8.8NA 2

9 7,0 19 6.5 2 2.9 8 14.8 19≡ 6.5 2 2_9293 100.0 68 100.0 54

100.014-(2) 57 13.7 42 14.3】 9 13.2 6 11∴ 42 14,3 9∃ 13ー2フbJ＼秋 奴lES 169 40.7

9 124 42.3ラ 2677 38_2ウ ウ 124 42,3? 2699 2 38.29.引対係 11637 _8.08.9 /8259 -6.68_5 8つ 3_.4ll_S 164 _9_67,4 /825? _6.68.5 8 3+.4ll.8

NA汁 36415 8_/100,0 ー4293 8,2100.0 68 4.4 9100.0 54 16./100.0 _4293r 8ー2100_0 368 4

_4100_014 (3) 大いに有利 ∃ 77 18,6 57 19_5 12 17,6 8 14.8 57-



矧Lrj(項告)番号 回 答 内 谷 ∃ 総 計 性 別 回 答 古 語 別男 】 女 N.A. El

本 占吾…矢 数 (%) 矢 数 (%) ∃実 数 (%) 矢 数 (%)

矢 数 (%) 矢 数 (%)占十 415 100.0 292 100_0 68 100,0 5

4 100.0 293 100.0 68 100.04-(4) 大いに有利 179 43.1 127 43.3

【 30 44.1 2216 40.7 127 43.3 30 44.1160 3

S.6 116 39.6 28/ウ 41.2 29.6 116 39_6 2S】 41_2t と

Jい ー7Lい 449 10.67 29 9_9 10,3 89 14.8 29 9.97 /? 10.37どん tl えごNA 1_一20∈ 一一94_8 813 2_74.4 1 2,91.5 6 3./lLi 8

13 "74.4 1 ～,91.5汁 415 100_0 293 100,0 68≡ 100.0 54

100.0 293 100.0 68 100.014-(5) 大いに有利 45

10,8 36 12.3 7 10.3 22219 3.7 36 12_3

/20 10,3151 36.4 109 37.2 20 29.4 40ー7 109

37,2 29.4ため 149 35_9 99 33,8 31 45.6 35.2 99 33.8 31 45,640 9,6r.? 29ラ 9.

9 89 ll.S9 3 5_6 299 9,9 8'> ll.8ウNA汁 30415 /,_100,0 _0; 293 6.8100.0 68 A_.9100.0 854 14.810

0.0 _0293 6_8100_0 68 _.9100.014-(6) 79 19_0 61 20.8

12252371 17.6 tl ll.1 61 20,8 12 17.6ある程度は有利 149 35,9 106 36.2

36.8 18 33_3 106 36,2 25 36.8覗 7㌧ >1 1､7LLヽ 124つ

29,9一つ 829 28.0 33.8 19 35-2妻 82 28,0 23… 33.8NA JO33 /,_

a.0 _024 6.88.2 10.31_5 38 5_614.8 2024 6.88.2 /≧ lo.31≧ 1-5汁 415 100,0

293】 100.0 68 100.0 54 100,0 293 100.0 68喜 100.014-(7) 大いに和利 177 42,741,76.5

125萱 42.7 27 39.7 25 46.3 125 42.7 27套 39_7

ある程度和利 17327 125≡ 42.718≧ 6.1 343 50.04.4 146 25.9ll.

1 12518 42.76.1 34喜 50_03 … 4_4用 NA 1325 3.16.0 10 3.42…浩 o喜:喜 13 1



質問 (項目)番号質 問 内 容 回 答 内寄≡ 】 性 別 】 @]答 言 語

別孤 .汁 9i 女 N.A. F 日 本

語 1 英 語矢 数 (%) 実 数 (%)】実 数 (%) 矢 数 ー (%) 実 数

(%)】実 数 (%)5.8 18 6.1 4 5.9

2 3.7 18 6.1 4 5.9NA 39 9.4 23 7_8 5 7.4 11 20.4 23 7.8

5 7,4100.0 68 100.015.博士学位の評価について

(母封の仕:.才1;の領域では.次の諸国の学位はどのように評価されていますか)ほとんど評価されぬ 23 5.5 19 紺 …喜董 描 71147192016 侶 29.447.12.95.910.3NA 32 7.7 20 6,8 3 4.4 9 16.7 20

4.4計 100,0 68. 100ー0 54 100_0 293 100.0 68 1

00.015-(2) 蕃 2肝 門 57/001 侶 服 ;董…喜 描NA 23 5,5 14 4.8 3汁 415 100.0 100.Oi 54 100_01 293 1

00,0 681 100_02211258730 53.3 151 51ー52 39 57.4 31 57,4 151 51.5 39 57_430.1 921,9= 81,7 67.2 21 3…二47 2芸当 3Z,92.

0 0 07.2 5 7.4 ･喜日 喜.2l l,94 7,4 ;肝 喜 30.9007,4NA 24 5.8 14 5.1 3 4.3 6 ll_1

4,4100,0汁 68 100.0 54 100.0 293

100.0【 6815-(4) iL:;;く評価 17 4.1 11 3.8 4 5_9 2 3.7 l



悼 那

罪 女 N.A.

日 本 語 英 語実 数 (%) 実 数 (%) 実 数 (%) 実 数

(%) 英 数 (%) 実 数 (%)43 10.4 30 10.2 7い1ウ 10.3≧ 6 ll.1 30 10.2 7 10.374ウ 17.8

56 19.1 14.7 8 14.8 56 19.日 1: 14,7ワNA汁 】8415 6.7100.0 19293 6.5100.0 68 2.9100.0 /54 13.0100.0 19293 6.〇100.OE 68 __9100,0

15-(5) 128 30.8 96 32.8 19 27.9≧ 13 24.1 96 32.8 19 27_9Jい19 50_62.4 145/ 49.52.4 383 55.9; 274.4∃ 050.00 1457 49.52.4 383 55,94,4

2127 5.16.5 1519 5.16.5 42 5.92

.9 26 3.7ll.1 1519 5.16.5 42268 5.92.9NA 19 4.6 ll 3.8 268 2ー9 6 1十i ll 3_S 2.9汁 415 100_0

293 100_0 100_0 54 100_0 293喜 100_0 100_016--ll) ≧ 大いに満足 21

7を 22.4 148 23.1 3日 17.3 30 30.0 148 23.1 39 17.3大学スタツ7 Fどちら
かといえば満足を 471 48.7 315 49.1 11畑 50.7 42 42.0 315 49.1 114 50.

7の交流 喜 不純が多い 125 12.9 73 ll.4 35≡ 15_6 17 17_0 73 ll_4 353 2〇225 15.6≦なんともいえない

131ワ 13_5ウ 93 14,5? 32 14,299 6 6_0 93Fち 14

,59 14_2ワNA汁 _3967 一,4100_0 13642 __0100,0 5225 100.0 〇100 5-0≡ 13loo.0; 642 一,0100.0

__2100.016-(2) 丁子｡ 16.1 109 17.0 30 13.3 17 17

.0 109 17.0 30; 13.3470 48.6 324 50.5 103 45.8 43 43.0 324 50.5 103∃ 45ー720

8[ 21.5 125 19.5 58 25.8 25 25.0 125 19.5 58 25.81079 TT∴ウ 70 10.9ワウ

28 12.4 9≦ 9.0 70 10.9ウ ウ 28 12.49【NA _6* 967 ...7100.0 14642 100_0 6≡ 225 2./1
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性 別 回 答 言 語

別】 男 女 j N.A. E]本 譜

英 語矢 数 1 (%) 1英 数 (%) i矢 数 (%) 矢 数 】 (%) 矢 数

(%) 1矢 数 1 (%)は留学生間塔に 同意できない 161 16.6 103 16.0 44 19.6 14 14_

0 103 16.0 44 19.6十分な関心を持 90 9.3 56 8.7 21

9.3 13 13.0 56 8.7 21 9.3つている 3.

9 29 4_5 6 2.7 3 3.0 29 4.5 6 2.7NA

28 2.9 15 2.3 10 4,4 3 3.0 15 2.3 10 4,4上汁 96

7 100.0 642 100.0 100 100_0 642 100.0 225 100.0ll.3 70 10.9 21 9.3

18H …三o:19.015.03

.0100.0 70250959511319642 10.9闇36,6 250 38.9

152 15_7 95 14.8 43 19_1 14 14

.8163 16,9 95 14.8 49 21,8 19 1

4.8157 16,2 113 17,6 29 12

.9 15 17.6NA 32 3_3 19967 1000 642 3,0 10 4.4 3 3.0汁 100,0

225 100.0 ーしけ 100.0摩 服 拙 …1 413:≡壬 1≡董…書 184222106

2100日 1…二Z22.010.06.02.0100.0 紺 2描134312

20513714930 13.9 93 14.5

24 10.7 17 17.0 93 14_5 24 10,732.3 224 34.9 60 26.7 28 28.0 224 34_9 60 26.7

21.2 124 19.3 66 29.3 15 15.0

14.2 87 13.6 33 14.7 17 17.0 8

7 13.6 33 14.715.4 101 15.7 32 14.2

16 16.0 101 15.7 32 14.23.1 13 2.0 10 4.



質問 (項 目)番号 総 計 性 別
罪 女 N.A.

日 本 語 英 語実 数 ∃ (%) 実 数 (%) 英 数 (%) 英 数 (%

) 英 数 (%) 矢 数 (%)172 17.8 108 16,8 53 23,

6 ll ll.0 108 16,8 53 23.6稗坂的に交流 し 99 10_2

70 10.9 20 8.9 9 9.0 70 10.9 20 8.9ようとしている わからない 445 46.0 286 44.5 102 45.3 57 57.0 286 4

4.5 102 45.3NA 29 3.0 15 2.3 10 4.4 4 4.0 15 2.3 10

4,4∃ 計 967 100.0 642至 100.0 225

100.0 100 100.0 642 100.0】 225 100,0299 46,6 9

2 40.9⊆ 52 52,0 29日 46ー6 92 40,9ある程度同窓 299 30

.9 201 31,3 75 33.3 23 23.0 201 31_3 75 33.365 6.7 43 6.7 16 7_1 6

6.Oi 43 6.7 16 7_1たい わからない 6671 6,87.3 3949 6_17,6 18【 8ー015≡ 6.7 97 …二日 …… 6.17,6

1815 8.06ー7NA汁 23967 2.4100.0 ll642 1_7100.

0 9225 4.0100.0 つ1いい 3.0100.0 ll642 1_7100_0 9225 4.0100.0全 くその過 り 2

75 28.4 183 28_5 54 24.0 38 38.0 183 28_5 54 24.0母国の学生逆に ある程度同意ヨ ーニれ一九17L 408≦ 42_3 281 43.8 96ウr' 42.79 32 32.0 281 43.8 969

42.79なんともいえない 101121 10.412.5 6479 10_012.3 】/31 1_.013.8 10ll 10.0ll.0 6479 ;≡:

…喜 三; 1_.013.8わからない 389 3.99 24 3.7 9 4,0 5 5.

0 24 3.7∃ 9 4,0NA汁 】3967 ～.4100.0 ll642 1.7100.0 8225 3_6100.0 4≡ 100 4.0100.0 l
l642 1.7100.0 8225 3_6100,017-(2)-3 489 50,6 339 52,8 94 41.8 56 5

6.0 339 52.8 94 41,8ある程度同意 319 33.0 208 32,4 81 36_0 30 30.0 208 32.4 81 36.04

9 5.1≡ 30 4.7 15≡ 6.7 4 4_0 30 4.7 15 6.75630 5.83



て酎yl(耳は )番号怒 1tiJ内 答 】 性 別 1 回 答 言 語 別
回 答 内 容 r 称 男 女 N,A. 日 本 語

】 英 語実 数 】 (%) 実 数 (%) 】実 数 (%) 矢 数 (%) 矢 数

(%) 矢 数 (%)忠坐方社:J刀 は日本人の ある程度同意{t 184 19_0 124 19,3 42 18.7 1

8 18.0 124 19.3 42 18.7幾度.考え 同意できない 13 1.3

10 1.6 1∃ 0.4 2 2_0 10 1,6 1 0_4E]

本の文化 1.4 10 1,6 4 1_8 0 0 10 1.6 4 1.8す /'好の わからないNA 6 0.6

7つ ウ 519 0_81 08 036 1 1.030 59 0.819 08 036機 る絶である 上汁 967 __4100_0 642 100:冨F 225 100.0 3100;100.0 1

.〟642 100_0 225 100.017- -5 全 うその過 り 60 侶 … 紺 4i 妻妻 12 12.0 38 5,9 10 4_4E]本は柑Fzj留学 ≡ ある程度同意 122同意できない 1818 日 日 ;二Z 1;芸8 8.0 5255 55.0 3317 13.118.78.151_6? 285017113 12.422_77_650,2NA 2

計 ㌢ 967 一.6≡ 1 2.6100,O 642 100.0 / J.1225 100.0 4100 4_0 1100_0 642 _,

6100,0 /225 3.1100.017-(3) 留学生の受入に

ついて17-(3)-i ; わからないr "A 畑 ……… 59 9.2 12 5.3 15 15,0服

12 5.3201 31.3 78 34.7 38 38.0 78 34.7

き 147 4き 4.0 51 22.758 9.0 20 8.9 8 8_0 2

0 8.916116 25.1 582.5 6 25_S2_7 314 31,04,0 58 25.86喜 2.7汁 967戸100.0 642 100,0 225 100.0



質問 (項員)番号 回 答 内容 生 別 B]答 r言 語 別罪 女 】 N.A.

日 本 語 英 語実 数 (%) 英 数 (%) 実 数 (%) 矢 数

(%) 矢 数 (%) 英 数 (%)17-(3)-3 全 くその過 り 47 4.9 29 4.5

13 5.8 5 5.0 29 4.5 13 5.8留学生に対する ある程度同意 176 18.2 1

08 16.8 50 22.2 18 18.0 108 16.8 50 22,2民間の英学食/Jfl 357 36.9 253 39.4 79 35.1 25 25.0 253 39.4

79 35.i度が充実 してい 77 8.0 54 8.4 15 6.7 8

42 8.0 54 8.4 15 6_7る 288 29.8 185

28.8 61 27.1 42.0 185 28.8 61 27,1NA 22 2.3 13

2.0 7 3.1 2100 2.0 13 2.0 7 3.1言† 967 100.0

642 100.0 225 100.0 100.0 642 100.0 225 100.0[宿舎条件- 1位 328 33,9 218 34.0 80 35,6 30 30.0 218 34.0 80 35,6

希e'ritLl順位] 2位 275 28.4 172 26.8 68 30.2 35

35.0 172 26.8 68 30,217-(4)-A-1 3位 160 16.5 107 16.7 40 17.8 13 13.0 107 16.7 40 17.8

4位 95 9.8 76 ll.8 13 5.8 6 6.0 76 ll_8 13

喜 24 5.8NA 109 l1.3 69 10.7 24 10.7 16 16.0

69 10.7 10.71位 249 25.7 171 26.6 55 24.4

23 23_0 171 26.6 55 24.42位 254 26.3 177

27.6 59 26.2 18書 18,0 177 27.6 59 26.23位 163 16.9喜 100 15.6 42 18.7 21E 21_0 100 15.6 42 1
8.74位 181 18.日 120 18.7 44 19.6 17 17_0 120

18.7 44 19.6NA 120 12.4≧ 74 ll.5 25 Iレl 21 21

.0 74 ll.5 25 ll.11 位 156 16.1 100 15.6 3

畑 16ー0 20 20.0 100 15,6 36 16.02 位 171 17.

7 121 18,8 35 15.6 15 15_0 121 18.8 35 15_63 位 3

07 31.7 211 32,9 64 28.4 32 32.0 211 32.9 64 28_44

位 210 21.7 13377 20,7 63 28.0 14 14,0 133 20.7 63 28.0NA E 123 12.7 12.0 27 12.0 19 19.
0≡ 77 12.0 27 12.01 位 141 14.6 94 14.6 32 14.2 15 15.0



質 問 内 谷 回 答 内谷 性 別 回 答
言 語 別罪 衣 N.A_

日 本 語実 数 (%) 矢 数 (%) (%) 矢 数 】 (%)

英 数 (%) 実 数 (%)留学生だけかE] E]本人と一語 673 69.6 441 68.7 165 73.

3 67 67.0 441 68.7 165 73.3NA 126 13.0 7

8 12,1 30 13.3 18 18,0 78 12.1 30 13.3汁 967 100,0

642 100.0 225 100.0 lt叫 loo.0 642 100.0 225 100.017-(4)-C 847 87.6 565 88,0 201 89.

3 81 81_0 565 88.0 201 89.333 3.4

22 3.4 6 2.7 5 5.0 22 3.4 6 2,7NA 87 9.0 55 8.6 18 8.0 14 14.0 55 8.6 18 8,0

* 967 100.0 642 100.0 225 100_0 100 100.0≧ 642 100,0 225 100.0Ⅵ. 日本堤折の

発展について (次の意見につき,あなたの考えを聞かせてください)19-(1ほ 本の故l守;5-li度 (総計) 967 100.0 642 100.0 225 100_0 100 100.0 598 100.0 369 100.0

19-(1)-A その過 り 268 27,7 181 28.2 57 25.3 30

30.0 181 28.2 57 25.3義務教育年限が 287∈ 29.7 188 29.3 73 32.4 26 26.0 188 29.

3 73 32.4279 28.9 185 28.8≡ 6

7 29,8 27 27.0 185 28.8 67 29.845 4.7 27 4.2 13 5.8 5 5.0 27

4_2 13 5.8わからない 70 7.2 52 8.1 9 4.0 9 9.0 52 8_1 9 4.0NA 18 1.9 9 1,4 6 2.7 3 3.0

9 1.4 6 2.719-(1)-B=工L彰 一 その通り 272 28.1 188 29.39 62 27,69 22?9 22.099 188 29.3 62 27.6

9途追学(drop 240119 24.812.3 16379 _5.412.3 5530 _4.413,3 川 ～...010.0 16379 25.4

12.3 〇530 .,.4.413.3out｣が少ない 61 6,3 34 5.3 18

8.0 9 9.0 34 5.3 18 8,0こと わからない 248 25.

6 164 25.5 51 22.7 33 33.0 164 25.5 51 22,7N

A 27 2,8 14 2.2 9 4.0 4 4.0 14 2.2 9 4.019-(1)-C 26,0 175 27.3 52 23.1 24

24_0 175 27.3 52 23.1義務教育の教育 324 33.5 211 32.9



質問 (項 呂)番号質 問 内 容 Bl谷 内 答 統 計 性 別 回 答
言 語 別罪 女 N,A.

日 本 語 】 英 語英 数 (%) 実 数 (%) 英 数 (%) 英 数 (%)
実 数 (%) 喜英 数 (%)357 36.9 241 37,5 85 37.8

31 31.0 24140 37_5 85 37,8そうは思わない 55 5.7 40 6.2 12 5.3 3 3.0 6.2 12 5

.329 3.0 15 2,3 10 4.4 4 4.0 15 2,3 10

4,4わか らない 84 8.72.5 54 8,4 ll 4.9 19〇 19_0 54 8,4 ll 4,9∋ NA 24 9 1.4 10 4.4 5.

0 9 1.4 10 4.419-(1)-E その過 り 173 17.9 119 1

8.5 36 16.0 18 18_0 119 18,5 36 16.0323 33_4 210 32.7 78 34,7 35 35.0 210 32.7 7

8 34.7217 22,4 145 22.6 57 25_3 15 15.0 145

22.6 57 25.3女子の進学率が 75 7.8 54 8.4

14 6.2 7 7.0 54 8.4 14 6.2わか らない 151 15,6 102 15.9

29 12_9 20 20.0 102 15.9 29 12.9NA 28 2.9 12至 1ー9 ll 4.9 5 5.0 12 1.9 ll】 4,9
19-(1) ど その過り 219 22.6 161 25.1 39 17_3

19 19.0巨 161 25.1 39∃ 17.3408 42.2 28日 43.6
8322 36.9 45 45_0 280 43.6 83∃ 36.9

こと 84 8.7 58E 9.0 9.8 4 4_0 58 9.0 22 9_S67 6.9 38

≡ 5_9 2248 9.8 7 7.0≡ 38 5.9 222 9.8わか らない 165 17_1 96 15.0 21.3 21 21,0 96 15.0

48 21_3NA 24 2.5 9 1.4 ll 4.9

4 4_0 9 1.4 ll 4.919-(1)-G その通 り 220 22_8 140 21

.8 5792 25.3 23 23,0 140 21.8 57 25_3383 39,6 246 38.3 40_9 45 45,0 246 38.3 92 40.9

122 12,6 88 13.7 29 12.9∃ 5 5,0 88 13_7 29 12.954 5.6 39 6_1 9 4.0 6 6_9 39 6.1 9 4

.0わか らない 161 16.6 118 18_4 28 12.4≧ 15 15.0 118

18.4 28 12.4NA 27 2.8 ll 1ー7 い 4.4… 6 6_0 ll
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質問 (項目)番号 回 答 内谷 性 別 回 答 言 語 別罪 衣 N.A. EZ本

譜 英 :五≡ 実 数 (%) 実 数 (%) 矢 数 】 (%) 実 数 (%
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9 17.0? 164 25.5 67 29.893 人4 人 13974

14.4萱 /47.7書 29 ll.54.5 4534 _0_0 _015,1 11 一0,0ll.0 7429 ll.〇 454.5き 34 _0.015.15人以上 31202 3.2 15 2.3 13 5,8 3 3.0 15 2.3≡ 13 5,820.9 170



質問 (項告)番号

質 問 内 谷



nQ回 Lr .∴ cq LLl lつ く=⊃T-1 CO ⊂⊃ 〔=) M Cつ ぐ,つ ぐ,つ ぐつ Lr) M ⊂⊃ (=〉 (:■〇 CO n LJ) ぐつit) CO ⊂O t.D C＼一 く=〉 (_C

) く=〉の く=〉 M の ⊂> ⊂＼ー ▼･.■

一.1 r--1顛描 ⊂＼

】 U⊃ ⊂⊃ CO

【ー '..1 C′〇翠ヾriJ 戻 r-1 の くつ1｣つ 1こナ (=つ く⊃ LL? の く⊃ rl ｢

一 Mくj) .N u く工〉 廿 く⊃ ⊂=〉
cO ｢1

〔=) 1 】 トー ヨ顛描 ⊂⊃ の く=) のcO ､寸▲ 亡ヽ

ーN rつ 寸 n l､ '..一 CY? n t- ⊂⊃ (=⊃ド.＼l_ゝド一∵堀 垂t- 亡ーつ く=〉LJ3 寸

⊂⊃ ⊂⊃ く=⊃(

=〉 ⊂⊃ ⊂⊃(=つく=〉⊂⊃ く=⊃ く=〉の く⊃ ⊂> ○ -顔

ト､〇､一 '

..1 (=)OJ) く=) く

⊃ ⊂⊃ ▼-1 ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ くつ亡ヽl寸 (_D く=⊃ くつ くつ

oYe の ⊂⊃ ⊂⊃ く=〉 ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ く=)○ ○ ⊂=⊃ ○の ⊂⊃ ⊂>

意/ tl- ,-1こLn

I.1 く⊃ く=) く=) ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ く=⊃【､ 亡ヽ

01 r---{ くつ く=つ く=〉 M

M トー t＼-/ lr) 寸 ⊂⊃ くつ M M tD く=つく工)⊂⊃ く=⊃ くつの く=〉

ぐつ M T-1 r--1∴∵普 -

顔+ ⊂⊃ tエ〉 ⊂⊃ LD ⊂＼】 ⊂ヽ】 ▼･.1 ⊂⊃ t...

■ 〔=⊃ ⊂⊃ くつ甘 勺一

r一寸 OL) くつ くつ ⊂つ く=> ⊂=⊃ ○ここ cO r1 ⊂⊃ (⊃ ⊂⊃ ⊂
⊃ ⊂⊃ くつ ⊂=) ⊂⊃ (つ く=〉LL? LL?の ⊂

⊃ LL) LL) ⊂⊃厩-董 東+ せ く＼ー⊂

⊃く工) く=) r1 く=) ド
.1 ⊂=〉 ⊂⊃ ⊂⊃ くつ⊂⊃ ⊂⊃

めだ 三 崎 < -i_… 芸 芸 … 瑞 距 叶 叶 叶 叶 牡 叶 叶 叶紐【司

心 1号Z 【､n rJJI N e.J) 寸 Lr) U⊃卜-0〇ニ
纏 紳

終Gf)

も
ト叶

m寧
L!

十十与り｣1
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100,0 1SS 100,05-(3) ≦ 大 きな,F,.lfZ与野力 い 9_4 14 9.6 41 23_4 6 26.1 37118 ll.2 1

8 9.652 49.1 80 54,S 73 41,7 9 39,1 35.9喜 68 36.2349 32.18.5 34ll 23.37.5 15≧ 24 8,613,7 51 21,74,3 13323 40.47_0 6325 33.513.3

NA汁 ～ 1弓 106 0.9100.0 7≡ 4ーS146;100.0≡ 22175 12,6≧ 2100_(‖ 23 8,7100,0 18329 5_5
;loo.0 14188 7.4100.05 (4) 8 7.5 27

18.5 4/11721ウ 2.3喜 7 30.4 4㌢ 1_2 14 7.434 32,1 45 29_5 4_0 9ll2

8,7 28 8_5 19 10_153 50.0 59 40.4 66
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国

別;:: ll 中 Fj;] 台 湾 マレーシア そ の 他

N.A.矢 数 (%) 英 数 【 (%) 英 数 (%) 矢 数 (%)

矢 数 (%) 矢 数 (%)と 汁 106 100.0 146≧ 100-0 175 100.0 23

100.0 329 100,0 188 100.05-(10) 16 15.1 26 17_8 25 14_3 5 21.7 63 19,1 26 13.8

34 32.1 42 28.8 37 21.1 3 13_0 85 25.8 31 16.5プロ彪′ノゝ 7L-

>J L7L- 46 43.4 60 41.19 6799 38.3 9 39.17 148 45_0 93 49.5JL粍式 ふん yt,いえよいNA 64 D.73.8 99 6,..6.2 24 12.613.7 51 ..i.74.3 1419

4_35.8 1919 10.110.1汁 106 100.0 146 100.0 175 10

0.0 23 100.0 329 100_0 188 100.05-(ll) 3

6 34.0喜 62 42.5 7472 42.3 12 ≡ 52.5 167 50_8 78 41.549 46.2 6

1 41.8 41.1 ll≡ 47.8 126 38.3 79 42.0163 15.12.8 142 9.61,4 ll2 6.31,1 0
0 00 173 5.20.9 142 7.41.1NA汁 2106 1.9100.0 /146 4,8萱 16100.0 1

75 9,1100,0 023 0100,0 lい329 4.9100_1 15188 a.0100.15-(12) 項 o 210 1.4 0
0 1 4.3 ⊃16 1,5 3 1.64 3.8 6.8 8 4,6 3 13,0 4_9 い1 5.394つ 88.72.8 一一い9 79.5

6.2 11821 67.412,0【 1… 65.213,0 24938 75.7ll_6 12629 67_015.4∃ NA占十 Ll106 4.7100.0 9146≦ 6.2100.0 28175 16.0100.0≡ 123 4.3

100,0 21329 6,4100.0 2018S 10_6100ー05-(13) 2530≧ 44 23.628.341,5 305055 20.534.237.7 274378 15.424.64

4.6 12ー172123 4.38.773.9 3455212 10,316,764,4 1737100 9.019.753.2NA汁 ワ5106 1.9 310芸二言喜 14… 2.15,5100.0 918175 5.110.3100.0 8.74.



質問 (巧i目)称号質 問 内 谷 l 国 別
中 国 台 湾 マレーシア そ の 他

N,A,(%) 矢 数 (%) 実 数 (%) 矢 数 (%)

矢 数 】 (%) 矢 数 (%)あったこと 9 8.5 4 2.7 18

10.3 21 8.7 畑 1ー8 15 8.0NA 3 2,8

13 8.9 25 14.3 4.3 232 7.0 25 13_3汁 106 100.0 146 100.0 175 100.0 23 100,0 329E100.0 188 100,0

92 86.8 126 86_3 113 64.6 17 73,9 248 75.4 14

3 76,110= 9.4 16 ll,09【 58 33.19 6 26.1 76 23.1 38≡ 20,2つ【NA二十 4106 3.8100.0 4146 一,/100.0 4175 __3100_0 0 023…100.0 5329 1_〇1

00,0 7188 J./100.06-(1)jた 理由 28 30.4≡ 929 73.0 41 36.3≦ 89 47.1 70 28.2 57

39.99八 一) その他の理由 1025 10.927_2 ll 1.68.7 4012 35.410.6 4 ll.823_5 7936 31.914.5 4720喜 3--

914_0NA 2 29 31.5 21 16.7 20 17.7 3
17.6 63 25.4 19 13_3汁 92 100.0 126 100.0 113

100_0 17 100.0 248 100.0 143 100_06-(2) 0 0 7 43.8 247 3,4 3 50.0

4 5.3 0 0理由 大学推薦得られずサ の理由 6 60.0 0 0ラ 81.0

2 33_3 56 73.7 31 81.6での他NA 31 30.010_0 27 1〟.543.8 09 015

.5i; 016.7 〇ll【 6-614.5 34 ∴t110.5汁 10E100.0 16 100,0 58 loo.0 6 100.0

76 100.0 38 100.06-(3)-Ajllu/一′ その通 り 78 73.69 79

54.19 92? 52.5 14 60.99 【 231 70.2 1229 64.9(許ナ先の大子) 1_∫ ll.36.6 3314 2一,69_6 3-15 18.38.6 〇一1./o書o 3532 10.69,7 -814 14.97.4
学(院)である わからない 5 4.7 8 5.5 19 10.9 4 17.4 17 5



質問 (項目)番号質 問 内 容 回 答 内 容 国
別中 国 台 湾 ∃ マレ-シア そ の 他

N.A.実 数 (%) 英 数 (%) 矢 数 (%) 実 数 (%)

実 数 】 (%) 実 数 (%)73 6.6 14 9.6 10 5.7 4 17.4 20 6.1 23 12_22.8 10 6,8 ll 6.3 3 13.0 23妻 7_0 16 8.5

NA 5 4_7 13 8.9 19 10.9 0 0 lD 4.9 13 6,9占十 106 100_0 146 100.0 175 100,0 23 100.0 329 100.0 188 1

00_06-(3)-C ≧ その過り 71 67_0 78 53.4 90 51,4

川 43.5 192 58.4 98 52.120 18,9 30 20

.5 38… 21.7 9 39.1 76 23_1 47 25.0がよい 4 3,7 19 13.0 17 9.7 4 17.4 3

3】 ウ 10_0 19 10.0とかL?たいNA 38 2.87.5 /12 4_88_2

1

020 5./ll.4 00 0≡ 1-0 16 3,64.9 1014 つ.37.4汁 106 100.0 146 100.0 175 100.0 23 100_0 329 loo.0 188≡ 100_07-(1)ますか tl〔ちにf巧周に,),結Efjする 8… 了 …三… 622,120 42.514.413.7 112520 64_02.9ll.4巨 617 26.14,330,4 1723050 52.39.115.2 11312

21 60.16_4ll_2NA占十 150106 14.20100.0 412146 2;:三喜 3… 20,61.1100.0 9023 39.10100_0 761329 23.i

萱 10Z:≡ 420188 22.30100,07-(2) 35 43.2 12 19_4 41 36.6 4 66_7 91 52ー9 57

50,4･ノの ＼悦 29 35.89 36 5S_1 33 29.5

ウ【 1∃ 16.72 3899 22.1ラ 30 26.59【つい し み/ ホ･∴ Iij族7)Lている仕琳二つ( い1 1〟ー31.2 09 03,2 30 __/0 0 0項 o 1 i__80_6 33 }∴2

.71∠l.2A 6 7-4i l2 19,4 32 28,6ウー 1 16.7 17 9_9

16∃N汁 081 103.0∃ 6; 0100_0 3112 _,/100.0 O O6 100_0 3172 1./ 4100.(‖ 113 3.5
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∵▲匡 : i∴ 可 の tー 印 へー く=) -T ー Y- 十 ,- ぐ√) Tjl Ch CO LD O の l-イ く=⊃ Lー
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atJ 1､-. 0 ⊂
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読 ⊂＼t l＼- ｢■ 一･.■ くつ(=) (つ ぐヽ】 しこ⊃ rp-Jpイ ▼-I-イ く:⊃ ol C0 1- く工) i- rJJ< ,-1 くつ 翠 亡,つ てJt u? 一＼- く⊃U⊃ r-1 の く＼ー 〔=) てr ぐー ト ⊂コへ1 †--1 亡
つ . くつ○ N r-1 l-JJl l--■ ⊂

⊃ M 亡,つ <匝]去 しヽ ｢1 〔=〉 rLLLI Lー (＼ー く=⊃ミI ⊂⊃ く=) てγ M ぐヽ】 ぐ＼一 cc 亡√〉 て一一 Ln U⊃ CO Oつtjl t.D C一つ LL7 く＼一 cc いってi< (.〇

肖 十う｢｣tもノ6;+

亡□袷ニ∵ 玄 くIL1堤 ej: 志剥 げ呈封 塑 瀕 i<苧 -'6 . ,碧 七 … 法 畜 蝶日当 毒 遍 轟 ∴ ､一二-
Li,tJI田 +{ ニ < ∴ ､=- 1ン Jt<∴
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DZII4∴ 読 LL) の 可 の くこつく.≦つ ぐ､】 く工) ▼寸 くつ 1d一 n m tL7 く=)1n t- く⊃ LD ⊂⊃ 1㌧･ト十代i L- トー ｢一 CO G一〇 ⊂⊃Cの ⊂コ の CO ウつ く⊃ C1 LD rl く_D OL) ⊂⊃ol の ▼=ナ くエ) C1 く⊃ M LD トー ぐつ ぐ＼】く

r CD の 寸 ぐつr-< す ぐ､】 '-ppl ⊂=⊃ ｢1 ■寸 亡､1 ぐ,つ ぐつ r-Lpt C＼l 亡ヽl ｢1 ｢

■顛蛸 ln Ol 寸 の ■･.■rl M C＼l r-1 の 寸 Crつ OI Lf? ｢p<■･.■ Tr ｢■ rl Ol 1＼- 卜I 〔.1 cc の rL1r-1 ぐ,つ く＼l の しD ▼･.1 く工) の r-+1丁 ∴､ ＼1 m LD L

､ 亡rつ ⊂＼ー｢1 ぐ､

ー くヽ】 †-1 ▼-pl宰e 読 ト ぐ､T tエ> LL7 ⊂⊃tL-1 の トー '..一 く:⊃ LO LD LD '1 く二つI..一 寸 n ⊂) くつ Lヽ 一..1 【ー r-1 ､寸1 くつLL? LL? トー t.D Lrつ く=⊃ OL) CP 寸 tr) てr (=〉

'≡丁 の CO r-1 Ln (=〉 i- (ンつ ぐつ CO 寸の 叩 く=⊃ ⊂⊃ Lnく＼ー '~オ ー-1 Tl くつ く＼t Tj< ⊂

＼一 一.1 ⊂⊃ ぐヽ】 M 亡＼】 r< の で､l r1 く⊃ ⊂ヽ】 の ⊂＼ー r--1#鞘 '..一 寸 tD t- CO く＼l (二D Ln LLbOD

oこ) く＼) rLLJ{ OI CO CO ⊂＼ー の ⊂ヽ】 L- CL⊃ C′〇 てr くつ くつ く工〉 くン〇～ 寸 LD ⊂ヽー

■･.■ てr M tD 亡つ r--<TF の け〉 てr Jq 亡＼】 LL? 勺1 ▼･.1 l~ナ 可 L{) の ｢■ド.＼IJゝ卜読 ⊂⊃ くつ ⊂つ く⊃LJb くつ LL7 く=) ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂つ くつ く=⊃LL? ⊂⊃ Ln ⊂:つ ⊂⊃

くつ ⊂:つ くつ く=⊃LJつ lrつ く=つ く⊃ O くつ くこ⊃ Lr) Lr) ⊂⊃ ○ ⊂⊃ 十 二/く

=⊃ ⊂:つ く二つ くつ ⊂⊃C＼l l｣つ ⊂＼ー ⊂=〉 ぐ､】 LL? ぐ､】 く⊃ 丁＼一 ⊂＼ー LLつ L一 一､一 Ln Ln令鮮 一一

■ 亡＼ー ｢一 ⊂⊃ 可 ■･.1 く＼ー r--{ く⊃ '廿 ｢■ ▼･.1 ⊂＼】 ⊂⊃ 〔=〉 てr ⊂:つ の ｢1 ⊂⊃ ⊂⊃ 1ーナ rヽ】 ぐ､】 くつ ⊂つ く⊃

鮭1二 n の 寸一 寸 くつ 寸 ∽ Cb ⊂′〇 ⊂⊃ ぐ＼ー く＼ー こ-L Ln 亡,つ く⊃ ㍗LL- ト 0〇 1- (＼ー くつ cLj ▼-.1 ∽ ぐ,つ く⊃/ Cヽ】 LD LJ) Ln く=⊃r-1 u7 rpppppf rpi ⊂⊃ LL7 m LD Cr? ⊂:⊃一一 LLつ ,..■ ー--

1 ⊂⊃ Cn の 亡ヽ T-1 ぐヽー ⊂:⊃亡ヽ】 亡､一 ⊂＼ー l･.1 く⊃ M L､- くつ tヽ くつ ⊂⊃rL{ く＼1 亡′) ⊂､ー く=⊃ く⊃ m O7 亡＼l ⊂:⊃l･.1 ⊂＼】

ぐつ rJJJ< (＼】*七ギ(:0 {- ⊂⊃ ⊂=⊃ 1｣つ く二つ 1Jl r.

..1 の lL7 の ET)

CD r-1 CO l′つ o) cc (=⊃ Ln M Ln トー t√つ ぐ､l く)〇 mの ｢.1 rJl くJ⊃ rp-Ppl M r-1 tJ⊃ r--1 rLL< †-1 tJ⊃ ー ⊂ヽ】 r1 LD匡てせ-表O く工〉 M rpp-plo

n 亡ヽ ⊂⊃ の く:> Ln Lr⊃ LD ■~ナ く=つくっ てゴ一 CY? 一一 く=⊃ O L､- くわ 【:
O LL? く⊃LD L＼- Ln L D q一 ⊂⊃ く＼ー C＼ー Ln M CO くつ(:一つ ぐ√) 0) (＼ー LD ⊂:⊃ LD の m 寸 CO亡つ く:⊃ I＼- ｢一 【D｢1 【､- く=) N Ln Tpppl ▼-.1 ⊂⊃ く＼ー

｢ナ ■-1 く⊃ r1 1可 亡＼ー ｢1#描 LD Jtd- ⊂つ .寸 寸 Cn Tー (J⊃ iL? Jtdl ▼･.1 ▼･.1 r-< 叩 くヽ】 て

チ くノ⊃ OI CY? ｢.1 ぐつ ,-チ く｣⊃ cO C＼l LL'つ ぐつ､､ 十 く＼ー rppp< Tppppl 寸=TJ-草 の 亡ヽ CO Oつ く=) LL? Ln 【､ ⊂⊃ ⊂⊃ ■-.-J{ (_D LZ) CO ⊂=⊃ の ⊂つ ぐJ) ト CO

く:⊃ の M L＼- Ln L一つ読 ゴヽ一 (.D ヽ ナ す く ⊃rl LD ｢■ ⊂ ⊃ M .L の の ぐ

＼】 くつ･d一 LD r--Ll O YlJ哩票) O) の CO の 寸 ⊂⊃rpppl ぐつ ぐヽ

一 Jtq ヽ ナ 寸 ぐ ､一 寸 ⊂⊃rLI LL? ■-Ppppf r-

1 くつ 亡- M rLJl 卜-. OlM ぐ′つ rL-1*斗 研 ぐ＼一 亡′) Cわ n O く=〉 (.D O〇 m

亡､】 寸 CO (.D M M ol 可 Ol ∽ M の寸 LO 寸 (エ〉 更̀トr謹e

r｣ く＼】 '-1 (.D M LD 亡＼l ぐ､l r-1∴ 二

か ニ Li lJ～ 言 貢 Li 言 貢 Li 言 宗 LiI圧 T 心 .t<ヤ tJ+ぺ 二

- 日 .TJ+ 十 十 tr: tJ｢こ打 騨 三 七Li 誓 室頼 七 騨 芝か主な ･ - -i -L6;シ ケpZ 1/Eltレ ′｢ AJ ･h -ゝ ) ートーぺノJ｢ -U L聖を【司 ーtJ 心ヾ

･t 十∵､ lJr㍗A -K 1芸 ､ヾ→中
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矧 日子(項目)称号
中 間 マ レーシア そ の 他

N.A_矢 数 (%) 矢 数 (%) 矢 数 (%) 矢 数 (%

) 矢 数 (%) 矢 数 (%)占十 63 100.0 44 100_0 65 100_0

4 100_0 148 100_0 91 100_014 (4) 大いに有利 29 46_

0 18 40,9 35 53,8 0 0 60 40,5 37 40,71- >J lt- 273 42.94.S 195 43.2ll.49 249

36.93.1 40100_00 5719 38_512.89【 2915 31.916.5NA占十 3163 4.81.6100.0 1144 ～.32.3100,0 0465 0

6.2100.0 004 00100.0 48148 ～./5.4100.0 4691 4.46.6100.014-(5)六二め 大いにオ押j 3222S 4.834.944.4 /1618 15.936.440.9 93012

13.846.218.5 112 25.025.050_0 205149 13.534.533.1 53140 5.534.144_0恒 ともいえか ーNAj 計 6463 9.56.3100.0 2144 4.52.3100_0 5965 7.713_S100_0 004 00100_0 21/lヰs

14_24_7100,0 6991 6_69_9100.014 (6) ー
大いに有利 12｢ 19_0 ll 25,0 15 23.1 09 0 28 18.9

1329 14.318≧ 28.62 16 36_4 31 47_7 50_0 53 35,8 31.9覗

22 34_99ー 15 34,1ワ 6 9.2 2 50.0 469 31.1

33 36.3NA 8≧ 1一-/ 11 __32,3 310 4,615.4 004 00 i_9 8.16.1 010 6.6l

l.0汁 63 100.0 44 100,0 65 100.0 100.(‖ 148 100.0 91 100.014-(7)J川【柑′' 大いにイ押jヤu]1L.ニ [ 307 47.6 19

ワ 43.2 3399 50.8つ つ 75.09 57 38_5 35ワ 38_57用 -6; 4l.33毒 4ーS2≡ 3.2

∴20944 4/./4.50 13 3J.81.54_6 100_5_000 /1ll9 48_07,41,4 3_106 35._ll.06.6NA* 6日 10喜二喜 4.5100,0 665 9.2100,0 04 0 /100.0≡ 148



矧 出ヨ(IlrI削 番号質 fhri内 容 】 回答 内容 国
別坪 尻 l 中 国 台 湾 1 マレ-シア そ の 他

N.A.ち実 数 1 (%) ＼矢 数 ‡ (%) 矢 数 ＼ (%) i矢 数 ＼ (%) 実 数 l (%)
矢 数 ＼ (%)2 】 3.2 3 6.8≦ 2 3.1 0 0 12 8.1∃ 5 5,5NA 2⊇ 3_2 3 6_8 9 1

3,8 1【 25_0 13 8_8 ll 12.1汁 63∈100_0 44 100,0
65 100_0 4 100_0 148 100_0 917100.015.博士学位の評価について (母国の仕餌の領域では,次の諸国の学位はどのように評価されていますか)

6 9.5≡ 7 15.9 33 50_8 2 50_0 34 23.0 20 22

.0母国の学位 ある程度評価 44 20

30.8 0 0 70 47.3 40 44.00 0 0 0 0 0 15 10.1 4 4.

45 7.9 21 1.6 13 4.8 363 100.0≡ 44 4

.5 3 4.6 1 25.0 h1 6.8≡ 7 7.7

わからない 2.3 7 10.8 1 25.0 8 5.4 7】 7.

7NA 6.8 ワ 3.1 0 0 ll 7.4 13 14.3汁

100.0 65 100.0 4 100.0 148 100.0 91 100_015-(2) 51 81.0 32 72.7 39 60.0 4 100.0 116 78.4 57 62.

6･ソJ'位 ≦ ′ 代. ミ S 12.7 8 18.2 18

27.7 0 0 199 12.8～ 16 17.699の-トlL 00≡00 01 02,3 00 00 0 00 0 0
1.4 20 4 4.4A 1 1.6 0 0 69 9.2 0 0 4 2_

7 4 4,4N汁 363 4.8100.0 344 6_8100.0 65 3_1100_0 04 0100,0 /14

8 4.7100.0 891 8.8100.015-(3)

36 57_1 18≡ 40.9 35 53,8 3 75.0 84 36.8 45 49.520 31.7 18 4

0,9 17 26_2≡ 1 25.0 47 31.8 22 24.21 1.6 0
0 0 0 0 0 4 2.7≡ 3 3.3､7L- 0 09 2? 4,5

0 0 0 0 1 0,7 4 4.4わかL?ふいNA 24 3._6.3 4 4.59,1 ll2 16.93.1 00 00 75
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Ln CO C一つ 1n co ⊂⊃ LD 寸II T.1 ⊂n N 寸 '..■ CP 勺一 1､-- M eヽ1 C() M CO 寸

rl CO 十 l､ ,I壁e O の ～ T.｣ ⊂=IN 寸 く.P く=〉 rl M { CO の ｢1 ⊂つの Lr} くJ> CO ED Tr ⊂⊃ N N LD tL? 汀〉 ⊂⊃N O (=> Ln rl く=⊃ 寸 Lr

> ト 【D OD ⊂:つく⊃ の く⊃ 卜 T--1 ⊂⊃ の く_D l勺ー 03 {｣⊃

琶 N せ く> M Lr〉 卜-< くつ N 寸 (ヽ】 ぐヽ一 寸 ▼･.｣*ド:〇一 '-1 〇一 CO ぐ.つ tヽ く

わ の ⊂⊃ (.D C一つ LO LL? Ln CO LL? の ト M CO LD 亡D ⊂n く=〉 くつ LJ3･ゝ 一..｣ ぐ寸 ､こγ て一

一 tD ｢.1 rl 勺ー ⊂⊃ tD M r.■ C､ー√､to t上) く工) N ⊂ヽ】亡つ cc (.D Ll)ド′＼I_ゝド 垂 千 〇1JD lr) く> ○ く> くつ く=>

一一｣ Ln 寸 OLD LD ⊂～ くつ O くつ N r-1 t､▲ ⊂=〉⊂⊃ LL)
ta co (=) ⊂=〉十 ｣､ ▼Tト .- l-くつ 【～ N くつ N LJ7 ｢.■ ⊂⊃ LD ぐ､ー T.一 亡′)｢1

*端 く> O ⊂> 寸

m ー く=〉 O O くつ 勺t LD eY? 勺ー (=〉 (=) のぐヽ】 (=) Lr) く工) N くつ MCヽー tI

こし -r慰胡 垂 ト■ M U⊃ くつ oD (=> N t..1 く⊃ LD M く=〉 (､▲ せ く⊃ 寸 rl 寸 M t- ⊂⊃ の の く一つ卜 N 1廿 くつの くつ くつ くつ く> O LD

亡つ く⊃lT ▼■~ (の く⊃ ぐ､ー Lr) の く=〉Lr〉 ■･.1 N く⊃ I..｣ lLつ の 05 Lr> くつI..｣ 勺1 ■･.｣ '

..｣ ⊂=⊃ ⊂=> (_D Jqr1 寸 r-1*拭 Ln r< m LL? M tD く⊃ ⊂⊃ 1-ト

ぐ､ー 1∫〉 LL? CO

■･.1 LO q⊃ Ln く⊃ OL) 寸 N く⊃ u7 の 印 ll?亡､】 し⊂I の N (亡) I..■ CO 亡＼一 寸 亡＼- N 卜 OつM r-1 ト- I--1 の ぐヽ】三二七一 ○ cO W CO

く>LO M tD く⊃ N く=〉 M ぐつ ぐつ く⊃の U') ⊂⊃ N N N O LD 寸 CO r-1 r-1 ⊂⊃r■ '..■ Lr〉 tLL-- 寸 ⊂⊃ ぐつ ｢.1 t､- ぐ､】 tー ⊂⊃o t寸̀ 勺一 cc N ⊂=〉 くつ 寸ヽL Lfl｢I I一
S t...｣ 亡ヽ く⊃ ▼-1 Ln l...1 r< く⊃ ｢

1 LL'>N O ▼一寸 LL? N*棉 の くp の 寸 cO の ⊂⊃ ■･.｣ ■･.｣ ｢｣ 寸 亡ヽ Ln M LL) (.D (

_D 1二【つ の く_D ぐヽ一 寸 U⊃ LD tr〉 (=〉< M T｣ 【､- N N 寸 r1 ト の ｢.-l 寸 l･.1 卜 の巨司

# LL) - の く⊃ N r-< り N O LL? Cn Lr〉 ■･.｣ の ⊂⊃ cO ぐ､】 ｢｣ ⊂> 07 く

つ r--1 く_D M垂 仇 r.｣ LD く⊃ くつ LO ⊂⊃ (=〉 ■･.｣ の く⊃ Jq 一..｣ 【､- Ln t=) く=〉 くつ く_D Ln t- ⊂⊃ ⊂⊃ tr〉 くわ ぐ､ーI..｣ く> の く.D くつ N l【つ r1 ⊂⊃ Cヽ】 寸 ｢.｣ ▼･.｣ く=⊃ l･.■ ぐつ ▼･.1

*セ《U⊃ ト や1 m の ｢-■ く> 〇 一･.1 N M く一⊃ 1｣つ CO tD r

l tJ⊃ C､ー の tJ⊃ 03 ｢一 U⊃ tD ⊂ヽt のく_D rl せ くj⊃

N l二n I-1 ⊂⊃ ぐヽ一 寸 l･.｣ r.｣ く=〉 '-■ ql ｢.1め か ,.三 幸 三七
-fl 名工 【出 二 rせ こ 亡曽す撃 si か ′塑 飴 nJJtJ l 雪 雲 墓 至 芸 烏 増等三 悪 ‡巴増 '11 ニ-E*

芸 驚 軍 律 缶塙 -< JヾTq潜 心 誓 言 芸 三 言 七 漂 :̀1蛾: 言.i匡Ⅰ 31:､ ㍉ ト 1ユJ -か
-K 至 仔



質問 (項目)番号 B]
別緑 園 中 国 l 台 湾 2 マレーシア そ の 他 】

N.A.矢 数 も (%) l実 数 (%) 1矢 数 (%) 1失 敬 (%) 矢 数 (
%) 英 数 1 (%)34 32.1 20 13.7 44 25.1 7

30.4 30 9.1 24 12,8NA 1 0,9

5 3.4 5 2.9 0 0 4 1,2 4 2.1汁 106 100.

0 146 100.0 175 329 100.0 188 100.016-(4)

34 32.1】 27 18.5 40 22.9 2 8.7 94 28.6 48∃ 25.5日常の学習 一所 57 53.8 88 60.3 98 56.0 14 60.9 1

61 48.9 85 45.2究括1弛 6 5.7 20 13_7

16 9.1 6 26.1 53 16.1 37 19.78 7.5 9 6.29 18 10.3 1 4.3 15 4.6 13

6.9NA汁 1106 0.9100.0 146 1.4100.0 3175 1.7 0 0 6329 1.8 こ)100.0 188 2.7100

,016-(5) 13 12.3 26 17.8 20 ll.4 2 8_7 115 35_0 3

7 19.7日本国内の視察 52 49.1 61 41.8 70

45.7見学旅行 不手品が多い 16 15.1 38 26.0

46 26.3 7 30.4 41 12.8 35 18.624 22.6 18 12.3

28 16.0 3 13.0 27 8.2 24 12.8NA 1 0.9 3 2.

1 ll 6▲3 0 0 8 2.4 6 3.2汁 106 100.0 146 100.0 175 100.0 23

100,0 329 100.0 188 100.016-(6) 20 18,9 17 u.6 29 16.6 2 8.7 107 32_5 46

24,5i舌 NA【 計 50201421日tl

47.2 91 62_3 101 57.7 13 56.5 170 51.7 103 54,8

18.9 23 15.8 20 ll.4 7 30.4 Si lo,3 31 16.513

.2 12 8_2 1g 10.9 1 4.3 6 1.8 4 2,11_9 3 2.1

6 3.4 0 0 12 3.6 4 2.1100.0 146 100.0 17

5 100.0 23 100.0 329 100.0 188 100.016-(7) 大いに満足 12 ll,3 10 6.8 ll! 6.3 1 4.

3 66 20.1 24 12.8孤独感からの解 38 35.8 50 34.2 50 28.6

12 52.2 149 45.3 71 37.8放 不満が多い 25 23.6 38 26.0 5



質問 (項 目)番号質 問 内 谷 回 答 内 容 El
馴中 国 1 台 湾 マレーシア そ の 他

∃ N.A.矢 数 (%) 実 数 5 (o/.) 実 数 J (%) !矢 数 (%) 英 数 !

(%) 矢 数 J (%)50 47.2 71 48,6 79 45.1 ll 47.

8 133 40_4 83 44,1不幸崩が多い7L J ､7L 8 7,5 20 13.7 14

8.0 4 17.4 33 10.0 219 ll.2ごんとt)いえJいNA 242 22.61_9 295 19.93.4 447 25,1

4.0 60 26,10 609 18,22.7 3-7 17_03.7汁 106∃100.0 146 100.0 175 100.0 23 100.0 329 100.0

188 100.016-(9) ≡ 大いに満足 3 2.8 4 2.7 ll 6

∴‖ 0 0 19 5.8 5 2.719 17,9 41 28.1 63 36.0 4

17.4 102 31.0 62 33.0情の理解 不満が多い 58 54,7 72 49.3

53 30.3 145 60.9 157 47.7 79 42.0なんともいえない 23 21,7 19 13,0 32 18.3 21.7 45 13.7 34≡ 18
ー1NA 3 2_S 1日 6.8 16 9.1 0 0 6 1.8 8 4.

3汁 106∃100.0 146 100_0 175 100.0 23 100.0 329 100.0 188

100.017-(1) 日本の大学(院)について (現在までの日本留学体験から判断 して.あなたは次の意見に同慈 しますか)17-(I)-1 全 くその迫 り ≧ 36 34.

0 25 17_1 41r 23ー4 3 13.0 89 27.1 39 20.7日本の大学は概 ある程度同窓一二lt':でく.さ7L 53 50,0 97 66,47 100 57.19 14 60.9ワ 1509【 45,

6 999 52_7いる 65 5./4.7 ll7 ,54.8 47 ._.34_0 8.7, 13.0 .-/23 8__ 1こ)7,0 11

8.05.9わからないN 4ワ 3.8 6 4-1⊆ 16 9,1 1

4.3 31 9.49 19 川∴｣A∴T 106 1.9 0100.0 146 0100,0 /175 4,01

00.0 023 0100.0 9329 ...7100.0 5188 I+100_017-(1)- 2 3 2.8 15 10.3 13

7_4 0 0 40 12_2 24 12ー8TP､人 ある程度同意-カー-1t主7L 33I-? 31.1 52 35.6 59 33,7 9 39_1 103 3

1.3 48 25.5〇_9/ 49.1 5こ)8.5 9 3/./6.2 347 19.4 815_4 1 34_84,3 101 30.732 9.7 5828 30.914_9関心を持って

いら わからない 6.6 14 9_6 36 20.6 5 21,7



矧laJ(IiiE)称号 回 答 内 容 国 別中 El 台 湾 当 マレ-シア そ の 他

N_A,(%) 実 数 き (%) 矢 数 (%) 】矢 数 (%) 実

数 き (%) 実 数 (%)同意できない 17 16.0 26 E 17,8 16 9.1 ≦

5 21,7 57 17.3 40 21.3なんとい 1えない､'7L 8 7,5 10喜 6.8

9 19 10_9 4 17.4 31 9_4 18 9,69つ しいる わカLjよいNA 12106 0_91,9 2 1.41.4 159 S_65.1 10 4.30 1310 4.03.0 165 3__2.7十十 100,0 146 100.0 175 100.0 23 100.0 329 100.0

188 100.017-(1)-4 13 12,3 15 10.3 12 6

.9 2 S_7 39 ll.9 28 14.936 34_0∈ 71 48.6

62 35.4 7 30_4 110 33,4 68 36.2同意できない 15 14.2 23 15.8 28 16,0 4 17.4 53 16.1 29

15.4ている 18 17.021 19,S 24ll 16.47.5 3036 17,120,6 3/ 13.030.4 5855 17.616.7 3

027 16.014.4NA≡ 計 3106 2.8100.0 ウ146 1.4100.0 7175 4.0100_0 023 0100,0 14329 4.3100.0 6188 3.2100_017-(1)- 5 ≧ 1548

26 14.245.324.5 176242≧ 11.642.528,8 236641 13_137_723.4 199 4.339.139.1 4915366 14_946_520_1 32

17.077≦ 41.041 21.8ある NA llつ3 10_42.82.8 2311 15.80,70.7 29106 16,65.73.4 40017.400 27221

2 8.26_73.6≧ 2495 12.84,82,7汁 106 100.0 146

100.0 175 100_0喜 23 100.0 329 100.0 188 100,017-(lj- 6 13 12.3 12 8.2 20 ll.4 25 8.7 62 18.8 25 13.3379JM 34.99【 4

8 32.9ら 477 26.9 12.7 116 35.3 59 31.4+生に対 しし一抹 〟/1017 一つ.59.416.0 462415 J1.516.410.3 _6 14ー934≡ 19_441 23.4 826 34.8 618.7至 3826.1 41 18.5ll,612,5 3/2929 19_/15_415_4



高固 4.Z 垂 トー '一 '..1 1ー ⊂⊃の く=) ｢1 の く⊃ ＼■｣喜常 r.｣ 甘 く⊃ 寸 勺一 tD Oq一 - の く工) t- I-Jtくつ n てヽ】 ▼81 N むつ r-1 ⊂=つol tD IJj N -寸 N ⊂⊃ LL) ⊂つ の ぐ′つ ぐつ t- くつ01 勺1 の ＼ナ ▼寸̀ ⊂

＼ー く=⊃t...1 - lLつ く⊃ tll LYl N O7 '-｣ '一 (=) YI r｢

* 1ヽ Ch く三⊃ 仁一 く:く)亡′) ■･.｣ Ch O〇 m Ol 卜 N 勺1 M COo〇 Ln r1 r-1 '1 CO tr〉 CO OI の の くr COtL? LD ぐう N CO の ,可' ⊂⊃ CC CO LE3 の⊂わ くj⊃ l･.■ C一つ M

揺蜜e の LJ7 功 の ⊂> cO 亡＼l ト の U⊃ M く

つ LO トー tdl n ぐつ t- (=) の CO ⊂:つ ぐ､】 トー 亡ヽ ⊂⊃ COだ堅 勺` CO N の 〇一 1｣つ く⊃ O) LL? LD ト ト の く⊃｢=r (＼ー tL? 寸 の 寸

M N くつの ぐ.つ f-< くつ の く＼一 寸 CO N C＼ー こ⊃tj1 の く>*～ の CO qt l...｣ Ch寸 Cヽー 卜 rl ぐ､】｢1 m 寸 CY) N Tナ LL) ド-1 のくD の トー N N r-1 NM ト 寸 ｢1

t- r-■ OI Ol
■･.｣ ■･.｣ の 寸 ■･.1

N√､ M CO M ト の Ol Qlto o t-< トー Si く_P芸+ド.＼l ○ トー ト の (=)r｣ の く> ⊂⊃ ⊂⊃ cO 可 tー くつ

く=)ド (=〉 t=⊃ CO の ⊂> ⊂⊃ く⊃ N t寸一 寸 ⊂⊃M N 亡ヽ 卜l ⊂⊃ ⊂=〉 く> co .寸 くつ ト く=〉ト

ー ⊂⊃ M CO ⊂⊃ ⊂つく=) LI千琶 N tエ) 一=) Tf. M rl くつ I..■ Ln t..■ r- ⊂⊃ 寸 M l...｣串舵
_ゝド

LO N せ く> M｢1 亡＼ー T< tLL-- ⊂⊃ N eyJ) くつ のこl M N 寸 1寸 (=) (=) MN r.1 【､

- ぐ′つ ぐ､ー ⊂⊃ ⊂⊃ CY>於iJ ㌧ド垂 亡> か こわ く上〉 く=) t- rl M q⊃ OT す く=〉 -弓̀ ■･.■ rJJI M くつ く⊃ くつ

くわ (=) の 寸 寸 寸 ○0〇 寸 N q一 く:⊃｢1 寸 くつ Lt) く才一 N CO くつ 亡つ く>γヽ ぐ､】 一一1 0 ト ■･.1 くわ ⊂

⊃ CO 寸 ⊂⊃N ＼Jt l...■ く=〉 o〇 Cだ⊃ N M n の ⊂⊃lr〉 ぐ､】串
寸 くp LO CO LL) O l...｣ 勺` lr

〉 Cn U⊃ LL? cO N LD CO Tjl ト Lr? M 印 ll) く_D (_D く_D Ln くつ｢1 N ト トl cO ELb ■･.1 ｢｣ t､l 寸 【､一 一-1 Tl '1 ト 三 十 LL>蛸回せ-

垂 勺l (j⊃ くつ tヽ く=)tLLl の 01 くつく>
亡上) Cn U⊃ N rpr1 乙､-- くつM L13 Cn LD -古く ⊂⊃ く⊃ -dl OD (=〉 (=〉 r-< 亡- くつく_D く_D｢1m ぐ､】 ⊂⊃

⊂⊃ くつ せ く王> N ,81 寸 ⊂⊃の く⊃ の しD の ｢1 く=) √｢ドN の ⊂⊃ の せ ｢.｣ LLつrl

r-1 く⊃ n 寸 く=)*七東 く⊃ サ ー- ■･.1 くつ ol 卜 勺t OL) く_D t..一 くj⊃ 寸 の tD O) 亡′) 一一--< LD ト ⊂n Tf' の LLl N LOサ ー･. L｢ 十 寸 tD r1 ,可一 ぐ､t CO .1 ｢

イ 寸 LL? EL) l･.｣ 寸回貨

垂 1∫〉 寸 寸 の ⊂=〉lr〉 Cn 卜l ｢■ く> cO N Lr〉 CO CO の くつN く⊃ 卜 ぐ′つ の ｢｣ ⊂⊃ 寸 tD トー 勺1 くわ の (=)亡Jつ く工) 寸 Ol く=⊃ ｢｣ く二つ LL? N CO CO O7 Ol ⊂

=⊃cQ くつ の m
r-1 r--1 く⊃ 丁ヽti亡ヽt N く=

) Ln の N ILつ く=⊃ LI) Ma ト ⊂⊃ Cn N く工)N '..｣ N く=) く_D eq Cに) Jq くナ ⊂ヽ】 くJ⊃LL? ぐつ く⊃ 〇〇 ⊂⊃ Ln t=〉 rl N (_DN tD I...■ ⊂⊃ N N で:ー一 寸 でヽ

】 N tDく_D 小つ Ntヽ甜

袷 二 -如 ,.宏 一ぎ 恵 < 烏 C, 黄白 二 心頚 匡 心 ′,J ニ 周 匡 心 ,,く ) 瑠 匡 小 一h! ) 潤t∵ G 朝 柵 三 悪 < 七 e 堪 れ 三 悪 < 烏叫 ～

尽 朝 でノ 三 宝 < 七 e沖回 蓋 三 宝 Z心 志 望 蓋 三 宝 Z､1 芸 芸 蓋 三 宝 Z-如 T5' 慧 ㌫ LD や Z軸 JS 匡 ヾ pTTtも 十軸中 JJ ｣ トや



質問 (項 El)番号質 問 内 谷 回 答 内谷 国
別韓 国 F 中 国 台 拷 マレ-シア F そ の 他

N.A.矢 数 1 (%) ＼実 数 (%) 実 数 (%) 実 数 ＼ (%) 英 数

(%) ＼英 数 (%)24 22.6 31 21.2 18 10.3 3 13.

0 63 19.1 45 23,9生活態度,考え 7L ､､ブ ヽ 3つ 2.8 29

1.4 0 0 1 4_3 2 0.6 5 2.7方や日本の文化社会.経済等を ど/i,ともしえrL 2 2.81.9 0 1.40 10 0.60 00 00 62 1.80.6 2

2 1.11,1NA 2 1.9 1 0_7 6 3,4 0 0 10 3.0 4 2.1機会である 古十 106 100.0 146 100,0 175 100.0 23 100,0

329 100.0 188[ 100一017-(2)-5 全 くその通 り 8 7.5

3 2.1 11 6.3 0 0 26 7.9 12 6.414 13.2 26 17.8 20 ll.4 5 21.7 33 10.0 24 1

2.832 30.2 52 35.6 20 ll.4 4 17.4 38 ll.

6 35 18.6タ-サービスを 9.4 12 8.2

17 9.7 1 4.3 25 7.6 12 6.4よくやつている 37.7 52 35.6 9

9 56.6 13 56.5 197 59.9 98 52.1NA 2 1.9 1

0.7 8 4.6 0 0 10 3.0 7 3.7言十 106 100.0 146 100.0 175 100.0 23 100.0 329 100.0 1

88 100.017-(3)- 1 仝 くその通 り 7 6,6 12 8,2 15 8.

6 0 0 32 9.7 20 10.628 26.4 52 35.6 50 28.6 1

2 52.2 111 33.7 64 34.028 26.4 44 30.1 30 17.1 4 17.4 61 18.5 35 18.6ランティア活動 7 6.6 15 10.3 15 8_6 1 4.3 29 8.8 19 10

.1わからない 34 32.1 219 14.4 57 32,6 6 26.1 86 26.1 4

6 24.5NA汁 2 1.9106 100_0 146 1.4 8100.0 175 4.6

0100.0 23 0100.0 10329 3.0100.0 4188 2.1100.017-(3)-2 全 くその過 り 9 8.5 9 6.2 24 13.7 2 8.7 52 15.8 25 13.

3宿舎やアルパイ ある程度同意 32 30.2 61 41,8 59 33.7 8 34.8 85 25.8 65 34.6ト探 しにすいて 33



質問 (項目)番号質 問 内 容 国
別中 国 】 台 湾 マ レー シア そ の 他

N.A,英数 (%) 実 数 (%) ～ 矢 数 (%) 矢数 (%)

英 数 (%) 実 数 (%)17-(3)-3 全 くその過 り 428 【 3.8 6 4.1 5 2.9 0 0 20 6_1 12 6.326.4 37 2

5,3 【 23 13.1 7 30.4 46 14.0 35 18,645 42.5 78 53.4 ≧ 79 45.1 7 30.4 88 26_7 60

31.9度が元矢 してい ll 10.4 9 6.2 ∈ 16 9,1 1 4.3 25 7.6

15 8_0ら オつからない 16 15.1 149 9.6【 46 26.3 8 34.8 1412 42-9 63 33.5NA∴十 2106

1.9loo.0 146 1_4100_0 6175 3,4100,0 023 0100.0 9 2.7329E 100.0 3188 1,6100,0[宿舎条件希望jrn位] 1 位2 位 4826 45.324_5 5340 36,327.4 6057 34.332.6 75 34.321.7 9595 30.4L 28.9 6552 28,927.7

17-(4)-A-i 3 位4 位 1310 12_39.4 2518 1
7.112.3 3316 18.99.1 96 8.726.1 563152 17.09ー4 3114 16.57

.4NA 9 8.5 10 6.8 9 5.1 3 13.0 15_S 26 13.8J▲一ノゝ 1 塩ウ ⊥◆ 29つ 27_4 27 18.59 【 57 32.69

9 3 9 .1つ 85 25.8Ll + 42 22.3ウ】 位3 位 J814 35_813_2 36329 _4,/21,99 4826

_7.414.9 71つ JO.44.3つ 7851 】3./15.5 4/399 ー5.020 _74 塩NA 169 15_18_5 4_9 ー8,86,2 3

59 20,05.1 3 1J.013.0 5659 1/.017.9 _931 15_416_51 位2 位つ ⊥- 1314 12.313.2 1633 ll.022.6 2127? 12.015.4 37 13.030

.47 6758 20_417_69 3632 19,117,0J 位4 位NA 44269 41.524.58ー5 45-139 30.829_56,2 6_54ll 35,430,96,3 553 _1,721.713.0 934863 _8.314.6181 583428 30

.918.114,917-(4)-A-4 1 位ワ ⊥' 7 6.6 41ウ【 28_8 32 18,3 1 4.3 35 10.6E ウ 24?I- 12_8

El本人 か艦 一 位≧ 3 位 1926 1/.924.5ウ _/35 18.つ24_09 3



馴 j(- 蘇号 2 回 谷 内谷質 問 内 容 同 別
中 国 r 台 拷 マ レー シア 】 そ の 他 f N.

A.】実 数 (%) i矢 数 (%) 矢 数 】 (%) 矢 数 (%) L!矢 数

(%) 実 数 3 (%)El本人と一緒 萱 72 68.9 119 81,5 117 66.9 13 56.

5 22.3 67,8 128 68.1NA 10 9.4 ll 7.5

ll 6_3 4 17.4 61 18.5 29 15.4汁 106 100,0 146 1

00_0 175 100,0 23 100.0 329 100_0 188 100_017-(4)-C ≡ 他人と共用 94… 88.72 2 1.9 128い 87.7 1676

,8 5 95,4 192,9 1 S2.64.3 2799 84_82_7 1606 85_13,2NA汁 10 9.4106 100.0 8146 5,5 3100.0 175 10吉,.; 2…鳥 30:0.

41329 1去喜.,5.L 28… ll_7100.0Ⅵ 日本経折の発展について (次の意見につき,あなたの考えを聞かせて下さい)19 日) 日本の致背制度 (総計)19-(1ト A 】 その通り 10622 100.020.8 146 100.02

9 19.9 17558 100.日 2333.1 8 100.034.8 32999 100.030.1 18852 100.027.7主耗群数育年限が 6.3刺で十/ ーぷいー 萱言孟畠;';至.YlI.号 は7L Jい ､ブJヽ 3430? 32,128.398 3864 26_043,8ワ 5238 29,721,7 410 17,443.5 107789 32_523.7 5259

27,731.4ウ分に て ーと どんとt, 乙J.し 14 13.2 9 6_ー5 3,4 614 J_48.0 OFO1 4.3 〟119 6-4≧ 65.8 17

3,～9.0NA 3 2,8 1 0.7 7≡ 4.0 0 0 5 1.5 7 1.119-(1)-B その迩') 書 13 12.3

65 37.1 8 34.8 94 28.6 45 23_9義輝教育での中 2696 24_5945 2830 19.2ウ05 388 21,746 81 34,843 90書 27ー496 ー9

50ウ 26.611生 1- FOPこ と ⊂つJ_八_

､つJ 7 6.6 12 S.2 14 8_0 0 0 20 /_6_1 ..8を 8 4,94.330 28.3 245 16.4 428 24_0 6 26_1 92/ 28,0 54つ

28.7NA 4 3_8 3.4 4_6 0 0 2,1 1.619-(1)-C

21 19,8 38 26,0 71書 40.6 6 26.110 43_50 00 0 77 23.4 38 20.271 37,816 8_512 6,441 38.7喜 46 31.5 45 25ー7 ∴1 33_7いること 135 12



質問 (rfi目)番号 回 答 内 容 国 別Lj H 台 湾 マレーシア そ の 他

N.A_矢 数 1 (%) 矢 数 (%) 英 二致 (%) 矢 数 (

%) 矢 数 (%) (%)56 52.8 57 39_0 49 28,0

川 43.5 109 33.1 76 40.4柘等教育への進 9 8.5 16 ll.9 4 2.3 0 0 17 5.2 9 4.

8･ゝ ナい 1 0.9 8 5.5 3 1.7 0⊆0 ll 3.3 69 3_2わ寿l?どNA 〇4 4_73.8 33 2.12,1 66 3.43.4 10 4.30 439 13,12.7 _69

13.8喜 1.119-(1)- E ll 10.4 30 20,5 4442 25.1 3 13.0 35 16.7 30ゝ 16_043 40,6【 51 34.9 24.0 9 39_1 110 33.4

68 36.228 26.4 29 19.9 43 24.6 6 26.1

75 22.8 36 19_17 6,6 12 8.

2 15 8.6 0 0 27 8.2 14 7_4わからない ∈ 13 12.3 2

0 13,7 23 13.1 5 2.7 53 16.1 37 19.7NA E

4 3.8 4 2_7 8 4.6 0 0 9 2.7 3 1.619-(1)-F

26 24.5 40 27.4 43 24_6 5 21,7 68 20.7 37 19.741 38,7 57 39.0 72 40.1 10 43.5 13

5 41.0 93 49.5そうは思わない7L 9 17L ､ 14 13,2 12 8.2 17 9.7 0? 0 29 8.8 12 6.4ーと

;̂ud崇 芸 子し き 1… 5,715.1 1023 6.815.82.7 TO23〇 8.613_1 6 8.626.1 2761 8.218.52.7 /36 3.719_1

【NA P S 2.8 4 2,9 0 0 9 3 1.619-(I)-G 18 17.0 29 19.9 40 22.9 8 34,8 82

24.9 4389 22.9吉宗畠?;圭.Yi7.号

ぱ E 47 44,3 56 38.4 54 30.9 7 30.4 130 39.5 47.3t. > ､t.

16 15,1 31 21.2 24 13.7 5 21.7 31 9

.4 15 8.0ふんーもいえよい 615 5.714.2 918 6.212.3 1437 8.021.1 03 013.0 185

9 つ.517.9 /295 3.715.42.7と NA 4 3.8 3 2_1



質問 (耳は )希号質 問 内 容 rj 別
繰 回 中 F頚_I 台 湾 マレーシア 】 そ の 他

N.A_矢 数 (%) 失 敬 (%) 矢 数 】 (%) 英 数 (%)

矢 数 (%) 実 数 【 (%)NA 4 3.8 3 2.1

5 戸 2.9 0 0 8 2.4 3 1.619-(1)- Ⅰ その過 り 23 21.7

‖ 三… ‖ 蔓 9 39.1 120] 36.5 63 33_5L&.]や公共団体が 言 真 義};

芸芯そば 50 47.2 8 34.8 122 37.1

77 41.0ブ 1 ､7㌧ 9 8.5 0 0 9 2.7 6 3.29【

515 4.714.2 06
026.1 1335 4.016.7 534 ↓∴18.1NA 4 3.8 0 0 10 3.

0 つ 1_619-(1ト J ∃ その通 り 27】 25.5 65 44.5 86 49.1≡ 13 56.5 1272 38,6 70 37.2;i.I,

'1-等教育を積極ー1作 一1 日∃ オー 49 46.2 49 33.6ワ 49 28.0?? 8 34.8書
1261 38.3 738 38.8103 9,4 92,8 11 6,_7.5 46 3.4 01 04.3 39 4.02

.7 6 4.33.2的関心が拓いこ 8 5.5 24 13.7 1 4.3 42 12.8 2

8 14.9と NA 4 3.8 4戸 2.7 6 3.4 0 0 12 3.6 3 1.619-(1)-K その過 り 26 24.5 64 43.8 85 48.6≧ 14 60.9 173 5

2.6 87 46_3砧等放苛を受け ≡言5通名'至.YiI.そば 48 45.3 58 39.7 48 27_4 4 17.4 99 30.1 67

35.6ることが.立身 16 ユ5.1 14 9,6

10 5.7 2 8.7 13 4.0 13. 6.9出世の条件 とし 4,7 2 1.4 4 2.3 2 8.7 17 5,

2 6= 3ー2たこと 6_6 5 3.4 22 12.6 1 4.3 18 5,5 ll 5

,92,1NA 4 3,8 32 2.1 6 3.4 0 0 9 2,7 419-(1)-L その過 り 24 22.6 47 32_2 42 24.6 /9 30.4

39.113_0S,78.70 侶 …喜 48 25,5+ I/ゝ 一■]Vf 1,-t fヨ■7L 45 42_599

529 35.6 589 33.1 6

7 35.6の九は社会的相,lf くつは心､わ よい者になれるという なんともいえない 4
20.8 _63.82 5 17.83.4 _9159 16.68.6 32ウ 321499 17.



質問 (項員)番号質 問 内 谷 国
別中 国 台 湾 マ レー シア 【 そ の 他

ド.A.矢 数 r (%) 英 数 (%) 英 数 (%) 実 数 (%) ∈矢

数 (%) 矢 数 】 (%)′L t7㌧ 34… 32.1≡ ワ 71 48.6 809 45,7 5 2畑

≡芸 25,57 5213 27.76949 弓 _,S3.8 77 4.84.8 1ー24/ 6.9

13_7 30 13_00 28 8,..8_5 20

10.6NA 1.9 3 2_1 4.0 0 0 13 4.0 9 4.819-(2)-ち→廿: ¥'- その通り→､ 田 オー 2242ラ 39,6ウ 44喜53∃ 36ー39

506299 35.4? 612 52,2 89109 4433.1≧ 85 23.445.2たこと わからない _76/2 _5_55,76.6 3012き 61 _0.58_24_1 1915 1_.6

10.98.6 401 17,404.3 〇328

3812 16.18_5ll_6 355ll 18.62.75.9NA 1.9 0_7

7 4.0 0 0 3,6 8 4.319-(2)-C その通 り 47 38.7 69 47,3 76 43_4 13 56.5 184 55,

9 79 42.035 33_0 48 32.9 40 22.9 6

26_1 88 26.7 56≦ 29.S15… 14_2 13 8.9 8 4.6 0 0 15 4.6 19 10,1/ 7
1

_9 4 2.7≧ 9ウ 5.1 0 0 79ウ 2.1≡ 3≡; 1,6わかLJ-,ないNA 11 10

.42 1.9 9つ 6._2.1 348 19,44.0 40 1/.40 13 6.74.0 1912 10_16,4とち誓 警二㌧ は i 50 47_2 93≡ 63.7F 7 - 63 36.0; ll9 47.8 1699 51_4ウ 82 43_6外 大計iJの ,え その,-iL,)と,F

L.､う 40そ うは思わない 蔓 5 3/,/4.7 39≡ -6ー/l 套 o_7 〇/18 3-.6≦ 710,3≒ 1 30.44.3 9_17 _8_0㌢

5.2 58ll 30_95.9るから なん ともいえない ≧ 1≧ヽゝ -+-ヽ ゝ 0.9
2 日 -4 10 5,7∃ 0 0 4 lー2 3 1.6わカA-?JJ

LNA 82 /_51.9 38 一一15.5 しい 9./ 45.7

弓0 17.40 3こ)12 10.63.6 1816 9_68_5ll 10.
4 26≧ 17.8 28 16.0喜 2 8_7 37≡ 11.2



国 別

繰 回 2 中 国 台 湾 l マレーシア そ の 他 t N.A

.一矢 敏 一 (%) 矢 数 (%) 実 数 (%) 矢 数 ≧ (%) 】矢 数 (%) 1

矢 数 1 (%)NA 4r 3.8 12 8,2 11≡ 6ー3 1 4,3 23

7.O 20 10,68 7_5 31⊇ 21ー2

24 13.7 2 8.7 36慢生保濁法で塵 吉宗益?;圭.LuT.号 は 3

4 32.1 3S 26.0き 241 0.9 /35 33.0 22 24.0 32

18_3 5= 21.7 34 10,3

26 13.84.8 15 6,4 6… 3.2

15_1 71 40.6 10 43.5⊇ 114

34,7 58 30.9NA 4 3.8 13 8.9 14 7.4社会保障制度の班 言孟益毛一言,YET.そ ばいう考えがLi.眠 の わからない 廿 打 喜 ……妻董 5848201723 狛 ≡蔓.i享

附 ≡童董g77 4_8 9 5.1 0 0 25 7_6ぎ 12 6.4

19-(2… 賢 服 胴 削 紺 Ⅲ19-'

2ト F 招わからない 侶 … l;H 引 写 …:32
3 3.7 6…鳥 目 2; 1喜:;ク ワ つ

16_016_04 2ー7 8 4,6戸 0 0 12㌔ 3.6 9 4.819-(3) E]本の経抗発展の紫

因としての労働体制について71 67.0 9934 67_8i 112 64.0 15 65.2 209 63_5



質問 (項目)番号質 問 内 容 B]谷 内答 国
別中 国 台 湾 マ レーシア そ の 他

N.A.英 数 (%) 実 数 (%) 英 数 (%) 矢 数 (%)

英 数 1 (%) 実 数 (%)が拭いこと 31 2.80.9 99 6,21.4 32 1.71,1 10 4.

30 ll5 3.31.5 94 4,82.1NA 24 1.93.8 11 0.70_7 ∫4

4.02.3 00 00 612 1.83.6 65 3.22.719-(3)-B

28 26.4 23 15.8 26 14,9 412 17.4 71 21,9 43 22.9E]本には身分意 Z吉宗畠塁｣㌫号ぱ 32 30.2 28 19,2 42 24.0 52.2 101 30_7

58 30.9ナ L)い tデーい 325 30.27 83 56,8 81 46.39 6 26.1 一対 30.4 55 29.3

たこJJ よ 働くから どんとt) 乙よ ○ 4.4.7 /3 4.82,1 5ll 】.96.3 01 0 1′4.3 26 5.27.9 9 4.818 9.6

NA 4 3.8 2 1,4 い 5.7 0 0 13 4.0 5 2

_719-(3)-C 19 17.9 39 26.7 40 22_8 9 39.1 1

24 37.7 56 29.834 32,1 53

36.3 53 30.3E S 34,8 87 26.4 67 35,6聞労働の休桝に 29 27,4 33≡ 22.6 32 18.3

2 8,7 37 ll.2 15 8,06 5.7 9 6_2 9 5.1 1 4.3 6

1.8 8 4.313〇 12.3 い 6.8書 32 18.3 3 13.0 58 17.6 36 19.1NA 4.7 2 1_4 9 5.1

oぎo 17 5_2 6 3.219-(3)-D 219【 19.8 36 24.7 41 23.4 9 39.1 110 33.4≡ 51

27.19制組合であり, 〟/30 25_〇 4628.3喜 40 31.527.4 641

5 36.68.6 912 39_14,3 11025 33.47.6 6122 3_.4㌢ 11_74 3,8 10 6.8 14 8.0 S_7 17 5.2

8 4_3ないから 18 17.0 ll 7,5 31 17.7 20 8,7 51 1

5,5 41 21.8NA 6 5.7 3 2.1 川 5.7 0 16 4,9 5 2.719-(4) 程前 と人的能力との関係について
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質問(項 目)番号質 問 内 谷 地 域
別回 答 内 容 北 米 南 米 ∈ 西 欧 米 欧 中 東 アフ リカ∈南アジア

その他 【 N,A英数 (%)矢数 (%)矢数 (%)矢数 (%)矢数 (%)実数 (%)矢数 (%)矢数 (%)

英数 (%)矢数 【(%)実数 (%)'尤 ､{ 3214.39_5 15329.45.9 10∴¢00100.0 6531.626,3 10∴十l 83÷∴さ6.79? 542420.79.2 594113.6⊆9.4 92ニト+16.7 121014.3ll.9心 と持っている メつかL?よいNA吉十 0021100.0 3451 5.97.8100.0 1128 3.63.6100.0 003 1019 〇_30100.0 109ll.1100.0 1045100.0 97261 3.42,7

100.0 1813434 4_13.0100.0 0112 8,3100.0 4?84 4.82.4100.017-(1)-4 仝 くその通 り

2 9.5 1 2,0 310.7 133.3 315.8 1ll.1 1431.1 2810.7 40 9,2 216.7 1416.7日本の大学数按は留学生の 同意できない 37514,333,323.8 17ll633_3∴十t1ll.8 102a15/7_117.9 11033.333,3 44521.121.126.3 21222.211.1

22,2 124926.78.920.0 10145I 38.71∴J.14.2 173朗7539,914.7:∴う 50541.741.7 261314∴十J15.516,7わからないNA吉十 40; 21相1100.0 ll〇5121.69,8100_0 612821.47.1i100.0 003100.0 ウ01915.8100.0 30933,3100.0 4145ll.12.2100_0 401026115.35}100.0 691343415.93.0100.0 001210

0,0 1618419,0十I･100,017-(1)-5 全 くその通 り 1 4.8? 1019.69 7?25.09 133,3 ワ/5110.5 1つ22.2 1226.7 3613.7ワ 5212,09 1 8.31 1315.5E]本の大イ一生 同意できない ll9330215-.49.5 19日4345二37.J19.6 1..34"914.2 11000333.333,3100.0 36.831.65.3 133.3ll.1 17∴?90453/.824.4 ∴55945._22,6 iSJ11142.】25.6 534.7二子) 3917846.420.214.3 9,8 19728 3,6 1909ll.122.2 6,74.4 319l十や 6214.3 3Iテ11100,0 9_5力的である ≡わからない ≡19.0 5.9 7,1 1ラ 5.3 3,4 16 3_77 0 6 7.1?NA汁 100.0 7.8100.0 7.1100.0 1910.〇100,0 100.0 Z100.0 82

61 3.1100.0 h1434 "3100.0 012 184 十十…100_017-(1)-6 2/rt33021 9.5 920ll2〇45117.6 t1942522821.4 111000333.3 L;93300リ =十二 ?41200922_2 1737.8 3613.8 4510,4 0444001233.3 1214,333.3 39.2 32.1 33.3 47,4 44,4 ll87704524.4 8733.3 13531.1 25二g十手t. ､′. 28.6 21.6 14.3 33.3100.0 15.8 ll.122.2100.0 17.8 4918.8 10424.0 ∴∴∴ 1416.7Ll拭新の理州11.JJご 7-.El わからない 14.

3】14ー3 3.9やj /.117.9 1〇.80 15,64,4 344



矧 tiJ(rlLi呂)蘇号質 問 内 谷 回 答 内谷 地 域
別北 米 南 米 ∈ 西 欧 E 東 欧 中 火 アフリカ 南アジア 東南アジア

その他 ≡ N.A矢数 (%)矢数 (%)巨実数⊆(%)快 数 % 矢数 (%)実数 (%) (%)矢数 (%)

矢数 (%)実数∈(%)≧実数 (%)帰国後の留学生と横板的に 同意できないIか ブゝ-い 311614.34.8769 1049{19.67.859929E o9 7,1書 00 ≧ 0;71 30915.8? 11lト1ll.1 51ラ ∴十l∴ご 482818.410.79

8752720.212.0 35書25.041_7 107∴十や8.3xIJTし っしている わ bJ.NA汁 021100.0 _/451 7,8100,0 _0928 ･4∈ 37.l≦ o100.O≡ °100.0100.0 1_01963._100,0 /09/7.8日 吉∃100.0≡ 4564.4100.0 118826145._3.1100,0 16_ll434

37.32.5100.0 31122こ),08,3100.0 483845/.13.6100.0こ関して17-(2)-1あれば. 日本で研加の仕上 全 くその通 り*̂ と)いけ,～ ll60152.428.6 30130ワ58.825.5 17喜60.7∃ 1E ≧用 喜33.333.3 8〇142,126,35.3 9939……二日 27≡33.3喜 29 9; 60.026.74,4 ∴078249 42,12

9.99,2? lさ｡154289′~42,935,56.59⊆ 69≡∈ 1【 950.016.78.3 4522353.626.26.0フも rt,I)乙dLNA言十 3021 4,814.3100.0 3351 3.95.95.9100,0 04928卜47‥;≡100,0 010333.3100.0 0〇01926.3100.0 009ー2.】≡100,0喜 1∃ 9045 4_44.4100.0 -4178261 9,_6,53∴100.0 )/309434 6.-6.92.1100,0巨 1…16.7ら.3100.0 65184 ∴

16.01.2100,017-(2)-2 全 くその過り 838.1 2243,1 1760.7 906°/ 631,6 9422.2 2351.1

t.い23,0 Hl23.3l f,i∴T 2934.5母国の学生達 ある程度同意 8338.1143 ∴?41,239 517.9 5?26.3 44.4 613.3 10640.6 21850,2 4Jl十.i 3238.1一 千七二校榛的にすす♂)t二い Jl.哩. こrわからない 20 9.5 92 3_93,9 04014.3 01033.3 5110.526.35,3 03033.3 68213.317.84.4 39391014.914_93,8 414717 9_410,83.9

111 8.38.38.3 795 8.310.76,0NA汁 0∴100,0 751 3.9100.0 928 7.1100.0 03100,0 019100.0 09100.0 045100,0 7261 2.7100.0 h1434 2.31

00.0 012100.0 284 2.4100.017-(2)-3 7733,333,3 351068.619.6 14850.0二臥t1 2166,733.3 ll657.931.6 9322.233.3 321071.122.2 10710141.038.7 22514251_8lJ/ 755

8.341.7 472656.0J十EI本と良好な関係を維持す わからない 23? 9,514.39.5 111 2.02.02.0 112 3.63.67.1 000100.0 011 5.3≦5.3【 o≧ 2222.222.2 210 4.42.2100.0 16254 6.19,61.5 242112 きi4.82,8 000100.0
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i 表o ⊂==〉ぐ＼⊃⊂＼ーく.D t､ 寸 ⊂＼ー F.-Ppl LD T一一 m くつ1n r＼l n Lー C一〇 Cr) ぐ＼ー - rr? く⊃ 仁一 亡く)くカ ウ○ 1こす uつ く> 寸 ＼■√)
墨 LL7 ⊂⊃く

)

Z:秦∴:

… C.? T-.一賓冒 垂 Lr30' Lr) - - - . - ぐつ く⊃-- √､〇〇 Lr

ー Cく〉 CQ cO L!? ⊂=) の 竹 く=)rt'辛舵ド

:,i垂 (.D Cく) rl くn て】1 くヽ ⊃ Ln の ぐ＼ー LL? CO く:⊃

(カ トM tー Uつ ぐつ Lr) Ey? ■-1 Ll) の N r､一 m (.D LL? こね くp C() ､=}一ド 凄さ ヨ Lr〉Tpp-ppIく
＼ートー Lrつ 1こす くつ LD (=) r

l 寸 Cy?CC LI) 寸 rl の '1 r--ppt tL7 Cく)C＼ー ぐつ ｢-1｢一,i 撃 - - -

ド.Cヽ 戻 ★ i十 1､- C′⊃ LJL⊃ ■吋■ C1つ ,- ▼･.一

N LD LL? tr rlLt>ぐつ M LD M 一D Cく) 一一-i Lr)

ト義′ 寸 甘 く凸 Cyr) T-I-p< ぐつ (一一 Ln e.D L､ M r′つ亡n く=) r-1 ▼･.1 Ey7

cQ の ぐつ ｢-1で＼ー潔 撃

ド:㌔読 n くつ Cく
〉C＼ー ryJ)N M く:> の 亡＼一 丁,つ

て＼一 cO Cく) ぐつ ぐ.つ ぐ.つく＼1 C1 へート¶

lr) CQ ヤ ー .･.一 (】O r1 く)と;ド握 感煤 - - + --R 義 Y cO cJ

LC7 7空重 ) ドド 辛ト

LD の くつ く=⊃ E3 く⊃+ 垂 Lrつ く工⊃

tr〉 く=) LO L∩ ぐつ ぐ′〉 L

Jb r,つ T-I-< Lr?

亡く) tD EV? Oつ ぐ,つ の r1 く凸 L′つ L√つ Lr) Lr) 丁つ LDの# 車∴■

tL,≡S 室 ぐr)⊂1. ト 亡.J)

E｢ ぐつ cq∃ ぐつ(=)｢1

亡つ uつ く⊃ く⊃くつ く:⊃二t本捕キーS:O こ,CJ T; O-
) r-1 亡.I) ド (♪ tr

,-1 E.D u>Lr⊃ Cく)I-<⊂ー M rつ tT亨)

概 a+義 I.r> てft くつ ⊂⊃ く

つ ｢-1<ヽ ー 亡＼一 くつ くつ Cy

? I- 二 十#
tTl ー■ ∫ + rI .I ｢-1 ぐ､一 CT) の 血 のぐつ O-) Ln 1寸 LD C′〇 CL) CL⊃ lL7LD

n いつ r-L-L<ド 車蛸 1∫つ Uつ く＼】 Lr) (=

) EyJ) 至;-口+ oTe ⊂n C<) こく) 1√〉 てナ LL? C一つ LL3 ∽ G 寸 謁

ぐ､1 亡,つ 3ヽ1 .=jl cn 1寸⊥｣#j

J㌧事袷 i 1ヽ ′ √,)｢ 品 石 工 1ヽ p.〟=L
｢ 昌 良 二 1ゝ- > J ′ 1ヽ ′ ′ 国事¥ t!tJ㍗÷∵ 毒 葦 蓋 塁 S ( _ 十､義 声 蓋 ご̀ 5:

i 毒 霊 蓋 塁 S 義 認 蓋 一塁 < 良∴･十 十tq=匡I ∴ 芝 宗吾芸 三 宝 Z ㌧riJ 一 ､〇 .Zij_iJ-i?'芯 ま ぶ 吉 宗裏芸 芸 圭 Z



矧 tu(項 目)希号'f,'ff拭内 容 』 地 域 別
回 答 内容 r 北 米 】 南 米 西 欧 火 欧 F 中 米 ⊇アフリカ 南アジア 氷雨アジア 火アジア r その他 t N

,A矢数 (%)育夫射 (%)便 数 (%)矢数 (%)実数 (%)文数 !(%)弓矢数 1(%)矢数 (%)実数 (%

)実数 (%)突放 (%)-値入を超え fJ J-i+ー 5ワ∵∴ゝ ÷Tt≠31_4∃ 8≡ 28.6 133_3 ワ10.5 1?T十÷?? 叫 31.19喜 7

09926,8 T*ウ 42.6 433_3 2023.8LD 大 温位 わからない ワ3 ウi9_5 4t. 7.81十さ 13 3.610_7 0133.3 11 5_35_3 02...～ /ワ 4_4 ..J15_6≧ 17 8.86.52.7 ∴36 4,S8,3 108.3 810/ 9.5ll_9NA 14,3 3 5,9 0 0 0 0 4,4≡ 7 12 2,8 0

8_3その通 り 4190 7137 8弓286 0 3158 3333 14311 81310 115265 1 83 19226NA 733.3314.3214.33≡14.31F4,8 191245≦ 437.323_57.89.87.8 66440≡21.421.414,314.3 1011033_333_333.3 53?51u6.3き15.810.526.35.3 〇010055,6ll,1 17649937.8I)38.94.44.4 105391218640

_2蔓14.94_66.92.3;LEI8335301037.1 419_1 58.1 06.9戸 22.3 033.341.716.7 331448639.316_74.8ltjを7.119-(2)-CH.t斤 3,Y'

12千:∴28.6 27?52.99~ 18∃ 64_37 ?66.7育33.3 ∴ 57,9 6966.72 27r" ウ萱 60.07 13049.8 189??43,5? 8H6.7 ∴ウ 3S.191t{比の人u t】加準が低 くなったのは出生 600 1..30..3.55.9 611_1,43.6i…-=…000 60031_6 00li∴日 喜一2:22 44 8814/33./5.497 1...4112_8,19,428 19

1 8_316_783

∴/?ー3.88,324率が低 くなったから わからないNA 19 4.8やi 5 9,83 5,9 11≡10 9010,5 10 93 4.46.7 Ill6 ト112_3 571313.13.0 00 131015.5ll.919-(2ト D 出生率が低いのは家族計画の考え方が二LEtlf-及し ∴〇252.423.S9.5 2614451,027_57_8 126942.921.47.1 11033.333_3∴ ∴3LlS_8 43044.444.4 29∴064,424_4 137787≦52.529.92.7 20214029書4叫 532-3g 36_7≡ 91二+25.0

16.7 3524441.728,6萱4.8ているから NA 091 09.5 54.8 2 9_83.9 161 3.621.43.6 01
033,3 03015.8≧01】11.10喜 09 4.46_7 325ll 1.19.64.2 143019 3_26,94,3 0…2il6_70 28ll 2.49.513.119-(2ト D 2j その通 り を 419.0… 2 ∴ナ 4

14.3 033.3 315.8 0 715.6 31ll.9 t.+14.5 050.016.7 T 20.2結婚年齢が瑞 琵 結 き最 l-tr /633.328_6 10≧19.6巨 825賀49.OF ll二臥63



宗 ･<iJ く⊃ LD ⊂=) OJ> トー ｢-1 Ln m CO く上) 1つ く♪ (ヽつ ■･.1 ■･.一 L∫つ tjl ト

tJ 01 0〇Z *+ ∴ (.⊂) 1｣つ の

亡,つ ■寸 1､､

rl T .蜜 S:O oJ) 亡,つ く=〉 m 亡､. ncO C

′〇 lL') ∽ II CO

r- clJ)｢｣ の- 寸6;↑lノド:＼令ト : - Tl r

...一 亡つ r-1 trつ rp-I-t ぐ､⊃ ⊂ヽ⊃ ゴヽ1 ⊂＼一 亡＼l く=⊃

L!? I--1N Ln - く♪ LO Cy7 rppp

1 【＼一 也 C一〇読 ⊂ヽ】 寸 N LJL) ｢-1 寸cy? ぐ.つ ｢1 rl

LO Trド潔 令絹器L一一(=⊃ く=⊃ ⊂＼ー r-1 1⇒1 ●-

三省 ド:+ド 読 cb の ▼･.1 くつ ｢:!一 トーI...1 ｢1 L､- の M ⊂＼

】 tjl. n .こくつ
く凸く＼ー トー OJ> p-Pppl CL⊃ ⊂＼ー Jtq くつ ⊂＼

ー ｢1 E.D M 1こ!一 ぐ√〉 Cy?+ t<ドlヽ l｢ の く｣つ の 寸 くJ) t一一 卜 ヤ

ーN r.1 13L) t､ 1≡ナ ⊂

h rl EY) く0 トー垂 ⊂X) lL? ⊂一〇 寸 の tD 亡､

t U⊃ Ln CD t一一 Gく) ▼こ
ナ 0〇 ▼･.1 Cy7 L∫う ー.DC＼ー M r-pl r-1 (⊃ LL?

ド堰令描 ri C＼⊃ t､- ■寸■ tー 1≡ナ ⊂ヽ1 の せ LD トー ぐつヰさ ←1ト Ll Ti

◆ヽ功 ドド

a撹 くつ

⊂ヽ} Cy? … ⊂ヽコ く=>

+ 読 ぐつ く凸 Lr

) 寸 ぐ′つ Lo t_D r-1 L

L? ｢一 MC⊃ '..■ '一 ⊂:> p-pJ lL') Cく) 廿 1｣つ の ◆-1 Ey? m ｢1

C() Lr⊃Lt? u> 亡ヽ1 Ln ⊂⊃ Y+ ∵昔-+ 能

∵ √､/ ∴ヽ ∴~ ､､i-a/

酋 0 LJ 十 Ln L

､ ∴ Jt-J rつ Ey? ｢-1 亡=⊃ ⊂

=⊃ ⊂⊃ Crつ rl婆 1【つ T...1 廿 【～ Ln 一一N … rpl ご＼ー く＼一 LLつ ,

ppppl ●-1tEl意七

宗# 一二 q tr) LL? CO Lr} CO tD M tー CO CD CC∴ J M m L- ▼･.1 t､- co 句:⊂＼一 ｢-1 C′) co

ぐ)i匡 メ蕃Sか*# ぐ.J} CT> C

D LI) Oつ Oつ の くr〉 CO LJ) くつ LL? cJD CO の tO CL3 O⊃

OICQ1こr の くヽ1 ■くr Cyt tゴ■*捕 ぐ.つ の '1 亡＼l LE

) rl I--< し【つ ■＼- くヽ} L∫

) Tl t､ノ｣J､｣｣ー三三 Lnめ i Lb r. メ tヽr / ゾ二 tj 心 p> 当 二 二 ′ tヽJーI,-g 那 ,ヨ ぢ ゾ̀ 心< 潔 I,ヨ ぢ ′ぎ -LTi <
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･くi ･寸 く=〉 .廿 Cく〉 トー 亡ンつ h r-L-1 ⊂ヽー 亡ヽl く=つ く′〇LL? Tr L一 ぐつ CにI tD rl の ～JPJL二翠

く凸 C.?ぐ

,つ OJ> く＼)2 顛J の で､一 寸 Cつ rr〉 LD Cく) 寸 の 寸 く=⊃ 1､ rl r1 - ▼

ナ ぐ′つ CO Lt tO C一つ C1

宰G 読 ト √1

07 トー ぐつ M OJ)

○ -tttJ故ド.i,Tt チ の

トー の ト ー_D ご＼ー の rl Ch Lr〉 rJ l√⊃ tr> C(〉 LD C

h r...1 r･.1- ⊂一〇 の LL? M てF M 一･.1 寸 p--1 LJD M Mド 汰 C＼t e､t の LD ⊂=) 1⇒1cO (=⊃ Ch ▼･.1 N r.1 LJ) cD Lrつ .くγ 【＼- iOの tr の 亡＼】 Lr〉 T-1 N O:) LL? くつ ■･.一 亡く)⊂=〉 Cy? くく〉 Cy? tJつ ,･.一

添繋 潔 7こド : - -

ド∴ヽド /t' - ⊂わ 亡＼1 の 00 の Lー

一 寸 r- 1が 卜一 寸#ド : ぐ.J> 【＼- ぐつ く⊃ 0〇 くつ樫潔 LL7 01 ト ←→ ト l I--

の M ｢-1 ▼オ ー-

-1ドZ,Tt, 垂 トミ C7 M -M lー く⊃ 寸 亡＼1 亡＼ー Uつ く上〉 くエ⊃ lー
- ぐ､ー トー Lr) ぐ､ー ぐ､ー ぐ､】 -

#蛸+ 千 M rl rl r1 亡ヽl 一一イいつ ▼･.1 rJ-1 rLLLi 亡＼一 T-1 ト ぐ1く♪ ⊂＼ーcy? ▼･.1 一..1 r-1

亡＼ー 71ドド 斗潔七 一 oYe I∫つ 叩 くJ⊃ CO

r1 eyJ)U⊃ r･.一 Lr〉 ▼･.1 Lr) の M C√) lr⊃卜 tD Ln (=) T-I-<

CO Cく) (､つ t､ ■･.■ LJ?L′〉 亡つ令

舵 LL? (_D M く:> 寸 ◆-1 Cく〉 トー ⊂=つ く=) ぐつ ▼-.1 ーイ くつ rl ⊂> ⊂>与+ 戻 rT CY) m ew? ､､ ト L

｢ ごつ t｢ pp,

Ey? 叩 く

､つ#ト : ▼･

.1 ぐ､一 くつ ⊂⊃ くつ くつ くヽ 】 ｢-■ く=⊃ くつ ⊂=) く=)+

tEI 読 一ー rL1 (=つ く=⊃ 仁一 ぐ′) ▼･.一 くつ ｢-イ (_D LD (_Dト tL7 1ー 亡

つヽ C1 でつ の く♪ M LD t-1 Wくヽー

CO 寸 n (ー M卓】 -#

蛸

lo モ上) Ltqく=〉 ⊂＼ー ▼･.1#檀 くエ> Uつ く＼t CT

) CIつ の Lo ll) 【､ の 1n の○ ～ ,1 OJ> iー 1∫つ Ln LL? いつ の ぐ.J> Eー rl r--1 tL
7 の 1n LL? ▼■＼J … く＼一 ▼･.1 ぐ＼ー

*ト ■

I-pppl p-ppl ⊂＼一 lr) CO M- - M '･.1ヾ ∫--

cO くつ 1こナ Ln M r1 (:′⊃ こく) tr⊃ C一〇 cO m Cy? M Cく)

○ t- ｢ .H ＼丁 ､.- Eー M Tr (=⊃ ⊂わ 寸 I-I-1 CY7 くつ ナヽI-P< lrつ ▼･.1 く工〉 ⊂
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∴∵富



i cc ⊂) トノP∫逼 くつ 寸 CC ⊂＼ー Lr) 87 の く⊃ oつ ぐ､一 m m '-pp

pl MoS 寸 喜 亡

つ U⊃ ■廿 0つ の 寸∴ 凄 さ描 くつ く＼ー C＼ー L＼- I-ppp

l てヽ ⊃ ぐヽ コ く

凸 E.D 1司 ■1I -で賓G Lー

OJ) 【＼- Cつ ぐつ く､ く⊃ (=⊃ ー-1 ト L＼- (+

+

Lrつ T-p< く凸 ED ぐつ ⊂ヽ ⊃ 亡,つ r1tもノ故ド
.'＼ i? 亡) 1寸 CO サ くy L＼- の くつ Lr) '･.一 Lr) 'ppp｣ Ln挙 M 喜 LL7 ≡ヨ の C1つ ぐ､一 T

-pppp{ ぐ＼ーM 1こナ ー ■･.一 tr〉

く⊃ ぐつ r1 1寸 M r--1 ト T-pl c.D E.a ▼一n仁
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- 茸 m Lrつ の 寸 '1 のド - m Ln ｢■ くつ tL､
- 寸 Cの ⊂n の く⊃ ⊂- t､- V

. 亡).7,iド-+ U, 害 LD の く凸 の くつ uD tD 1こF やく

⊂⊃ 【＼- Ln ･一一

辛+ く⊃ t一 C′) 3ヽ1 C() 寸鷲て譲二 rl g1

I-t でヽつ r-< 亡＼l 亡＼1 1~r LD 寸 t一一 くエ) Cy

b ⊂＼一 ◆-1ド?

.i + 勺: C>寸 呂ドーこ顔も瑞 トー ho

ヰモ+ rp

-< こ〉rl ヨ く＼} r･.1 N の rlj∂ ドド a※

i蛋 義 rつ
⊂ 〉 Ln ⊂⊃Lj? (=⊃ Ln ⊂=) く⊃ く=つ く=> ⊂⊃ くつ L{) LL) I-1 く⊃ tf) TJ1OL}くつ -

せ-★拭 -

十 読 くつ くつ M いつ ⊂つ く⊃ 亡つ くつ く⊃ O? O . [｢ く｢ CY) く凸 くつ亡つ M C,つ く=> -

の I-二心a

t《｣ユ く_ロ ぐつ ぐつ tD tr ⊂h く=〉

M M tLL- く上) '→ C＼一 .=⊃ i～ くつ琴 I-{ミニj○ 告 - - -+ 読 tD Lrつ く上〉 ∽ こけ トー tD tD U⊃ {>〇 ED 1寸 Ch t- ⊂:⊃の Ltdt l′つ く⊃ぐ＼一 lrつ ｢1

く:⊃+ 感∵ -

# LEl ⊂⊃ LL? LO I.D OT? Cく) Cく) 一
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〉+ Ln I く=) Cn Jn く⊃ く=) く⊃ く＼l Oつ く=) Cく) 亡ヽJ) の ■く11 Ch

ぐ､一 m ⊂＼一 いつ 0〇 m 1:一､ ▼ナ … く＼一 寸 く二つ∵ 戟をく -袷㍗｣. i -IZ ■"El 訳コ
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A-Ⅳ 在日留学生アンケー ト集計表 (専攻別)

専 攻 別

質問(項目)#1-ラ質 問 内 谷 医 .菜学 】その他理系 巳本譜 人文 .社会
N.A矢数 (%)矢数 】(%)実数 (%)書実数 (%)∃矢数 (%)矢数 (%)矢数 (%)

矢数 (%)矢数 (%)矢数 (%)J二.いん､ な い 274 94.2 7788,5 7989,8 26100.0 25 92.6 48

90_6 12591.9 3181_6 11392.6 94 94,9回に留学 したこ あ るNA 1703.80 10 11.500 9010.20 0000 207.

40 509_40 ll0 8.10 /0 18,4≡0 90 (.4 50 0つ.10ことがありますか 87100.0 8810

0.0 26100_0 27100.0 53100,0 136E100.0 38100.0 122100,0 99100.01-(2)-A 北 米 635,3 00 6∃6.67 00 10100000預うl裾はL,i三…二…H封 42,9028.6000014.3014.30100,0 309100H 33.3022.2ll,1000033_300100.0 00でしたか 南 米 1

西 欧 3東 欧 2中 東 o鳥 言 三言 ol …喜蓋
00240.0000000120.0120.0東アジ

ア 書 2 0 00その他 00 00 00 0
0 00 0 120.0NA 00 00 00 00 00 0 00汁 17100

.0 10100.0 9loo.0 0 0 ワ100.0 5 5100.01-(2)-B 1 年 1 5.9 ウ20,0 222.2 00 2100.0 1

20.0020.0020.000 酢 71.4! 6 66.7 0

0留学期間は何年 2 年 3 17.6 4 40.0 111,1 00 0
0 0 14.3 1 l十十 120.0でしたか 3 年 1 5.9ZOO 1 ll,1 00 00 1 14.3 00

004 年 3E17.6E l 10.0 0 0 00 0



蛋 ･t'i こ､ くつ ○ くつ くつ くつ (=〉 くつ oD e､ー く⊃ く> co il? LD C) 藷Lit･ヾ∴■

▼..■ ｢｣ n誉 く:⊃ く=) く=〉N N ⊂⊃ く=) く⊃ くつ くつ ⊂>N tD N く> cO ト 寸 Otヽ ｢.1 ⊂⊃ 1′) へt TlS ∽

Jttr ⊂=⊃rl ey7☆解 く ｢｣ rl L/i r1 の r1 ⊂⊃ Lt> O3 ttL-- 寸 01卜 rh

l の こく) 1寸 ⊂⊃Tl ぐつ～ 読 r7? ｢1 N 卜■ O'..1 亡､t t_D く=〉 くつ くつ N CO くつN 卜■ く⊃ (
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iZ' 読 N tD I...1 ｢.｣ く⊃tヽ LD LD 勺1 ⊂⊃ ■..一 m ｢寸 ⊂⊃ 亡､ー ⊂>ぐつ 1､- く> 寸 LLD くつ く＼一 m の ｢-1 rh1 く=〉一､1 m 卜- LD の ⊂⊃ M r-1 寸 ⊂⊃ ぐ､ー (=)▼寸̀ く⊃ lL? M rヽ くつ r.｣ く⊃ ト r.｣ 一..■功 一..｣ く

> ln td1｢-1 LL) ▼1 ⊂> rl N 寸 I.1 ⊂⊃ N M ぐ､】 ｢1 ⊂⊃ の ｢

-1 の ｢1 くつ ト .-串描 t- LD くp 寸 のrl tr) ｢...ー の の tヽ ⊂⊃ くさl LJD の｢｣ N tj1 ｢■ の I.1 m 乙～ LO の のく＼t M C＼ー rl の 寸 く⊃ 1｣つの ト のO? ｢｣ の ｢｣ くわ の

T..｣ (=) Lr) サト ■･-.嶋村 垂 寸 N の (:く) ⊂⊃ED C0 -日1 の く> の 寸 ⊂⊃ 一･一 (ヽl くつトー一 LL? rl 勺t CO ⊂⊃ qt CO LO 亡つ く:> くつtD M CO N くn (=〉 ｢.1 N eO tヽ N (=つくJ⊃ CO 一 Ln CO く> しこ､ .ト ､】 しこ､(.D ⊂h 一一 tD のt.｣ Ln く=〉 N N 勺く く

=〉 一･一 ぐ､t M ■･.■ く⊃ M tdl く> (_D# ○ l･.｣ く工〉 N N くJ⊃ l･.1 ⊂⊃ En く⊃ N

(=> 功 一､▲ LL'> H N 寸 O r1 tLLl (=) N 0〇 N N CO N仁TtL' N トー 一･一 亡ヽー N

亡つ iL? rl N

N N 寸 ｢.■ ｢.1 N Tll ｢■ Lr> ■･.｣ N '.｣ CO 一顔# 読 寸 勺` の ⊂⊃の CC くつ LD O ぐ､一 一･一 ぐ､】 く_D くつM rl M ⊂⊃ N (=〉 co t_D 可 N くつtD r一 C■〇 の ⊂〉 くつ I- の ｢1 LD く工) く=>▼寸1 亡- N 亡ヽ1 ぐ､】 く> cy) CO

の 【､⊂)く> LD (_D IL> N溺 - LD O r【1 N くp (=〉 M の ｢1 l･.｣ く⊃ 寸 寸 くつ 日で‖→#砕 .ttlB 東棉

tヽ くjつ く⊃ N OD ill) cc 甘 く=> p-一
C一〇 ･廿 N t､- LL) O CO I- の く上〉 一･一 '..｣ CQ (=> N の ぐ､l -n r､ rl rT の

ド.｣ ▼一一1 m の舷 ED CID Tr の く⊃ ｢-1 の の N の く:) En CO の 寸 寸 く=) ト - 一 一･.1 Cn くつ

(.D '.1 cc ■･.1 可ザ O く> C一つ 寸 EL? くつ の 卜一 寸 く＼ー Ln くつ 07 0つ ト と- t､ くつ 1∫つ OD ln LLD LL> くつ く_D Ln N CO トN Lr) (=) ｢.1

ぐ､一 寸 ⊂⊃ (ヽー M N く⊃ N LO くつ 卜_義 cO くつ ED CO q⊃ tD OD rl

M CC t_D

N くつ (ンつ く⊃ O tD lfつ ｢■ Lr〉 亡ヽ CO q⊃ くわ 亡ー Ch l...1 く⊃軸や 亡ヽ一 Cく) の N M く工

) ぐ▼つ oJ) 寸 の '..一 ｢｣ の M t.■ 七､- m の ｢1 rl蘇くH ○ M n 卜 CO く=〉 甘 く.D サ
ミー の くつ (て 寸 ぐヾ M O3 ⊂' 寸 tr〉 tD ⊂h tt? くつ くわ

【ー l･.｣ 卜- 1ー#ポ< ◇ r.一 N LJ7 M ⊂⊃ の の M Lr〉 ｢1 (=〉 ｢｣ . tヽ ｢｣ の くつ tD

t､-. 勺〇 p--1 卜 くつ rl lL? rl LL

) 1∫)｢1 く工) (=〉 の 寸 ⊂⊃ rl 荒 寸 r< O N LI} くつ く)〇*ド tD M M (ヽ一 m

10 ｢｣ の ぐつ rl の く_D 寸 1二つ く工) で､】 の ヨ 寸 罵 r< 寸 Eg ▼･.｣ M r′) の MM l｣つ N

N LL? ｢.1 N l′つ讃≡+こご LL? く⊃ .弓̀

勺` く⊃ 勺1 N ⊂⊃ 寸 くつ 可 1L) M 寸 寸 (=〉 ｢｣ ｢■ の ,守一 (=> 亡ヽ 寸 EL) 勺一こ cO M 【､- 卜 くつ 【- N の ⊂⊃ t- (=)亡一 cc 亡n と-
tヽ くつ の ｢...一 m く> 乙ー く⊃ M 【- rl く> トI-1 くp く⊃ N くJ⊃ ⊂⊃ ｢｣ LL? く⊃ 可 r

叫 の く::⊃ いつ*巻く Ln 【､ ⊂ヽ】 ぐ､t lー N (_D r､. くつ N 卜 N Lつ くJ⊃ N くヽー t- O? の くわ く⊃ N 卜 ｢1 N N ⊂⊃ N

｢一寸 N ｢1 (

ーヽ ｢.｣ N ～ (lt喋 こ tT -† 二一一 卜 こ｢ LL? rl の CO t～ くつ ol rH< iL? Co t- (=〉 07 CO N
亡- くつ lr) CO トーO EL) 1L) eT') ⊂ー く

つ｢一 M M の トー (=〉 LD M CID の ト く:⊃N N の くつ N M く_D O 卜 く:⊃可 寸 くつ ｢｣ くつ ⊂=〉 ⊂> トr.1 CO宰

N ′つ#ト : てーt t～ '-1 N く_D の く_D 寸 rl N LD ⊂ー く_D o √-1 く＼ー く工) ｢｣ ｢■ N ⊂⊃ ぐ､一 くJ⊃ の 〇 一･.1 ⊂⊃ ⊂ヽlG吋} rl N ｢

1 (ヽー I...1 N I...1 - ～ N''+ 亡ー くズ⊃ ー CO くつ 【､. ㍗-. M r-1 ｢1 ⊂⊃ EL? 1二n

OJ) U⊃ ｢1 くつ くJ⊃ tヽ n t..一 ぐ､一 一=) の 一..■ O くy 亡＼ー

N 寸 - く_D (=〉 N N 寸 ｢1 Cn ⊂⊃ ⊂ヽ】 く⊃ 寸 の の く> co il? 寸 ー叫 く=〉 く:> N の LL) の ⊂⊃棉 ◇

N く上) く=〉 N N 甘 く⊃ r< ぐ､一 寸 ｢1 くつ の 寸 ｢1 (=) t､l 一･.1令ト ､⊂⊃ ト I.■ (_D ∽ くつ く

つ の ｢.1 cc COI-1 CO の く＼ー CO O〇

勺` 1∫) Ch t.■ の OD N CO く一つ n の幽 N tn CC N N M C■〇■･.｣ ｢｣ の ■･.1 03 M M CO く_D

;lt哩 く:⊃ N 【､- の く⊃ N M の くつ (=) ⊂⊃ ⊂⊃ O

つ '..｣ くエ) Cl ⊂⊃ ■･.1 OL) 03 U> LD く> M M 亡ヽー ⊂> Nの 一L? Lr) く工) (=
〉 くn M ,こす 勺一 CO (=) M M 甘 くヽ3 tD くつ の 寸 く_D 寸 てr ⊂⊃｢1 07 く=〉 N N CO CO のトくq L

L? ⊂⊃ M 寸 く⊃ 亡＼l M N M*# くつ Cく) LD t二D ト C一つ の

の Tr t- 亡ー (=) の '..1 ■･.1 く上〉 ト 寸 n e､】 せ くゴー 【､ N (＼一 〇〇 t～ CON 寸 CO N O

J) CO N N ぐ､】 ■･.1 03 M rl 亡つ CO くエlH# の CC LD N く⊃ くつ N L

D IL) の ⊂⊃ LL? の 寸 寸 の ⊂⊃ の く⊃ 可 の 亡

ーヽ く> I.｣ N M の LDの く=) Uつ と- (=)r一 Cn CO 寸 く上〉 ⊂⊃ LD Ch 1寸̀ N tjつ く⊃ cO r1 く_D q⊃ 亡ー ⊂⊃ M L
rつ L【つ 卜■ CO■･.一 Lr､ し=､'..■ N Tr く⊃ l･.｣ ぐ､) の ｢1 くつ N

r-1 寸 く=〉 ト* c
O ト の ｢1 rl N L【つ rl M O r-1 co 一 (=〉 tD (=〉 '..｣ M N LD ⊂⊃

一･一 ■･.1 の 机 の M L!?LL? ト ｢一 N の M CC 寸 r-1 N の 寸 CO く=) の ぐ､ー くつー 03 m M N C＼t O)

I-- r- 丁】戒 ｢■ N I..■ N ｢｣ ぐ､3 -1 H

N袷 f鳥 去 蓋 fI岩 岳 墓 穴 岩 岳 盃 f鳥 怠 蒜 f:岩

岳a 慧 酔 ノlTJ < + 蓑虫賢 詠



宗 iZ 読 く:⊃ '..1 eY> 寸ー ｢1 ▼-1 く⊃勺` Lー ⊂⊃ く亡) ぐ､ー く⊃ 寸 寸 r-1 O rl くつcO tヽ (=〉 ぐつ T- ⊂=〉 く> rl 卜 r→ rpl O■･.■ ト tr) . 寸 ⊂⊃ rl C＼l LJ) く⊃ ｢｣ くつ寸 U⊃ 印 可 ぐ＼ー く=) ｢1 ぐ一つ

のN M (′⊃くつ 一一-1 N て1一 ｢｣ くつ M M ▼･.｣ t...1 くつ くヱつ く＼】 ｢1 くつ I.1 - tIつ

l･.■ ⊂⊃ ｢1 m く＼】キド : Ch丁▲ 寸 卜l ⊂⊃ く工) N のI..1 N 吋 ｢■ (:一つ t- (=) M r｣ のの くヽつ ▼･.｣ t...｣ の T-+ 亡ー LL? く＼) 可 のtD ▼･.1 l･.｣ の 寸 く_D 亡′) V e､) のr.1 ■-1 Ln

r-1 の ⊂ヽー ぐ′) 03卜1 ey? NrT- 読 く> ⊂⊃ 卜I の N N (=)卜 の LD CO CO く⊃ 寸 甘 く上) U⊃ 〇m m く_D く⊃ LD くつ LL? (＼一 uつ CO ⊂⊃⊂⊃ ⊂＼一 t_D ｢■ の く⊃ の く{) Tf t-1 く=>

く:>C.つ 勺1 ぐつ 寸 の ⊂⊃ ヤー Ln のtD CO L-輔車e ○ くつ N rl M くつ 寸 寸 くつ 卜 ｢1 く⊃ ｢1 亡＼1 がヽ ⊂⊃ 一･.｣ の ぐ､ー* JlN 亡.つ 勺1 LL? ⊂⊃ 一=〉 NM N 廿 l･.｣ l･.｣ (ヽ】 ぐつ ぐつ 03 (=〉 (一o 印l∫⊃ LO く=つ ぐつ ey? 寸ー ぐ､}

(＼ー M (=⊃ M L!

? rl Nぐ､t M LLつ ｢■ N ⊂=〉 【､一 寸ー】 ~ー √､十もノ 一55: ○ しこ1 N CO 亡

ヽ LD くj⊃ ⊂⊃ I...｣ 卜 くJつ く工) く=〉 亡D ED N の U⊃ ⊂⊃ てr l...｣ の U⊃ く⊃ 寸 下す tー瀕 堅 くつ 寸 1二つ 寸 亡＼ー 亡＼ー ⊂=>M rl 寸 く:> トー1 M N くつ 亡､】

く=>卜l N くつ 亡＼ー ぐ､】 勺一 ト 亡＼ー ⊂⊃の く:) くく) ■･.■ 1～ ⊂つ く＼ー く⊃ cO l､ C.つT..■ 寸 ぐ､ー#チ ニ担# 車棉(cOlヽ､の くD

tヽ 一･一 一..1 COI.1 ▼･.｣ の ぐ- の ■･.1 く=〉 ｢1 03(ヽt の I..一 ｢｣ N の r一 CO(､J) の ぐ､】 M 【､一 cc の拡磨 読 く:)○ の 勺1 ぐJ ED の ⊂⊃LD くわ ドイ LD LL) (=> 亡､ー 亡､t Cわ け〉 ｢1 ⊂⊃(＼t CO N r
-1 の くつ ぐヽー ｢｣ (=) 1寸 寸 ⊂⊃ぐ､】 CO l∫) 【､ 1＼- ⊂> く＼t の ,巧く Ln U⊃ ⊂

⊃ぐ′つ 寸 勺` '..一 t.D (=〉 M 0 1､-▼･.｣ の 0〇0 rl T...1 N 寸 くつ LL? 叩 く=〉 1､- く:〉 ｢■ C＼) Ln くつ 亡＼】 の く＼ー軸* * qつの の く⊃ ED の OD LDN 寸

Ln の ■･.1

く＼1 寸 ぐ＼t ttL-- くj⊃ト =｢ ♪｢ M '..1 ぐ､ー ⊂⊃ ⊂⊃ く工〉l･.1 (=〉 ▼･.1 l･.｣ の (:() の 寸 N の く_ロI..■ の し- Oつ †､亡1 LJ rAAil#桝< 読 くつ I..1 -可1 CO ⊂h くく) ⊂⊃

N LO Ln rl M く> 寸 寸 寸 CO ⊂⊃M 亡′) の の く> く> cO CO lー CO (=)

く=〉 ぐつ くj⊃ LJb rつ く⊃ トー LL? ⊂⊃ の の く=〉Lー -可1 -可1 ■･.1 ■･.｣ ⊂⊃ くつ の r--LL<ト Lr) ⊂ヽ】○ I- ey? N OJ) くつ 寸 寸 ○ cO く=⊃ 叩 く＼ー

ぐ′つ O l･.｣ がヽ の*ド : ぐつLO E= ヨ 巴 r< N EB M Cr? tL? N O の亡､ー 亡＼一 LLl く=〉 く＼一 tD M く＼ー くYつ寸 Lrつ (=) の CO r1 r--t のぐ､】 ｢■ 一..■ LLT の てナ tーN l...1摂慧+

m 読 くつ○ くつ CO l｣つ 【､ ⊂⊃M 寸 の ey? ⊂=〉 ⊂> c

O Ll) 亡ヽ く⊃【､- CO ey? ⊂=つ く> く> 亡- 亡- r< r-1 寸 ⊂⊃ぐ′) の 勺1 ｢■ 亡一一 く:) く工) の CO 亡- ⊂⊃iLl Ln 寸 ぐつ く> くつ t- r--< 寸ー

⊂⊃ CO トーく〉 U⊃ ｢1 r1 くつ こ' ト ト1 くつ Lr> N ▼一1 0 tl tr中巻に ド ト や lJつ t..一 ⊂⊃ 卜 l･.1 Ln T..1 くつ く⊃ 亡ヽぐ､】 亡＼ー T< T< 完 の N ET, lr) と- 勺' - ⊂⊃ ト

- ぐつ く＼ーN 亡＼1喋 読 く> t､- LL) の CO lー くつ卜 CO N M l､- くつ の め CO Ub くつ叩 く⊃ M く⊃ ー-1 くつ ⊂Q t′つ N 亡- ト く=〉亡つ fl の 【､-. ト ⊂=> 一･.｣ ln t､ t､I ⊂⊃く=) の ｢-1 ト 【一一く⊃LLつ lr〉 L

√つ｢.1ODCL)#習冒吋' ○ の 寸 くつ 1∫つ O? ｢1 く=⊃ r1 くD ⊂⊃ N く_D くつ十-1のM～春試 tDI) N 一=〉 l･.1 ｢｣ N tl⊃I-1 l･.■ N 寸 O3 '..｣ くつ n tlつぐ､】 '..｣ の 0つ ⊂＼ー N ED

▼･.1 N ⊂⊃ LD く工) で､】 ⊂＼】 {上) M ⊂⊃ (=);I+ 読 く>くつ 卜 やl ⊂⊃ CO ■･.｣ ⊂⊃En CO く> LD の く:> 1∫つ の 1n ｢1 1′つ く=)の N N ｢.1 ty く⊃ lLl l√) ⊂く〉 ぐ､】 ⊂⊃くこ⊃ 甘 く=⊃ ナヽ く:つ く⊃ 【､ の ■･.1 1√) ,コチ (=〉LD の の 寸 r.1 く:⊃ す ぐ､ー く)つrl 亡つ

rppp<痩 C l.一 N Ln くつ N LL) r◆一 O i-. r-1 r-1 ○ tl LL) r.-1 く=〉 rpp1 てナ M也 *ド:のC′〇 LL) LO 寸 ED COCON -可1 CO く三つ LD ■･.1 ■･.1 寸 03⊂ヽ一 句一 ｢■

C一つ く⊃ す ぐ､t M の COtD ▼･.1 CD Ln トー 亡､一 寸 (=〉 OD｢.1 Ln r

l CO ⊂⊃ Cく) CO一･.｣ の N守喝 読 L=くつ N 甘 く⊃ CY) ⊂⊃ ⊂⊃の qつ く】つ く> CO ⊂> (＼t N 亡

､t M ⊂⊃ ⊂⊃⊂=〉 く> OT N CO ⊂=) の 寸 く工) く=〉 (=)くつ L

D C＼ー N CO く> M の ⊂＼一 m ト く=〉⊂:つ r-1 LD (J) の ⊂:> し一 m ,汁Ln 卜 r-pppLO l.一 N サ ー-1 く> てナ 寸 く> ttL-. r< t=> rl N L!? くつ ." +iさト(ド ⊂() の く=) の tヽ 亡ヽ LL? LL7 CO く

＼ー 【ー 亡- O tD Pつ l･.1 ト ト Cn の CO 也 Ln 亡- LLつ の 也cO ～ ,寸

CO M M CQ LD ■･.■ 03 ｢■ てr CO の ぐ′)HW 読 く> く=〉 M C､ー 卜■ の く⊃くつ く> くつ くつ CO くつ L

D ト の t､I ぐ＼ー く=⊃I...｣ 可 【､ ⊂> Ln くつ 寸 tL? tD くつ 亡D ⊂⊃T一 ＼ゴ1 寸 r- C′〇 く=⊃ 亡n 甘 く=) LLl 亡､ー く=)一､▲ M t､- てJt 【､-
. ⊂=⊃ n 【D ⊂＼一I-1 ぐ＼】 ⊂:⊃0 ･二｢ ｢.イ N Ln r-1 くつ 寸 寸 ⊂=⊃ 【､-L 卜■ O (＼1 Ln く⊃ T

--1 マ ぐつ*拭 仇 の LD r.｣ く工〉

｢.｣ t..｣ く=〉 n ぐ＼】 t′つ '.一 寸 の tヽ ぐ＼t tLつ 一..｣ M CO く上) の -

I..■ の -こす ⊂く)丁ーN N Ln や n ぐ､} Cnl...1 N N M N 一.｣ Ch～ I...1 T一 ぐ′つ 亡＼一 Cn

亡＼ー ぐ＼ー N (.D くく〉 ｢一寸 く＼ー かぐヽ】 M ぐ､) C′⊃紬 た ( + 毒.. 蕪 蒜 音 義

蕪蓋 言 責 蚕 蒜 .S 義 蚕蓋.a監<紬 芸 聖 霊 重 言 た 蓑 苧 慧 重

言 七 慧 喜 窒 三 言 恵 芸 莞 芸 三 言
烏 芸



蛋 LC2:読 rpl N く=)03 (X⊃ ⊂⊃ I.や ､ 卜 亡←ー ｢一 くつt- Crつ 01 く⊃ の ⊂の 寸 寸 ⊂⊃M LJ) く:) ⊂⊃ く=〉 (.つ O) く⊃ t- O寸 M M CO ⊂⊃ LL? 亡＼】 ｢1 ｢.1 ー-1 ⊂>O') の くつ LO rLL

-t C⊃ ? ｢rl 三 くエゝ ⊂＼ー ⊂⊃ Tr M rl ■ー■ く:> 【､- I-.1 くつ L

o t..1 l･.1 r一 ⊂⊃義鞘 cO (:(⊃ の,･- 卜 ぐ′) 07 OL)亡D ぐ＼t Ol の 1廿 【､ 亡ヽ トトー 亡＼】 t_D ｢■ 卜一 m ぐ＼一 ぐ一つN 亡つ OT ⊂:⊃ LD F｣

OL}Ln rJl t-1 rl OT LD r1喋 t.⊂) t- くつ r-1 てナ Ln く:⊃ M の t..

.｣ の ⊂⊃ ぐ､一 寸 '-1 く_D l＼- く⊃ LD Le～宰G･＼ oYe く三つ くつ く=⊃- ≡ I..■ Uつ ぐ＼ー ⊂⊃cO 一一 ⊂⊃ 寸 くJ⊃ くつ O くつの ぐ､】 一一-1 ぐ､】 ⊂> LD く:⊃ く⊃ LJl (=)r1 ト ー く=⊃ co く工) ぐつ く工) lL7 ⊂⊃Lj? ▼･.｣ ▼･.1 (=) I-1 ▼寸Lr) ぐヽ】令綿 Cに) M く＼】I- Cj ol くつ の ぐ＼lの N ぐ＼ー ‡ヽl tD く⊃ Cn ChM C＼) ▼-1 亡＼t Cn の す ⊂⊃ M Ol

ぐ.ー r-Ll くつ (_D ⊂′⊃ 【､-- ⊂＼)t､ ぐ､】 r-1 C＼ー の く⊃to m缶 表 m M ⊂⊃LJ> LO t=⊃ r-1 rl OI O｢1 一..｣ tヽ ⊂⊃ 可 Cn l＼- Cn く⊃寸 の CJ? LE7 く=⊃ く=〉 tr) lLつ く⊃くつ LJn N e､】 くつ tー く｣⊃ ぐ＼t U⊃ の く:つぐつ ぐ＼一 ぐ′つ くヽ】 亡ヽ ⊂⊃ ? ｢Lfつ r

-i叫 く:∋ 1＼- N くつ 寸 く＼ー く＼ー くつ t＼- r.1 rp-< ⊂=⊃ 一＼- l･.■ ⊂⊃土砂 盟# *捕 く＼ー ぐヽ】(:■〇ぐつ 卜

一 cc 小つ CON M C＼ー 卜 r-1 卜 1～N (=〉 U⊃ 一一 ■･.1 CO co p-1 LI) r.1 M COく＼一 m ,1 CDく＼

ー堤 ○ ⊂＼t CO く=〉 l･.1 ｢■ tー ⊂⊃ 一D LD の C一つ く:> ｢1 m 勺一 亡､ー く⊃ くつ CT} LD L＼L の O て fypnt+申十 ド N CO く=⊃○ く:> ⊂わ く=〉 (=⊃cO rppp{ くつ の tr)

I..1 く＼ー (=

)LJ3 - I..1 T- ⊂⊃ Cつ くヽ】 1r) の くつく＼ー ▼寸 rl r1 くつ ･dl tJ> 01ぐつ lLつ く=〉く_O ▼一 一一 ∴】LLl ⊂＼ー串描 n ⊂ヽ】

LDI- 3 の LD ｢■ くJつく⊃ ぐ､ー ぐつ LL) 【､- 亡つ てナ のLD r-Jl rl Tl く> くJ⊃ 一･一 寸 LT) く上) 卜I M M の C一つ (_aco で､】 ｢｣ の てr くつ1一 門<枯読 Cn ⊂く) ⊂⊃r1 亡′) ⊂=) ■..一 ■･.■ CO ⊂⊃r-+ Ln rつ ⊂=> C一〇 1､-. m の くつ亡＼】 寸 の の く=) ⊂⊃ Liつ LJ? く=〉

(=) ⊂⊃ C＼ー 1､-. ⊂> 仇 の の の LD くつrLL-- C一つ の '- 亡ヽ く=〉 cC r1Ch lrつ# く〉 ⊂> cO rl

O く亡〉 ぐ､】 く=) Lr) I-{ m くつ (_D rp-pi く> tD ｢1ド< 秦斗 ｢■ N CYl1∩ M CO ご＼一 ぐつ tヽ N 寸 ⊂=⊃ eつぐ､t r一 寸 くつ 寸 rppl の ⊂く) 謁 ヨ ぐ一 .< 寸 S3 ㌫ co

岱望+ロコ 読 一＼- ⊂⊃M O く=〉 Lrつ '..■ 寸 ⊂⊃rl ー トー ⊂>

一L? 卜- く∫〉 N く:>L!? 亡､t M CO くつ くつ(=〉 くつ ⊂つ く=〉 ⊂:> く=⊃ CO t..■ 寸 1- くつの 廿ヽ '一 トー で一つ くつ LD LOLn C

O○ I- 咲) r1 くつ 勺1 ぐ､ー ｢｣ ｢1 (=) tD tl Tppl くつ LL) I1キト､ rl くつ 1ーく＼1 ⊂＼】 の ⊂＼】 亡-N ⊂＼一 く=) Lr) の 勺l 亡＼l(ヽー く⊃ ⊂r? くつ O でヽつ

【､ 寸 n く＼一 ■･.1 t- 曽 Ln描 読 Lrf Ciくつ rl くつ Ch ▼･.1 く=)く_D M く⊃ くつ ⊂つ く=) ⊂> くつ くつ⊂⊃ ⊂⊃ tL? tJ7 くつ t＼一 m くつ⊂⊃ くエ) O 亡一つ くつ oD の 汀〉 くく) (ンつ く⊃叩 く_D r-pt r′) ぐ,

つ く⊃ -1 TTぐ一つ Lr>鮮 ○ { 三 ⊂- N くこ∋ M N 一.1 の く⊃ く工) m O ln ぐ＼ー rppppL く=>

一＼- ｢.1reーt'#蛸 くつ の WC＼ー (=〉 く工〉 く=) く工Ie､】 LD 寸 亡′) 【､-. く⊃ぐ＼ー くつ 勺■ くつ ⊂＼ー LD 寸 (ー n r1 -1 LD ニ †去+* 1n r-1 (=⊃ (D ｢■ ぐつ く

=〉 寸 と- 1｣つ 1r) ⊂:⊃ Cy? ぐ,つ 寸 ⊂⊃ の く＼ー 亡く) ⊂⊃ ト く=⊃ C7 0ー挙 寸 の ⊂⊃ トノpLlrlり+ I■lト′･ht rl くJ> ⊂､】 く=)t- N ⊂:⊃ ⊂ヽl

亡､ー ト ト (=)の ｢■ ｢1 ｢1 く⊃ '司1 CO ⊂⊃ 1､-. ⊂=>tー r-1 ⊂⊃ 07 く⊃ LD CO Lrつ ⊂⊃ーJ r- く:⊃ L!?I rT土 *ド 寸 CO CDcO の ぐ′つ ⊂＼一 Cく)くJ> く＼ー CO ぐつ の ｢.1 r.1 0つぐつ ■･.1 '--

< くエ) rp-pl CO く> 寸 の亡＼ー ■..一 m ED t- tfつ0〇LD CO ぐつ 寸LLb 一.1卦

署名 読 くつ の ⊂=つ亡く) 亡エ〉 く⊃ '一 cc 一一 く=⊃Ln ぐつ '-ppp< くつ の Cくつ てr の く=)の Crつ CO C一〇 ⊂⊃ ⊂:つ の 亡＼- く=つく⊃ Ln CO LO く=⊃⊂＼ー 亡＼】 lr) ぐ､ー の く=)Lntー rppl

Ol く_Dくつ トーtlln ⊂=⊃co t--L1 くつ 卜｣ ぐ′) ぐ､ー ｢■ く=〉 t､ T-1 くつ

Lr) r--i .--LL< くつ ID 亡ヽ】#描 ⊂～ くエ) t､-.C(⊃ &JJ那鵬 寸 亡､】 '..1 1ーL､-L '--1 CO 寸 Ln r--{ 寸 サI.｣ ⊂＼ー く＼ー T-1 t

､ く:) の rppppl N ⊂＼】 cO Lrつ く=〉 CO LD トJq rpp1 ｢1 ⊂一つ 0つ 0つH# の の く=⊃ くh CO の ⊂〉 【～ Co n ぐ､】 O トー 乙､ く=⊃ 【一一 ⊂=〉 ■･.1 卜 ⊂一〇 n - ⊂⊃ Y Tf<挙 t上) CO (=) 1堤 M L

E') ,⊂⊃i- く＼ー くつO ⊂:⊃ 03 EJB 寸 く=)M N r.1 N ⊂

⊃ LD 寸 可 1寸 ⊂つぐー ▼･.｣ ⊂⊃ O) C ＼一 てナ 01 てr くつtj⊃ r--1 か ぐ＼ー* の くJ⊃ r-1
十一 ＼ヽ】 し｢1 LO LJb l...1l･.1rpppi 卜 の (.D ぐ､ー 1｣つ くヽ】 Lnt.D (.D ぐつ l′つ r--1 Ln LD ぐつ rp-Lp< LL>LL? r-Ll lー ｢■ トー ､こr トー ⊂＼一 ▼1く:つ ぐ′) '1 ′＼l ｢1 01 N LDく:つ ぐ,つ

顔 ぐヽ一lJrPJ (＼一 亡＼】 ぐ､】 N ぐ､】 ぐ＼ーめぽ 七 も･tJ二 くく 一々 二手 思 < 蓋等苧 軍 < 葦 酢 J pl P義 .;<L; 写 ふ <

/メT ヾ ノI/g '｢封に -トー-～lZ 1､㌔qJJ 壁 ｢一､ -≡- 一一トー轟 fJ Z 1､°nJr＼ 記 空 繋 ぎZ 七

G



質問 (耳柑 )蘇号質 問 内 谷 専 攻
別理 工 農 学 日本語 人文 .社会

その他文系 N.A英数 (%) 実数 (%) 矢数 (%) 矢数 (%) (%) 矢数 (%) 英数

(%) 英数 (%) 実数 (%)矢数 (%)21 7.2 9 10.3 49 4.5 21 7_7 3 ll.1ll.1 3 5.7 ll 8.1 23 5.3 ll 9.0 12 12.1わからない

18 6_2 6 6.9 10.2 3.8 3 1 1.9 川 7,4 7.9 10 8.2 5 5.1≡ NA汁 14291 4.8100,0 687 6_9100.0 888 9.1loo.0 026 0100.0 127 3.7100.0 453 7.5100.0 ll1368.1100.0 438 10,5100,0 8122 6,6【100.0 10【 99 10,1100.0

6-(3)-C その通り 16155.3 4754.0 4450.0 18 69.2 1659.3 3158.5 7655.9 24 63,2 7359.8 49∈ 49 .5がよい 782526.88.6 19821.89.2 181020.5ll.4 6223.17.7 6322.2ll.1 14426.47.5 36ll26.58.1 9123,72,6 1917 15.613_9 1515い5.215

.2わか らか ､ E 10NA E 17 3.45.8 /6 8.06.9 6け 6.8ll.4 0000 1127 3.73.7 13 1.

95.7 67 4.45.

1 04 010.5 〇8 4_16,6 614 6,114,1計 ≧291100.0 87100.0 88100.0 26100.0 100.0 53100.0 136100.0 38100.0 122100,0 99100,07, E]本留学終了後の計画について7-(1)ますか 167184057,46,213.7 709180,5

10,31.1 38/12 43_2a,013.6 1735 65.4ll.519.2 191170.43.73.7 23/743.413.213.2 58ll3142.68.122.8 234260.510.55.3 67131254.910.79_8 643い164.63.010.1NA汁 64229122.0∈0.7100.0 /087 8.00100.0 29288 33,02.3100.0 1026 3,80100.0 5127 18.53.7100.0 16053 30.20100.0 360136 26.50100.0 9038
23_70100.0 30012224.60100.0 22099 12.20100.07-(2) 7052 41.931.1 38-亡､54.322.9 18川 47.425.3 102 58.8∈ 8ll.

8 742.136.8 69 26.139.1 1628 27.648.3 ll747.830.4 272240.332.8 361456.321.9国 して何をするか 819

4.80.6 51 7.11.4 307.90 2い1.8O≡°≡ 3015.80 22408.7【 2≡8.7≦ 2 3.43.47 4⊆o17.40 61 9.01.5 304.70【ウNA ー88 16.84,8 10014.30 6115.82_6 3≦17.60 0 105.3喜o 17.40 10017,_0 10

4.3 10【0⊆ 1 14.91.5 ll0ー∴★0右十 167100_0 70100_0 38100_0 17100_0 19
100_0; 23喜100,0 58∃100,0 頭100,0∃ 67100.0 64100.08. E3本譜の学予習について.母rflでのあ
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質問(項員)番号 専 攻
別≡ 理 工 】 農 学 そ の他 理 系 ヨ本 譜 人文 -社 会

N.A実数 巨(% )喜矢 数 喜(% ) 矢 数 (% ) 矢 数 (% ) 英 数 (% ) 実 数 (% ) 英 数 (% )

実 数 ∈(% ) 実 数 (% ) 矢 数 (% )9-(2) 82≧28.2∃ 18 20.7 18 20,5 6 23.138.530.8 12 44.4 20 37.7 3

5 25.7 7】18.4 29 23_8 22 22.240.432.3E]本譜で授業のーと 全 N- ,Lい 115689 39,523. 4 3226 36.829.9 3229 36.433_0 108ワ 129 44_47.4 228 41.5

15.1 5937 43.427.2 ･4L;6,812芦31.6 5731 46.725.4 4032(しきJNA汁 ..06291 6.92.1100.0 9287 10.32.3100.0 /288 8_02,3100.0 026 7.70100.0 1027 3 .70100_0 0353 05.7100,0 50136 3. 70100.0 …昌 二;38芦100.0 32122 2_51.6100.0 3299 3_02.0100.0

9-(3) 104 35 .7 24 27 .6 22 25 .0 9 34 .6 10 37 ,0 21 39 ,6 37 27 .2 8

21.1 30 24.6 24 24.290 30.9 28 32,2 29 33.0 5 19.2 9 33.3 22 41.5 63H 6-3 15 ≡39 ,5 5

2 42 .6 34 34 .3･-1.主7㌧ ヽ 58 19.9 llウ 12_69 129 13.69 840 30.8 710 25.9 9 17.0 25喜 18,4≡ 5 13,2 169 9 13.1 21 21.29≡ NA 336 ll.3ウ.1 ∴3 _4_13 4 _50 _8.40 15.4

0 3.70 01 01 9 11 8,113鵠 82 _1,1 _15 3【 3 17.29 5 182 18._9 0汁 291 100.0 87100_0 88100.0 26100.0 27100.0 53100_0 38100,0F 1

22100.0 99100.09-(4) 51 17.5 1213_8 7 8.0 6 23.1 622.2 1528.3 18い3-2 5 13,2 14 ll.5 13 13.1

112 38.5 29 33.2 30 34_1 5 19.2 13 48.1 21 39.6 62 45_6 13 34,2 53 43.4 34 34.3レJ+:- 卜を=畑 な'bとかできるLリ .-1.ゝ 7Lーヽ 81 27.8 22 25.39 27 30_7 9 34.6 4 14.8 15書 28_3≡ 43≡ 31_6 10≡ 26.39つ 【 289

23.0 26 26.39全 くしそJLNA 443 15.11.0 213 _4_13.4 240 27.30 60 23.10 40 13.

8∃ 侶 :冒 1吉日 ,6日 ～ll.I2.6 ..43 19.72,5 233 _3.23_0j 計 291 100.0 S7

loo.0 88100.0 26100.0 27 ≡∃100_0≡ 53喜100.0 136100.0 38100_0 122100_0 99100.09-(5) 巨 分にできる 120 41.2 3

6 41_4 36 40 ,9 1 0書 38 .5 20≡ 74 _1≡ 31ぎ58 ,5 69 50 .7 13 34_2 49 40.2 32 32.3123 42.3 30 34,5 33 37.5 11日 2.3 5【 18,5 19

35.8 57 41.9 16 42 _1 47 38 .5 37 37 .4全 くできない 378 12 .72_7 135 14 _95.7 154
17 .04.5 侶 二… 20 7 ,40 10 3 .8≧ 90 萱 o 6 .60 52 13,25 .3 203 trl十2 .5 235 23.25 .1

NAJ+ 3291 1_0100_0 387 3.4100.0 088 0100.0 026 0100,0 027 0100.0 153 10鳥 1361 0,7100,0 238 5.3100.0 3122 2.51
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質聞(胡 E)番号質 問 内 容 回答 内容 専 攻
別理 工 農 学 医 ,薬学 その他理系 E3本譜 t人文 -社会 ≧経営 .経郵 政治 -法律 tその他文系
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tl: 1n LD の 【ーく=⊃ LJ? Lr) JヽI Lrつく

=⊃ LLつ の ∽ CO t..D く=〉○ ∴ ご1 oJ> く.D LL? く=) 1寸 ⊂=⊃ tD LJl rl CO 乙ー く= 〉 ⊂＼ー く上) rpppl CO く=⊃ ⊂=⊃

O rLLL< ヨ ぐ､⊃ ぐ､コ の .-1 ⊂⊃ ▼→ I-1 ･1#ド : N t､- C一つ の 亡＼ー く=⊃

Ln 寸 C() Cく) く

つ くつ ひっ Tr 一･.｣ の 寸 M Lー 可Z - - 亡つ -胡 ≧ モ くつ Iー lJつ Gく) ⊂⊃ ⊂⊃
ぐ; 岳 Lr) トー く=> Uつ くつ く⊃rJ ぐ＼一 てr ▼･.1 くつ CQ C() Cyt くつ ⊂=〉⊂=〉 t､ ｢1 ｢

1 く=⊃qtP

令也十J: 鮮伝 tr〉く∠⊃p-ppl ト rpppplく⊃■一群E.DCQ ⊂＼
一ぐ､】 ぐ＼7 寸 CO C＼ー γヽ ⊂⊃ C<)盟 読 ? `

⊃ ･寸 LL) O Ch で.つ く=つ

ぐつ ぐ､t の OD LL? く⊃ r-Li く=) 乙､1 甘 くエ〉くつ (:′⊃ CO 可 ⊂＼l L一一く:⊃

iiJ -描 外 意 亡一一 .こナ 卜 L∫つ 甲

乙ーLぐ､IIL? 仇 と､-- てT の トー LL) く⊃ L′つ Jq 勺 一 く＼t Ln L､の Oつ ぐ､t M ⊂＼lrLL1 亡ヽ 】 廿 Gく) の o r--1+ ド : ､

1 tT-Sか 垂 c

O C>tL? 冨 1'

i)_｣廿も < cO Gく) てこ〉 く:⊃ 勺一 ⊂==〉LL? 寸 Eー CL) I:ー■

しく⊃r-1 ぐ､一 寸 ⊂:> 甘 く⊃ CO r1 勺一 ⊂⊃

# tD 可 ⊂⊃ γヽ rヽ CD寸 【一 寸 ⊂ヽ一 l-イ こけ cyl T一 LD Ln m O〇ト †】 .- -1 仇 の LJ) T-1 7

71 Cく) 一一1 tL? L∫) I--< tD COTfL く工〉tn ⊂＼) I-pppLの E3琵 →㍉

- - - -宗 i

くつ ⊂) 一穴 O〇 一､▼ LL? ⊂=〉 ⊂わ く⊃ cQ tー Tr ⊂=>く=⊃く⊃ Lー r-- LD O ⊂

つ く⊃ーR* r-l N 寸 くつ ぐ､コ で＼一 Cy? く=)出 亡､

ー ぐ′)trつく:つ,ppppl｢.｣ '-1 C′) L一一 ⊂=つ く=) ｢｣Z 染芸蛸 :ご〉豊当

∵a<j 増感 +ヾJJ三重JJ ぐ＼一 cc 亡一. くエ〉 lL7く⊃ N

Eー ln Ch ぐ＼I tD OM ⊂ヽ一 m 亡つ く=⊃ N

T--L{ 亡ヽ 一 TT ⊂⊃くつt､.二つ の ー 亡ヽ )ぐつCr

,tL? 三コ の 亡つ LL? M CL3 亡ヽ 】⊂ヽコ ぐ,つ め ぐ.J>匡Ⅰ棉空
り ｢ヂ ⊂=) U=〉 O') ■＼- く:⊃ 叩)

■- G+ r-i ▼→ ■- r1* ぐ

＼一 四 ⊂=⊃ CD Ln 勺■L く=⊃ てr CO

の の ナヽ くつ L∫つ M Cn LtL-. Tr ⊂=⊃ t､ n t､- ▼-1 ..寸こ竺▲ ★ M 宕

tjぐ〟pt令 - m く=) て!一 Jq lー lr⊃ ⊂ヽ1こく) ｢ヂ CT} OJ> [一一 ぐ､ー袖 tlJ 蓋 f高
畠 宝



i2j_｣ 読 く> の 寸 N ⊂> 亡､. ■廿 寸 Ln く=〉 E､-モー ぐつ M C一〇く:>r･.1｢■ 勺 く 勺lt～ く二つ Yr rA くつ⊂:⊃ E.

D ⊂⊃○ の il) く=⊃ 廿 ヨ
M LEつく:>

*# く⊃ ⊂h▼..■N の ⊂ヽ ⊃ ∀ ▼r く=) I.) の t∫つ lf) ｢-1 r･.1 ｢.｣ の Tl C､1 [一一 く=

) Cy? C1つ

く＼一 亡＼一 L､ く=⊃_ ー読 o O Lz7 Lrつく⊃ tD tD M ▼-1 ぐ,つく=) く:つ か の Tr Lf?く⊃ ･司.一 ′＼】 Lr) Lt- ⊂⊃ く:⊃

【IP 上古鶴 N 1｣~〉 く=⊃ 卜一 rJJJ{ く=⊃

安納 'it嘆賞 m ⊂> LD Lq tD L!? くエ)M Lr)LL)ぐ､一 WI(.. 読 I- M LL? Cnく>O M 寸 Lr〉仁一く=)ぐーつ く♪ r--1 t_D 寸 く=〉0 03で､つく=⊃ CO ⊂> ぐ､ー ぐ′) Cく) 可 OJ) ⊂:つぐ′)ぐ､l LD ト くつ ⊂二つ

｢:!一 才ヽ ､~ー'LLL> 寸朴 宰 く〉 く＼ー LJ? く=)

｢1N r,つ｢-1 く=) 亡- r1 く⊃ ド潔 6;十iTL*拭 Cn M cD CC の ｢1
くつの M M (_D ｢1- lLつく>く=)▼･.｣(＼

ー '-1く工)O く=⊃O') く＼一 rpppl ,1 ぐつ て＼】 CO .1*S 読 Lr) rLl の LO く

=⊃ ⊂=〉 の ⊂つ くn

卜 1寸 く=〉○ ト Ln 勺一 Lrつく=)▼..1くp (=) 1ー 亡＼ー 亡=) Cy? Uつ く⊃トー の t一一の め く⊃▼･.1N の く=⊃*aS C一つ くつ N ぐ＼ー くエ>Jつ や Ln の く⊃ 寸 N Trの ⊂> cO r一 の め- ぐ､一 寸 Tppppl LL7 LD ,くγ の 寸CQ の 卜 寸 くヽ一 くエ〉I.｣一.1

ナヽ I-1Cnく=⊃ CL⊃LD 寸宗 A;a Si tD 卜 N ⊂=〉く=> く=) tD M CO⊂=⊃⊂⊃ w ri t_D LD くつ

N 勺一 亡＼ーく⊃ぐヽ】ぐ､ーN 亡ヽ1く=) ,-i ■-*+

■･.→ F､ t､-. Cn ⊂一〇 M r､- 寸 し､- 1∫〉 く工) く=

) (♪ 1寸 Ln ぐ､tLrつぐ､】 くつ 寸 Lr?ぐ､} 乙､ 廿 LD刺 垂 ロ ト-L く=) ド-1 M (=)LJ? 卜 く=⊃ 勺 一 く＼ー く=〉 の p-.l l口 の ⊂=⊃⊂⊃▼･.■ t_P r1 く⊃ TI LD '-1 (=⊃

I-pl* 蘇ミ転 *ド: rー1 tr>N N く=〉 cY> Cn⊂ヽ1 の ⊂一⊂:=)

r-{ ぐ′) M N N くn t--. Ch rL-Ll 寸 く=)N 寸 81 亡＼ー く＼ーぐ､⊃N jヽlE.DL一一.1⊂>r1 亡ヽ1LD く＼】Cヽー u7 Lr〉 くエ〉 Lrb ⊂

h也授 迷 ≠ 可 r-1 くく) tーく=

)⊂つの Jq く工〉 く
>くつ cO CQ LO rLLLi 【- く=)Crつ CO c一つ ぐつ LDく:⊃r1 亡､一 寸 く=>⊂＼I 廿 L一 所 LD ⊂⊃ 亡＼1 寸 C一〇

LD CC叫 朴 * cON 廿 GOLn ｢p< トーくエ⊃C一つのI.D てr Ln N く＼) rppp1

-Ka

伝 垂 cO Trl=つ くつ く> ｢1 t

D の 亡,つ く⊃ く:⊃ L､ てy ∽ ⊂⊃く=⊃N の の く=:⊃tD 1rlー ..一一. {_DくつLlト

1l ー-外 * トー の ぐ＼t Cく) C<) く=) Tr の 亡＼ー ⊂h O〇Ln 卜

一 TL1 寸 r--1 の

一､,▼･.1 ト 寸 ⊂h cL⊃M C＼)くつ '-1 - のト義 i く) Cn く=⊃ ▼･.1 1寸 寸 r

LLLL< く二つチ の uさ し√〉 ⊂⊃ ⊂h⊂つぐ′つ 寸 ⊂⊃cT)L

DE.Dくつの ⊂⊃ o〇 E.D L√つく=⊃⊂つく=〉 m CO の くつ のiさ r--1 1≡ナ L
n ⊂=:⊃ '-Jl tL1 く＼ー てナ Ln く:つ く

=) rLLLi･Z'蘇捕韻 ija 垂 Lr} M Cわ の 1｣つくつぐつ の てr C′) 甘 く

⊃く＼ー e′) ぐつ く=) ⊂ヽ l CLj くつ｢1 C一つ く二つ
ぐ､ーく工〉く⊃ eD く⊃ くヽ一 Ln t＼､ ⊂n Lfl

くつ でっ か 亡く) .~}' 1寸* r--1 や 1 -a ll? くム ぐ､1⊂ヽ l C(⊃ 【ー く_D の くヽ⊃亡～ l､▼ の ぐ＼ーtー ⊂ヽ1<j匡Ⅰ 由 ∫tl-

M tr 寸 ぐ′)174 1 ㌔

cO く=) LL? Cく〉(=) M t一一 OD ぐ,つ Cq くつ LD の ｢1 M C(⊃ ⊂:⊃ I.

J) てr LD tD Cn｢→ ｢一N 甘 く=>r･.1く＼ーn T一イ く=>Cく)ぐつ一一一の 亡- 1こr Cく) tー O L一一 でつ 勺'

+ ホド:1′) くn 寸 LDN｢1 勺 一 ccく⊃亡＼1の く＼ーLD ぐ＼一▼..■ぐ

､】 0つ CO Jq M OD の tエ〉亡＼ー(=〉〇〇可 ぐ.J) L＼.ぐつぐ､一Oつく＼ーL

rつい-紳 只 岩岳 蓋 fI宗主 墓 だ 言 去 蓋 写 岩 岳

盃 だ 三 岳-監 賢 詠 一ご < 十 買 慧 静 Jぎ <_+ 蛋 慧 詠一ぎ <+ 転 慧 崇 ･tJを二< + 転 慧 鞍 二三< <

主軸 琶 凍 -pZ 1一正
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宗 dt読 ○ (ヽつ 一一一 Ti< ぐう ⊂ヽ】 く⊃1才 r-1 卜-. :ヽ}1 ぐ＼ー く二つ ▼-.1 くぶ てr くつ 1ー く:⊃ 1寸 ぐ.J> LD T31 F､1 ⊂⊃ トー く=⊃ I1 m ⊂′つ く:⊃GO Oつ くJつ て

r L､ く⊃0

† ∴ -Z gtt舵

一-1 く＼ー - - -｣Li専 守 En 叩 くヽ

一 r-1 tー く⊃ rl く♪ cL＼} r-1 の く⊃勺' 勺 ' W く:⊃ 勺一 く=) I- ーL｢ M LD く

=) てナ ln く二つN く＼ー て=ft ⊂:)の tn cノ⊃ 1､▼ くつ の ∽安ヰ弓>'も将

く_P lー ぐ､⊃ rl tJ) r･.一 OJ) ,< r1 くエ

〉 n 寸 tD p-pppJ くエ)要e～ - く=) CD トー ぐ,J> くつ外/∫

読 N 甘 E.D ⊂＼l ■~l. くつ r･.一 tJ⊃

寸 CQ ⊂わ く⊃ 小 さく＼1 1｣つ くっ てr tD ⊂=⊃▼･.1 ⊂＼】 1｣つ く⊃東端

N OJ) てr LD LD r-LLLl1【つ Cく) ⊂ヽ1 ⊂ヽ一 亡＼ー ｢1 n F

- くつ ト 寸 '-t サ トー Ln 一･.一 ぐ､) Tl -皇軍章票 の く＼ー 0こI L＼. tn く:コ ●-1 トー く＼】 1こナ t- ⊂⊃

cq Lrつ め+ の の く上〉 rL1 ､甘 くつてr ぐ,つ - Oつ Ln Cy? q〇 く

=⊃ r1 の か OJ) く皿 ⊂⊃I- I-I() く二つt.D Ln くつ 寸 ▼･.1 1寸 C1つr.tlH キ く＼) の く､一 ⊂ヽ1 LD ｢1 寸 LD Oつ W Lrつ くn【

一 一.1 ぐ√つ U⊃1二 義 LL? Lr) Ln の Lr) く=⊃亡

,J> ぐ,つ E.D で､1m くつ くn rp-< Cく) ⊂:つ く⊃ く⊃ トー tD rl LD くつてI' くつ ,寸 く=) O く⊃ て=P ､~ナ■ t_a

ぐ､⊃ ｢ヂ ぐ＼} く> I-{ Lr〉 ぐ＼} O ｢.1 く＼一 寸 くヽー くつ～*

Z CO の の Tp.｣ CO t

71fr? - - - ≡ヨ ー刺 1こr くヽ ⊃ Lr

) 1ー ⊂＼)く=) LL7 ⊂つ くh読 + I- ぐ＼一 .-ナ LL? くつ と､一 ⊂⊃ lLつ て,つ く<) ▼

=F の ⊂::⊃ く=)宗 ○ ぐ､ー ⊂ヽー ぐ√) くつ

●-L1 亡､) 可 ⊂⊃+ 群臣 a捕

宍 CT3 1ー ぐ′〉 亡く) E31 く=⊃ ぐ､⊃0〇{ン⊃也

柴 皇岩淋 +

･.ミ丁 の Ln トー Lj? く=〉 L【つ CC r′つ 一一-1 ぐ､】 くつ くつ く｣⊃ 1｣つ てr lr) くつ

Ln OJ) く.D tエ〉 【､ くつ てr n ⊂ヽ一 m {｣つ く=)ヰ# 重さtB く＼一 く:⊃ rl 亡＼7 くつ Ln'q1 の OJ) の L√〉(_D の の く＼一 M TLl

てr Uつ ぐつ+ 斗

S朴 読

寸 1【つ Ln の Llつ ⊂
⊃T-ppl N jヽl く:>

#-∵ rppppl CO f-1 LD ぐ､l O3 LD ⊂=〉 1√〉 ⊂⊃ C(〉 C<) C0 ....1 r- LL? L～ C′〇宍 Tr L一 Oつ C＼】 r-pppl の

亡ヽ1 - - t!? ぐ､⊃ 亡～毒 t<

く＼t L＼- I--1LD tD トー くつ くつ ⊂⊃ く=⊃ トー ぐ,つ くつ くh O の ⊂ヽ 】 くわ▼

→ ■- ▼→ ▼→ rpl意 ∽Z A

1⇒a<<国 1二一1a ;宍 一r) の rJI C一つ OJ) くつ Oつ てr ぐ,

つ ぐ/) tX) ⊂⊃ くつ CO ⊂:=) C

C の ⊂⊃ぐ,つ CT} こく) M Ln くつ ⊂n M 1- Lrつ Ln ⊂⊃(:0

1ー ト .l Jq くつ叩 M r-1 ぐ､一 ､弓. く二つ ぐ､一 寸 rLL-1*+ S3 M の 廿 でつ 亡つ OD M M ln ⊂＼1ト 十 二 寸 叩 く,

つ Lrつ い- ⊂ヽ1 L′つ 亡D ぐ.J) く＼t tD ぐ､⊃ぐ＼1 亡､つ く

か n の-≡ll引 (ンつ OJ> くつ 1∫つ Tr ⊂=⊃ 丁､1 E.D くh ▼:丁 の くつ

○ ぐ＼ー ぐ､一 Cく) I-1 (.D く=⊃ く=) てr Oつ ｢1 くり く:⊃ M ▼･.一 く＼】 てr t､ く=⊃

｢-1 く＼ー Lj7 くつぐ､一 ぐ､1 T-1 く=つ くn 吋 - Cn CO ED LD lJ

つ てγ匡 *七ギ ∵ … Cn 【ー L､ LD く＼一,-1 一一

1 ぐつ ∽ 1す て=r くエ⊃ Lrつ ぐ＼】 ぐつ⊂つ の ト 亡＼} く> L一一 C1つ ぐ′つ く

_D C＼】｢一一 ｢1 寸 C一〇 -紬蛋 七 妄 宗 表 妻 < 蚕 蒜 表 妻 < 藍 蒜 義 幸
< 蓋



イ 読 の ぐ､⊃ (=〉､､の く=) く::⊃ Or′) I .? Cy? くつ ぐ､l LO lrつCQ ⊂=) トー OJ) く:⊃ 勺 1 rl t､ CT? 甘 く=)⊂:=⊃ LD ∽ ■寸 くつ く:

⊃ LT) くつ÷ tL? ≡ ぐつ ヨ 寸

Z 戟渋 く【｣亡古く的垂一二くつ｢ナてf<くつ cQく=〉JtqCO くつ I- 1こナ E31 く:⊃ '弓̀ く=⊃ LE? ぐつ≡

出キト喋*i<U⊃C′つくnfJJ<巴 -I/｢朴潔宰垂U⊃⊂()く=⊃ くヽつぐ､1(_Dく:⊃寸のくヽ}くつ1311～ TI C′) く

つ ぐつ く_D の ■寸 く:>LL? tr) (､7 0〇 くつL-OOt工〉Lーく⊃r｣くつtーLぐ､⊃ く=
⊃6

:十し* cyJ)トー｢-イM亡＼l ぐ､⊃ 勺 一 Cy?綾*㌔ LL?勺̀r1くつuつく＼ー▼･.1くつのC
＼l Oつ くつ くつ ⊂n LJ3 ∽ 【ー く=つぐ､⊃ LD M LO くつく=⊃rLl【ーE.Dサ⊂⊃C1?LL,○ 【､-.く＼ーく=) ｢→ ▼→S輔aぐ.IOJ>LDL17一寸Lr)勺1LL?くつt.a
Cわt-pppl 勺 ` ■･.一 LflEDLrつ uD 仁- Ln 叩 く:⊃ '司■1 1､1 ､才u?てrLDCQ｢一寸⊂ヽ一lrつて,つく＼一ぐ＼一く上)宍ccキ T,-十町iiLnCつく⊃Cr?⊂=⊃C.DL

DCOくつくつトー▼･.1くつcCL＼- く＼一 Cy? く つ(=)く工) ＼r Cに) (=〉 E､▼ く:つ の ⊂⊃LD く=〉 CyJ> く:⊃ く:⊃rl C一つ ト ー の 寸 くつ･.司一Cく) 勺■ ⊂＼1 0 1

(=) cO ローO…ヨ ▼→←→ 一一 Lr) I,? ⊂⊃寸 ー-1 亡ヽ ー く= ⊃Z*ト､班Ve.DやTr1ー一 寸 一.■ ぐ､

ー てI.L LD Cつ L0 ,..■ く=⊃ 1寸T-ppl Cr? 宍 小 一刺垂OCく)くエ)tL?くつ｢■M.勺.【く:⊃ くつ く=〉 いつt一一 ⊂
:⊃ く.D C＼} Cy? くつ の く= )の M t～ ⊂⊃ LL7 ⊂⊃T13七郎* cQてヽ⊃く=)く=〉 く:>Lr)-E.D N く=⊃ Cn

LD で＼ー (､つ く=)

JTr ぐ､⊃ Tp-ppl C＼ー ▼･.■ て＼ー転蛸
也柴ill垂 Cく〉LLl t一一 くつco功 - くつ ぐ′つ く上) の の く=)

亡＼一 卜-. Cn rLl くつoDでつーt!?Lrつくつく=),ltエ〉lr)LDく=〉■二√て=rLー

･,樽朴+東七宗亡ヽ1⊂く)T-一 rl tー てft の r-1●垂トー..一丁く⊃トーLDくつト ▼･.1 m の く二つ く上>くヽ一.1く.Dてナ⊂⊃L｢

O〇-ーくヽ1く=⊃ く＼】▼叶く＼ーく⊃′皿:li.*a千fJトぐりAJり垂く=)⊂=つく=)Lr)CT?ぐ､】⊂⊃勺■L【､-C(〕く:⊃:L'一十 T T rL1 ぐ､一 寸 くつ

く_ロ の C一つ く:つ く♪ くつ○蒜鞘TTjiiZ☆描 ～tJ･hJか,1i⇒逮垂
'--1く＼ー∽くつ▼-LLLIL√⊃u7ccくつ Oつぐ､lLn､q1甘く=)LDくヽー｢-1 く⊃lrつlrつ班 co土ヽ手

* JJt､-1寸r-1亡ヽコlJr31～L､-C一〇L､1匡:★ 那鵬
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O rヽ く=)rJJJi ヨ r1 ▼∵ l･.一 1司.一
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〇 Lr⊃ ⊂=⊃ くつ の LL7 0 可 の くつ甘 LL7

いつ (∫つ t､- ぐ,つ く=⊃ cO Cn Ln ト で＼ー く=〉(:′⊃ ⊂′つ く⊃ くわ ⊂＼⊃く=〉○ ■- ●→ ｢→
†･.｣ 寸 ぐ､ー

玩# * トー LD の UD の くつ (♪C′) ■-.1 ｢一 ｢一 r- Lrつ Tr rlCく⊃ M CQ 寸
Cく) ⊂､l Cn Jtq .-ppppl LD★

i くつ くつ く⊃ く⊃ く⊃

く=) くつ く工) 亡＼】 く♪ の Cく) く=〉 くエ) ぐ､】 t､ トー く:′つ く⊃tー r･.1 く=) I--1 CD く=

⊃～ - ■ ▼･.1 .可 ｢1 r--LL{ r1 く⊃中綿 くつ く=つ くつ く

:> く⊃ く=) く=> く♪ サ ト Jtq ぐ,つ 勺 く ･J .- LLL t｢

YTL ▼-云 - - -刺 ⊂⊃ く=) く=⊃ く=⊃ く=〉 く=〉 ⊂つ ⊂h Cyp) r-1 lL? ぐつ く=〉

く⊃ LO の の く＼ー く=

)lL? C一〇 ぐ､1 く=〉 の ⊂=)宗*也 鮮 辛 く=⊃ く=) く=⊃ く⊃ く> く⊃ く=〉 Cく) rヽ くつ の Lr) くつ

LD ⊂⊃ ぐ､1 N N M 卜 の 寸 【一一 く⊃叩 く=つ てナ く＼一 N

良 由ii'>'1 読 く=〉 ト LD く=〉 くく) u⊃ 廿 r

l LLb E.a .=⊃くつ くつ 亡､t Ln t_D ■■弓一 く:> GO t､- CC M 寸 く=)ttL-- CO の ▼1 ぐ､I くつ 亡ヽ 1 tD
CQa - .u L｢ 卜p< tr rppppl fpppp
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質問(:項目)番号 回 答 内谷 私 立 N.A 大学院 【研究生 N.A 文部省 その他

奨学金なし ⊆ N.A矢数 (%)矢数 (%)実数 (%)矢数 (%)矢数 (%)実数 (%)実数 (%)矢

数 (%)英数 (%)英数 (%)さ矢数 (%)密度が高いこ 2912 3.51.5 77 5.31.5 0000 12〇 4.01.7 163 3.9十二 84 3.61.8 00
00 178 3.71.7 134 4.21,3 6ウ 3.61.2 0000と わからないNA ご22 2.72,7 02 0十さ 02 018_2 5r. 1.72,0 89 1.92,2 87

3.63_2 14 2.9ll_8 121(､ 2.63_4 85 2.61.6 13 0.61.8 1? 4.38,719-(3)-aI-l∫′ 174? }十÷9 ∴

16,7 0040913.49 , けJ? 24.69 51923,2? ? 3 8,8? 9921,3 5718.3 3520.7 つ21.7ウ日本Yーは身分意識が少 (上汁 そうは思わか ､王 ､f -34291～8,435,3 35tl 26,548.5 47936,418.29 8_143一7.〇48.0 1

_0132..8.931.8 6_68～8,_30.9 9141..6,541,2 16012934,527,8 7こ)14824,147,6 357420./43.8 36lJ.026.1下の差別 よく わからない 3460 4.1

7,3 /31 5,32,3 1?18,一9,1 1412 4.74.0 1931 4.67.5 821 3

,69,5 05,902139 4,58,4 ll12 3,53_9 810 4.75.9 3313.013.0NA 31 3,8 0,8 18,2 7 2,3 ll 2.7 10 4.5 617,6 16 3_4 8 2.6 7 4.1 313.019-(3)-C

25025130.330.5 354826.536.4 ?318.227.3 8810729.535.9 11313427,232.3 815136.823.2 5け 14,729.4 157u633,829,3 8310126_7

32,5 405423_732,0 /ll30.447_81213314,74,0 24618,24,5 3027.30481416,14.7 661715,94,1 28712.73,2 6117,62,9 5113ll,

02,8 631520,34,8 341020,15,9 0192 04.3わからない 13516.4 lt､12.1 1ワ 9.1 34lLヰ

6816,4 45ごJi 514_7 jtI18.8 4213.5 2112.4 8.7から NA 34 4.1 3 2.3 18.2 7 2_3 17 4,1 8 3_6 720_6 20 4_3 7 2,3 10 5_9 8.719-(3)-DいJm .A ヾ̂＼ 23027,9ウ 3828.8 00 叫 30.2 11227.0 6328.6 3 8.8 15

132.59 8427.0 2816.6 5二十I25711331,-13.7 541940,914.4 T1154,59.1 1044134,913.8 1406133,714.7 582626.4ll.8 15544,114.7 1404530,ー9.7 1

114335,713.8 574133,724.3 94Jや117.4り.ス トライ 47 5.7 7 5.3 1 9.1 21 7.0 23 5.5 10 4.5 1 2.9 27 5.8 24 7.7 4 2.4 00bからない 14217.2 ll 8.3 1 9.1

33ll.1 6515.7 5223.6 4ll.8 8317,9 4012.9 3017.8 1 4.3NA 35 4.2 3 2,3 218,2 9 3,0 14 3,4 ll 5.0 617.

6 18 3.9 9 2.9 9 5.3 417.419-(4)経済 と人的能力との関係について｢人的能力の その通 りだ t



義 i 読 ∵ tJぐLi ぐ′つ M くつ t一一 く_P ⊂=⊃せ く=> 寸 く=⊃ くつ Ot Cく) Ch く二つ 勺 一 ▼-1 ぐ.つ 【ー M ●--1 ▼..■ くつ C一つ 勺 一 く=) ヂヽ c

T> M Lー く >r< ヨ

こ】 ∴､ I-2i *ト ､ 寸 宍

勺一U⊃ r-1 Lr) T1 く工)｣ I

○ (凸 ⊂ )

Ln LD くn t一 m くわ円 蓋

壬 也 豊 1 .ー ト ､T1CC LL? ⊂ヽ ⊃ E.aa朴 半垂 く♪ ⊂ )十一言 ト T7<く⊃N m eY? ▼･.｣⊂=⊃⊂=⊃ト トー の TrN ⊂コ マ E.D くつ ⊂

=⊃N くn 寸 rLLLLl

廿 cO Lr)N l､ ⊂＼1 ぐ′〉 の t､ てfl⊂⊃cO Ln lj?く⊃rL1煤 co 一.｣ ･可 M l∫) の 卜 N -弓1 Cy?I.■T--1くつCO くつE.D tD く=) く

=> くつ くヽ I tLL- N鴫J串輔 cO くつtD

亡ヽ】T-1… の 0つ 1寸 N t､-N T71 寸 tLJ--1* くつI? く〒 【一一 N LLつ の ぐ′つ く> cO の Cyl ⊂⊃堅 Ⅴ 含 M LL? (>つ ぐヽ 一 LD 勺一N OD 亡> Lf) CO M LD の CO トー t_P Lr) ODてr 【､-く＼tC＼一｢一イ l一一 ぐ′〉 寸

11 ⊂:>義美 M T-pppr の 1-.■ ぐ′つ 【､-

戟 N く♪ ぐ､ーくヽ 】 ト 勺tN Cの Lr)⊂⊃ Cn E.Dせ詫 <最 0 tで ⊂モ

の ⊂h CO の の O3 CO CO くつ LD 寸 l tL-. (の か 【､堅 rJlヨ tL? ≡ く=〉N 廿 r--
イ Ln 1寸くぐ＼t M t..1 T- I.■LD 寸 1寸 Lr)く>()〇N ｢｣ r

-1 ぐ′〉 T-iZ 杏鮮 tD 諾 N rp-1 亡′) rL-L< r--1 ぐ′〉 の く=> ▼廿√､I L､､ の

il? lr) 亡＼ー ⊂:> m剖 N 印 ll) I--1 Ln こ一 寸 CO くつ O ぐ､ー くつ トー の Cy?婆 L- 主 ー1 LL)く=)く=〉 の く
=⊃ ⊂＼t Lr〉【､N ぐ′)亡

＼tr-+ oJ>の tL--.くコの 寸 11 く=>鮮 ミ * tL-. LL? t=⊃
くわ ぐ､l tD くD LLl くつ く_D M 寸 CO CY> U⊃1こr トー TPN ■-ppp< r1 仁

一 I∫つ く工〉 ぐ′〉 tD M トー⊂=⊃Cy?ぐ､ー*ト二 転 * N皇g く〉 tで LL? の く=〉

rJI CO くつ く=) 円 く=) 功 の の 卜-N の m t一一⊂=つく⊃# S の 岩 L
O ∃ LL? 0〇 可 ぐ′

つ CO GO oつ｢1く=つく>○つ寸 亡ヽコく=)悼 朴 串 M N tL?亡つ く)の M tD L【つく⊂)くつ一..■【一一てFtL､.亡＼一 Gく)の ぐ′つ て士l L/> 研 ぐつ Cyl LL?N 亡ヽtN r-<N M M 寸 ▼･.｣くエ

)N くつLn r′つぐ′つ Ln 亡､- Cく) T-一潔 * 可

読 t､ 寸 rq ⊂⊃ M 寸 C■〇 m くつ Cヽ 1 t_C> CO tLL- 【､ く=〉 Lrつ 0〇 rL< こー Lー r-1◇ぐ;く三

LD く工〉 l･.■ Ln ｢｣ ▼･.1OJ
>寸 く=⊃ てll の rpp-< E.D U⊃ E､ C<) tD Ln CO M tLL-LL?ED LD く⊃0 T- 一･.1 r-

1p---< γヽく二つぐ｣ ぐで)亡＼ー て!一CyDrL-1く=⊃朴 由

くーヽtN N r1 亡つ I-
--l M 寸 OJ3 0 ttLlく=〉U⊃N ぐ､ーぐ､Z Cく) 09 寸 亡ヽl｢■ LD 亡.J) ▼..■ てrの

義 O O]く〒 M M r1 ■⇒1挙 rJlヨ の t､- L､-. Cく〉 くつ CQぐ､一… r--JJt r-L< ∴ヽ く_D

LD t～ くつcy?ぐ′〉⊂ヽコ⊂:>■一 くつ.=⊃｢.｣く=つく=)r-1N 【ー T..1 oJ> の

く=)r1 くつ 廿ii 串や試ijh弓吋 * CO ⊂)の 害

叩 く=⊃ tp O? CO N tー 亡ヽ】く=⊃ I-1 LL? 勺 く く′つ く⊃ 卜N n くつN く⊃ LL) の LD くつ ED ▼･.1 LD LL? 【､-
-ぐ､一N の ■-pppi r1 rl ED 可

〇〇 M t_D くつ LL? の く=〉Ln C′〉r-1く⊃牌 a *
M 寸 てF の T-pp1⊂⊃ LD tLI N 勺 一 M TJ

-1r1 亡ヽ 一 U⊃ 寸 ｢｣ の小

匡≡ 蘇

i⇒ Jー LI の 寸 亡く)N 勺 一 t､ の N ⊂> くく) tr r-1 ｢■ ぐ､l 寸 o〇 Lrつ U⊃ Lr) の ヽγS er7 g - - - - - - 1

ー LL?寸 1ー M r--1N 亡＼tT-1 ぐ､一CO てr■-ppplく=〉ti匝:*



輯望描 読 鷲 M LJ) ぐ＼一 ⊂⊃▼寸一 (=〉 L【つ く=〉 ⊂ '

CCト トM r-{ rpl rl く=〉 ■･.

1 CO O CO*Bi I..一

N 1専一 トー ト しこ､宗田望巨司紬 M '..一 p-l t､

- ▼･.1 くj⊃ t～ LD舵+ 0 くつ 卜 寸 亡､

ー Cヽt U⊃ くD M 一一 の く=) ㌔ ?千 挙 ｢｣ の ▼
一-1 く:⊃くエ)Oつ くつくつのL

D O 某 巾朝鮮 N の く

> ｢.1 Ch N[Ⅰ1 くJ⊃ N M くJ⊃ LL?宗壁 d

Zヰ 読 CO 卜 くエつ く⊃t-く工I LLTO

O' LqcO En｢1 N rpl rl ｢■ く>亡､

ーく上) ⊂> cO*蛸 LL) N P-1 C

O LJ= ■･.｢

読 く> Ln 寸 ⊂⊃㍗-1 LL)
M O ㌔ ?n tD

M N ー-1 ⊂⊃ の tD O cO秦a 仇 の ▼･.｣ Ch し亡t r､】

亡ヽ】 TI N ～E宍

読 トー U> LL) の LL) q⊃ 叩 く>
01 の N OO LD eヽー く⊃ く｢ L!?N l｣つ

N N rl O N t､l ● く>意舵

の く=〉 N rl I-d一 ul
N C＼t P1 の ■･.1 tー O) L

Tl千 Ch N の ⊂⊃M M N く⊃ ? 咲 :TI LL?N

e､一 一.■ N 卜- く⊃#群 M ー-1 寸 CO くp Cく

)寸 ey'> N rl C3 の く⊃ M tn

袷名: 牡 せ 叶 叶 叶 朴 杜 叶 叶 牡 牡
舟 錬 < 七 吊 賢 司 七 ニト

*桓】
,l N の 寸LLH

D
トCOg,
ヨココ巴Z
ln
外殻Zln
囲礎

q

千



鶴描 Clc' の 亡ヽ くつ 01
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質問 (項 目)番号 性 別 回 答
国 語 別男 【 女 N.A.

英 語実 数 (%) 英 数 (%) 矢 数 (%) 矢 数 (%)

実 数 【 (%) 実 数 【 (%)言十 138 100.0 91 100.0 29 100.0

18 100.0 61 100.0 77 100_01-(7)-B 母国の政肝奨学金 4 3.2 3 3,5 1 3.7 0 0 4 7.3 0
0奨学金の柾税別 母国の民間団体焚学金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0E]本の文部省奨学金 120 95.2 80 94.1 26 96.3 1

4 100.0 49 89.i 71 100.0日本の私費留学生奨学金 1 0,8 1 1,2 0 0
0 0 1 i.8 0 0日本の地方自治体奨学金

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0その他 ≡o 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0NA 1 0.8 1 1.2 0 0 0 0 1 1,8 0 0

言十 126 100.0 85】100.0 27 100,0 14

100.0 55 100,0 71 100.02. 日本

留学以前 ないあ る 116 84.1 76 83.5 23 79.3 17 94.4 57
93.4 59 76.621 15.2 15 16.5 6 20パ o 0 4
6.6 17 22,1NA 1 0

_7 0 0 0 0 ≡ 1 5,6 0 0 1 1.3汁 138 100.0 91 loo.0 29 100.0 18 100.0

61 100.0 77 100.02-(2)-A 北 米

5023.8 4 26.7 1 16.7 0 0 2050.0 3 17.6南 米

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0で

したか 西 欧 8 38.1 5 33.3 3 50.0 0 0 1 25.0 7 41.2東 欧 3 14.3 2 13.3 1 16,7 0 0 0
0 3 17.6中 東 1 4.8 1 6.7 0 0 0 0 0 0

1 5.9アフリカ ⊆0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
南アジア 0 0 0 0 0 0 0 0 o
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質問 (項喜)各号質 問 内 谷 性 別
リ 女 N,A_

E 日 本 語 】 英 語矢 数 (%) 英 数 (%) 実 数 (%) 英 数 (%)
英 数 (%) ≡究 数 (%)東 欧 1 5.9 1 10.0 0 0 0 0 0 0 1

7.1中 東 0 0 0 0 0 0 0
0 0 o【o 0アフリカ 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0書0 0南アジア 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0【o
01 5.9 0 0 0 0 1 33.3 0 0 1

7.1ユ 5.9【 1 10.0

0 0 0 0 1 33.3 0 0その他 3 17.6 2 20.0 1

25.0 0 0 0 0 3 21.4NA 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0汁 17 100.0 川 100.0 4 100.0 3 100_0 3 100.0 14 100.0

3-(2)-B 1 年 4 23.5 1 10.0 1 25.0 2】 66_7 1 33.3

3 21.42 年 6 35.3 5 50,0 1 25.0 0喜0

0 0 6 42.93 年 1 5.9 0 0 1 25.0 o;o 0 0 1 7.14 年 0 0 0 0
0 0 o書o 0 0 0 05年以上 0 0 0 0 0 0 項 o 0∋0 0 0NA 6

35.3 4 40.0 1 25.0 1喜 33.3 2 66.7 4 28.6;J十 17 100.0 川 100.0 4 100.0 3 100.0

3 100.0 14 100.0学 士 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
帽 士博 士 12 5.9ll.8 01 010,0 11 25,025.0 0

0 00 00 00 12 ∴114.3NA

* 1417 82.4100.0【 9い1 90.0100,0 24 50,0100.0 33 100.0100.0 3



≡JE問 (tf1日)耶 一書 回 答 内 容質 問 内 容 ∈ 性 別 拭 答 国

語 別刀 T 女 N_A,

El本 譜矢 数 (%) 文 数 (%) (%) 矢 数 (%

) 矢 数 (%) 矢 数 (%)法律 .政治 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0その他文科 1

5_9 1 10.0∈ 0 LllO≡ 0 09 0 1 7,1NA二十 617 35.3100.0 つい1 50.0100.0

04 10Z詔 … 33_3100_0 3 66./100,0 414 28.6100.03 (2)-F な いあ る // 41.241.

2 つ4 30.040.0 31 ;≡:日 … 33.366.7 02 066.7 /5 50.035.7取柑 NA三十 317 17.6100_0 31日 1言出 ∑ 0100.0 03 0100.0 13

33.3100.0 214 14.3100.0日本の学位は母国では拭く評価されぬ 1 5

.9 09 0 0 0 1 33,3 o;o 1… 7,1鴇も門研究水雄は日本より他附が拭い

3 17.6 20,0 0 0 1 33.3 2 喜 66.7 1≧ 7.1日本留学期間の再延壬主が認

められず 3 l7.6 9020.0 1 25.0 0 0 畑 o 3L 21_4日本での研究成果は母国では活用されず 11 5.9 0 09 0 1? 33.3 0書0≡ 1 7,1を

日本の大学はj没斯母国政府 .大学 ⊥大 -柿化の必紫 01つ 〇8.85.917.6 601 60.0010.
0 00 50.000 12 66_/33,366,7 3 100.0O≡°･喜 33.0 7

≧

50.0≧ 7.1iその他NA 201ユ.80 1010.00 1025.00 00 00 0萱00喜o
2… 14_7日 o(複数回答) 計 17 100.0 h1 100.0 4 100.0 3 100.0 3日 00.0 14≧1

00.054 29.4 つ 30.0 21 50.0 0 0 三日 …:≡ 畑 28.623,5 1 10.0 25.0 2 66,7
3≧ 21.42
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:附hrj(項目)番号質 問 内 谷 回 答 内容 性 別
罪 女 N.A. 日

本 良書 英 語実 数 (%) 英数 (%) 矢数 (%) 実数 ≦(%)

矢 数 (%) 実 数 萱 (%)6 (3)A-6 NA 19 13.8 10 ll_0 5 17.2

100.0 4 22.2 5 8.2 14 18.2汁 138 100_0 91

100.0 29 18 100.0 61 100.0 77 100_062 44.9 41 45,1 16 55.2 5 27_8 22 36.1

402 51.931 22.5 20 22,0 3 10.3 8 44.4 18喜 29ー5
13 16.9の交流に関逃 し 全 く無関係 26 18.8 17 18.7 6 20.7 3 16,7 ユ1 18.0 15 19.5

6 4.3 4 4.4萱 1 3.4 1 5.6 4 6.6 2 2

.6F NA 13 9.4 9 9,9 3 10.3 1 5.6 6 9,8 7 9.1§ 汁 138 100

.0 91 100.0 29 100,Oi l8 100.0 61 100.0 77 100.06 (3)B-1 横板的に採用 34【 24.6 2449

26.4 5 17.2 5 27,8 14 23.0 20 26,0日本的な考え方も発加の たゝ -部採用無関係 761 55.19 53.8∃ 1

89 62.1 9 50.0 36 59_09 40 51.9Jや -ノEl､ しカ ー なftく言 荒 い 巨 … 7.〟9,4 /9? 7,79.999 2 6.96.9 12 5,61ト1 55 8.】8.2 58 6,〇10.4NA

汁 5138 3.6100,0 91 100.0 229 6.9100.0 118
5,6100.0 1; 61 1.6100.0 477 5_2100.06-(3)-

B 2 22 15,9 13 14.3 6 20.7 つ6 16.72 8 13,1喜 14 18

.2日本的な生活 様 58 42,0 39 42.9 13 44.8 33.3 26 42木 32 41,6求 全 く無関係 35 25.4 28 3

0.8 4 13.8 3 16.7 19 31.1 16 20.8なんともいえない 17 12.3 8 8.8つ 4?

13.8 5; 27.8ど r17 9.8 ll 14.3NAJ十 6138 4_3100.0 391 J.3100.0 29 6,9100.0

1ユ8 5.6loo.0 tli 3.3100.0 477 D,2100.06

-(3)宗≡二三 p′g= 輯讐 三採用 21 15.2 ll 12,1? 4 13.8 6 33.3??? ll?～ 18.0 10 13.0∃式
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寸 の l･.1 ⊂⊃T- ぐ､t LJb ⊂⊃a描 LnCOく工) の Oつ

⊂⊃ rp1 の CO CO Ln く⊃ く亡〉 【､- CO ■･.■ ⊂＼) の tD CO 亡､- m N く=
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質問 (項 目)番号貿 桂!l内 容 性 別 書 回 答 国
語 別罪 女 N.A

.英 数 (%) 英 数 (%) 英 数 (%) 矢 数

(%) 矢 数 (%) (%)71 51.4 47 51.6 12 4

1.4 12 66.7 37 60.7 34 44.2書手( 全 くない 41 29.7 28

30.8 川ワ 34.5 3ワ 16.7 川 16.4 31 40.3NA汁 /138 5.1100_0 391 3.3100.0 29

6,9100.0 18 ll.1100,0 161 1.6100,0 677 /.8100.07

-(2)-E かなりある 2265 15.9 17 18,7≧ ワ 6,9∃ 3 16,7 14 23.0 8 10.447.1 40 44,0≡ 16 55,2 9 50

,0 37 60,7 28 36_4する 全 くないNA 45 32.64 31つ 34.1 9つ ウ 31.0 5 27.8

9 14.8 36 46.8汁 6138 .3100.0 91 J.3100.0 29 6.9100.0 118 5.6100.0 161 1.6∃100.0

7冒局 岩8-(1) 大いに有利 16 ll.6 9 9.9 3 10.3

4 22.227.8 3 4.9 l3≧ 16.928 20.3

19 20.9 4 13.8 5 13 21.3 l5 19.5無関係 31

22.5 16 17.6 ll 37.9 4 22_2 14 23_0 17 22_112 8.7≡ 10≡ l十い 1 3.4 1 5.6 3 4.9 9≡ ll
.7NA 51 37,0喜 37 40.7 10 34.5 4 22.2

28 45.9 23 39.9汁 138 100詔 91 100.0 29
100.0 18 100.0 61 100.0 77 loo.08-(2) 大いに有利 9 6.5 6 6.6 2 6.9 1 5_6 1 1_6 8

10.428 20.3 20 22.0 5 17.2 3 16.7 16 26.2

12 15.627 19.6 12 13.2 9 31.0 6= 33_3

8 13.1 19 24.717 12.3 13 14.3 2 6.9

2 11.1 6 9_8 ll 14.3NA 57 41,3 40 44

.0 ll 37.9 6≡ 33.3 30 49.2 27 35.1汁 138 100,0 91 100.0 29 100.0 18 100.0 61 loo.0

77 100_08-(3) 17 12,3 ll 12.1 3 10.3 3≡ 16.7



矧 lJI(qi日)番号質 問 内 容 総 計 性 別 回 答 E
l語 別男 E 女 t NーA.

日 本 語文 数 】 (%) 実 数 (%) 矢 数 (%) 矢 数 (%)

矢 数 (%) 】実 数 (%)8-(4) 大いに有利一口幻1一一-.l 30≡ 21.7 189 19.89 7 24.19 5

9 27.8 ll 191512 34.7研九 一教育機関 ある程Jx毛利 3317 23.912.3 ..39 】5_39.9 85 .,.7.6
ユ7.2 3つ ll.116.7 185 19.515.6

10 7.2 6 6.6 1 3_4 16.7≧ 4 6,6; 6 7.8N

A 48 34.8 35 38.5 8 27,6 518 27.8書 23 37.7≡ 25 32.5言十 138 100.0 91 100.0 29 100.0 100.

0 61 100.OF 77 100.08-(5) 大いに和利 9 6.5 6 6.6

1 3_4 2 ll.1 2 3.3 7 9.1ある程度有利 23 16.7 12 13.2 8 27.6 3 16.7 17 27.9

6 7.8六二め 4113 29.79,4 279 29.79.9 82 27.66,9 6 33.32書 11ー1 lltl 18_99.8 307 39

.09.1NAi+ 52138 37.7 37≡100,0萱 91 40_7100.0 1029 34.5100.0

1…鳥 三二喜 2561 41.0100.0 2777 35.1100.08-(6)A JLL 大いに有利n ■F l 197 13,8喜 13 14,3 2 6.9 4ラ 22

.2 /ウ ll.5 12 15.6?覗 ある程度有利無関係t ､7L ～630 18.821.7 1519 16,320,9 969 31.020.7 5 i

Lt27.8 1_ 19_712 ( 9-: 1418 l8._23.4fんともいえよいNA 1350 9.436.2 い134 ll,0≡37,4書 10 6.934.5 16 5.633.3 525 8...41.0

82577 10.432.5汁 138 100.0 91 100.0 29 100.0≡ 18 100.0 61 100,0 100.0

8-(7)l 大いに有利ロ/1;- 1 37 26.89 22 24,29 9 8 27.69 / 38.9ウ 14 23.09 23 29.99

93314 -3.910,1 2210 】4._ll.0 /3 ～4,110.3 4

1 ー2.25.6 165 _6.28,2 179 ー】.1ll.7局 5 3,6 3 3.3 1 3.4 1 5.6 1

1,6 4 5.2NA 49≡ 35.5 34萱 37_4 10 34.5 5 27.8 25 41.0 24 31.2吉十 138日 00.0 91≡100.0 29 100_0 18 100.0 61 100.0 77 100.0



質問 (項目)番号質 fti1内 谷 】 稔 計 性 別 E 回 答 国
語 別罪 女 N.A. t E]本 譜

英 語矢 数 (%) 矢 数 (%) 矢 数 (%) 矢 数 (%) 至

矢 数 (%) 文 数 (%)NA 53 38,日 39 42.9 10 34.5 4
18 22,2喜 25 41.0 28 36.4E十 138 100.0喜 91 100.0 29

100.0 100.(‖ 61 100.0 77 100.010-日)- 1 45 32,6 31 34,1 7 24.1 7 38.9 19 31.1 26 3

3.852 37,7 33 36,3 ll 37_9 8 44_4 23 37.7 29 37.7

1…日 二言 73 7,73,3 42 13.86.9 10 5.60 13 1.64.9 ll2 14.32.6いる わからない

NA 717 5.112.3 512 5.513.2 23 6,910.3 02 0l
l_1 213 3.321.3 54 6.5≧ 5.2汁 138 100.0 91 10

0.0 29 100.0 18≦100.0 61 100_0 77 100_010 (1) 2 14 10_

1 7】 7_737_4 4 13.8 3 16.7 6≧ 9ー8 8 10.41tr=小生7L 46 33.3 34 hワ 20.7 6 33.39 9 20】 32.89 =tlワ 33.89【つ34

5 24,63.6 183 19,83.3 1_1 41.43.4 41 _2.】5.6 134 _1.36.6 ～11 ～/.Ji.3≡ 16,7 18

19,89 3 10,3 29 ll_1 6ウ 9.8 17 22.1←ウる 喜 :チ ∃ 16138 ll,6

100.0 ll≡ 91 1.一.1100.0∃ 329 10,3100.0 18 ll,1100,0 1ご61 19./100.0 477 〇._100.010-(1)- 3 一口4r---:ーヒ

44 31,9 30 33,0 8 27,6?F' 6 33,3 21 34.4? I 23 29.9日本の大1-教授-17 ､､尤J,- ナ J tt 4922 35,〇15,9? 34139 37.414,399 88 一/,627,6 /1 38,95,6 189 _9

.〇14.8 3113 40.316.9つている 43 一,9≧ 2,2 1 1.19 11 3,4

3.4 119 5.65.6 10 1_60 33 3,93,99NAa千 16138 ll.6100.0 ll91 1-.1100.0 3≡ 10.3 18 ll.1loo.0 1261 19.710



JEf問 内 容 r 性 別 回 答 国

語 別罪 女 N.A.

日 本 語 英 語戸英 数 (%) 矢 数 (%) 矢 数 (%) ≡矢 数 (%) 矢 数

(%) 萱矢 数 (%)ている わからない 22 15.9 14 15.4 4 13_8

4 22.2 4 6.6 18 23,4NA 19 13.8 13 14

,3 3 10.3 3 16.7 13 21,3 6 7.8占十 138≧

100.0 91≡100.0 29 61 100_0 77 100.0lo誌 ;真学生は 昌 三孟冨冨豊 日 …7〇19 描 闇 描 132463015 21.339.39.84.9024.6闇計 138 61 100.0 77F10

0_034541214816138

6 20.7冊 ll 18,0 23 29.9

12 41.4 24 39.3 30 39.0

8.7 7 7.7 3 10.3 3 4.9 9 ll.710_1 8 8.8 3 10

.3 99 14,8 5 6.55_8ll,6 5 5.511 12.1 2 6

.93 10,3 12 3_319_7 64 7.85.2100.0 91 100.0 29 100.0 18 100.0 61 100.0 77 10

0.010-(1)-7 な撃 吊 15.925.4 1526 16,528.6 27 6.924.1 52 27.8l上† 1214 19.723.0 1021 13

,027.3国後の留学生と 33.35.8 27

3 29.7 123.3 39.9 212.1 3100.0 29 41.

410,3 72 38.9ll.1 184 29.5 286.6 4 36.45.2

8.0 9 6,9 0 0 l l.6 10

13.0ll.6 ll 10,3 2 ll.1 12 19,7

4 5.2計 【 138 100.0 91 100.0 18 100



質問 (項目)番号質 問 内 容 回答 内容 ⊆ 稔 計 性 別 画 答
国 語 別盟 女 N.A.

日 本 語 英 語j矢 数 J (%) 実 数 ! (%) 英 数 (%) 英 数 j (%)
矢 数 】 (%) 矢 数 】 (%)3 2.2 2 2.2

1 3.4 0 0 2 3.3 1 1.3たい わからない 1

0.7 1 1.1 0 0 0? 0 0 0 1 1.39NA汁 16138 ll.6100.0 ll91 12.1100.0 329 10.310

0,0 18 ll.1100_0 1261 19.7100.0 477 5.-100.010-(2)-2 全 くその過 り 75 54.3 52 57.1 13 44.8 川 55.6

26 42.6 49 63.633 23.9 18 19.8 ll

37.9 4 22.2 16 26.2 17 22,1日本留学を横板 同意できない 7 5.1 4 4.4 1 3

.4 2 lトー 3 4.9 4 5.26 4.3 5 5.5 1 3.4

0 0 4 6.6 9 2.6わからない 1 0.7 1 Ll 0 0 0 0
0 0 1 1.3NA 16 ll.6 ll 12.1 つ 10.3 2 ll.1 12 19

.7 4 5.2汁 138 100.0 91 100.0 29 100.0 18

100_0 61 100.0 77 100.010-(2)-3 全 くその通 り 90 65.2 57 62.6 20 69.0 13 72.2 38 62.3 52 67.

5留学体験は,滋 24 17.4 18 19.8 3 10.3 3 16.7 9 14.8 15 19.5期的にみて日本 1 0.7 1 1.1

0 0 0 0 0 0 1 1.3と良好な関係を注 なんともいえないゝゝ { 4 2.

99 1 1.1 3 10.3 0 0 1 1.61 39 3.9維持する契機となろう わカL,JいNA 316 ..,2ll.6 3ll 3.312.1 03 010.3 02 0ll.1 112 ,619.7 4 2.65.2

汁 138 100.0 91 100.0 29

100.0 18 100.0弓 61 100.0 77 100.010-(2ト 4 仝 くその迫 り 105 76,1 69 75.8 23 79.3 13

72.2 44 72.1 61 79.2留学はE]本人の 15 10.9 9 9.9 3 10.

3 3 16.7 5 8_2 川 13.0生活態度.考え 1 0.7 1 1.1 0
0 0 0 0 0 1 1.3方や日本の文化 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0社会.経済等を わからない 1 0.7 1 1.1 0



質問 (項目)番号質 問 内 容 】回答 内谷 戸 給 計 性 別 回 答 同
語 別男 ～ 女 N.Aー El

本 譜 ∃ 英 語矢 数 (%) 英 数 ⊇ (%) 実 数 戸 (%) 英 数 (%)

矢 数 (%) (%)タ-サービスを ∃な/._とい ､えない 4 2.98.712_3F100,0 描 0
0 oヨo l l.6 3∃ 3-9TA 3

つ 10.3 0? 0 3 4.9ラ 9き 11.7N汁 17138 29 10.3100.0 18 ll.1100.0 13 】1.361

100.0 477 5_2100,010-(3)J訝学生の受入れにつ

いて 紺 …;6 箕 ‖ 侶 侶 侶 日 ;二三ll.73.919.5
NA 16 ll,6 10 ll.0 3 10.3 3= 16.7 13

21.3 3 3.9汁 138 100.0 91 100.0 29 61 100.0 77 100_0

10-(3)-2 仝 くその通 り 41∃ 29.7 30 侶 24.1】 4 22.244.4

16≦ 26.2 25 32.5宿舎やアルパイである わからな

いNA⊥十 描 30 37.9 8 17 27.9 32 41.612

7 13.81 1 5.6 8 13.1 9

ll.78 0.3 1 こ).610.3 2 ユ1.1 3 4,95 8.7-

38 3.910.49 3.4 2 ll.1 12 19.7 0 091 100_0 29 100.0 18 100.0 61 100.0 77 100.0

10-(3)-3留学生に対する ある程度同意 1321 9.4 9 9.9 4】 13,8 0 0 5 8.2 8

10.415,2 14 15.4 2 6,9 5 27.8 10 16,4 ll 14.3民間の奨学金括り

同意できない 32度が光夫 してい なんとい ､えない 8F NA 13 23.2 17 1侶 37,9 4 18 23.45.837.09,4 6369 1落 日 0 4 6,638.9 16 26.2 4351 5.245.



lBf問 (琴 iョ)番 号質 問 内 容 拭 答 内容 ∃ 稔 計 性 別
罪 女 N,A_ E

Z本 譜 L 英 語】 英 数 ⊆ (%) 英 数 弓 (%) 実 数 (%) 矢 数 (%) ⊆矢 数

(%) ∈矢 数 (%)10 (4)A-1 3 位 25 18.1 13 14.3≦ 119 37.9ワ ⊆ 1

5,6 9 14.8 16 20_84 位NA 2030 14.5 1121.7 21 1_.123.1 63 _0.710.3 36 16.733

.3 /15 ll.〇24.6 1315 16.919.510-(4)-A-2 と 1 位 ∋ 22 15

.9 15 16.5 4 13.8 3 16.7 川 16.4 12 15.6外観人用宿舎 2 位 27≧ 19.6 18 19.8 8 27.6 1 5.6 川 16

.4 17 22.13 位 29 21.0 23 25.3 3 10.3 3

16.7 10 16.4 19 24.74 位 28 20.3 12 13.2

12 41.4 4 22.2 15 24.6 13 16.9NA 32 23.2 23 2

5,3 2 6.9 7弓 38.9 16 26.2 16 20.810蒜 崇 H N董

28 20,3 15【 16ー5 10 34.5 3 16.7 8 13.1
20 26.027 19_6 18 19.8 8 27.6 1 5.

6 13 21.3 14 18.233 23.9 23 25.3 5 1

7.2 5 27,8 18 29.5 15 19,518 13.0 12 13.2 3 10,3 3 1

6_7 7 ll.5 ll 14,332 23_2 23 25,3 3 10,3 6 33.3 15 24_6 17き 22.110-(4)-A-4 1 位ウ ⊥一 28 20.3 15

16.5 10 34.5 3 16.7 10 16.4 1819 23.4E]本人の家庭 】 位3 位 2217つ【' 15.912.39 ユ49 15.4 39.9 6つ 10.320.79 【 〇2 27.8ll.1 lU7 16.4ll.5 い1 1こ).6

13.0'7 【4 位NA J/34 】6.824.6 3023 J3,025.3 64

_0./13.8 17 5.638.9 1816 29.〇26.2 918 _4./23.410-(4)-a 外国人留学生だけ 13 9.4 9 9.9 9259 L 6.9 912 1トー /39 ll.5 6 7.ら本人と一語か 97 70.39 60 65.99 9 86.2 66.79

9 63_9 581 75_3NA汁 28138 】0.3100.0 2291 ...4.～100.0弓 29 6.9100.0 4】 18 山..2 15100.0 61 24.6100.0 377 16.9100.0

10 (4)-C･京 二け: と 個室かよいj土- 小 109 79.09 70 76.9 25? 86.2 14 77.8 467 7



- (- - 回 答 内 容 弓 総 計 男 性 女 別 N.A. 日 本 芸 答 写 譜 芸 語
質 聞 合 ! 矢 数 (%) 1 矢 数 (%) 文 数 ⊇ (O/o) 英 数 (%) 矢 数 (%) 戸 矢 数 (%

)護 摩 十 g1 4fi!iH 日 iH IH 喜,i3H 4芳村

肝 膏38llll10 29.7 25 27.5ら 11 37.9 5 27.S 19 31.1 22

28.624.1 / 38.9 16 26.

2 22 28.6吊 戸 2㍍ ‖ 2
;6ii‖ 鞍 吊 招 宴 董34,1 30 33ー0ら 12 41L4 5 27.8 2日 42ー6 21 27,3

わカ針 服 紺 冊 1服 …喜…董12 (lトD その通 り 】 74 53.6 49 53,8⊇ 17. 58.6 8 44.4 32 52.5 42 54.

5わか らない 酬 2相 肝 用 2描NA 6 4_3
6 6,6 0 0 0 0r 4 6,6 2 2,626 28.6 8 27

,6 4 22.2 13】 21.3 25 32,5…至芸≡…蓋;



質問 (こ頃日)番号質 問 内 容 回 答 内 容 性 別
盟 ∃ 女 N.A. 日

本 語 英 言吾実 数 (%) 矢 数 ) (%) 矢 数 l (%) 矢 数 l (%) 英

数 l (%) 英 数 (%)わからない 15 10.9 11 12.1 2 6.9

2 ll.1 8 13,1【 7 9.1NA 7 5.

1 6 6.6 1 3_4 0 0 3 4.9 4 5.212-(1)-F その過 り 46 33.3

29 31.9 8 27.6 9 50.0 222159 36.1 24 31_2

拓等教育の内容 43 31,2 31 34.1 6 20.7 6 33.3 34.4

22 28.6が充失 している ナ ゴ ー7L 15 10.9 6 6.6 8 27.6 1 5.6 8.2 川 l3.0I?ーと どんとひいえご

いわからない 618 4.313.0 314 3.315.4

24 6.913.8 10 5_60 6 3.3 49.8 12 つ.一15.6NA 10 7,2 8 8.8 1 3.4弓 1 5.6 5 8.2 5 6.512-(1トGTEB等

教育-の進 その通 り-~ 甲 7L 51 37.038 27.5 2828 30.8 1330.8 6 44.820.7 104 55.622.2 …≡日 ;二三 2924t 37.731.214

10.17 5.121 15.2 8615 8.86.616.5 414 13.83.413.8 202 lLt0ll.1 948 14.86.613.

1 〇313 6.53.916.9と NA 7∃ 5.1 6 6.6 1 3,410 0
4 6.6 3 3.912-(1)-H その過 り 28 20.3 1

9 20.9 4 13_8 5 27.8 14 23.0 14≡ 18ー2了f;i-等教育進学に 48 34.8 29 31.9】 14 48,3 5 27,8 17 27

.9 31 40.313 9.4 7 7_7 3

10.3 3 16.7 9 14.8 4 5.2度が発達 してい 8 5.8 6 6_6 1

3.4 1≡ 5.6 2 3.3 6 7.8ること わからない 35 25_4 25 27.5 7 24.1 3 16.7 16 26.2 19

24,7NA 項 4,3 ○ 5.5 0 0 1 5.6 3 4.9 3 3_912-(1) Ⅰ その過 り 76 55.1 48 52.7 17 58.6 ll 61.1 2

9 47_5 47 61.0Llや公共団体が 283 20.32.2 191 20.91.1 5 17.21 3.4 41 22.25_6 ll2 18.03.3 171 22.11



Jff聞 (項 目)番号質 問 内 容 性 別 回 答
国 語 別盟 女 N.A. 日

本 語 英 丁現矢 数 (%) 矢 数 (%) 矢 数 (%) 英 数 (%)

矢 数 】 (%) 実 数 】 (%)的に進めることについての国民 ≧ そ うは思わない 5∃ 3.65 3.6 44 4.4≦ 14.4 1 3,畑 03.4 0 0
0 22 3.33.3 3 3.93 3.9的関心が満いこと NA 156 10,94.3 95 9.95.5 51 17.23.4

10 5.60 69 9.83.3 94 ll.75,212-(1)-K 90 6

5.2 62 68.1 18 62.1 10 55.6 36 59.0≦ 54 70,1T.A,1-等教育 を受け 24 17.4 13 14.3 5 17.2 6 33.3

h1 16.4 14 18,2そ うは思わない 14 川十l 8 8.8 4 13.8

2 11.1 川 16_4 4 5.2身出世の条件 とま一､- ゝ7L 1 0.79 0 09 1 3.4 0 0 09 0

1 1.3して t,えL?れてきたこと ≡ オつか bJいNA 7 1.45.1 26 2.〟6.6 01
03.4 00 00 3.33 4.9 0 04i 5_222-(1)-L その通 り 5

3 38,4 35 38.5 9 31.0 9 50.0 22221U1 36.1 31 40,3個人的な能力さえ 50 36.2 33 36.3 11 37.9 6 33.3 36.1 28 36,4あれば社会的榊 173 12.32.2 12013,20 23 6.9

10.3 30 16.70 16.4i.6 79 9.12.6社会の体質が進学忠欲を高めているから わか らないNA 69 4.36.5 38 3.38.8 31 10.33.4 00 00
24 3.3戸 6.6 45 5.26.512-(2) 人口 (総計) 138 100.0 91 100.0 29 100,0 18 100.0 61 100.0 77 100

.012-(2)-A その通 り 37 26.8 23 25.3 6 2

0.7 8 44.4 15 24.6 22 28.643 31.2 33 36.3 6 20.7 4 22.2 17 27.9

26 33.8侶こ人を超えてお 40 29.0 24 26.4 10 34.5 6 33.

3 24 39.3 16 20.8り,大規模生産 8 5.8 5 5.5 3 10.

3 0 0 1 1.6 7 9.1わか らない 7 5.1 3 3.3 4 13

.8 0 0 2 3.3 5 6,5なつたこと NA 3 2

.2 3 3.3 0 0 0 0 2 3.3 1 1.312-(2)-B



質問 (項目)番号質 問 内 容 回答 内容 性 別 回 答
国 語 別男 ⊆ 女 N.A.

日 本 語矢 数 (%) 英 数 (%) ≡矢 数 (%) 英 数 (%

) 矢 数 (%) 矢 数 (%)NA 4 2_9 4

4.4 0 0 0 0 2 3.3 2 2.612-(2)-C その通 り 74 53.6 47 51.6 15 51.7 l2 66.7 32 52.5 42 54.5

37 26.8 27 29.7 8 27.6 2 ll.1 17 27.9… 2

0 26.0率が低 くなった 10 7.2 49/ 4.4 4 13.8 2 ll_1 4 6.6 6 7.8のは出生率が

低 わからない 2い1 1.47.2 2.27.7 01 03.4 09 0ll,1 15 1.68.2 15 1,36.5NA

a138 3.6100.0 491 4.4100.0 129 3.4100.0 018
0100,0 261 3.3100.0 377 3_9100_0その通 りと思 う 75 54.3 4

9∃ 53.8 18 62.1 8 44_4 36 59.0 39 50.6家族計画の考えノ､胞 7L 39 28.3 28 30一8≡ 5 17.2 6 33.3 189 29,5

21 27.36るから 72 5.11_4 4

1 4.41_1 21 6_93.4 10 5.60 0 喜,3≡ ≡ .52.6弓 9 6,5 54 5.5 12 3.4 3 16.7 3; 9 4,9 6 7.8

NA 6 4.3 4,4 6.9 0 0 3.3 4 5,27L - -~JF33 f 2137 15.226,8 13259【 14,327,59 55 17.217.2 37 16.738.99 ll13 18.021.3 10249 13_031_2】 ウr

つたから 46/16 33.35.1ll.6 〟/413 ..9.74.414.3 142≡ 91 48.36.96.9 511 一7,85,65.6 2233 36.I4.94.9

】44139 31.〟5.216.9NA ll 8.0 9 9.9 3.4 1 5.6 9 14.8 2.6俊生保遵法で産r ,A.1 一一 甲 ブ 25359 18.125.4 1424 15.426.4 76 24.120.79 45 22. 227.899 ll16 1

8.026.2? 1419 18,224,77児制限が 口法化 わからない ..8833 20,35.823.9 17622 18./6.624.2 /18 -4.13.4



≡JEF出】(項員)番号 喜 回答 内谷質 問 内 谷 】 総 計 性 別
刀 女 N_A.

英 語英 数 (%) 矢 数 (%) 矢 数 (%) 矢 数 i (%)

実 数 ≧ (%) 突 放 (%)2410 17.47.2 175 18,75.5 33 10.310_3 42 22.2ll.1

ll∵ 18.04.9 137 16.99.1わからないNA 31≒ 9 22.56.5 217 23.17,7 81 27_63ー4
21 ∴十15.6 67 9.8ll,5 25≡ ウ 32.52.612-(2)-E

34 24.6 17 18_7 10 34.5 7 38.9 13 21.3 21 27.3ー ノV.

→ー〔碍 7L 437 31.2 31 34.1 6 20.7 6 33,3∃ 14 23.0? 9 29 37,71_4ll 17.48.0 176 18./6.6 45 13.817,2 3

0 16,70 135 J1.J8.2 ll6 4.37,819

13.S 14 15.4 4 13,8 1 5,6 10 16.4 9 ll.7の経済成長を支えた≡ NA

7 5_1 rl 6.6∈ 0 0 1 5.6 6 9_8 1 1.312-(2)-F∴一一 その通 りと思 う ll9ウ 8.0 5 5,5

】 3 10.3 3∈ 16ー7 5 8.2 6 7.81 77

4 T6∴53.6 1851 19.856,0 4145 13.848.3

19 5_650_0 938 14.862.3 143

6 8,-46.816 ll.6 9 9.9 ∈ 17.2 2 ll,1 3 4.9 13 16,9

わからない 9 6.5 44 4.4 3喜 10.3 2 ll.1 3 4.9 62

7.8NA 5 3.6 4,4 0 0 1 5.6 3 4.9 3.612-(3) 労働制度 (総計) 138 100.0 91 100,0 29 100_0 18 100.0 61 100.0 7

7 100.012-(3)-A 73,2 72 79.1 20 68.0 9 50.0 45 73.8 56 72

.7V'､ FEt ブ 23 16.7 10 ll.09 7 24.1 6? 33,3 12 19.7 11≦ 14.≡'7L 53? 3.62.2 23

2.-3_3 10 3.40 0 l十T0 ;日 二… 429 5__2.69才つかりゞい! NA 4 1.42.9 13 1.l l3,3喜 o 3,40 01 05_6 02 03.3 2 】.6
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lifru](項El)番号'E F'｡rI内 谷 国
別韓 国 中 国 台 湾 マ レーシア そ の 他

N_A.(%) 実 数 (%) 矢 数 ≡ (%) 英 数 【 (%)

文 数 【 (%) 実 数 (%)1-(3)l 理 工lIJ 8 34.8 11 100.0100.0 62 54,5 3∈ 60-01 20.0 28 32.2 3■ 27.3寸門分野 腿 千一その他埋草斗El本譜人文 -社会 〇5∃ 4123 21,/21.717,44.3100.0 12 19 9.19.1 1751413⊆ 41 19,55JLt4.614.94.61.1 1121 9,19,1㍗≧ 18.2≡ 9.1】･Cの他文科NA汁 1ll 18_29,1100.0 15 20.0

100,0 6887 6.99.2100,0i 3+ u 27.3100.01-(4)-1 1 年2 年3 年4 年 ≧5年以上NA百十

≡ 33≡∋100.0100.0 382≡ 13 23.161.515.4100_01-(4)-2-帽士- 1 年2 年3 年4 年5年以上NA言十 5〇 100.0≡100_0 ⊇ 123 33.366.7100.0 44 100.0100.0≡ 21ワ23 91.38.7100.0 2】≡ 2 10
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質問 (項目)称号'E f臼】内 谷 国 別
回答 内容 [ 抑 国 E 中 国 】 台 湾 】 マレ-シ7 そ の 他 N

.A.実 数 1 (%) 矢 数 (%) 盲矢 数 1 (%) 矢 数 1 (%) ∃矢 数 (%)

∃矢 数 1 (%)奨学金の 母国の民間団体奨学金日本の文部省奨学金 llllllll 1 100.0

100.0∃日本の私鯛 学

生料 金日本の地方自治体舞学金その他 ■ ■ ■ ■ ≡i ■ ■ ■

■ 】【NA 1き 1.2

汁 ≡

1 100.0 9 100.0 5 100.0 83【100,0 8 100_02.留学体験 ない 22】 95.7 1 100.0 ll 100.0 5 100.

0】 69 79.3∃ 8 72.71 4.3 ≡ l阜 20.72 2 18.2願 つ ま カ NA

J十 23 100,0 1 100,0 ll 100,0 52100_0 87 100.0 1ll 9.1100.02-(2トA 北 米 2 1どの国 (地域) 南 米米 欧中 東アヘ リカ南アジアその他NA∋ 計 1 100,0100.0 ～≡＼ ≡ 日 2918 22.233.316.75.61上1ll.1100.0



JEEf臼】(項目)番号質 聞 内 谷 回答 内谷
中 国 台 湾 マレーシア そ の 他

NーA.(%) 矢 数 (%) 矢 数 (%) 英 数 (%

) 矢 数 (%) 矢 数 (%)5 年6 年7 年8 年∃ 19. ≡巨 …… …∃ ;三 言NA二十 ≡≡≡≡ 1 100.0i≡ ∈ ≡≡≡ ⊆ i i 311≡ 1618巨 6.7を 5_6∃

5_65.633.3100.0≡と ウ; 10.02-(2)-D 学 士修 士博 士NAJ十 11 100.0100_0 361818

16,733.35.644.4100.0∃ 92 100.0100.03 しな かつたし た 221 95,74.3 1

100,0 ll 100,0 5 100,0 7413 85.114.9 73 63,627,3か NA

J十 23 100.0 1と100_0 ll 100,0 5 100,0 87 100,0 1ll 9.1100,03-(2)-AどのEl(地域)でした



Jfi 関 内 谷 回 答 内 容 国
別E 中 国 i 台 湾 マレーシア そ の 他

N.A.矢 数 (%) 突 赦 ∃ (%) 実 数 書 (%) 矢 数 【 (%) 文

数 (%) 矢 数 (%)アフリカ南アジアその他NA汁 】実t l【100_0 ≡～ i 旧 13; 7,7∈

1;;二三∃ 13 33.3100.03 (2)-B 1 年2 年3 年4 年5年以上NA汁 ド≡ド 2100.0100.0 ら 』 ∈ 日 513 1…≡工 33,333.333.3

100.03-(2)-E-1 学 士

【 F jF修 士

博 士 100.0 1 7.7】NA 1

11≧ 84.6 2 66.7i+ 1 100.0 13 100.0 3



質問 (項目)番号質 問 内 谷 拭 答 内 容 国
別* r51 台 湾 マレーシア そ の 他

N,A.実 数 L (%) 英 数 (%) 実 数 (%) 矢 数 (%)

矢 数 (%) 矢 数 (%)NA汁 1 100.01 100.0

513 38.5100.0 3 100.03-(2)-どそこでの奨学金J'rー な いあ るN 1 100.0

守 64 46,230.89 12 33.366.7

取付 1A】 計 1 loo.0 313 】3.1loo.0 3 100.04.再留学の理由 1日本の学位は,母国ではTF■古く評価されぬ専門研究水準は日本より他国が粘い日本留学期間の再延長が認められず 1

100.0≦ ∈ ∃ 【 守 ≡ 92/12∃ 115.415,4 1 33,333.3:

i.S]:門研究領地の拡大,深化の必紫JyB川 7:】ー 1 100.0 53.8 12 33.366.7母国政府こ

.大学からの再留学の要石肖その他NA(枚数回答) 1 100.0≡】 17.7 115.4 33.333.35. 〒なんと蓄 えか 11 100,0≡】100.0 【≡喜 i ii 育 4223213 30.815,415,4【 23.1日 喜:≡ 1



馴 さ(IBB,番号 】 拭 谷 内谷JE 問 内 谷 F 国 別

姉 国 】 中 国 台 湾 マレーシア そ の 他 ] N

.A.実 数 (%) 矢 数 (%) 実 数 (%) 芦矢 数 (%) 矢 数 (

%) t矢 数 (%)(現在) 1白骨菜その他NAF 汁 23 91.34.3100.0 1】≡100_0】 11圭100ー0l E 冊 3服1 100,0 11 100.0 5 100.0

387 3,4【100,0 11 100.0;:L :3日 :三二三∃ 92llF1冊 ≡』 ;≡44487
52.933.34.64.6Fl.::.6廿 ≡:≡1 100.0 ll 100.0 3 60.0書 69 79.3 8 72

.7転職の有無 あ る 1 4.3 2 40.0 13 14.9 2 18.2NA汁 l 23 100,0 1

100.0 ll 100.0 5 100.0 587 5.7100.0 1 9.111 100.06忘孟;芸数は 十 ㌔ 1日 00,0‥ ー100,0 i 112 50.

050.0F1.0.. lH 12:き.i55汁 :三二:6-(3)現在の

仕事に, 日本留学体激,知乱 研究は活用されているかfI(3T票 では2) 大いに利用 18 78.3 7 63.6 1㌦ oー0 54
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～ 国 別

質芸 諾?内 芸 '7 回 答 内容 碑 囲 中 国 台 湾 】 マレーシア そ の 他 N.A
,実 数 (%) 実 数 (%) i矢 数 (%) r実 数 (%) g矢 数 (%) 2矢 数

(%)買交流に関凱 ∃なftく第 -r 計 描 皿 1…

L :7紺 相 律(B●生晴の面では寒 川 冊 1服 冊 1

…∃1…≡三喜6喜芸;fBI孟 骨 肝 た ‖

狛 酢 葺 1董………筆 芸誌 管 用 H ll:用

冊 削 1S7…喜7-(1)-A かなり機会あり ～ 3 13.O r 3 27,3】 1 20.O



矧 'QT(項目)番号JE 問 内 容 回答 内容 国
別∋ 球 回 】 中 国 台 湾 マ レー シア そ の 他

N.A.≡究 数 ) (%) 矢 数 l (%) 矢 数 (%) 英 数 (%) 英 数 ) (%

) §矢 数 ) (%)14 60.9 11【100ー0100.0 62 54.5 92 40.

0 41 47.1 44 36.4全 くない 6 26.1

18.2 40.0 12 13.8 36.4NA汁 23 100.0 ll 100.0 5

100_0 887 9.2100_0 1ll 9.1100.07-(1)-B かなり機会あり 7

ll 30.4 1 100.0 7 63,6 2 40.0 23 26.4 1 9.1勤務先の仕事で わずかにあり 47.8 4 36_4 2

40.0 25 28.7 82 72.7全 くない 5 21.7 1 20.0 31 35.6

9 18.2NA弓 計 23 100.0 1 100.0 ll 100.0 5 100.0 887

9.】100_0 ll 100.07-(2)-A 用する形はかなりある 4 17,4 1

00.0 5 45.5 3 60.0 31 35.6 98 18,2尤- 時にはある(t. 14 60.91 1 6 54.5 2 40.0 399 44,8

72.7ど㌻る 全 よいNA 41 7.44_3 100,0 ll 100.0 5 100.0 1-5 13.85.7 1

9.i汁 23 100.0 1 87 100.0 ll 100_07-(2)-B かなりある

18〇23ミ 78.3 1 100.0100.0 92ll 81,8 4 80.01 20.0 32 36.8 1 9_1時にはある全 くない 21.7≡ 1 18.2 3416 39.118.4 7ワ 63.61S,2NA汁 100,0 100.0 5 100,0 5

87 5,7100,0 1ll 9.1100.07 (2)-C かなりある 8 34.8 100.0 1 9.1≦ 20.080.0 8 9.2 4 36.46 54.5を聞 く 時にはある全 くない 7i 30ー4 1/ 30.4

81 72,79,1 14 18 20.754 62.1NA汁 123 4.3100.0 1 100,0 1ll



質rgl(Il1日)番号質 I日j内 容 】 回 答 内 容 国
別中 国 台 湾 【 マレーシア E そ の 他 ] N

.A.矢 数 1 (%) 1実 数 (%) 実 数 毒 (%) 矢 数 1 (%) 矢 数 (%

) き矢 数 (%)NA汁 ユ』 4.323 100.0 1 100.0 ll 100.0 5上 00.0 587 5.7

100.0 1ll 9.1100.07-(2)-E かなりある★ 十 4 17.49 1 100.0∃

2 18.2 17 20,0 14 16.1 1 9.1R uE]て 訳をする 全 くないA 153 65.】13.0 9 81.8

2 40.040.0 3434 39.139,1 4 36_4≡6 54_1N 1計 23 4.3100.0

1 100.0 ll 100.0 5 100.0 587 5.7100.0 11 100,08-(1)府 .̂一 機 大い

に有利 1 4.3 111100.0F100.0⊇ 2 18.2目上 】 ll 12.6 49 36.4?政 . イ丁政 .閑 める

程x .｣無関係7L 王 ､ヽ7L 53 21.713.0 40.060.0 1821 20.724.

19 2 18,-18.2ごんとむしえ rいNA 14 60.9

9 81.8 100.0 ll26 1"629.9 12 9.118.2｣十 23日 00.0 ll 100.0 87 100.

0 ll 100.08-(2)母国の民間 トン … 大いに有利ある程度有利 13 4_31

3.0 ⊇ 2 18,2 ∃4 80.01 20.0 823 9.226,4 9 18,2無関係 32 13.08.7 1512 17,

213.8 32 27.318.2NA汁 1423 60.9【100ー0 11 100.0100.0 9ll 81.8100.0 5 100.0 2987

33.3100.0 4Z 36.411F100.08-(3)(または合弁) 大いに有利無関係 123 4.38.713.0 2 18.2 12 20.040.0 141718 16.119.5

20.7 14 9.136.4NA三十 31423 13.060.9100.0 11 100.0100.0 9ll 81.8100_0
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苗冠 ぺ71'}69t'ド.＼ } LL') の ぐ＼ー くつ N 亡√) 寸 ぐヽ】 O Ln M ぐヽ】 rLLLl ⊂⊃
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宗回 +Z 表O く⊃ M 寸 寸1､ く亡) t.⊂) LE? 亡＼) 亡＼一 T-J< ○寸 CO CO ⊂n ⊂⊃ LL) ⊂＼一 ぐ＼一 一1 一.■ ⊂⊃u7 (:′⊃ 0つ Cn Ol C⊃ tJ｣翠)

? ｢⊂⊃ のくつ ぐ､t の の く二つ Ln ｢-1 rLpL<

寸 rp--1 ｢■ ⊂)ささ蛸 I1 ､- -- くJ⊃ ぐ､】 ぐ＼ー ｢■ rJJJ{ EL) C＼

I C＼ー ｢-LL{ rl l...1
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J_ゝ汁 く=) ⊂⊃ く=⊃ ⊂=〉 ⊂⊃ (=⊃ (=) (つ く=
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矧 tTl(項E)番号質 問 内 容 国
別中 国 台 朽 マレーシア そ の 他

N.A.矢 数 t (%) 突 放 (%) 実 数 (%) 突 放 (%) 矢

数 (%) 実 数 (%)NA 7 30.4 1 100.0 4

36.5【 5 5,7

11 100_0汁 23 100,010-(2)-2母国の学生iかこ日本留学を梢極的にすすめたい 全 くその通 りある程度同窓同意で

きない / 30.41 4.3 三 4喜廿 日 賀 ‖ …27

‥…NA / 30.4 4 36.4 5 5,7汁 23 100

.0 1 100,0 11 100.0 5 100.0 87 100.0 ll 100.010

(2)-3 13 56.5⊆ 11 100,0 6 54_5

3 60.0 58 66.7

9 81.8ウ 8.7 1 9.1 1 20.0 18

20_7 = ワ 18.2同意できない

l l_1と良好な関係を わからないNA汁 最 …

1 20.0 2 2.3

維持する~契燐となろう 3 3.4100.0 4 36.4 ○ 5.7 100.0ll 100.0 5

ll10-(2) 4生活態度.考え方や 日本の文化社会.経

済等を なんともいえないわからないNA汁 1;量 6≡二喜 12;量 1喜畑 1 100.Oz 74 63.636_4 甘 酢 書 9…‥…1 100-0 ll 100.0

5 100_010 (2)-5 2 8.7 1 100,0 1 9

.1 3 60.0 13 14,9 3 27_3El本は帰国餌学



宗玩 dZ 戻 二† M M r-1 の 一一.1 く=⊃【､ 【一一 の 【～ の ⊂⊃M LLb rJJ< 卜ppt く=〉i-寸 Cn O7 ⊂〉 く＼】 M LET くつco t- 寸 ⊂⊃ '..一 '..1 N やの

かC一つU⊃N N e､】 ⊂⊃ぐ＼ーLL) ○ 一･一 N LEl くつ I..一CY?

車j M M r--1 の ■･.1 r-1 M くJ⊃ ▼･.1 ｢■ rpppp<

⊂＼t M tD - ▼-1 p--1 ⊂＼】 寸要(tt十 Lー くつ ▼･.■ tdl ⊂ヽ】 く工) 寸 の く> cO Ln Lrつ t- LD ⊂⊃ LD ト

ーpi く=つ く> ▼･

.1 一一-1 O ⊂=) 勺一 t～ Cく)く)堅 LI> = 寸 卜1 07 ナヽ CD N ⊂⊃ぐ＼一 寸 ｢1 ⊂⊃ LD 寸 ▼･.1 LLつ r1 くつey7 m - I--1 く⊃ 亡､】 ED M (一0 01
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O Cn m CO En (≡) '寸 1ー1 ▼･.1 Ln ⊂⊃く一つ CT
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- - - -固定 垂 十 十寸 くつ Cく) ⊂:つ ､こr CQ (=⊃勺1 M lー
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Jn匝:4Z: 二､ rJt l√〉 ぐ､ー ぐつ LrT r--1 N ぐつ ⊂＼一 LJ) T-{ M cO ▼･.1 一･.■ (=〉 tJ

⊂⊃ LT) LrつSIo ㌫ cT} Ln CO ト LL) の CC lー ∽ LL) Cb 【､- ⊂=> Cr) ⊂=つ ▼･.｣ の Cb く=) くつ LD 寸寸 一.｣ 亡＼) ▼一 r. 丁 】 T--

1 てr N LT∴ の く⊃ ⊂=) 寸 Ln秦# cY) 一･.■ LL') N M 1｣つ l･.1 N M Cヽ 】 LL) ▼一 OJ) O

†ppppl 卜｣ の

卜-1 一一一 rp-1 T- LL) LD要らtもノ く＼ー t- CO ⊂⊃ 亡､一

亡ー lJつ 1d一 の せ M ー t_D 寸 LJb ト ⊂＼ー ▼･.1 ⊂⊃ の ー CP ⊂⊃Sic, LD L～ O 一･.■ ぐ′) トー くつ の LD 寸 C
一〇 LL) tD ぐヽー (_D Cn tL? CO tD ⊂=⊃ CY) ▼･.1 てナ t=> ⊂=)tD 寸▼･.■ 亡ヽー C＼ー ぐ＼ー ｢1 N ｢｣ N r1 -...1 ぐヽ】 ▼-ppL t-イ ぐ＼ー 卜｣ 亡～ †-1 くつ CO rl ⊂⊃ 二､十 ハ

意< ▼♪ LL) OD の O ul CO l～ M M く工) N サ ー叫 M t- LIつ O:) ｢廿 【- m r--1 の t､l

rppp-{ 一一一t r-J{

ぐ＼ー r-A-( r-1 rl N r--< ■--1 tJ⊃ ▼..｣ の 亡ヽ 一.1 CO o〇寸 ⊂ヽード.＼lヽ汁

表O く> ○ く=つ く=つ く=) くつ く=つ く⊃ くつ くつ く:)こ' こ ニ ⊂> く=> ⊂>⊂⊃⊂⊃ くつ ⊂=〉 く=)○ ⊂⊃ ⊂> く> ⊂=つく⊃ ⊂⊃ ⊂⊃N 寸 N

C＼ー ぐ＼ー 寸 寸 ぐ､ー ▼一 十 丁】｢=JltD ⊂⊃意# N ▼-pp-l rppp< rq

Cq (＼ー r.ペ N ぐヽー I--1 ⊂＼】 M L′つ LT> Ln tr⊃ N rL--i賢1n ｢■ ぐ､

】 M l...■ rヽ 亡＼一 ぐ′つ - I.1 寸 ▼･.1 LL) 寸 ○ LD ▼･.1 の く> く⊃ M M

読 (_a の CO q⊃ く_D の CO 【､- の く_D (:くつ 【､ の の くエ) の 寸 U⊃ くつ ey) の t-l く=) ⊂⊃ 【､ 亡ー

意斗 CY?寸 I--1 M M r1 くヽ )

O? r1 ぐ＼t の ul M O 亡J⊃ N ⊂⊃ く=) N C＼

ーT-1 N 寸 寸 rl ぐ.ー M rl Tr e＼一 m 一一.-< r--1 1廿 I--1 LD 寸 p-Ll tヽ ▼･.1 ぐ′つ T-1 I-1 M M

ニー く⊃ ⊂:) ○ ⊂> く=〉 く⊃ くつae くつ

⊂⊃∴㌧せ-*ト - -
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TLi'≡ ･T:∴ Lr) の T--1 ｢＼ー ぐつ くヽ} †ppppl ▼1 亡′つ ｢1 LD 亡＼1 ぐ､】 r-1 Oつ く＼1 寸

｢一 ▼･.1S:O LL? 【-- OI CO L､ C亡) の m tー の 寸 Cく) (7〇 Cn
【ー CO く工) 01 Ol｢=r N T...1 亡＼ー l･.■ ⊂＼ー

lr) ｢1 ｢.1 ⊂＼】 ｢｣ のa/ tfつ ey? ｢1 く＼1 M ぐ､】 r･.1 ｢■ M r-1 く工) く

＼ー N 一.■ の 亡､ー T

Jl ■ー1 rp.1要冒+ 1n く∠> 寸 の くさ t､ (=) (=) 亡ヽー の LD tD N t､-. C

＼1 LD Lil) 寸 【～ M トー CY) LL? くつ LI) や t の (.D千 の ｢=r m く＼ー ｢< Cく) CO CO lー (.Dm く＼ー LO ト の l√) ト ,寸の 亡＼) 【､

く∫> Ln 亡＼一 Ln ⊂ヽ
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質 FT,jrl内 容 】 国
別韓 国 中 国 i 台 湾 マ レー シア そ の 他

N.A.矢 数 】 (%) 矢 数 】 (%) 実 数 (%) 実 数 】 (%) 矢 数

(%) 英 数 (%)殻近の人口相加 10 43_5 1 100.0 3宗 27.3

12 20.0 21 24.1 1 9,1J }〝 氏ヾ そうは思わないt tブ 3 13.0 1 9.1 5 5,7? 9 1 9.1のは出生率が但 どんとt)いえよし

､ 1 4L3F ウF 1 18.2

6 _.36.9 ≧ 1 9.INA 9.1 3 3.4 1 9.112-(2ト D出生率 (総計) 23≦100.0 1】100_0 ll 100.0 5 100.

0 87 100.0廿 ………その通 りと思う 14 60.9廿 00,0 6 54,5 ii 20.0 50 57

.5家族計画の考え 7 30.4 1 9,1 2 40.0 25【 28.7十 i +千 1

4.3 1 9,1 2 40.0 3 3.4るカb どんとL)いえ SいわからないNA 1 4.3

2 18.21 9.1 … 1 1ー14 4.64 4_6結婚年齢が?.I.Sく 2131

7 8.7∴ 100.0F 冊 3 60.0 棋 喜 23 18.227.3なったから わからないNA 56.5鳥 二… 2 40.0 3 27.31 9.

1王弓 …:;その退 りと思 う 1 4,3 100.0i 24 18

.2 1 20,0 19 21.8 2931 18.2優生保遵法で鹿 5 21,7 1 36.4 3 60

.0 20 23.0 18.2児制限が合法化 9 39.1

167 18_48.0 27.39.1わからないNA 44 17.417.4 41 36.49.1 1 20.0 223 25.33.4 21 18.29.1



質問 (項Ej)番号質 問 内 谷 回 答 内容 国
別中 国 台 湾 マ レー シア そ の 他

N.A.英 数 ) (%) 英 数 j (%) 実 数 ～ (%) 矢 数 】 (%) 矢

数 (%) 実 数 弓 (%)いう考えが国民の わからない 3 13.0 1 9.1 2 40.Ot 25 28.7 1 9.1N

A 4 17.4 13 3.4 1 9.112-(2)-E

8.7 2 18.2 23 40.0 23 26.4 5 45.51940年代の出生率が 言

畠畠7'O､圭追号 ば 5 21,7 1 9,1 60.0 30 34.5 4 36,4拓く,若い労働者が そうは思わない 6 26.1 1 100.0 2

18.2 14 16.1 1 9.1急和したことが,こ 3 13.0 1 9.1 6 6.9 1

9.1わからない 4 17.4 4 36.4 ll 12.6本の経済成位を支え

た NA 】 3 13.0 1 9.1 3 3.412-(2)-F-､斤ー' その通 りと思 う 1 4.3廿 00-0 ワ 8 9.2 2 18

.2出生率の低下.人口出力藷F 氏 そうは思わないf ゴ ー7L 4 17.416 69,6 1 9_l l6 54.5 4 ～0,080.0 1743ラ 19.549.4 4ラ 36.4.m単の侶下は,

日本のの経済成長を今 どんとい ､え ごいわからない 11 4.34.3 12 9.118.2 守 1_4 13.84.6 2 18.2

18.2NA 1≡ 9.1 3 3.4 1 9.112-(3)労働制度ウ (総計)I.の知 F33ー 23日 00,0 1 100_0 11 100.0 5797 100.0【 87 100.0! 119 5

100.01】-(3)-Aで1b: - r りと,(_､つそうは思わない{ ､7L 1

94 82.617.4】 Igloo.0弓 81 9.1 32 60.040.0 661319 75.14.91.1 24 45.つ18.236.4カrL/.Iいーと NA

1 9.11 9.1∃ 23 2.32.33.4112-(3)-ら その通 りと思 う 13 56.5⊆ 3 27.3 1 20.0 21 2

4.1 1 9.1E]本には身分意 言孟 品1;窒追号 ば 5 21,7 2 18.2

221 40.0 23 26.4 4 36,4そうは思わない 4 17.4 1 l



r 国 別

笠r芸 三日㌘冒tl'芸 'J≡ 回 答 内 容 1芙 芸 ㌔ ) Li 芸 竿%) 矢 数 (%) 矢 数 (%) 実 数 (%)

実 数 (%)週45矧 u】の位時 吉宗品 名■宣.YiT.そ ば … 9 39.1 4 36L畑 1 20.0 28 32

,2g ワ 1S.2問労働の体制に そうは思わない 8 34.8ブ ^ 一 ′一 ､7L- ウ

1 27.3が多いか ら わか らない 2 8_78,7 1 100.0 2 18.2 8 9.2 1ぎ 9.1

NA 1 4.3 ワ 18.2 3 3,412 (3)-D その迫 りと思 う 2 8.7 1F ら100,0 4511 36.4 ワ 40.0 34 39,1 5 45,5制組合であ り,たいか ら 琴 情 45.5 199.1.1 十 … …畑 27.3

9

.19.19.112-(4)経済と人的召｢人的能力の1凋つである｣ といしま

すか 替 廿 日 冊 上 皿 情13妄志の職業 無針 ･3ー0旧 3≡I'三 21情



質問 (切言)番号 回 答 内 容 国 別中 国 台 湾 】 マレーシア そ の 他

i N.A.矢 数 】 (%) 矢 数 (%) 矢 数 (%) 室矢 数 (%) 英

数 (%) F矢 数 (%)汁 23 100.0 1 100.0 ll 100.0 5

100.0 87 100.0∃ 11 100.013-2 i l ^ 5 21,7 § 1 1
00,0 5 45.5 1 20.0 30 34.5 3 27,3

光子の数 2 人 8 34.8 32 27,3

18 20.7 3 27.33 人 3 13.0 18.2 1 20.0 18 20.74 人5人以上 214 8,74.317_4 1 9.1】 21 40.020.0 1245 13.84.65.7 i1≧4】

3…:三13-3 1 人 〇 21.7 1 9.1 ワ91 40.040.020.0 24 27_6 59【 4 45.5女子の数 2 人3 人4 人5人以上 4912 17.48.

752,2 lf100_0t 415 36.49,145.5 21と 134322 24.114.94.63.425.3 18_236,41

3-4家族に海外留学 あ るな い 515 21.765.2 1 100.0 ll 100.0 32 60,040,0 3547



B-IIl 元留学生アンケー ト集計表 (地域削)

1_ll

矧 3j(fl'1日)番号貿 Ehrl内 容 地 城
別北 米 】 南 米 西 欧 火 欧 1 中 火

その他 ∃ N_A英数⊇(%)懐 剣 (% 実数 (%)矢数 (%)洩 数 日% 英数 (%)矢数 (%)矢数 日%)矢数 (%)

矢数ぎ(%)は:敬 (%1-(1) 1 年EI本棚在の期 2 年 9166.733.3 120.0 14/53.8書26.9 ワ433_366,7 ≡;≡..;∃ 1133.3 9≡25_733.3 1 2_9 51814

.752.9 125,0 2喜25.0ト225.0粒3 3 年 き4 年 3臥イ 1 亘 4128.6:+ 1333,5 6514.3≡ 4書11_8 250.0125.0≡4100.0 1112.512_55 年 i 1114 7.17.1100.0 720,0

112.5≡ 112.56 年 i

20.0 1 3,8 ≧ 100.0 ワ 5,77 年 ∈ 1 4ll,4掛 目 111 3.8三‥…F 135 2.9 1 2.9100,.F 34巨100.0汁 3FIOO,0 5100.0 26100,0 6100.0

a100.01 (2) 1 120.0 〇∴ 19,2 116.7 1 7.1 ∃; 3100.0 9

125.0 337.5学砕区分 大学院N 3100,0 4≦80.0 80,8 583_3 13戸 92.9 23ウ65.7 2264,7 3

75.0 450.0?-▲A占十 3100,0 5100.0 26100,0 6100_0 14≧100.0 3100,0芦 35 8.6100.0 34100.

0 4 1100.OL 81_.〇100.01-(2)-2 3 回 .公立 Dr 100.0 〇〇100,0 21580.819.2 6100.0 141



地 域

別探聞(碩目)杏 ,,'E ftii内 容 回答 内容 ≧ 北 米 南 米 西 欧 米 欧 中 東 ⊆77E)カ 南アジア 東アジ
ア その他 N.A英数 (% 英数 (%)英数 【(%)矢数 (%)実射 (%)i (%)矢数 (%)実数

(%)E実数 ≧(%)英数 (%)矢数 (%)1-(3)ミ131:rJq分野 理 工 1133.333.3 415巨阜o.020,0100.0 6323.1ll.5 5183.316,7 4628.6イ∴〕 ≡】 133.3 125【34.314.3 14〇41.214.7 11≡ 9425_025.0 9125,012.5その他理科EI本譜人文 .社会 911731 7_73.83,826.9ll.53_8≡ 6100,0 9?1414,3 1∃ 1333,333.3≡100,0≡ 11159 2.92.92.914.35.7 7311?20.68,82,92.9 1112.5÷∴+での他文科NA汁 1333.3100.0 1126喜3ー83.8100.0 ⊆14.

3≡100.0 4435l十十ll,4100_0 134 〇,92ー9100.0 50,0100_0 3a37.5100.01-(4)-1年限 1 年2 年3 年4 年書 5冨hAl上汁 ≡ 【

11100.0100_0 1≡ 1100,0100ー0 ?9∃ 21315_469.215.4100.0 11100,0【100.0≡1-(4)-2-幡士 1 年2 年3 年4 年5年以上NA汁 44 150_0≡∃10… 2100.0 3?100,0∈100.0】】 ≡ ; 覧 1611794_15.9100.0 1/812.587.5 2iを;≡100.0 9≡+"1





質問(耳柑 )番号 河 谷 内 容 地 域 別北 米 南 米 【 西 欧 東 欧 中 米 アフリカ 南アジア

その他 N.A英数 (%)矢数 (%)卜矢数 (%)英数 (%)実射 (%)矢数 (%)矢数 (%)英数 H

%)矢数 (%)矢数 (%)英数 を(%)刺 その他NAJ十 つり100,0100.0 41580,0=JJ弓100.0 2424100.0100,0 66100.0100_0 1414萱≦100.0100,0 33100.0 34工 100.0100,0 ∴12982.8

3

.4100,0 44100.0 5㌢≡≡§100工 】∃100.0100.0な いあ る ?166,7戸 533.3E 100.0 161061.538,5 5183.316,7≦ 86

57.142.9 と 中 o 33994,35.7 33197,1… 4≡2.9喜 100.0 /87_5ますか NA汁 3100,0≡i 5100.0 26

100.0 ≡6…100.0 14100.0 ら 3100,0 35100,0 ≡叫100.0 4100.0 1812,5100.02-(2)-Aでしたか 北 米南 米∃ 西 欧1 東 欧中 火アフ リカその他NA∴- 1∈ 1と100.0100,0≡; ≡ ?4≡ 991020.040.0を≡i20.020.0100.0臣 11100.0100.0 391650,033.3≦16̀7喜∃100.0 11750,050,0を≡≡∃100.0 1i; 1100.
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地 こ城 別

アフ リカ rpb.アジア

4.再留学の理由

i:本の学位は.母相では.1.I.PI(洲面さrLぬ

即つ研究水利ま,日本J:り他国か掛-

El本偲学期lHJの再延長が認められず

El本での研究放水は母回では活用されず

即l研究;ti城の拡太 深化の必業
日本の大学は粒新の研究成果をWl放せず

母国改札 大学からの再留学の姿｡】l】

その他

NA

(不日数回PLJE)

5.再留'学は,目的を達成 し たい

一応の成果か)

期待通りでか -

なんとい-えか､

NA

｡十

ⅠⅠ. El本留学への1評価

6.EI本領学の成果と仕解について

S･

政府行政機側

式放研究機1刈



矧 tlj(fi1日)番号 池 地
別北 米 南 米 西 欧 東 欧 * * アフリカ

その他 N_A矢数 (%)矢数 喜(% 矢数 %)英数 (%)実数 (% 矢数 (%)矢数 (%)実

数 (%)矢数 (%)矢数 (%)英数 (%)大 学その他敦だ伐開その他NAa 111333.333_333.3100.0 i115uo.o≡20.020.0100_0 9933492634_67.7ll.5ll.515.47,7100,0 66100_0100,0 9ト 1i㍗≒ 1464.37.17.1100.0 3100.0 843?933522.9ll.48.65.7千/8.6100.0 31113491.22.92.910

0,0 ウ114SJ+25.025,0100,0 61875.012.5100.06 (1)-E 1ワ3:))66,7 99540_060.0 121046.238.5 4ワ666.7≧ 933.3≡ 564.335.7 91366.7 20tU57.128.6 29〇3485,314.7 125,0 ll∴ているか 全く無関係であるNAJ十 100,0 100.0 1326 3_8ll,5100_0 ト最 14100.0

≦ 433-3書 1loo.0; 35ll.4∴≠100.0 100.0 111425.025.025.0100.0 8]】j∃100_06-(2) な いあ る 3100.0 4180.920.0

19473,115.4 6100.0日 ≡85.714_3 91……二;≦ 2…82.917.1 33197.12,9 11=Sj25,0 5H2.52∃25.0NA

占十 3100,0 5100.0 326ll.5100.0 6100_0ir 14100.0 3 ≡100-0ぎ 35100_0 34100.0 7450,0100.0 51喜12.58F100_06-(2) ち 1 [Dj2 回3 回NA汁 11100.0100.0 314

75

,025,0100_0 lきき 1r 250.050.0100.0 11100,0100,0 39仁 50.033.316.7100.0 11100.0100.0 11100,0100,0 21100,0100.0
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甥間(fi1日)番号質 問 内 容 地 域
別北 米 弓 南 米 西 欧 東 欧 中 火 L77リオ 火アジア ≧ その

他 N,A矢数 (%)庚 数 (% 矢数 (% (%)矢数 (%)庚 数 (% 矢数 (%)失敗 (

%)文数∈(%)文数 (% 英数 (%)6-(3)-A-6 それほど利用せず 111……≡…巨 三∃80-0】∃20.0∃1100.01 179432665.47.715.4 49666,733.3 6?342,9⊆14.321.4 1133.333_3 178748.6二∴20_0 8匪 514hl_2607-6】 9150.025.0 24125_050,012.5NA汁 13 ll.5100.0 100.0 1ウ14 T∴14.3100.0≡ 1333_3100_0 1935 2,95,7100,0 3≡S.8∴ 1425.0100.0 18÷∴5100.

0613ト B-1 桔梗的に採用 133,3 240.0 415.4 116.7 321-4if 1131,4 7'-0.6 250.0 337.5f yJ l+Aヽ 1133_3 333.3 60.0100.0 13350.0ll.5 41666.716.7 7iウ5冒:;≡ 193 2365,7? 20958.85.9 1125.025.0 4150.012.5かた NA汁 3100_0 5 492615.47.7100.0 100.0 1141三三;…喜 33,366,7100,0 135 ★+t1100.0 53414.7100.0 4100.0 良1

00_06-(3)-B-2′ナノ Tb:T, 91i ∴ぎ 540.0 415_4 1ワ16,7 3⊇21.4∃ワ 19333.3 617.1 1 :) 375,0 225,0E]本的 才生活様式 -u朋栄用全 く無関係 66./33_3 トト)loo.0
104638,〇15.423.1 333,350.0 631可21.4≦三-1喜 ÷rt9LJ45_/25,7一十十 1513444_138

.2】11.8≡ワ 125.0 31ワJ/,a12.525_0NA汁 3100.0 226 ∴7100.0 6100.0 114 ∴1100.Oi 66,/100_

0 35100,0 10 .934如0.0 4100.0 8100.06-(3) B-3 1ウ333.366,7 99560.0 415.4 3ワ50.033.3 999 i;…‥…巨 133.3 /17620_0 2≧5.9 71150.0 Ll37.5様式 T.I.寸 ､7L▲ 小)100.0 TLlウ50_0l

l.5ワ 4

8,617.1 ;≡≧芸…二三 25.025,0 1312.537.5?～の NA言十 100.0 512619._3.S100.0 1616
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ヨ LP M ⊂> くつ n L oj くつM M の く=⊃ ぐ.つ の の く⊃

LD の くつU⊃ Cy? くつ

エーコギ蛸 - 亡＼t Tp-ppl

の袷監紬【亘 十十蓄 三 言 七∵{{ --

I粒- J



慰問(項目)番号質 問 内 容 回答 内谷 地 域
削北 米 南 米 西 欧 東 欧 中 東 アフリカ 南アジア

その他 E N,A英数§(%)矢数 (%)英数【(%)英数⊆(%)実数 (%)英数 (%)実射 (%)矢数 (%)実

数 (%)実射 (%)≧実数1(%)360,0 623_1 350.0 857,1i 266.

7 1028_6 1029,4【 1111 337.5E]本の大子.はしている わからない 21366,733.3100.0 2540,0100.0喜 772226_926.97.77.7 3650.0100.0 39二上†14.3 ･…⊆5…≡… ll232.45.9 2=I_025.025,025.0 41850.012,5加0.0NA汁 926 7.7100.0 114

∴1100.0 1333.3100.0 935 5.7100.0 ll3431.4100.0 4100.010-(1)-2 全 くその通 り 1ワ

333.3 360,0 2 7,7 24633_3 1 7.1 133.

3 4ll.4 2 5.9 125.0 93?25.0120,0 623,1 5435,7 1440

.0 1338.2 37.5ノ7L ､右. >′ 1520,0100.0 7226,97.7 28,6 12334,38.6 617,6 125_0 Iテ)?,十分ど関JL､ー持っている わかL?ゞいNA汁 66.7100.0 722626.97.71

00.0 66.7100.0 311421.47.1100.0 11333.333.3100.0 235 5.7100.0 3い34 8.829.4100.0 24〇0.0100.0 181-_〇100.010-(1)-3.A-I.′''/. 全 くその通 り-='渋 小麦′ 1133.333_3≡ 2 3260.040.0 7726.926.9 3350.050_0 f14935.728.6 1133.333.3 101628.645.7 91226.5≧35ー3 1125.025

.0 4950.025.0?I越に十分な閑 なんともいえないわからない 1∃ 333_3100.0 〇100.0 811930,83.83.8 6 い 114.3∴17.1 59【 93514.35.7 3 8.8 2450.0100.0 111_,〇12.5る NA言十 =tl 7.7≡100.0 喜100.0 114 /.1100.0 1333.3萱100.0 a.7100.0 トー3429.4100.0 8100_

010-日)-4 1733.3 1420,0 4;15.4 116.7 3〇93121.4 】 ≡266.7133.3 514.3 4ll.8 1925.05



矧 拭(項員)番号質 問 内 容 回 答 内容 】 也 :蚊
別北 米 南 米 西 欧 F 北 欧 ≦ 中 東 77りカ 南アジア 言文南アジア欄 アジア 】 その他

N.A笑数 ≡(% 実数 1(%)矢数 1(%)矢数i(%)矢数 】(%)棟 数 % 矢数 (%)実数1(%)亨矢数 ≧(%)凍 数 1

(%)座 敷 (%)汁 3100_0 5100.0 26100_0 6r100.0 14upOO.02 3100.0 35100_0

.Ti100.0 4≠100.O S100.010-(1)-5 ワ昭 二Z ……葺1三…三… 233.3 321,4 】帖 33.333.333,3100.0 925.7 3 8.8 つ37,5A:J1'ん 力 -=七1㌦主f 1 350.0

857.1 1234.3?rI 16947.1 250.0≦ 3喜37.5ウ 99-は田子:坐の勉力的である わからない 116.7 1 7_

11 7,1 9_つ.73 8.6 5.9 _50,0 ー4100.0≡ 8..i).0100,0NA;J十 3 6100_0 114 7.1100,0 2 5,735100.0 133438.210

0.0360,0【 ウ 服 459911428.6! E 133-3∃ 5】1三一三 3 8.8 31描日本の大1-は留学生に対しや学術成果を-*-7=由 一LL'l 同意できない _40.05100.0 3こ)./14.314,3 1描 ÷ナ1411 44.12.9ll.82.99している NA汁 ∈ 3100.0 ⊥∴100.0 13 034】9.4100_0

4100.0 8‡100.0ほ ∃ 360.0240_0』 133.3133.3133,3闇 823.5823,5617.62 5.91029,4 描計 3100.0 5,100.0 26100.0 6100,0 14100.Oi 3100,0 35100,0

34uOO,010-(2) 日本留学に関して10-(2)-1 全 くその通 り 3100.0



/ 粗 放 別

質問(頁目 番 ,J 北 米 西 欧 火 欧 中 東 アフリカ 南アジア と東南アジア

その他 N.A卜矢数 % 矢数 (%)失鋸 (%)E英数 (% 矢数 (%)矢数 (%)突赦∃(%)矢数

%)矢数 (%)実射 (%)実射 (%)NA汁 3100.0 ⊆ 【 95100.0 26 7.7100.0 6100.0 1 7.114100_0】 鵠 喜 935 5.7
100.0 1034t29.4100.0 4100,0 a100,010-(2)-2 全 くその通 り 3【100.0 480.0 1869,2

5283.3L 964.3 i 1234.3 1441_2 950,0 8≡100.0母国の学生珪 ある程度同意 【 120,0

100日 00.0. 肌 1 7,1 266.7 14i卜い 82103423,5 日鳥 ,.■■ 6l:∴
125.0めか 戸わカ?,AfJい 3 1闇 三1喜喜‥S 3三 2,95.7100.0 2律∃100.0 41100.010-(2)-3 全 くその通 り 3100.0 480.0 1661.5 6100,0

964.3 266_7 2057,1 2058.8 375.0 /87,56描 淵 淵 ≧1三…二…10蓋jf!gi萱が 墓 4-

iig芸iJLfJfSL H …ヲ1;;……33_3 裾 19.2 466,7 214,3 i 王量……二… 3 8.6 4154ll_a 9150,02

5.0 2と25,0日本は帰国儲 ある程度同意学生に対する 同意できない 266.7 23,123.1



地 城 別

FJ 回 答 内 容 北 米 h di 米 西 欧 米 欧 ' 中 東 77リカ 南アジア 佃 南アジア∃束アジア その他 N.

A馴 q川 合 矢数 (%)矢掛 (%)実数 (%)実数 (%)矢数≦(%)JE矢数 (%)矢数 (%)矢数 (%)実数 =(%)偶 数 (

%)矢数 (%)つている NA 5100.0 ワ:cL T7100.0 Tt100.0 1 7.1 1≡33.3 935 5.7 ∴ 32.4 4≠100.0㌦ 100.014100.0 3F100_0 1

00.0 34100.010 (3) 留学生の受入れについて計 3作.oo_o 5

337.5337.51≡12,5去1去喜二.冒10-

'3'韓 日 66~7胴

日 j 4100_0 8100_091 6Loo,0 1紺 闇 描[宿舎条件- 1 位 133.3! ワ,40.0 ユ23_8 233.3 〇35.7 1133.3 H 日 25.0希SI.tの順位コ 2 位

40.0 415.4 3=50.0 214.3 133,3云 1234.3 4ll,810 (Aト

A-11 3 位 +:i 1350.0 116_7 1 7.I 2≦5.7 514



読 [ー 1∫つ ト 亡=⊃ L{) 1′つ く=⊃Lr〉亡＼lく＼1く

つ＼Jぐia cy? M

C＼1 m -

rl*舵要 垂 く=〉く=〉 ⊂つ く=⊃LLつ LJl Ln tL? ⊂=〉 くつ く=〉くつ 1｣つ LrつEL? N N

LJ, く⊃ ⊂⊃∴ 十1Lr) LJ? く=)6;ーiJ

*ト: - C.つ rppppl ■⇒1ぐ＼ー く＼一 ､:チ -卜＼.5＼垂 由 i-. tD Cく) く上) のせ く=〉 T...1 1ー Ln O3 LD LL

? CO M r･.1 0〇 CO LJ) LD
U⊃ ▼･.■ Cy? く=) (､ の て!一⊂⊃ く=⊃N ぐ.つN 亡＼t Ey? ｢1 m 07

ぐ′) (ー か ぐつ ⊂＼1 ⊂ヽ⊃亡ヽ】

く=〉 1=ナ㍗ご'繋 ト､キ 辛# - -ド～＼

I,つ O 寸 r･.1 亡,つ トー の く=)読 - L､ 十 L ､- I- 寸

ぐ､ー ▼･.｣ 卜-. 寸 ぐ､一一.一く=) CO L-. Oつー Jt=ナく二つド 中春く

の lf〉 t=⊃ In くp Lr) の こけ

堰潔 -

- -ド

.tヽ 垂 謁 el OJ) のoJ) の MC.つ M M M ぐつぐ′〉 く=) の ト(=)の く工)ド艦iードド *撹 - N p

--p< の垂

*令試潔 ≠ 只 ぐ＼一くヽ一 寸 こ一 寸 r･.一■くrT一l･.1ぐ＼ー■--1 寸 寸 ト CO く=>[ー1こyCく)⊂⊃ 亡

,つ rl eD く=⊃勺一 ト こく〉⊂⊃tD ぐ←1くつ忠一*揺 ｢.■くrOJ) tO

土 読 M M ト 1ーoJ> の く工〉 tくつ [一一 OJ> l=⊃

LD C′)く=> ぐつ ト く=>i *ト er> M r1 ▼

--1 ▼--J<ぐ､ー C.? C＼ー ヽr t_D MキーtEl 【ー ▼廿 T-1 くヽつ1∫つ l､

√1 l一 一■ 1｢ L

LD の tL､- Ln LJ) Lr) trつく=)O 卜 il? の ⊂＼ー 11 ⊂X)く⊃ 乙～ - I-～

(=)くつ(=)賓 ｢■N 寸 r1 OJ)N r1｢-イぐつの 一一-Jイ ー.■ ー→ ▼→

-iき鞍に N '81 tD r--1 C.J>く=⊃ t､ーN T:一一 OJ)くつ 0つぐ＼t M r,つ ぐつ M LD

せ く＼ーLD

# ≠ 一=⊃⊂つく⊃ く⊃ く=〉⊂⊃ C､tN LD

こ ) ⊂⊃ヨ LD堰 令ト: - Lr) の･首.U 読 の の く一つ ぐつ

ぐつ の m Ey7 0J) の 亡つ ぐ,つ ぐ.つの M Cつ ぐつ 亡,つ の ⊂⊃ ⊂⊃ (～亡つ M OJ> cyb M の
M M C.? LD ぐつく⊃ ー ー

東端 - -め圧紬匡Ⅰ
吉 相富 子 二 品雲 童 三 毛 当〔､TJ′1-ト . )一てi∴ ■T ､r LLP ■■丁 くくZ . 十 L- 十 LL? ia JLr JLT '丁 ､㌣ <Z 串 < 21､1tl 繋



質問(項目)番号質 問 内 容 と 地 域 別
北 米 南 米 西 欧 束 欧 t 中 米 1 アフリカ 南アジア E東南アジア弓束アジア その他

N,A矢数 (%日矢数 (% 矢数 (%)実数 ～(% 矢数 (%)矢数 ｢(%)｢矢数｢(%)矢数 %)矢数 (%

)｢実数 f(%)≦実数 (%が6.3利で十分に長いこ 133.3≧ 21 40.0 31ll_53.8≡守 4ワ28.614.3 HH 617.1 42l十ヰ5.9 911 子トリ25.0と NA 1⊇

3.8 3121,4∴T 1 2,9 5314.7S.812-(1)-B漉務数字]'-での中､人退′い'' その通 り～-､ 野 ナ ､ 3100_0 480.09 7926.934.6 15 31921.4l∴ー 1

33.3 171248.634.3 5914.726.5 1125,025,0 47≧ 50.025.0旭 ､学(dropこと NA 1_0.0 195? 3,87,719_27_7 16.783.3 13414.37.121,428,6

1133.333.3 33 8.68_6 4394ll.88.826.5日1.8 1125.025.0 1112.512,512-(1)-C

その通り ?166,7 3?60.0】 830,8 116.7 49/128.6 133.3 1440.0 ll32.4 125,0 91125.0兼

務教育の教育内容が充夫 33.3 40.0 830.8415,4 1116,716.7 14.3 133.3≡ 11931.45.7 1029_4 ?150.025.0 ÷:i12.5

していること わからない 1 3,8 1311.5 2 :ド/33,3 50.0 133.3 34 8.6ll.4 823,5 337,5

NA 2 7.7 7.1 1 2.9 514.7 112,512-(i)-D その通 り 266.7 41 ウ ワ433.3 7きり)

9166.733.3 20【57-1 1441.2 2うり+ 4950.09r～の拓等教育へ チ エ Lf 133.3i 20.0 5919.ー7.7 66,/ 19 ∴114.3 ll231.45.7 ll132.42,9 1125.025.0 1_D.012.5の進学率がrFーJいこと どんとい､えごいわからないNA 1 3.81 3.8 3121.

47,1 2 5./ 44 ll.8ll.8 112.512-(1)-Eの~†叩 一 その通 り7,~ fEわ′い【 1233.366,7 311冊 2133.316.7 4328,621.4? 守



質問(項目)番号 回 答 内谷 地 域 別北 米 南 米 西 欧 米 欧 ∃ 中 東 アフリカ 南アジア

その他 ∃ N.A矢数 (%)実数 (%)矢数 (%)実数 (%)⊆実数 (%)矢数 (%)矢数 (%)矢数

(%)英数 (%)芙蜘 (%)矢数 (%)12-(1)-F-ry竹. その通 り ?166.7 360.0? 〇19,29 116.7 4328_6

§ 9166_7 1645.7 926.59 ウ50.0 ワ25.09いること 33,3 11-0.020.0 743-6.915.4一十う 31〇0.016.7E 21.4 33.3 13337.18.6 131938.-2.95.9 112こ).025.0 221_5.025.012,5わからな

いNA 34十十515.4 1萱16.7 6142.9∴1 3 8.6 5萱14.7411.8 112,512-(1)-G進学率を詰 め その過 り 133.3 31160,020,020.0 59≧ 419.234.615.4 つつ133.350.0 18 7.1

57.1 2166.733.3 237965.720.05.7l い8429.423.5ll.8 2150.025,0 337,51≡12,52≡25.0にあること NA い 133_

333_3 】 1】 59 3.819,27.7 16,7 4128.6を7.1 9t 1≧ ≧5.7≦2.9】 3〇4 8.814.7ll.8 1i25.0≡ 2≡ 25.012-(1)-H詔等故や進学していること その迫 り 2166,7 ワ

?≡ 140_040.0 4715,426.9 1916,733.3 94≦14.3286 1r∈ 11ユメll≡ ll1531.4429 5ll14.7324 11≧25.0250 9325.0375NA =33.3 20.0 4

78115.47.730.83.8 1216.7≦33.31 161 7.142,97_1 33.333.3 31〇 8_62.914,3 41103ll-8i2.9喜 129.ヰ≡ l8.8 25.01子) 11112,512_512,512-(1)-

Ⅰが横板的にTr.I.5≡ その過 り ?100.0 480.0 144953.815.47.7 4966_733.3 7150_0:∴

9166_733.3 249?68,625_7 127135.3と20,6≡2.9 19125,050,0 〇362,537,5こと NA 120.0㌔ ≧ 199≡3.8≡ll.57.7 139 :+2

1_414_3 5.7 い429.4ll.8 25.012-(1トJfl指等教育を椀 その通 り 2166_733.3



地 域 別

矧臥 耶 )慧 ウ 回 答 内容 l 北 米 雨 氷 西 欧 lL 東 欧 〔 中 米 弓77りカ 1両アジア 鵬 アジア 【火アジア 宅 その他 N_A

f川 内 督 棟 数 H%)便 数 H%)煉 射 (%)棟 数 (%)矢数 (%)英数 (%)煉 射 (%)概 数 J(%)庚 射 (%)庚 致し(%)洩 数 (%

)芸冨讐 警心 わカ;-hAtJい H 浩 日 i 措 巨 門 1 2.9 ;1::日

r lTEnt漂 わカ;hAfJい い …

F =喜12… B t' T3:日 ;g'=3. 1引i';:i3日 畑 HZi

':4紺 潤 4I100-0日 得..oSIl

冊 冊 . 冊 韓 .≡12 (2ト C その過 r) T 133,3 480_O 1557.7 350_0 535.7く 戸 / 2f66,7( 23(65.7g 吋 35.2i 3戸75



地 域 別

J 回 答 内 容 北 米 南 米 西 欧 ] 火 欲 中 米 77r)カ 南アジア 鎌瀬 アジア 氷アジア その他 N.

A矢数 (%)偶 数 (%)F実数 (%)実数 (%日失敗F(%)矢数 (%)矢数 (%)英数 ～(%日英数 (%)庚 数 (% 矢数

(%)慧 打 つ欝 闇 1冊 3冊 紺 133

.3 1冊≡F3=3:I.3:∃ 闇

榔 律冊 紺 :

2狛 引妻重.堰7.1 133.3 814rt34榔 22≡-I≡ 197312.51NA 1測 侶 日33_3 1 3.8 1il…;き 133.3FS言二…F 133.
3 i;喜二oo37,512-(2)-D-4 その

通りと思う 7_1 】 8 二二i･16川 酬 言…冊 25



L 地 城 別

西 欧 光 政 も 中 火 与アフリカ 南アi;ア 東南アジア ㌔火アジア その

他 N_A馴 H川 合 実数 (%)矢数 (%)英数 と(%)概 数 %)矢数 (%)矢数 (%)英数≒(%)Hk数 (%)英数

(%)究射 (%日英射 (%】批 少くなったから NA 133_引 20.0日 ;冒二… 4 ∫ 133.3 3弓8.6 3

3∠8.814.7 2r50.0日 25.03‡ …冊 冊 ll136ウ3朋 ㈲ 50.02

5.0 ;甘 言.25日 2-'512藍 を 烹害 言葉 還 三日 3,皿 .

,日 l≡喜:喜 三三…二相 二日 11 lllll/ほ ≡;闇 120_0 2:∈1

三;≡ 116,7廿 壬_,;】 弓 1旧軒 榔 用 い 冊12-(3ト C その通りと思う t 240.01 1661.5 233,3 5t35,



質芸'r冨内 谷 '' 回 答 内谷 火 欧 中 火 アフリカ 南アジア 東南アジア 束アジア その他 … N
,A憐 数 日%)庚 数 日%)庚 数 (% 英数 (%)庚 射 (%)庚 数 日%)庚 数 (%)庚 数 H%)庚 数 (%)懐 数 (%)矢

掛 (%)過45時間の起 き真義結 LuI.号は時間労働の体 そうは思わないLEI-ブ t. 王 ､′ 】 3Foo冊 …】19.27.7 1216'7聞 く 1】33~3ー 紺 u335:;‖ 25■0日 25.037,5か ら NA 7.73.8 3150.0 1+ 3 8.8ll.88.8 1 1 1ilZ.5

キが少か か胃 らない f 狛 ∃ 紺は同凱 ますか 日

≠6

2.537.5Loo.o13.家



質問(項 目)番号質 問 内 容 ≡ 地 域
別北 米 南 米 西 欧 米 欧 中 東 アフリカ 喜 アジア 価 南アジア

その他 N.A矢数 (%)矢数 喜(%)≡矢数 (% 矢数 (%)実数 (%)矢数 t(%)亡失数 喜(% 矢数

(% 矢数 (%)英数 (%)矢数 (%)汁 3100,0 5如0.0 ∵tl100.0 14100.0 14100.0 【

3uOO.0 35100.0 34100,0 4100,0 8100_013-2男子の数 1 人2 人3 人 9166.733.3 3巨 ウ60.040.0 127146.2I¢十93.8 39150.033.316.7 49328_614_321.4 ≧ E lH3.3き ∃

841222.9ll,434.3 10ll〇29,432,414,7 ワ50,0 1412.550.04 人5人以上 巨≡ ラ4 7.715.4 31121,4丁
∴7,1 H 1日 1∃;;二三 10128.62.9 924 5.95.9ll.8 1125.025_0 19≡12_5≧25_013 3

女子の数 1 人2 人3 人4 人 133.3 360.0 1038.5 116,7 4428,6

2≡66.7 514.3 617.6 125.0 3≦37-5133.3 ラ小川 74526,9 1416,766.7 28,6 1萱33.3 822.9 S23.5133-3書

15.4 ワ114.37.1 7320.08,6 3 十j 1925,0 ≧≡喜無孟会?盲人 ≡∃ 19.2 321,4 48ll.422.9 1750.0 iJj ≡;5と61.513 4 ∃ あ る家族に海外叫 な い

1133.333.3 1920.060.0 61823.1T1ウ+∵ ワ4633,366,7 9464,328.6 ≧ E l【 133.3i∴∴ 171748.648_6 〇2614,776,5 ワ?



イ≡ 萄ソ.｢1 ト ト C ' M C7 ? L＼- ⊂=⊃ Cy? く二つ

ト の く=⊃+ 諒 巴 宍 co co 喜 LD C⊃ ey? (=⊃rLLI Lr⊃ Cr? ⊂⊃ tD m O

く工) CY) (=)意媒 ト1 ゆ ＼ナ

⊂＼】 cO ゴヽ一 亡ヽ】喋# 読 廿 く＼ー 亡＼一寸 ぐ､】 ぐ､) くつ1寸l C＼l C＼ー (⊃ M LD くつM LD (=⊃m tD く=〉 くつ~〉 ▼･.

1 (=)CO rl (⊃CO r1 ⊂⊃要GTtJ*媒 す く

＼ー ぐ､ー Oー の くエ)
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.0 11=100.0; 1≡100.0 1loo.0100,0 11100,0100.0≒1-(4)-2 1 年2 年3 年4 年5年以上NA汁 1 5.616 88_91 5.618100.0 4≡ 4≡100.0100.0 11;100.0loo_0 22≡100,0100.0 11100.0100.0 213 66.733.3100,0 ワ2100,0100.0 11100ー0 3≡≡100.0 3100.0≧100,0 ワ≧ 2
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質問(項目)番号質 問 内容 Bil谷 内谷 専 攻
別R I その他理系 日本語 人文 -社会 i 政治 .法律

その他文系 N.A英数 (%)矢数 (%)矢数 (%)実数 (%)矢数 (% 矢数 (%)矢数

(%)矢数 (%)英数 (%)矢数 (%)4 年5 年6 年7 年8 年9 年10 年11 年12 年13 年14 年15 年NA言十 2116 33.316.716.7100.0 114≧25一0∈1喜喜 ‥Z 11⊆≦≧ 2 50.050.0100,0 i喜≡≧i2 66.73100.0【∈∈≡i∃≡【 2

≧≡≡2≧100.0 1100.0 123 33.366.7100,02-(2)-D'TL''位 学 士帽 士■■士 13 16.750.0 1125.0

25.0 1 50.0 133.3 ii2100.0 1100.0 11 33.3

33,3-才一止 博NA 96 33.3 94 50.0≡ 1 50.0 1133.

333.3 1 33,3言十 100.0 100.0 2100.0 3100_0 2100.0 1100.0 3100.03-再度留学をした しなかつたし た 435 89.610.4 2219

5_74,3 121 92.3日 .7 5100.0 23 40,060,0 129 85.714.3 43 57.142.9 22100_0 9100.0 92 75.016.7か NA遥十 48100.0 23100_0 13【100.0 5100.0 5100.0 14100.0
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技芸 (富 民'芸 '1 回 答 内容 還 f%濃 ,Z.;O) 医 .英学 その他理系 El本譜 人文 -社会 経甘 .経一利 政治 -法科 その他文科 N.A便 数 ～(%) 矢数 Ho/.)棟 数 】(%)棟 数 H%)座 敷 (%) 矢数 (%日 矢数 1(%)懐

数 日%)摩 皿 1100

帖 1拙 皿冨芸警 ｢ 針 皿 1Lo

o.0日 皿 闇 皿損 Z …Ll3..二Z∃ 1圭1 闇 川 L ,

100.0100.03三笠諾 ｢ 那 二: 1..- t l50.
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質問(項巨)番号 回答 内容 専 攻 別理 工 虚 字 】医 -薬学 その他理系 日本語 人文 -社会 】経甘 .経済 政治 .法律 その

他文系 N.A実数 (%) 矢数 (%)≡究数 (%)英数 (%)英数 (%) 矢数 (%)庚 数 (%)

英数 (%)実数 (%)英数 (%)7-(1)-A 千 162133.343.8 51421.760_9 15 7.738,5 5100.0 2940.040.0 479き28ー6}0.0 2228.6

28.69 150.0 45944_455.6 16 8.350.0∃ 全 くよいH .A ll48 22,9100_0 3213ー01≡4.323喜100,0 431330.823,1100.0 5100.0 1520.0100.0 114il47:;100.0 21
/】8.614.3100.0 12 50.0100.0 loo.0 321225.016.7100.07-(1)-B

1531_3 5∃21,7 2 15.4 120.0 480.0 4 28.6 1 14.3 150,0 333,3 433_3全 くない 191439.629.2 9∃39.1834.8 634

6.223.1 2240.040_0 120.0【 3421.428.6 4257.128.6 1950.0 24922_244.4 4233.31

6

.7NAJ十 48100.0 123 4.3100,0 213 15.4100.0 5100.0書 5ミ100.0 3ユ4 21,4100.0

7100,0 100.0 100.0 諜 二言7 (2) A かなりある 1939ー6≧ 4 17.4 2 15,4 55 ∃ 4書80.0 57135.7 342.9 99100.0 54955.6 325.0をする 全 くない 208 41-7萱 1516_7萱 3 65,213.0 6946.215.4 100.0∃ 1≡20.0≧ 50.07,1 3142,914,3 44.4 /158.38.3NA汁 148≧2.1100,0 123 4,3100,0 つ1323.1100.0 100.05100.0 114 7_1100.0 7100,0 100.0 喜100.0鳥 8.3100.0

7-(2)-ち かなりある時にはある{- 212143_843.8 610612326_143_59 73≒53,8≧=23.1 55100.0100.0 55100.0100.0 /5 50.035.7 2328.642.9 150.0】4≡44.4∃ 35≡55ー6≦ 525.041.79′跳む 全 くよいNA昌十 b148 10.42.I100.0 】6.14_3loo.0 12ト 13 7,715

.4100.0 1114 7.17.1loo.0 2728.6L100_0 1i 2〇0_0100.0 9100.0 3112 _つ.08.3100.07-(2)-C かなりある 71623948 14.6 441417_4… 1≧ 7.7 1121〇20.09 11つ520.0 3川 21.4 ウ ;≡ ワ〔ufJく 時にはある全 くない 33_347.97 j l

.4= 5･肌 9∃ 4 38.530.89つ _0.040.0 20_060_0 71.4 528.6 1r71.4を 1ii 50_

050_0 13萱33.3萱7】 】】つ.058.3NA占十 4_-100.0 123 4.3100.0
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琶 ト 二 ぐ､一 寸 ■--A-t Lf3 '..一･1 Lrー I--ppf LL? ト 寸 ｢■く＼t Ctつ ｢1 (＼】 Ln サ ト ー...1 ｢
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ぐ＼ー く＼t C､】 一.■ '< ぐ＼ー ｢.-1 一･.■ ぐつ く＼ー I--( 一･.■ 一.■ M C＼ー T--{ tJ> 亡＼1 ⊂⊃ トー ぐ､) くつ 二

点舵 oD r-1 ｢■ '..一 亡く) t- ■･.■
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ぐつ ｢1 寸 M rL-1 寸袷ト/ エ イ 卓 ia雀 卓 < ぜ せ せ せ < 卓 立 ぜ ぜ < 吉 萌コ針 ア外 -U < -ド ′ 二) -Lt

芸 蓑 2 七 烹 頚紬 Zや r,l N CJ? 寸 Z ∴rppp. ぐ､】 ぐつ Tr ∴
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慰問(項 目)称号 ≡回 答 内 容 専 攻 別理 工 医 .薬学 日本語 人文 .社会 ≧政治 .法坪

その他文系 N.A矢数 (%) 英数 (% 英数 (% 矢数 (% 矢数 (% 実数 (%

矢数 (% 実数 (% 矢数 (% 矢数 (%)6.3制で十分tIy I.′J.J jf. ll39 22,96.39 6926.113,0 5238.515,4 ワ140.0 120.0 3621.442.9 475

7.128.6 ワ100.0 ?ワ22.222.2 5341.725.0に長い一一 iわからないNA つ1 4,-6.32.1 11 8.74.34.3 191 /.

715.47.7 20.0 11 ∴17.1 L 1≒ 1 ll.1ll.1 1≡8.312-(1)-B兼務数字デでの中､Jb-'1'l､'- その通 り≡サ､IJEEH t 18ll37.522.9つ つ/226 13_030.4 946 15.4 3≡60.0≡ 4ち≡ 80_09 3i 521.4 435.7≒ 2昌 7,128.6≡ 2Foo.o】 42 44,4 322.2≧ 6525_050.0姓過半-(drop> 349 6_J8_318.8 8_78.726.1 30'8

日 ≡ 146.2… 2 40.0弓7,7∃ 1 }0,0 1221⊆7,1日4.3h4.3∃ 1 14,3 11ll,1ll.1】 11 S,38.3NA 3 6.3 3 13.0 1 書7,1 1 lト1 1 S,

312-(1)-Cp 55=Jヾ 20 41_7 9≡つ 39,1≧ ミ 1け 7ワ 219 40,0 32 60,0 2 14.3 4 57,1ワ 1

50,0 2 22,2 42D133,3ニ耗群数守の数 Hー> l Lヽf.ヽ 152J三二日 1;侶 9 ー3,17.7 20,0 40,0 5135,77,1ワ 3 4.一,9 3

3 33,333,3 16,7しるー_ ･よ'L,とutえJLLNA j 120.8t2.1 143 4.317.413,0 42 1D.430.815,4 40_0 312 }1,47,114.3 150,0 1 ll.1 41.78.312-(l)-DTl;L.I;等学校以上の 日;ぼ …2) .2

125222 52.221.78,7 43130,823.17,7 212 40.020.040,0 31160.020.020.0 /4150.028_67.1 6185.714_3 1150.050_0 〇3155.633_3 63 50.025,0学卒が瑞い

こと わからないNA 21≡4,22.1 8.78.7 4130,87.7 11 7.17,1 i上l 1ワ 8_316ー712 (1) E その過 り 13ワ 27.1 939.1

1つ 7.7ラ 20.040.07 360.0 3921_4 114.3 150.0 444.4 つ25.0r▲:J勺-+ 又
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rp1 ぐつ N N t-p<一.1 N 寸 l･.1 ⊂ヽー LJb T-1善 さiJ く＼ー Lr〉 N M ▼-.イ C＼ー

l･.■ 一.1 一･.■ M N Cヽー ▼･.1 T1

ぐ､一 寸 ｢.1 N 1｣つ 一.｣こ▲ く⊃ ⊂) く⊃ ⊂〉

⊂) O く=〉遍Liロ宙
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CO でr 1こが TT. LD▼一一1 0〇卜 l･.1 L′) rl p< p---i 一

･.1 N く＼一 一･.1 l･.｣ tL-I N 卜_*ド: Lrつ ト-1 や l 一･.1 l･.1 r-< I-l N N p-I-< ｢1 Ln C＼】 =｢

∴ヾ千村< .<O 【､ 1す くjつ くJ⊃ p--p< ｢1 ▼･.1 Ch tD t..｣ の ー-1 Oつ の 寸 rhl ーppp-< rl く=⊃ す す 一･一tJ

いつ 十 ｢1- CO ⊂一つ ト 1- ト-く＼ー 亡､ー ⊂ヽー N く:O t 寸 t廿 N t-I 勺く ぐ､】 l･.｣ ト 【ー トl

･.1 寸 N Lr) ぐ＼ー く＼ー 寸 ▼･.｣ tヽくJ> 亡＼ー令ト: M ■寸一 寸 rl ｢■ ｢■ く£〉 寸 T- ⊂＼

ー T-i N く工) ぐつ rph1 一一1 ｢..■ t､一

m の 一一 の M rp1鶴袷ここ+ く=〉 くつ く=)dヽ一 ＼

jJ ぐ､ー くつ ⊂⊃ ⊂⊃○ く=〉 (=⊃ (=) ○ く=)⊂つ く⊃ ⊂=) ⊂⊃くヽ】 LO ぐヽ】 N OD co

川 CO 亡ヽーa鞘 (ヽ1 N - ｢1 CYb rJ-1

I-1 寸 ■ 勺l ▼書く ▼.ーイ喋

Rr華十･㌧読 く:> くつ ⊂=つ く=〉(=⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ く=〉 く=⊃ く:〉 ⊂⊃ くつ くつ⊂⊃ ⊂⊃ くつ ⊂> ⊂つ

く>亡ヽー N 亡ヽ】 寸 N CO (ヽ 】 … く工) くJ⊃ 勺 一 + I)☆捕 < pl ｢｣ の の くヽ) N ｢■外鰭 C ド 寸 Lf'> 寸 YI一 【ー 【､
'..1 CO ト ｢サ ヤ t- tL､. LL? t､- LL'> 亡ヽ cO 寸 N E～ 寸 CO tLL-I千

亡ヽ tr) CO Lr〉 uつ 1-- トー'･.■ の 一一.--( r1 ey7 0 卜 LL) LJD tヽぐヽ】 亡′) ▼･.1 ｢■ し､- CO ト 【､- ⊂=〉 EL) LD 【､ハ r一 十 LL) ⊂⊃ 1ーl･.｣ の也 顔端 亡＼t En 亡､ー ⊂＼】 ｢1 r-1 M ｢ナ rl N N 卜■

寸 N LO rp--1 N 寸 T..1J終電賞垂 【｢｡⊃ ｢.1 【､ n 亡､ (=)の r-

1 寸 ト1 MoD ぐ､】 ぐ＼ー p--1 -d1 亡く〉 Oつ t- I-く=⊃ 寸 ､1- rl くく>M の ⊂＼】 千-1 ｢.1 M くつ nm の 寸 eY? 寸の M r1 の く=) OJ) ド (=)⊂=〉 M tI一 CO Oつで '･.一 LTJ PI⊂⊃ 亡ーiS蛸 NN

Cn U3 ▼･.1 En ぐ,つ ト CO rl Ln N 功 の ▼･.｣ の r-1 -d

1 の --l N MH軒 読 の 1｣つ て一つ ｢-Jt 廿 ぐ＼ー【､- tLLl Cく) 亡＼1 くつ 寸 くエ〉 u7 N ト ー.■En ト 寸 亡D ぐう ぐ- 1n M

ぐつ の p--iく_O rL､L q> (ヱ〉 一･.1 ⊂ヽ】 1｣つ CO N 寸 ナ.一亡､ー ⊂⊃ 寸 ⊂⊃ ⊂＼ー t､- 03
一･.1く工) O N- m M ▼･.1 ぐつ 寸 r-I ▼-< M M く⊥つ ぐヽー

くJ⊃ rr?顔tJ cD CO 寸 r--1 L′つ N の OD C＼

t CO 一.■ cO CC ぐつ の tL? rpL< ⊂⊃ くつ ぐヽt LL) -C,つ '

-1 N ⊂⊃ 一･.1m ▼･.1紳 イ h /' r-T

や 二 品 石 工 I ,11二 tTiか > ぐ等二 鳥 真 二

㌧i r I'T ,T1.㌧ 良 品 二 1ヽ ,7こ 瑠=,ヨーぢ 一g か < 頚 I

,ヨ ぢ 'ぎ 心 < 頚 ニヨ i:- '宴 か < 誓 書 書 酢 頚 =,ヨ ぢ∴ a S,電 撃 =7 二Rf z S,霧 等 二 言 Z su 詣 買 三 言 Z Gu 電撃[司 ㌧ T∴ L J ★ 十'T∴ 言 七 十十 ∴ ÷ /+



質問(項 目)番号慰 問 内 容 専 攻
別理 工 ⊆医 -薬学 その他理系 日本語 人文 .社会 政治 -法科

その他文系 t N.A矢数 (%)矢数 (%)矢数 (%)英数 (%) (%)実数 (%)実数 (%)

実数 r(%)英数 【(%)庚 数 (%)わか らない 13 2.16.3 4 17,4 5 38.5 1120.020.0

1 7.1 228.6【 11 ll.1ll.1 1 8.

3と NA 1 2.1 1 4.3 1 7,7 1ll.1 1 8.312-(1)-K その過 り 36 75.0 12 52.

2 430.8 91240.09 4 80.0 10 71.4 6 85.7 150.0 555.6 1083.3ることが.立身jf, 7L yJ lf. 73 14.66.3 542 21.717.4 5138_57.7 】0.040.0 120.0 3121,4芦7.1 1 14.3 150,0 12 ll.

122.2 1 8.3出世の米件 としたこと んゞ_もし一人よいわか らないNA 1 2_11 2.1 8.7 111 7.77.77.7 1 ll.1 1 8.312-(i)-I.個人的な能力さえあれば社会的指導 その通 り 2020641.741.712.5 773 30.430.413.0 26115.446.27.7 91140.020.020.0 212 40.020.040.0 56 35.742.9 52 71.428.6 ワ100_0 152 lL

l55.622.2 9275.0l6.7社会の体質が進学意 わか らないNA 2 4.2 123 4_38.7Z13,0 121 7.715.47.7 120.0 111 7.17,1∴1 1 ll.1 1 8.312-(2)人口12-(2)-ATt< 土 ､ J-- (稔計)その通 り 481416100,029.233,3 2358631100.021.734.89 1343

100.03

0.823.1 51100.020_0 5221100.040.0 14100_04喜28.6≡ 4 28.6 /41100.057.114.39 211100.050.050.0 959100,055.69? 12

25100.016.741.7ワ~ 円 7Lつたこと NA 161133.32,12.1 _6_113.04_3 5138.57.7 480.0 40.020.0 23114.321.47.1 2～8,6 1喜 12).】i上1ll.1 191≧ 1 8.316.78.38,

312-(2)-B人口増加率が低='T,/-卜t.霊 芝 ?iぱd､土田わt.い鳥 【16.743.89 9 7109t30,443.5 32 23.115.4 9340.06 91240,020.0 4/28.650.0 4957.128
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.0 10 71.4 5 71.4 22100.0 7 77.a 8⊆66.7汁 48100.0 23100.0 13loo.0

5100.0 5100,0 14100.0 7100.0 100.0 9100.0 12loo.013-2男子の数 1 人2 人つ 1413 29.227.19 93 39.1 313.0≡ 49 23.130.8 3 60,0 14 20,0

80.0 6ワ 42.914.3 12 14.328.6 11≧50.050,0】 319 33.3ll.19 9 33 25.025.0J 人4 人5人以上 ll33 2J.96_36.3 641 】6.117.4

4.3 211 15.47.77.7 120.0 121 7,114.37.1 11 14.314.3 3 _2.〟33,3 121 8.316,78.313-3女子の数 1 人2 人 139 27.118
,a? 879 34_830.4 33 23_123.1 12≡ ≧20.040.0 3 60.0 4〇 28.635.7 14 14.357.1 1

50.0 19 ll.1999 3≧25,09 ''3 人4 人5人以上 61 1_‥52.1 11 8.74.34.3 4≡ 30.8 21 14.37.1 11 ll.1ll.1 11 16

∴8.38.313-4家族に軸外留学 あ るな い 1527≦31ー356.3【 517 21.773.9 49 30.869.2 22 40.040.0 5100,0 76 l∴ ｣ 57.128.6 1 50.0
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4,再朗学の理由

日本の学位は母国では拓く評価さrLぬ

il1-円研究水準は,日本J:り他国が掛 ､

日本留学期ぎ王11の再娃壬<が認められず

日本ての研究成架は母国ては活用されず

専門研究領地の拡九 深化の必要

日本の大学は殻新の研究銃火を】消放せず

母国改札 大学からの再留学の算｡I'f

その他

NA

/

5.再留学は,目的を速成したか

目的は達成された

一応成火あり

期待通りてない

な/..とい-こない

NA

汁

ll. 日本留学へのu平価

6.日本留学の成架と仕■拝について

放す梓行政機関

試放研究機関
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奨学金なし N.A矢数 (%) 矢数 ∈(%) 矢数 1(%) 英数 1(%) 矢数 (% 矢数 〔%日 英敦 賀(%) 実数 (%)

実数 (%)英数 (%)10-(1)-1 仝 くその過 り 43 34一1i 2 25.0 3 75.0 7 21.2 38 37.6 3ち 75,0

41 34,2 121 16,7 3 42.9 1120.0一うキナ,主7L 45 35.7≦ 4≡ 50,09

14 42.4 35 34.7 459 37_5 33,3 47 57,1100_0に国P/I,..]ゞ 千術一9 わからない ll37 8./2,45.6 11 1.〟.512,5 14 25.0 111 3.03.03.0 ll36 10 _93.05,9 1 25.0 i..46 10.03_35,0 16.7 20.0NA占十 17126 13.5100.0 8100_0 100_0 933 27.3100.0 8≧ loュ 7.9100.0 4100.0 12120 10.0100.0 96 33.3100.0 35i60_0ぎ100,0

10-(1) 2 13 10,3 93125_037_512,5 125.0 3 9.1∃ lo 9.9 1 25_0 川 8_3 1 16.7 2 28.6 loo.042313 33_324_62_4 9150.0喜25ー

0 12 36.4608,2】 1∃3.0 32283 31.727.73.0 2150.025.0 41334 34ー227_53_3 1 16_7シ 3≧42.9･ … 1…14.3 11Ho,020.0関心を持っている NA汁 2116126 16.712_7100.0 28 25_0100,0 4i100.0≡】 3833 9.124.2100.0 208101 19.87.9100.0 4100.0 2012120 16_710_0100_0 226≡き33.33

3.3100,0; 1∃ /∃14.3100.0≡】 25 40.0100.010 (1)- 3 38 30.2 3 37.5 3i 75.025,0 8 24.2 33 32,7 31 75.025.0 38 31.7 3 50.0 231 28.6 1 20.0Fなんとい､えfJL1 47≡37.319い5.13 2.4 23 25.037.5 134 39_412,1 36183 35,617.83.0 44213 36.7㌢ 117.5≧2.5≧ ttl.I

42.914.3 1120,020,0つている …わからない弓 NA占十 316126 2.412.7100.0 8100.0 4100,0 833 24,2loo.0 38101 3.07.9100.0 4100.0 2 1.7ト ∴ ≡ ラ6 33,3100,0 1/14,3100,0 25 40.010

0.010-(1)-4 184418 14,334,914.3 191 12,525,012.5 71150,025,025.0 594 15.227.312.1 143715 13.936.6い49 21
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在 日外国人学生 に対 す るア ンケ ー ト調査

調査へのこ協力のお嬢 い

(在日留学生用)

このWF究は, El本に留学している外Eg人留学生の皆さんが,学習上,生描上 どのような問題を

もっておられるか,また. 日本の留学生受入制度や 日本の経済発展に対してどのような見方をL

ておられるかを知るために企画されましたo

私達の研究は,今後日本か沢山の外国人留学生を受入れるについては,まず,今 EF,皆さんの

当面している問題が何てあるかを正確に知り.それを少しづっても解決していくことが先決たと

いう考えに立っておりますoこのアンケ- ト調査は純粋に客観的な資料を得ることをEl的として

いますのて,どうぞフランクにかつ率直にお答え下さるよう希望 しますO皆さんのご親切なご協

力によって日本の留学生受入れ体制が着実に改善されることになれば,この上ない幸ですo

なお,ご回答いたたきました方にはささやかながら謝意を表したいと思っています｡

朗団法人アジア人【I･開発協会

留学生事情研究委員会

委 員 技 川 野 重 任

研究委月 給 木 忠 和

山 川 三 郎

山 下 雄 三

武 藤 和 夫

原 洋 之 介

東京大学名誉教授

東海大教授

東大教授

筑波大助教授

東京農大教授

東大助教授

質 問 紙 の 答 え 方

回答は,もっともふさわしい番引二〇印をつけてくださいO

- 印は.その質問の続きを表します｡

( )は記入Lていただく部分ですoR本譜,英語 (あなたの母国語でt,可)で記

大してください｡

4 この調査は無記名て結果はすへて統計的に整樺しますD個人的なご迷惑をおかけす

ることは一切ありません｡よろしくご協力をお賄いしますO

5 担】答された質問紙は19 年 月 日まてに お返しくださいO

財団法人アジア人ロ ･開発協会 (AP.D.A)
(〒100東京都千代itl区永m即2102氷H]町 TBRヒル710号,電035817770)

参考のために,次の事項を数えてくださいO国籍が都合が悪ければ地域ても結構ですO
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a 国籍 ( ) 1北アメリカ viヤ-ラ以南アフリカ

b牲別 (1 男 11女 ) il南アメリカ vu南アジア

C 年齢 ( オ ) iii酉ヨ-ロツパ 川 東南アジア

IV 東ヨ-一口ノバ .ソ連 ix 東アジア

V 中東 x オセアニア

I.あなたの教育歴について

1. あなたは日本留学以前に,他のB]に留学したことがありますか

(1) ない

(2)ある- a どこの国でしたか ( 国)

b 留学期間は何年間でしたか ( 年)

C 学校は次のいずれでしたか (i高校 ii大学 111大学院)

2 今回の留学て,日本は留学生となるときの第一志望の国でLたかO

(I) 節--志望の国であった

(2)第一志望の国ではなかった

a それでは,蘇-志望のB]はどこでしたか ( 国)

b てほなぜ日本に留学することになったのですか

3 日本に入国後の経緯を次の点について数えてください

(1) 日本に入匡け るにあたって,あなたは保証人をだれに妬みましたか

保証人のあなたとのご関係を教えてください (

(2) 日本入国後の経緯について教えてください

(19 年) 高校卒業 ( 国)

(19 年) E]本に入国小口本語学校へ a 入学した (校名 )

b 入学した (校名 )

(19 年) より現大学に在籍- (a国立 b公立 C私立)

現如 ⊂ 是 認 (b大学院 C研究生 dその他'学部 ･ 研究科)

4 現在,あなたは奨学金をもらっていますか

(1) どこからももらっていない

(2) 奨学金をもらっている- 次のどれですか- また,月にいくらですか

a母国の政府奨学金

b 母Blの民間団体奨学金

C 日本の文部省奨学金

d 日本の私費留学生奨学金

e 日本の地方自治体の奨学金

f その他 ( )

(月に 万円)

(月に 万円)

(月に 万円)

(月に 万円)

(月に 万円)

(月に 万円)

5 日本留学を決めるにあたって,次のことはあなたにどの程度影響力があったと思いますか
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(右側のあてはまる個所の数字にそれぞれ0印をつけてください)

大きな影 一応影響 全く影響 なんとも
響力があ 力があっ 力はなか 答えられ
った た った ない

(I) 母匡=こは適切な勉学,研究の機会が
なかったこと

(2)先生,先輩,知人等からの日本留学
の勧めがあった

(3) 母国における,日本留学についての
高い評価

(4) 母国の家庭からの経済的援助が約束
された

(5)家族から外国留学体験を要請された

(6)母国から日本は距離的に近い

(7)母国のかかえる問題現象は,日本も
似通っており.日本はそれを早く解
決しようとした国である

(8) 日本の文部省奨学金が得られたこと

(9) 日本に住む親戚,知人.団体等から
の経済的援助が約束されたこと

(10) 日本でLか得られない勉学,研究 ･
機会

(ll) 日本の文化.社会,経済.科学的技
術水準等に対する関心

(12) 日本では容易に学位が得られるとい
う見通し

(13) 日本語の学習経験があったこと

(14) 日本に対して一般的な親近感があっ
たこと

(15) その他 (その理由は自由に記入して
ください)

6.現在留学している大学 (大学院)は,

536

1 2 3 4

1 2 3 4

あなたが第---志望と考えていたところですか

(1) その通りである･- その理由は7

a 入学試験に合格した

b 文部省から配置された

C その大学からの推薦が得られた

d その他の理由 (

(2) そうではない- その理由は ?

a 第一志望の大学 (醍)の入試に失敗したため

b 文部省から配置された

C 第一志望の大学 (醍)の推薦が得られなかった

d その他の理由 (



(3) 留学先の大学についての評価は.

E]本ではよい大学 (院)であ

る

必ずしも
そうでは なんとも

その通り ない いえない わ からない

1 2 3

b 専門分野によい研究者がいる 1 2 3

c 数育,研究環境がよい 1 2 3

7. 所定期間の日本留学を終えたのちの,あなたの計画について教えてください

(1) 留学後,帰国しますか

a 直ちに母国に帰国する予定である

b 日本以外の国にゆく予定である

C なお日本に留まる予定である

d いまのところとうするか決めていない

(2) (1)aに○印をつけた方におたずねしますO留学後,母国に帰国するとすれば,あな

たは何をしますか

a 前にやっていた仕事に復帰する

b 新しく職を探す

C 進学または復学して勉学を続ける

d 家族のしている仕事に加わる

e いまのところ,どうするか決めていない

II.日本語の学習について

8.母国にいたときのEl本譜学習の機会について.あなた自身の経験や身近かな事情について

教えてください

できなか

できた った

(1) 母国にある日本語学校て学習することが

(2) 母国では日本語の教科書を入手すること

が

(3)母国のTV.RADIOで日本語を学習す

ることが

(4)母国の人で日本語を話せる人から教わる

ことが

(5) 母国にいる日本人から個人的に教わるこ

とが

(6) 母国では日本語のカセット･テープを入

手することが

1 2

1 2

1 2

1 2

1 2

1 2

9.あなたは現在,あなた自身の日本語の力をどのように評価しますか
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(1) 日本語の授業をきくこと

(2) 日本語て授業のときに質問すること

(3) 日本語の研究論文を読むこと

(4) 日本語で論文 ･レポー トを書くこと

(5) 日常生活に差支えない程度の日本語での

会話

(6) テレビ,ラジオで日本語の放送を聞くこ

と

(7) 日本字の新開を読むこと

(8)友人に日本語の手紙をかくこと

でi尉

る

2

2

2

2

一
き

てr)
創

る

1

1

1

1

卜

き

なんとか 全 くでき
てきる ない

ーパ73

3 4

3 4

3 4

2 3 4

2 3 4

2 3 4

2 3 4

III.学部での学習について

10-14の質問は,現在 ｢学部｣課程に在籍する留学生にだけおたずねするものです｡｢大

学院｣課程の留学生はここをとばし,12問に進んでくださいo研究留学生は16閏に進ん

で下さい｡

10.学部課程のカリキュラムについておたずねします

大学ての教育内容は,母国でうけた高校の教育水準からみて托しすきると考えますか

(1) いずれの学科目についても.大きな格差があるとは考えない

(2) ある学科目については菓徒しすぎると考える

- 推しすぎると考える学科目を具体的にいくつでも書いてください

ll.講義.演習,実験について.あなたはどの程度理解できていると考えますか (あてはまる

%の個所をOで囲んでください)

(%)

(1)一般教養課程の講義

(2)専門教養課程の講義

(3) lJ の演習

(4) 〟 の実習

10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

lV.大学院での学習について

12-15の質問は,現在｢大学院｣課程に在籍する留学生にたけおたずねするものです.｢学部｣

課程の留学生並びに研究留学生はここをとばし,16問に進んてください

12.日本の大学院であなたが最終的に取得したい学位は何ですか

(I) 修士学位- ,その名称は ( )

(2) 博士学位- その名称は : ( )

13.日本での博士学位の取得は,外国人留学生にとって托しいといわれていますが,あなたは

どう考えますか
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(1) 日本語の理解が十分でないため,講義が

理解できないから

(2) 日本語の能力が十分にないため,研究資

料が理解できないから

(3)論文執筆に日本語が要求されるから

(Ll)英,仏,独語等2ヵ国語の履幅が要求され

この面の負担が大きすきるから

その過 り そうては なんとも
てある ない いえない

1 2 3

1 2 3

1 2 3

1 2 3

(5) このほか,あなたにとってどういう点て難Lいと思いますか｡自由に書いてください｡

14.あなたが取得Lようとする学位は,母国ではどれ位有利に利用されますか ((1)～(9)各項目

の質問にそれぞれ答えてください)

大いに有 ある程度は 無関係で なんとも
利である 有利である ある いえない

(1) 政府 ･行政機関-の就職 1 2 3 4

(2)母国の民間 ト/プ企業-の就職 1 2 3 4

(3) 母国にある日本 (または合弁)企業への

就職

(4)研究,教育桟関への就職

(5)高い報酬を得るため

(6) 社会的威信の証明

(7) 専門的知識の仕事での直接的活用

(8) 母国発展-の寄与

(9) その他具体的に書いてください

15.あなたの関係する母国の仕事の領域では,次の諸国の博士学位は,どのように評価されて

いますか

ど

れ
ん

さ

と
怖

い

ほ
評

な

摩

れ

程

さ

る
価

あ

評

る
面掛

る

く

れ
高
さ

(1) 母国の学位 1 2

(2) アメリカ合衆国の学位 1 2

(3) ヨーロッパ諸国の学位 1 2

(4)東洋諸国の学位 1 2

(5) 日本の学位 1 2

ゞ
U
い

㍍

泊

4

-

4

4

-

な

い

17.日本留学への評価

以下.16-20閏については,｢学部｣｢大学院｣留学生,研究留学生ともにお答えください

16.あなたは日本での留学学生生活について,どの程度満足していますか

大いに どちらかと 不満が なんとも

満足 いえば満足 多い いえない
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(1) 大学のスタッフとの交流

(2) 大学の学生たちとの交流

(3)-･般社会人との交流

(4) El常の学習,研究活動

(5) 日本国内の視察,見学旅行

(6) 日常の衣食住生活

(7) 孤独感からの解放

(8) 留学成果の母国での活用の期

待感

(9) 日本人の母国事情の理解

(10) その他自由に書いて下さい

17.現在までの日本留学体験から判断して.

(1) 日本の大学 (院)に関して

a 日本の大学は概ね国際的な学

術水準に遠している

b 日本の大学は発展途上国の抱

える問題に十分な関心をもっ

ている

c R本の大学数按は留学生問題

に十分な関心をもっている

d 日本の大学教授は留学生の成

績を厳しく評価している

e 日本の大学生は留学生の勉学

に十分に協力的である

f 日本の大学は留学生に対して最

新の理論や学術成果を積極的

に提供している

g 日本の大学は帰国後の留学生

と横転的に交流しようとして

いる

(2) 日本留学に関して

a 再度の機会があれば,日本で

研究上の仕上げをしたい

b 母国の学生達に,日本留学を

積極的にすすめたい

C 留学経験は,長期的にみて日

本と良好な関係を維持する契

機となろう

540

2 3 4

2 3 4

あなたは次の意見に同意しますか

全くその ある程度 同意でき なんとも
通りである 同意できる ない いえない わからか､

1 2 3 4 5

4 5

4 5

4 5

4 5

1 2 3 L1 5

1 2 3 4 5

仝くその ある程度 同意でき なんとも
通りである 同意できる ない いえない わからか､

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5



d 留学は日本人の生活態度,考

え方や,日本の文化,社会,

経済等を認識する絶好の機会

である

e 日本は帰国留学生に対するア

フターサービスをよくやって

いる

(3) 留学生の受入れについて

a 留学生受入れについて民間の

ボランティ7活動は充実して

いる

b 宿舎やアルバイト探しについ

て日本人は協力的である

C 留学生に対する民間の奨学金

制度が充実している

1 2 3

1 2 3

全くその ある程度 同 意

通りである 同意できる できない

1 2 3

1 2 3

1 2 3

4 5

4 5

なんとも わから

いえない ない

･I 5

4 5

4 5

(4)宿舎条件について- 単身で日本に留学される場合,次につきご希望をきかせて下さい

a 次の4つのケースのうち,希望される順位をきかせて下さい

i 大学付属の寮

ii 外国人用宿舎 (例駒場留学生会緒)

lil 民間のアパー ト

iv 日本人の家庭

b 留学生だけの方がよいか,日本人と一緒の方がよいか

l 外Bl人留学生だけ

II El本人と一緒

C 個室がよいか,他人と共用の部屋がよいか

1 個室がよい

11 他人と共用の部屋がよい

(順位) 位

位

位

位

18.日本の外国人留学生の受入条件や受入制度について,あなたが問題とされ,あるいは改善

を期待されていることを.率直にかつ具体的に書いてくださいo

Vl. 日本経済の発展について

19.日本の経済を発展させた要因について,次のような考え方がありますが,あなたの意見を

きかせてください

(1) 経済発展の要因としての日本の教育制度について
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a 義務教育年限が 6･3制て十

分に良いこと

b 義務教育ての中途退学(dl･Op
out)が少ないこと

C 義務教育の教育内容が充実し

ていること

d 高等学校以上の高等教育への

進学率が高いこと

e 高等学校以上の高等教育への,

女子の進学率が高いこと

f 高等教育の内容が充実してい

ること

g 高等教育への進学率を高める

だけの経済的余裕が父兄にあ

ること

h 高等教育進学について奨学金

制度が発達していること

i 国や公共団体が積極的に高等

教育制度を整備してきたこと

j 高等教育を積極的に進めるこ

とについての摂氏的関心が高

いこと

lt 高等教育を受けることが.立

身出世の条件として考えられ

てきたこと

l 個人的な能力さえあれば社会

的指導者になれるという社会

の体質が進学意欲を高めてい

るから

m その他意見がありましたら自

由に書いて下さい (

どちらかと
その通り いえばその そうは思 なんとも わから
である 通りだと思う わない いえない ない

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 L1 5

1 2 3 4 5

(2) 日本の経済発展の要因としての人口増加について

とちらかとい

その通り えはその通 そうは思 なんとも わから

と思う りだと思う わない いえない ない

a 人口の規模が一億人を超えて

おり,大規模生産ができるよ

うになったこと

b 人口増加率が低く,子供の扶
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1 2 3 L1 5

養負担が小さかったこと 1 2 3 Li 5



C 最近の人u増加率が低くなっ

たのは出生率が低くなったか

ら

d 出生率か低いのは

l 家族計画の考え方が普及

しているから

11 結婚年齢が高くなったか

ら

lil優生保護法て鹿児制限が

合法化されているから

iv 社会保障制度の整備など

により.老後を子供に締

ろうという考えが国民の

間に少くなったから

e 1940年代の出生率が高く.若

い労働者が急増したことが,

ことに1960年代の日本の経済

成長を支えた

f 煎近におけるE]本の出生率の

低 下 , 人 口 増 加 率 の

低下は,日本の経済成長を今後

低下させるてあろう

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

g その他意見がありましたら自

由に書いて下さい

(

(3) 日本の経済発展の要因としての労働体制について

a 日本人は本来勤勉て労働の密

度が高いこと

b 日本には身分意識が少く,上

下の差別なくよく働くから

C 遇45時間の長時間労働の体制

になっている企業が多いから

d 労働組合が企業別組合てあり,

ストライキか少ないから

どちらかと

その過り いえは1その そうは思 なんとも わから

である 通りである わない いえない ない

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5
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e その他意見がありましたら自由に書いて下さいO

(4)経済と人的能力との関係について,次の点をおたずねします｡

a.｢人的能力の開発は,経済成展の重要な原因の 1つである｣という考え方について,あな

たは同意しますか

1 その通りだと思う

ll 必ずしもそうだとは思わない

iil まちかっている

lV なんとi)いえない

V わからない

b.｢人的能力を開発する｣ためには,どういうことが必要ですか｡自由に考えを書いてくだ

さいo

V日.あなたのこ家族について

20.さいごに,母匡=こおられるご家族について.次の点を教えてください

あなたと 現在の 最終学歴 (含在学中) 海外留学の体験 そのばあいの課程

の間柄 年齢 職 業 小学 ･中学 ･高校 ･大学 あり なし 高校 ･大学

父 1 2 3 4

母 1 2 3 4

配偶者 1 2 3 4

兄 1 1 2 3 4

2 1 2 3 4

3 1 2 3 ì

弟 1 1 2 3 4

2 1 2 3 4

3 1 2 3 ▲i

姉 1 1 2 3 4

2 1 2 3 4

3 1 2 3 4

妹 1 1 2 3 4

2 1 2 3 4

3 1 2 3 4

1 2 1 2

1 2 1 2

1 2 1 2

1 2 1 2

1 2 1 2

1 2 1 2

1 2 1 2

1 2 1 2

1 2 1 2

1 2 1 2

1 2 1 2

1 2 1 2

1 2 1 2

1 2 1 2

1 2 1 2

◎めんどうな質問にさいごまで答えていただき,ほんとうに有難とうございましたO
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元 日本留学外国人学生 に対 す るア ンケー ト調査

調査へのご協力のお願い

この研究は,かつて日本で外国人留学生とLて学ばれた皆さんにとって,日本留学がどのよう

に役立っているか,また,日本の留学生受入れ制度や日本の経済発展に対してどのような見方を

しておかれるかを知るために企画されましたO

私達の研究は,今後, 日本が沢山の外国人留学生を受入れるについては, El本への留学をより

効果的なものとするためにはとのような問題点があるかを正確に知り,それを少しづっても解決

していくことが先決だという考え方に立っております.このアンケ… ト調査は純粋に客観的な資

料を得ることを目的としていますので,どうぞフランクにかつ率直にお答え下さるよう希望しま

す｡皆さんのご親切なご協力によって,日本の留学生受入れ体制が着実に改善されることとなれ

ば.この上ない章です｡

朗団法人アジア .人口開発協会

留学生事情研究委員会

套 貝 良 川 軒 重 任

研究委員 鈴 木 忠 和

山 田 三 郎

山 下 雄 三

武 藤 和 夫

粧 洋 之 助

東京大学名誉教授

東海大教授

東大教授

筑波大助教授

東京農大教授

東大助教授

質 問 紙 の 答 え 方

1. 凶答は,もっともふさわしい番号に○印をつけてくださいO

2. - 印は,その質問の続きを表します.

3. ( )は記入していただく部分です｡日本語,英語 (あなたの母国語でも可)て記

入してください.

4. この調査は無記名で結果はすべて統計的に整理します｡個人的なご迷惑をおかけす

ることは一切ありませんOよろしくこ協力をお願いしますO

5. 回答された質問紙は19 年 月 日までに 財団法人アジア人口開発協会 (A.

P.D.A) (〒100東京都千代田区永ti]町 2102永B]町TBRビル FIO弓A.電03-581

7770)にお返しくださいO

参考のために.次の事項を教えてください｡国籍が都合が怒けjtば地域でも結構ですO
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a国籍 ( ) 1 北アメ1カ vlサ-ラ以南アフリカ

b性別 (l男 Il女 ) il南アメリカ vll南アジア

C 年齢 ( オ ) 111西ヨーロッパ V‡lI東南アジア

IV 束ヨ-ロ/パ ･ソ連 IX 東アジア

l′中東 x オセアニア

I. あなたの教育歴 について

1.日本留学の経歴について,次の点を数えてください

(1) 日本滞在の期間 ( 19 年 月)-(19 年 月)

(a) 留学先 ( 大学 学部)

( 大学 ･大学院 研究科)

(3) 専門分野 ( 学)

(4) 日本留学で取得Lた学位 ( 学士)(取得牢数 年)

( 修士)(取得年数 年)

( 博士)(取得年数 年)

(5) 学位論文を何語で書きましたか

a.修士論文 ( 語)

b.博士論文 ( 語)

(6)論文執筆は日本語で書 くよう指示されましたか

a.修 1:論文 (l 指示された 】l 指示されなかった)

b.博士論文 (l 指示された 11 指示されなかった)

(7) 奨学金取得の有無 .a.無 b.有-その名称は (

2.El本留学以前に.外国留学の経験がありますか

(1) ない

(2) ある--,a.留学先の国名 (

b.留学期間 (19 年 月)～(19

C.留学先 (高校,大学等の名称

d.留学により取得した学位 (

3.日本留学期間終了後,再び他国に留学されましたか

再度,外国で留学を

目 しなかった

(2) した- -･a.留学先の国名 (

b.留学期間 (

C.留学先の名称 ( 大学

d.専門分野 (

e.取得Lた学位と名称 (

同

月年

究研
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f.奨学金取得 1 無

11 有- その名称

(

4.再度留学をされた理由

再留学をするに当って.強い影響力をもった理由を教えてください (あてはまるものに○印を)

(1) El本の学位は,母国では高く評価されない

(2) 専門分野での研究水準は,EZ本よりi'他国のほうが高い

(3) 日本での留学期間が切れ 再延長が認められなかった

(Il) 母国で専門研究の成果を括用するには.El本留学はあまりにも条件が遠いすぎた

(5) 専門研究の領域を拡大,深化させる必要があった

(6) El本の大学は墳新の研究成果,技術内容を留学生に開放していなかった

(7) 母国の政府,大学あるいは企業から再留学の要請があった

(8) その他 (理由を具体的に書いてください)

5.再留学の経験と成果は,あなたがAで指摘された制約的な理由を解消したと思っていますか

fl) 目的は速攻された

(2) 一応の成果があった

(3) 期待どうりでなかった

(4) なんともいえない

IL 日本留学への評価

6.日本留学 (及び再留学)の成果と仕事についておたずねします.

(1) 現在の仕事について

a.就職先

l 政府行政機関

11 試験研究機関

IIl 大学

11, その他教育機関

V 日本系民間企業

vl その他の国との合弁企業

vl1 母国系民間企業

111u 自営業

l】く その他 (具体的に)

b.就職先の名称 ( )

C.そこでの地位と仕事の内容 ( )

d.そこにはいつ就職しましたか ( 年 月に就職)

e.そこの仕事で. 日本留学の成果を活用することができていますか

l 直接に活用できている

11 間接的に利用できている

Iu 全く無関係である
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lV なんとい ､えない

(2) 日本留学か ､L再Ja学から母国に帰国されてから,現在の仕事につくまで何度か他の職場を経験

されましたか

a. いいえ

b.はい-1 何Ir,]ぐらい職場をかえましたか ( rn1位)

zl なぜそのように何度か職場をかえられたのか,例 会社の破産とか.高給など

(3) 現在の仕事 (就業先)を遂行するうえで,あなたがEZ本留学の生活体験や得た専門的知識や研究

経歴は以 Fの各領域でどの程度活用できていると思いますか｡

a.仕事の面では

現在でも 現在それ 現在全く閑

大いに利用 ほど利用 陳がなく利 なんとも

している していか､ 用していか- いえない

1 大学での研究成果に関連して 1 2 3 4

11 取得した技術 1 2 3 4

m 日本語の能力について 1 2 3 4

1V 日本の大学スタ/フとの交流に関連Lて 1 2 3 4

v 日本の企業との交流に関連Lて 1 2 3 4

vi 日本の社会人との交流に開通して 1 2 3 ì

vJl その他具体的に書いてください

b.生活の頑では .

一部であ

積挺的に るがとり

とり入れ 入れてい 全 く無関 なんとも

ている る 係である いえない

l E7本的な考え方や発想のLかた 1 2 3 4

11 日本的な生活様式 1 2 3 4

111 日本的な行動様式 1 2 3 4

1V その他具体的に書いてください

(4) 日本留学の経験を母国の発展に寄与させる,という考え方に立てば,どういうことがらが役立つ

と思われますか.ご自由に1,'書きください

7.帰国後の日本語の使用についておたずねします

(日 日不語を使う機会がありますか

a ふだんの生活で

b 勤務先の仕事で

(2) 日本語を使用する形は
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かなりの j)ずかて 全く轍会

縫合がある あるがある はない

1 2 3

1 2 3

かなり頻 時折りは

紫にある ある 全くない

a 日本語で㌧会議をする 1 2 3



b 日本語の文章を読む 1 2 3

c R本譜の放送を開 く 1 2 3

d 日本語で文章を書く 1 2 3

e 日本語で通訳をする 1 2 3

8.あなたが取得された日本の学位は,母国ではどれくらい有利に利用されまLたか

大いに有 ある程度は 無関係で なんとも

利である 有利である ある いえない

(1)政僻 ･行政機関への就職

(2) 母国の民間 トンプ企業への就職

(3)母国にある日本 (または合弁)企業への

就職

(4)研究.教育伐開への就職

(5) 高い報酬を得るため

(6) 社会的威信の証明

(7) 専門的知識の仕事での直積的括用

(8) 母国発展への寄与

1 2 3 4

1 2 3 4

(9) その他具体的に書いてください

9. El本の博士学位の取得について.改善すべき点や要望があiLば,以下にご自由にお書きください

10.日本'a学体験の評価に基づいて,あなたは次の意見に同意しますか

り) 日本の大学 (醍)に関して

全くその ある程度 同意でき なんとも
掛)である 同意できる ない いえない わからか､

a ET本の大学は概ね国際的な学

術水準に達している

b 日本の大学は発展途上国の抱

える問題に十分な関心をもっ

ている

c El本の大学教授は留学生問題

に十分な関心をもっている

d 日本の大学教授は留学生の成

績を鼓しく評価している

e 日本の大学生は留学生の勉学

に十分に協力的である

f El本の大学は留学生に対Lて東

新の理論や学術成果を積陸的

に提供している

g 日本の大学は帰国後の留学生

と横転的に交流Li:うとして

いる

(2) 日本留学に関して

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

仝くその Lt)る程度 同意でき なんとも
通りである 同意できる ない いえない わからない
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a 再度の総会があれば. 日本で

研究上の仕上げをしたい

b 母国の学生達に, 日本留学を

横転的にすすめたい

C 留学経験は,長期的にみてEf

本と良好な関係を維持する契

機となろう

d 留学は日本人の生活態度,考

え方や,U本の文化,社会.

経済等を認識する絶好の機会

である

e 日本は帰国留学生に対するア

フターサ…ビスをよくやって

いる

(3) 留学生の受入れについて

a 留学生受入れについて民間の

ボランテ fア活動は充実 して

いる

b 宿舎やアルバイト探 しについ

て日本人は協力的である

C 留学生に対する民間の奨学金

制度が充実 している

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

全 くその ある程度 同 意 なんとも わから

通りである 同意できる てきない いえない ない

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

(̀l) 宿舎条件について 単身で日本に留学される場合,次につきご希望をきかせて下さい

次の4つのケースのうち,希望される順位をきかせて下さい

l 大学付属の寮

11 外国人用宿舎 (例 駒場留学生会絹)

111 民間のアパー ト

lV 日本人の家庭

(順位) 位

b 留学生だけの方がよいか. 日本人と一緒の方がよいか

1 外国人留学生だけ

11 日本人と一緒

C 個室がよいか,他人と共用の部屋がよいか

l 個室がよい

Il 他人と共用の部屋がi:い

ll.日本の外国人留学生の受入条件や受入制度について,あなたが問題 とされ.あるいは改善 を期待さ

れていることを,率直にかつ具体的に書いてください｡
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lil. 日本経済 の発展について

12.El本の経済を発展させた要因について,次のような考え方がありますが,あなたの意見をきかせて

ください

(1) 経済発展の黄綬としての日本の教育制度について

どちらかと
その通り いえばその そうは思 なんとも わから
である 通りだと思う わない いえない ない

a 義務教育年限が 6･3粘りで十

分に長いこと

b 義務教育での中途退学(dlOp

otlt)が少ないこと

C 義務教育の教育内容が充爽し

ていること

d 高等学校以上の高等教育への

進学率が高いこと

e 高等学校以上の高等教育への,

女子の進学率が高いこと

f 高等教育の内容が充実してい

ること

g 高等教育への進学率を高める

だけの経済的余裕が父兄にあ

ること

h 高等教育進学について奨学金

制度が発達していること

i 国や公共団体が積極的に高等

教育制度を整備してきたこと

j 高等教育を積極的に進めるこ

とについての国民的関心が高

いこと

k 高等教育を受けることが.立

身出世の条件として考えられ

てきたこと

l 個人的な能力さえあれば社会

的指導者になれるという社会

の体質が進学意欲を高めてい

るから

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

2 3 4 5

2 3 4 5

2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

nl その他の意見がありましたら自由に書いて下さい｡

(2) 日本の経済発展の要因としての人口増加について

どちらかとい

その通り えはその通 そうは思 なんとも わから

と思う りだと思う わない いえない ない

a 人口の規模が一膳人を超えて

おり,大観操生産ができるよ

うになったこと 1 2 3 4 5
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b 人目増加率が低 く,子供の扶

養負担が小さかったこと

C 最近の人口増加率が蚊 くなっ

たのは出生率が低くなったか

ら

d 出生率が低いのは

l 家族計画の考え方が普及

しているから

11 結婚年齢が高 くなったか

ら

11 優生保護法で産児制限が

合法化されているから

lV 社会保障制度の整備など

により,老後を子供に頼

ろうという考えが国民の

間に少 くなったから

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1940年代の出生率が高く,若

い労働者が急増したことが,

ことに1960年代の日本の経済

成長を支えた 1 2 3 4 5

f 最近における日本の出生率の

低 下 . 人 口 増 加 率 の

低下は,日本の経済成長を今後

低下させるであろう

g その他意見がありましたら自

1 2 3 4 5

由に書いて下さい

(3) 日本の経済発展の要因としての労働体制について

どちらかと

その通り いえば.その そうは思 なんとも わから

である 通りである わない いえない ない

a 日本人は本来勤勉で労働の密

度が高いこと 1 2 3 4 5

b El本には身分意識が少 く.上

下の差別なくよく働 くから 1 2 3 4 5

C 週45時間の長時間労働の体制

になっている企業が多いから 1 2 3 4 5

d 労働組合が企業制組合であり.

ストライキが少ないから 1 2 3 4 5

e その他意見がありましたら自由に書いて下さい

州 経済と人的能力との関体について,次の点をおたずねLますo

a.｢人的能力の開発は,経済成長の重要な凍因の 1つである｣という考え方について,あなたは同意
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しますか

1 その通 りだと思う

11 必ずしもそうだとは思わない

111 まちがっている

IV なんともいえない

V わからない

b.｢人的能力を開発する｣ためには.どういうことが必要ですかo自由に考えを書いてください｡

IV.あなたのご家族 につ いて

13.さいごに,母国におられるご家族について,次の点を数えてください

配

兄

弟

姉

妹

な

聞

父

母

偶

たと 現在の 最終学歴 (含在学中) 海外留学の体験 そのばあいの課程

柄 年齢 職 業 ノj､学 ･中学 ･高校 ･大学 あり なし 高校 ･大学

老

1

2

3

-

2

3

-

2

3

1

2

3

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 .I

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 ì

l 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 1 2

1 2 1 2

1 2 1 2

1 2 1 2

1 2 1 2

1 2 1 2

1 2 1 2

1 1.- 1 2

1 2 1 2

1 2 1 2

1 2 1 2

1 2 1 2

1 2 1 2

1 2 1 2

1 2 1 2

◎めんどうな質問にさいごまで答えていただき,ほんとうに有難とうございました｡
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